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写真：渡邉宏基（LATERNE）
photograph by Hiroki Watanabe

 HE ADLI NER
今月の注目アイテム

過
酸
化
水
素
水
を
使
っ
た

ウ
ル
ト
ラ
ピ
ュ
ア
な
香
り
は
、

新
し
い
の
に
懐
か
し
い

　香りは“理性”をはねつける。五
感のなかで匂いが最も本能に結び
付いているように感じるのは、嗅
覚が唯一、大脳辺縁系へ直接伝達
されるため。ときに記憶と結び付
き、香りによって過去の感情がリ
アルに呼び覚まされることもある。
　コム デ ギャルソン・パルファム
が30周年を記念してつくった香
水、「オデュー テン」は過酸化水素
水の香りをベースにしている。消
毒液や髪のブリーチ剤に使われる
化合物だが、つけてみると想像以
上にやわらかく丸みがある。過酸
化水素水が選ばれたのは、「究極の
清潔感」と「まったく新しいのに、
記憶にある懐かしさ」を表現する

ため。アルデヒド、ホワイトミン
ト、ムスクに似たアンブレッドシ
ードなどが調合されており、ひと
筋縄ではいかない複雑な香りに仕
上がっている。嗅いだことのない
新しい香りなのに、確かにどこか
懐かしい感じがするのは、微かな
グリーンノートが野原や森で遊ん
だ記憶を蘇らせるからだろうか。
　当初から「アンチ・パフューム」
を標榜し、装いを完成させるため
ではなく、自らを奮い立たせるた
めの香水づくりをしてきたコム デ 

ギャルソン。既成概念を覆し、新
しいものを追い求めるブランドが
つくり出す香りは、挑戦し続ける
人の背中を押してくれるだろう。

発売から30周年を記念し、新たにリリースされた香水。
「オデュー 53」「オデュー 71」「オデュー・デュ・テアトル・
デュ・シャトレ」に続くシリーズ第４弾。過酸化水素水
の香りをベースに調合し、清潔で純粋、かつ丸みを帯び
た香りに仕上がっている。漆黒のシンプルなボトルも
端正な佇まいだ。国内直営店などで販売中。￥30,800

／コム デ ギャルソン☎03-3486-7611

コム デ ギャルソン・
パルファム
オデュー テン
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LOEWE
ロエベ

レザーピースを幾何学的に組み立てたロエベの「パズルバッグ」。2025年に誕生から10

周年を迎える逸品が、「革のカシミア」とも称されるディアスキン（鹿皮）を纏って登場し
た。軽量かつしなやかな革は、シボ感とほどよい艶が特徴。大人の色気を醸すバッグを
スタイリングの最後のピースとして投入すれば、お洒落のパズルも完成する!?　バッグ
（H23.5×W32.5×D14.5cm）￥616,000、ジャケット￥311,300 、Tシャツ￥94,600、パン
ツ￥262,900／すべてロエベ（ロエベ ジャパン クライアントサービス☎03-6215-6116)　

大人の魅力を引き立てる、艶革のパズルバッグ

 エ ー ス を ね ら え

写真：高木将也　スタイリング：オクトシヒロ　文：飯野僚子
photographs by Masaya Takagi　styling by Toshihiro Oku　text by Ryoko Iino
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BROOKS BROTHERS × PARABOOT
ブルックス  ブラザーズ  × パラブーツ

アメトラの雄ブルックス ブラザーズがパラブーツとコラボし、定番人気の「シャンボー
ド」をアレンジ。フレンチアイビーの流れを汲む丸みのあるシルエットはお馴染みだが、
ネイビーのアッパーとステッチ、タグを排したデザインで、装いを一新。紺ブレを羽織
って、足元もネイビーにしてさりげなくリンクさせれば、春らしい新鮮な気分に。シュ
ーズ￥96,800／ブルックス ブラザーズ×パラブーツ、パンツ￥17,600／ブルックス ブ
ラザーズ（ともにブルックス ブラザーズ ジャパン 0120-02-1818）　他は私物

米仏のトラッドが共演、特別なネイビーシューズ

15       with New Attitude



　デザイン先進国、英国ならではの書籍が発売された。『Modernist 

Graphic Design in Britain 1945-1980』は、デザイン大国としての立
場を固めるまでに至った第二次世界大戦後の約35年間を、グラフ
ィックデザイン視点で解説する注目の書だ。
　終戦後の緊縮財政や冷戦などに直面した厳しい時期、イギリスで
は多くのデザイナーが“デザインの力”で国と社会をもり立てよう
と挑んでいた。この時代に制作された雑誌、ポスター、タイポグラ
フィーなど多岐にわたる作品からは、傷ついた国が息を吹き返すさ
まが見て取れる。デザインと各時代の密接な関係だけでなく、有名
無名にかかわらず国内のデザイナーを紹介する興味深い１冊だ。

世界に誇る“デザイン大国”英国を、
グラフィックデザイン史から紐解く１冊

W
O

R
L

D
 U

P
D

A
T

E

世
界
を
動
か
す
最
新
ト
ピ
ッ
ク

LONDON
［ロンドン／イギリス］

https://the-modernist.org

WEST COAST
［西海岸／アメリカ］

文：稲石千奈美
text by Chinami Inaishi

　プロバイオティクス（善玉菌）の働きによる健康・美容効果が期待
され、世界中で根強い支持を集めている発酵ドリンクのコンブチ
ャ。最近では、発酵過程を操作することでアルコール度数を高くし
た‶ハードバージョン”がバーなどでも登場している。
　なかでもビールと同様に、カリフォルニア産のハードコンブチャ
をタップから生で提供する「リクリエイションカフェ」が話題。ア
ルコール度は7％とやや高めだが、微発泡系のふわっとした飲み心
地とフルーツやハーブ系のフレッシュフレーバーが人気だ。その
日の気分でノンアルとハードを飲み分ける「ブーチ（コンブチャ愛
飲者のスラング）2.0時代」が、LAから世界に発信されつつある。

クラフトビールかと思いきや…… 
アルコール度7％のコンブチャが流行中！

www.recreation.cafe

　国家の威信をかけた一大プロジェクト「大エジプト博物館」。20

年越しのプロジェクトがほぼ完了し、ついに試験オープンに踏み出
した。現在オープンしているのは、メインホールと約65mの大階段、
12のギャラリーからなる常設展示場だ。
　展示はエジプト文明の始まりから古代ギリシャ・ローマ時代に至
るまでの収蔵品を結集。なかでもファラオや神々を中心に50体以
上の像が立ち並ぶ大階段は迫力満点だ。今後はツタンカーメンの
展示場などがオープンする予定で、最終的な展示物は10万点にお
よぶといわれている。ひとつの文明を扱う博物館としては世界最
大級で、既に国内外の熱い注目を集めている。

20年越しの大プロジェクトが完了間近！
ついに一般公開された大エジプト博物館

CAIRO
［カイロ／エジプト］

写真&文：木村菜穂子
photos & text by Naoko Kimura

https://grandegyptianmuseum.org

文：宮田華子
text by Hanako Miyata

1. 著名デザイナーのイアン・マクラーレンと
デザイン学者、トニー・プリチャードが執筆。
500部限定で出版されている。　2. 反戦団
体「Committee of 100」が1961年に行ったデ
モのポスター。政治・社会に関わる作品を多
く手掛けたロビン・フィオール（1935-2012）
によるデザイン。

1

1. メインホールでは、ラムセス
2世の巨像が世界中のツーリス
トたちを迎え入れる。　2.博物
館の外観。ピラミッドを思わせ
る三角形モチーフが全体に施さ
れている。展示品だけでなく、
コンセプチュアルな建築も美し
いと話題になっている。
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1. ビールと並び生でサーブされるコンブチ
ャはシードルを思わせる味わい。　2. メニ
ューボードの「ON TAP」とは、タップからの
提供を意味。上から2番目の「パイナップル
パッションフルーツ」が7％のアルコールを
含む話題のハードコンブチャ。数種類のフ
レーバーを随時入れ替えて提供している。

1

2
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　創業1913年の歴史あるボールルーム「クレアヒェンス・バルハウ
ス」が、大々的にレストラン&ダンスホールとしてリニューアルオ
ープン。創業111年という節目もあり、話題を呼んでいる。
　オーナーのヨラム・ロートは、店から徒歩10分ほどのアートハウ
ス「タヘレス」にある写真美術館のディレクター。ベルリンの芸術
文化が華やかに盛り上がっていた“黄金の20年代（1920年代）”のイ
メージで、店内のインテリアをブラッシュアップした。ダンスホー
ルではスイング、タンゴ、サルサにディスコと、幅広い世代に楽し
んでもらえるプログラムを毎日展開。若い人には新鮮な、70歳以
上の常連客にとっては懐かしい、誰もが楽しめる店だ。

ベルリン最古のボールルームが、
ブラッシュアップされて再び輝く

BERLIN
［ベルリン／ドイツ］ 

文：河内秀子
text by Hideko Kawachi

Feb. 2025

1メキシコペソ=約7円（2024年12月現在）

https://claerchensball.haus

MEXICO CITY
［メキシコシティ／メキシコ］

写真&文：長屋美保
photograph & text by Miho Nagaya

　メキシコシティ西部のチャプルテペックの森は、800ヘクタール
以上の巨大な都市公園。2018年より政府が文化と自然をテーマに
したプロジェクトを立ち上げ、大改造が進んでいる。その一環とし
て、かつて軍が武器の組み立てや保管を行っていた場所に、アート
系映画のシネコンや国立フィルムセンターを運営するシネテカ・ナ
シオナルが、市内3番目の施設を2024年9月にオープンした。鬼才
建築家のマウリシオ・ロチャが担った同施設は、8つのスクリーンと
屋外シアターを持つ。映画鑑賞料は一般70ペソ。25歳以下、学生、
シニアは50ペソ。敷地内には映画やアートの学校も建設中で、世
界一の文化的な森を目指すプロジェクトの核となりそうだ。

かつての軍の武器倉庫が、
映画やアートのカルチャー拠点に！
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⒈ 建物の１階はレストラン「黄金の月」。ダ
ンスイベントは２階の「鏡の間」で開催する。
夏は手間の庭がビアガーデンに。　⒉ 料理
の担当は日本をはじめ世界各国で経験を積
んだシェフ、トビアス・ベック。写真は伝統
的なドイツ料理シュニッツェルを分厚いヒ
ラタケでアレンジしたもの。こちらも伝統
がモダンにブラッシュアップされている。

1
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:  韓
国
観
光
公
社

1. お酒を飲むのが楽しくなりそうな、お洒
落な焼酎グラス。いかにも韓国らしい虎や
鮮やかな色の花、鳥などが描かれている。
韓国ダイソーの「ハングルシリーズ」から。　
2. ゴージャスで華やかな雰囲気なのが韓国
の民藝品の特徴。写真は 螺鈿（らでん）細工
が施された箱。角度によっていろいろな色
に輝く貝殻を加工して装飾している。

1

2

www.cinetecanacional.net

　韓国では最近、若者や外国人観光客を中心に、ハングル文字をか
たどったり、民画をベースにした民藝調のグッズがブームだ。Z世
代にとっては伝統や歴史を感じさせるデザインが斬新に映ること、
外国人にとっては模様のように見えるハングル文字が不思議で、エ
キゾティックに感じるといった理由があるようだ。韓国のダイソ
ーでは、この夏、お土産用や自分用としても使える手頃な価格の民
藝調アイテムのラインアップがヒットし、軒並み売れ切れや品薄状
態となった。韓国の民藝品はその多くが鮮やかな原色を用いてお
り、華やかかつきらびやか。長年、国民に親しまれているものは、
デザイン的にも強さがあると言えるのかもしれない。

韓国の民藝グッズが、
Z世代や外国人観光客の心をつかむ

BUSAN
［釜山／韓国］

 文：原 美和子
text by Miwako Hara

photo:  CONACULTA

1. 森の中の屋外シアターは、誰
でも無料で映画を鑑賞できる。
この日は子ども向けの短編映画
を上映していた。既に市民の憩
いの場になっている。　2. も
ともと武器倉庫だった場所をリ
デザインした館内には、映画関
連の展示を行うギャラリーがあ
る。今後は資料館、書店、カフ
ェやレストランも入る予定だ。

1

2
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僕
は
生
ま
れ
て
か
ら
こ
の
方（
そ
し
て
お
そ
ら
く

こ
れ
か
ら
死
ぬ
ま
で
）、
自
他
と
も
に
認
め
る
「
ひ

ね
く
れ
者
」
な
の
だ
が
、実
は
「
ひ
ね
く
れ
方
」
に

も
変
遷
が
あ
っ
た
り
す
る
。

子
ど
も
の
頃
は
、「
間
の
抜
け
た
ひ
ね
く
れ
者
」

だ
っ
た
と
思
う
。
間
違
い
な
く
ひ
ね
く
れ
者
で
は

あ
る
の
だ
が
、
ひ
ね
く
れ
者
と
し
て
の
自
覚
が
足

り
な
い
と
い
う
か
、
頭
の
使
い
方
に
甘
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、
完
全
に
ひ
ね
く
れ
る
こ
と
が
で
き
ず

に
い
た
。
た
と
え
ば
母
親
か
ら
「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

は
1
日
30
分
以
内
に
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
る
と
、

僕
は
「
な
ぜ
?
」
と
聞
き
返
し
、「
他
の
家
庭
で

も
そ
う
し
て
い
る
こ
と
」
が
理
由
だ
っ
た
時
な
ど

は
、「
じ
ゃ
あ
他
の
家
庭
で
は
毎
日
朝
食
に
味
噌
汁

が
出
る
の
で
う
ち
で
も
出
し
て
ほ
し
い
し
、
他
の

家
庭
で
は
習
い
事
に
送
り
迎
え
が
つ
い
て
い
る
の

で
う
ち
で
も
そ
う
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
言
っ
て
、

共
働
き
で
時
間
の
な
い
母
親
の
弱
み
に
つ
け
こ
ん

だ
り
し
て
い
た
。
当
時
か
ら
僕
は
「
み
ん
な
や
っ

て
い
る
」
と
か
「
他
で
は
そ
う
し
て
い
る
」
と
か
、

そ
う
い
っ
た
理
由
に
よ
っ
て
な
に
か
を
命
令
さ
れ

る
こ
と
が
大
嫌
い
だ
っ
た
の
で
、
ひ
ね
く
れ
者
と

呼
ば
れ
る
こ
と
は
多
か
っ
た
け
れ
ど
、と
は
い
え
ひ

ね
く
れ
方
に
関
す
る
知
識
不
足
の
せ
い
で
少
し
間

の
抜
け
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

も
う
少
し
成
長
し
て
青
年
期
に
な
る
と
、
ひ
ね

く
れ
方
に
も
深
み
が
生
ま
れ
て
き
て
、
た
と
え
ば

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
業
界
の
都
合
で
つ
く
ら
れ
た
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を
祝
う
意
味
が
あ
る
の
か
」
と

か
考
え
る
よ
う
に
な
り
、ひ
ね
く
れ
者
と
し
て
の
精

度
が
上
昇
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ま
で
友
人
と
無
邪

気
に
チ
ョ
コ
の
数
を
競
っ
て
い
た
小
川
少
年
が
、

「
チ
ョ
コ
の
数
を
競
う
こ
と
自
体
、
大
企
業
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
虚
構
に
踊
ら
さ
れ
て
い
る
」
な
ど

と
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

ひ
ね
く
れ
方
の
コ
ツ
と
い
う
か
、ひ
ね
く
れ
者
と

し
て
の
僕
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
の
が
、

大
学
の
サ
ッ
カ
ー
サ
ー
ク
ル
の
同
期
だ
っ
た
小
野

と
い
う
友
人
だ
。
彼
は
サ
ー
ク
ル
の
対
抗
戦
の
試

合
中
に
ブ
ツ
ブ
ツ
と
ひ
と
り
で
な
に
か
に
キ
レ
て

い
て
、
試
合
中
は
敵
チ
ー
ム
の
誰
か
に
怒
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
ど
う
や
ら
味
方
に
も
キ

レ
て
い
た
。
小
野
が
ブ
ツ
ブ
ツ
言
っ
て
い
る
内
容

を
よ
く
聞
い
て
み
る
と
「
お
前
ら
誰
か
が
シ
ュ
ー

ト
を
打
つ
と『
ナ
イ
シ
ュ
ー（
ナ
イ
ス
シ
ュ
ー
ト
の

略
）』
っ
て
言
っ
て
る
け
ど
、
シ
ュ
ー
ト
に
は
本
来

『
い
い
シ
ュ
ー
ト
』
と
『
悪
い
シ
ュ
ー
ト
』
の
2
種

類
が
あ
っ
て
、味
方
が
『
悪
い
シ
ュ
ー
ト
』
を
打
っ

て
い
る
の
に
『
ナ
イ
シ
ュ
ー
』
と
言
う
の
は
思
考

停
止
じ
ゃ
な
い
の
か
?
」
と
キ
レ
て
い
た
。
僕
は

そ
れ
を
聞
い
て
、
試
合
中
に
腹
を
抱
え
て
笑
っ
て

し
ま
っ
た
。
確
か
に
サ
ッ
カ
ー
に
は
味
方
の
シ
ュ

ー
ト
に
「
ナ
イ
シ
ュ
ー
」
と
声
を
か
け
る
文
化
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
思
考
停
止
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
以
来
、
僕
は
文
化
や
慣
習
や
日
常
の
中
に

あ
る
「
思
考
停
止
」
を
も
疑
う
よ
う
に
な
り
、「
誰

で
も
生
き
て
い
る
だ
け
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る

誕
生
日
に
な
ん
の
価
値
が
あ
る
の
か
」「
暦
と
い
う

恣
意
的
な
シ
ス
テ
ム
が
更
新
さ
れ
る
だ
け
の
正
月

に
な
ん
の
価
値
が
あ
る
の
か
」
と
、
応
用
編
の
ひ

ね
く
れ
方
を
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。「
ひ
ね
く
れ

過
激
派
」
だ
っ
た
頃
の
僕
は
、
就
職
し
た
友
人
と

仕
事
後
に
飲
ん
だ
時
、「
1
杯
目
は
と
り
あ
え
ず
生

ビ
ー
ル
で
」
な
ど
と
言
っ
て
生
ビ
ー
ル
を
飲
む
こ

と
に
も
「
思
考
停
止
だ
」
と
腹
が
立
っ
て
い
た
。

で
、そ
ん
な
時
期
を
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
、ひ

ね
く
れ
者
に
も
傾
向
と
い
う
か
、
共
通
の
特
徴
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
き
て
、世
に

大
勢
い
る
「
俺
、ひ
ね
く
れ
て
る
ん
で
す
よ
」
な
ど

と
自
己
紹
介
す
る
、
自
称
ひ
ね
く
れ
者
と
自
分
が

似
て
い
る
こ
と
が
無
性
に
恥
ず
か
し
く
な
っ
て
き

た
。
音
楽
や
映
画
の
流
行
に
乗
る
こ
と
が
思
考
停

止
な
ら
、「
大
衆
向
け
だ
」
と
無
批
判
に
貶
す
仕
草

そ
の
も
の
も
思
考
停
止
に
思
え
て
き
た
の
だ
。
と

い
う
わ
け
で
、い
ま
の
僕
は
ひ
ね
く
れ
者
す
ら
も
嫌

界
の
ひ
ね
く
れ
者
」
と
い
う
、

悪
す
る
「
ひ
ね
く
れ
界な

っ
て
い
る
。

意
味
不
明
な
人
間
に
な

〝
人
の
世
は
住
み
に
く
い
〞
の
は
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
。

煩
わ
し
い
場
面
を
、
作
家
・
小
川
哲
は
ど
う
切
り
抜
け
る
の
か
。

イラスト：柳 智之　illustration by Tomoyuki Yanagi

Satoshi Ogawa

1986年、千葉県生まれ。2015年に『ユートロニ
カのこちら側』（早川書房）でデビュー。『ゲーム
の王国』（早川書房）が18年に第38回日本SF大
賞と第31回山本周五郎賞受賞。23年1月に『地
図と拳』（集英社）で第168回直木賞受賞。近著
に『スメラミシング』（河出書房新社）がある。
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参考文献：
『民藝 MINGEI 美は暮らしのなかにある』展図録 2023年 朝日新聞社
『新編 民藝四十年』柳 宗悦著  2023年 ちくま学芸文庫
『わかりやすい 民藝』高木崇雄著 2020年 D&DEPARTMENT PROJECT

『芹沢銈介の日本』（別冊太陽） 2021年 平凡社
『民藝の心が生きるまち : 南砺市民藝調査報告書』2024年 南砺市

樺（かば）細工や器、マグ、風呂敷やストールなど身の回りにはたくさんの民藝
品がある。一つひとつ細部に目をやれば、手仕事にしかない「職人たちの手技の
無数の反復」（柳宗悦）の美しさや素材の魅力が生き生きと伝わってくる。

たのしい民藝
2025年は、「民藝」という言葉が誕生して100年目となる記念の年だ。
そしていまもなお、世代を超えて多くの人が民藝に魅了されている。
“個”が立ち、主張することがもてはやされる現代において、
「民藝は無銘なのです」「伝統は個人の脆さを救ってくれる」と語った
民藝の提唱者、柳宗悦の言葉はかえって新鮮に響くのかもしれない。
本特集ではその思想と歴史を優しく紐解きつつ、
近年のブームの立役者や注目のつくり手たちにインタビュー。 

さらに、目利きたちに現代の暮らしに合う楽しみ方を教えてもらった。
いま私たちが日常の中で出合う民藝の姿とは？
日々の暮らしに寄り添ってくれる、その魅力にフォーカスしたい。

写真：宇田川 淳　photographs by Jun Udagawa
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●静岡県静岡市駿河区登呂5-10-5　
☎054-282-5522

開 9時～16時30分　
休月、祝日の翌日、年末年始、展示替期間中
料一般￥420　※各種割引あり
www.seribi.jp

静岡市立芹沢銈介美術館

　
静
岡
市
の
登
呂
遺
跡
公
園
の
一
角
に

あ
る
芹
沢
銈
介
美
術
館
は
、
か
つ
て
柳

宗
悦
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
、
世
界
的
な

評
価
を
得
た
染
色
家
・
芹
沢
銈
介
が
、

自
身
の
郷
里
で
あ
る
静
岡
市
に
寄
贈
し

た
約

点
の
作
品
と
、
約

0
点
に
お
よ
ぶ
工
芸
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
核
に
、

年
に
開
館
し
た
市

立
美
術
館
だ
。
こ
こ
で
は
年
に
4
回
開

催
さ
れ
る
企
画
展
示
の
ほ
か
、
作
品
の

加藤シゲアキ、
芹沢銈介の
仕事に触れる
NEWSのメンバーであり作家としても活躍する加藤シゲアキが、
静岡市の芹沢銈介美術館を訪れた。そこで出合ったのは、
民藝運動に参加した染色家・芹沢の素朴で美しい作品の数々だ。

写真：田邊 剛　スタイリング：飯垣祥大　ヘアメイク：KEIKO　編集＆文：佐野慎悟
photographs by Go Tanabe　styling by Shota Iigaki　hair & make-up by KEIKO　edit & text by Shingo Sano

芹沢銈介美術館の企画展『型染 

色と模様の翼』に訪れた加藤。
最初に迎えたのは、1929年に
制作された芹沢銈介のデビュ
ー作とされる、ろうけつ染の
『杓子菜文間仕切』を、75年に
型染で再制作した作品。杓子
菜という素朴なモチーフ選び
に、温かみのある魅力が宿る。
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□□□□■□□□□■□□□□
■□◎128W程98年～年まで仲
代達矢主宰の「無名塾」に在籍
し、舞台を中心に演技力を磨く。
2008年、映画『クライマーズ・
ハイ』で一躍脚光を浴び、映画
『クズ・ハイ』で98年～年まで仲
代達矢主宰の「無名塾」に在籍
し、舞台を中心に演技力を磨く。

正義の赤い隈
く ま

取
ど り

で変身！親子 2代で
ハマった、タイムレスヒーロー

加
藤
シ
ゲ
ア
キ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／
俳
優
／
作
家

1987年、広島県生まれ。2004年にNEWS

としてメジャーデビュー。アイドルグル
ープのメンバーとして活動しながら、12

年には『ピンクとグレー』で小説家デビュ
ー。20年の『オルタネート』が第164回直
木賞候補作となり、翌年には同作で第42

回吉川英治文学新人賞を受賞。

ジャケット￥84,700、シャツ￥52,800、
パンツ￥60,500（すべてカル☎03-6441-

3661）　ニット￥49,500／エイトン（エイ
トン青山☎03-6427-6335）

Shigeaki Kato

保
存
収
集
、調
査
研
究
な
ど
を
通
し
て
、

か
つ
て
民
藝
運
動
の
一
翼
を
担
い
、
生

涯
を
通
し
て
創
作
活
動
を
続
け
た
芹
沢

の
芸
術
と
偉
業
を
後
世
に
伝
え
て
い

る
。
芹
沢
生
誕

年
を
迎
え
る

年
は
、
厳
選
し
た
代
表
作
50

点
に
加
え
、
芹
沢
が
収
集
し
た
日
本
の

工
芸
品

点
を
紹
介
す
る
『
芹
沢

銈
介
の
収
集

　
日
本
篇
』
が
1
月
4
日

か
ら
始
ま
る
ほ
か
、
注
目
の
企
画
展
示

が
年
間
を
通
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
芹
沢
銈
介
美
術
館
を
初
め
て
訪

れ
た
加
藤
シ
ゲ
ア
キ
は
、
24
年
の
10
月

か
ら
2
カ
月
間
開
催
さ
れ
て
い
た
芹
沢

銈
介
没
後
40
年
記
念
展
『
型
染 

色
と

模
様
の
翼
』
を
通
し
て
、
芹
沢
が
得
意

と
し
た
「
型
染
」
の
魅
力
に
触
れ
た
。

 

「
ど
の
作
品
に
も
身
近
で
素
朴
な
モ
チ

ー
フ
が
と
て
も
鮮
や
か
な
色
彩
で
描
か

れ
て
い
て
、
型
染
っ
て
、
こ
ん
な
に
か

わ
い
い
ん
で
す
ね
。
美
術
館
で
観
る
高

尚
な
ア
ー
ト
は
日
常
か
ら
距
離
の
あ
る

も
の
が
多
い
印
象
で
す
が
、
や
は
り
生

活
道
具
の
中
に
美
し
さ
を
見
出
し
た
、

民
藝
ら
し
い
普
遍
的
な
魅
力
や
温
か
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
」

　
シ
ン
プ
ル
で
親
し
み
や
す
い
芹
沢
の

作
品
を
観
て
回
り
な
が
ら
、加
藤
は「
民

藝
運
動
」
へ
の
理
解
と
さ
ら
な
る
興
味

を
深
め
て
い
く
。

 

「
こ
れ
ま
で
も
な
ん
と
な
く
、『
民
藝

と
は
こ
ん
な
も
の
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
定
義
み

た
い
な
も
の
は
自
分
の
中
で
漠
然
と
し

て
い
て
、
い
ざ
『
民
藝
と
は
な
ん
で
す

か
？
』
と
聞
か
れ
た
ら
、
う
ま
く
答
え

ら
れ
る
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

23       with New Attitude



で
も
こ
う
や
っ
て
実
際
の
作
品
を
見
て

い
く
と
、
根
底
に
あ
る
価
値
観
が
ダ
イ

レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
」

　
加
藤
は
数
あ
る
作
品
の
中
で
も
、
特

に
蓑
や
笠
と
い
っ
た
生
活
道
具
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
作
品
に
目
を
留
め
た
。

 

「
民
藝
の
美
し
さ
を
、
民
藝
の
作
品
の

中
に
表
現
す
る
と
い
う
視
点
も
、
あ
る

意
味
独
創
的
で
面
白
い
で
す
よ
ね
。
で

も
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
、
無
名
の
職

人
に
よ
る
素
朴
で
実
直
な
手
仕
事
に
対

す
る
、
芹
沢
銈
介
の
深
い
愛
情
が
垣
間

見
え
る
気
が
し
ま
す
」

　
美
術
館
の
学
芸
員
に
よ
る
説
明
の
中

で
、
芹
沢
が
晩
年
に
い
ち
ば
ん
尊
敬
す

る
人
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
際
に
、「
職

人
さ
ん
」
と
即
答
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

聞
き
、
加
藤
は
ま
た
深
く
頷
い
た
。

 

「
民
藝
で
注
目
さ
れ
た
生
活
道
具
の
中

に
あ
る
美
し
さ
っ
て
い
う
も
の
は
、
元

を
た
ど
る
と
、
そ
れ
を
毎
日
使
っ
て
い

た
人
た
ち
が
、
せ
っ
か
く
使
う
な
ら
味

気
の
な
い
も
の
よ
り
も
、
な
に
か
少
し

だ
け
遊
び
心
を
加
え
て
、
よ
り
愛
着
を

持
っ
て
使
え
る
よ
う
に
し
た
も
の
だ
っ

た
の
か
な
っ
て
思
う
ん
で
す
。
こ
の
美

術
館
の
前
に
も
弥
生
時
代
の
登
呂
遺
跡

が
あ
り
ま
す
が
、
あ
あ
い
っ
た
土
器
の

時
代
か
ら
既
に
、
生
活
道
具
に
対
し
て

当
た
り
前
の
よ
う
に
美
し
さ
を
求
め
て

き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
柳
宗
悦
が
牽

引
し
た
民
藝
運
動
も
然
り
、
と
て
も
自

然
な
行
為
だ
っ
た
ん
だ
な
と
納
得
で
き

ま
し
た
。
た
だ
、
そ
う
や
っ
て
プ
リ
ミ

テ
ィ
ブ
な
価
値
観
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

を
当
て
る
運
動
が
、
西
洋
化
、
近
代
化

に
進
む
日
本
社
会
の
大
き
な
う
ね
り
の

沖縄の紅型（びんがた）の美しさに魅せられた芹沢は、柳宗悦ら民藝協会のメンバーとともに沖縄
の各地を旅して回った。その取材旅行から持ち帰った大量のスケッチをもとに、芹沢は数多くの
傑作を生み出した。手前は『沖縄風物』（1948年）より、市場の風景。

右側に宮城県の「蓑」、左側に青森県の「けら」を配置した『蓑図二曲屏風』（1957年頃）。描く対象物
を大胆にモチーフ化することが多い芹沢だが、この作品ではあえて型染による写実的な表現に挑
戦している。首周りの編み込み模様もていねいに再現されている。

中央の屏風は、1940年頃に製作された『東北窯めぐり六曲屏風』。東北地方をはじめとした8窯（益
子、小菅、成島、平清水、新庄東山、楢岡、久慈、堤）に取材した作品だ。この部屋には他にも『法
然上人御影』（1938年）や『苗代川春景』（1943年頃）といった初期の作品が並ぶ。

芹沢の作品の中には人物のモチーフも数多く登場するが、そのほとんどが手仕事に携わる職人た
ちの姿。これらの作品は、伝統的な製法で和紙をつくる紙漉場の風景を切り取り、その製作風景
を説明する芹沢自作の詩を添えたもの。　右：『和紙讃』（1947年頃）　左：『和紙讃』（1949年頃）

生活道具に美しさを求めることは、
とても自然な行為だと気付かされました
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人間国宝となり全国的な知名度
を得た芹沢は、60代で作家とし
ての円熟期を迎えた。その時期
の作品群に触れ、民藝の楽しさ
を再認識する加藤。後ろは『蓑
宝づくし文壁掛（夜具地）』（19 

57年） 柏市蔵、手前ケース内は
『いろは文字文帯地』（1958年）。
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中
で
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
、
あ
る

種
の
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
力

強
さ
も
感
じ
ま
す
」

　
そ
う
し
て
加
藤
は
、
芹
沢
銈
介
が
遺

し
た
作
品
を
一
つ
ひ
と
つ
注
意
深
く
眺

め
な
が
ら
、
彼
が
そ
こ
に
託
し
た
想
い

や
、
時
代
背
景
に
ま
で
思
考
を
巡
ら
せ

て
い
く
。

 

「
カ
ラ
フ
ル
で
、
か
わ
い
く
て
、
大
胆

で
、
明
快
な
芹
沢
銈
介
の
作
品
に
は
、

い
ま
見
て
も
新
し
い
と
思
わ
せ
る
デ
ザ

イ
ン
性
の
高
さ
と
、
自
分
で
も
や
っ
て

み
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
身
近
さ
が

あ
り
ま
す
。
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
使

う
道
具
に
美
を
見
出
す
と
い
う
民
藝
の

視
点
を
活
か
し
て
、
た
と
え
ば
い
ま
の

作
家
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ

ー
チ
で
も
の
づ
く
り
を
す
る
の
か
、
そ

ん
な
と
こ
ろ
に
ま
で
、
ど
ん
ど
ん
興
味

が
湧
い
て
き
ま
し
た
」

　
時
を
経
て
な
お
モ
ダ
ン
に
映
る
民
藝

の
魅
力
を
再
認
識
し
た
加
藤
。
こ
の
出

合
い
が
彼
の
活
動
に
な
に
を
も
た
ら
す

の
か
、
興
味
は
尽
き
な
い
。

芹沢銈介の制作の中でも最
もポピュラーで、現在でも高
い人気を誇るもののひとつ
に暖簾が挙げられる。写真
左は『この山みち文のれん』
（1959年）、右は『壺屋の窓文
のれん』（1970年） 柏市蔵。

上：中央の屏風は密教の種字曼荼羅から着想を得た『四季曼荼羅図二曲屏風』（1971年）。四つの吉
祥模様を中心に、春夏秋冬、東西南北の文字を周囲に配し、悟りの境地を表現。キャリア最後期の
作品ではあるが、初期の作品から続く、シンプルで力強いデザインが見られる。　下：前述した『蓑
宝づくし文壁掛（夜具地）』や『いろは文字文帯地』をはじめ、1950年代後期から60年代の作品が中
心に並ぶ展示室。この時期は工房などの制作環境が整えられたこともあり、斬新な模様が数多く
生まれた。※所蔵先の記載がない作品は、すべて静岡市立芹沢銈介美術館蔵。
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「芹沢銈介の家」の部屋の中に立ち入ることはできないが、玄関前にある鉄製のベンチは
芹沢がデザインしたもので、自由に座ることができる。洋服は前ページと同じ。シュー
ズ￥168,300／ジェイエムウエストン（ジェイエムウエストン 青山店☎03-6805-1691）

芹沢銈介美術館には、付属施設
として1987年に東京都大田区
蒲田から移築した「芹沢銈介の
家」があり、美術館開館日の日
曜や祝日に無料で一般公開さ
れる。芹沢が暮らした当時の
様子を再現するもので、世界中
から収集した椅子、ソファ、テ
ーブルなどの工芸品が並ぶ。

上：1階の応接室の壁には、芹沢が生涯師と仰い
だ柳宗悦の写真が飾られている。　下：「芹沢
銈介の家」は、もともと宮城県登米市石越町にあ
った古い板倉を芹沢が気に入り、東京都大田区
蒲田に移築して改装し、自宅の一部としたもの。
元はふたつの部屋に仕切ってあった一階部分
は、間の壁を抜いて一部屋にして使っていた。
人が暮らした古民家ではなく、農具や米などを
保管した倉だったこともあり、飾り気のない簡
素なつくりが特徴。芹沢自身は「ぼくの家は農
夫のように平凡で、農夫のように健康です」と語
り、生涯愛着を持って暮らしていたという。

●静岡県静岡市駿河区登呂5-10-5

☎054-282-5522（芹沢銈介美術館）
開 9時～16時30分　
休月～土（美術館開館日の日曜と祝日
のみ公開）　入場無料　

芹沢銈介の家
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自由だから広がる、
民藝の楽しみ方
日々なにげなく使ったり、飾って楽しんだり。
使い方はさまざまに、民藝は暮らしの中にある。

民藝店の店主やデザイナーなど、デザインの目利き5名に、
お気に入りのアイテムや楽しみ方を聞いた。

写真：吉田 塩、中島光行、松浦摩耶、竹之内祐幸、伊藤 信　文：猪飼尚司、小長谷奈都子　コーディネート：冨田千恵子
photographs by Sio Yoshida（P28～31）, Mitsuyuki Nakajima（P32～33）, Maya Matsuura（P34～35）, Hiroyuki Takenouchi（P36～37）,
Makoto Ito（P38～39）　text by Hisashi Ikai（P28～37）, Natsuko Konagaya（P38～39）　coordination by Chieko Tomita（P34～35）

　
国
内
外
の
民
藝
を
幅
広
く
紹
介
す
る

ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
プ
「
み
ん
げ
い 

お
く

む
ら
」
の
奥
村
忍
。
自
宅
か
ら
徒
歩
圏

内
に
あ
る
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
友
人
を
招

い
て
頻
繁
に
食
事
会
を
開
催
す
る
こ
と

か
ら
、
大
き
な
キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

を
設
置
。
す
ぐ
脇
の
使
い
勝
手
の
い
い

ス
テ
ン
レ
ス
製
の
オ
ー
プ
ン
シ
ェ
ル
フ

に
は
、
お
気
に
入
り
の
民
藝
の
器
が
ず

ら
り
と
並
ん
で
い
る
。

 

「
た
く
さ
ん
の
工
業
製
品
に
囲
ま
れ
た

都
心
の
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
ら
し
で
も
、
温

も
り
を
感
じ
る
手
仕
事
は
塩
梅
よ
く
ミ

ッ
ク
ス
し
て
い
け
る
も
の
で
す
。
暮
ら

し
す
べ
て
を
民
藝
に
す
る
必
要
は
あ
り

奥村 忍 
みんげい おくむら店主 

1980年、千葉県生まれ。慶應義塾大学
卒業後、商社で輸入業務、メーカーで
バイヤーを経験。2010年に独立し、ウ
ェブショップ「みんげい おくむら」をオ
ープンする。ていねいな現代の手仕事、
素朴な暮らしの道具を探し求め、国内
外のものづくりの現場を訪ねている。

Shinobu Okumura

環境に溶け込む
心を和ませる、
民藝の懐の深さ

 with New Attitude      28



ま
せ
ん
。
そ
の
人
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
た
付
き
合
い
が
で
き
る
は
ず
で
す
」

　
器
好
き
の
母
の
影
響
で
幼
少
期
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
焼
き
物
に
触
れ
て
き
た
奥

村
だ
が
、
自
ら
民
藝
に
興
味
を
持
っ
た

の
は
、
会
社
員
時
代
に
大
阪
へ
赴
任
し

た
時
の
こ
と
。

 

「
会
社
に
あ
て
が
わ
れ
た
の
が
マ
ン
ス

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
す
べ
て
が
備
え

付
け
。
そ
こ
に
は
自
分
の
好
き
な
も
の

が
ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
少

し
で
も
心
が
休
ま
り
ほ
っ
と
す
る
も
の

を
手
元
に
置
き
た
く
て
、
週
末
が
来
る

た
び
に
、
民
藝
店
や
作
家
の
工
房
を
訪

ね
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　
こ
の
体
験
が
高
じ
て
、
自
ら
民
藝
店

を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
奥
村
。

実
店
舗
を
持
た
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
限
定

で
販
売
し
続
け
る
に
は
、
明
確
な
理
由

が
存
在
す
る
。

 

「
同
世
代
の
人
は
民
藝
店
に
あ
ま
り
足

を
運
ば
な
い
。
い
ま
の
時
代
、
ウ
ェ
ブ

の
力
を
借
り
れ
ば
、
よ
り
広
く
人
と
交

流
し
、
民
藝
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
も

で
き
る
。
そ
う
思
い
な
が
ら
ウ
ェ
ブ
だ

け
で
活
動
し
て
い
ま
す
」

　
一
方
で
、
つ
く
り
手
の
も
と
を
直
接

訪
ね
、
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
触
れ
な
が

ら
、
出
来
上
が
る
も
の
を
自
分
の
目
で

確
認
す
る
こ
と
は
、
オ
ー
プ
ン
当
時
か

ら
の
決
ま
り
ご
と
に
し
て
い
る
。

 

「
ワ
イ
ン
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
よ
う
に
、 

本
来
は
土
地
の
素
材
、
暮
ら
し
ぶ
り
の

違
い
が
、
地
域
ご
と
の
特
徴
を
持
つ
も

の
づ
く
り
と
な
る
。
暮
ら
し
が
均
質
化

し
た
日
本
の
い
ま
で
も
、
そ
ん
な
『
土

地
を
表
現
す
る
美
し
い
も
の
』
が
あ
る

元は美容室だったスペースを改装した事
務所。オープンシェルフに並ぶ器は、時代、
地域ともにバラバラだが、「いまいちばん
のお気に入り」というのが共通ポイント。

29       with New Attitude



いちばん大切なものを並べた事務所の棚には、時代や地域を超えた民藝の豊かな世界が広がる。 陶器が並ぶ棚には中国・台湾茶も。「家族で良質な茶を手づくりするのは彼の地の民藝」。

地域に根ざした民藝の
細やかな美しさも一緒に伝えたい

こ
と
を
僕
は
伝
え
た
い
ん
で
す
」

　
民
藝
運
動
が
始
ま
っ
た
１
０
０
年
前

と
社
会
背
景
は
大
き
く
異
な
り
、
生
活

者
の
み
な
ら
ず
、
つ
く
り
手
の
暮
ら
し

も
大
き
く
変
化
し
た
。
民
藝
も
大
き
く

注
目
さ
れ
る
存
在
と
な
り
、
作
家
の
動

向
は

を
通
じ
て
い
ち
早
く
検

索
・
拡
散
さ
れ
る
時
代
。
柳
宗
悦
ら
が

見
た
民
藝
と
現
代
の
民
藝
と
は
確
か
に

違
う
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
奥
村
は
感

じ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
時
、
あ
る
き
っ
か
け
か
ら
訪

れ
始
め
た
中
国
内
陸
部
で
、
日
本
の
ひ

と
時
代
前
の
よ
う
な
暮
ら
し
か
ら
生
ま

れ
て
い
る
民
藝
の
精
神
を
纏
っ
た
、
圧

倒
的
に
美
し
い
布
や
器
と
出
合
っ
た
と

い
う
。

 

「
想
像
を
絶
す
る
広
さ
の
国
土
を
持
つ

中
国
は
、
地
域
格
差
が
い
ま
だ
に
色
濃

い
。
沿
岸
部
の
都
市
が
驚
異
的
な
発
展

を
遂
げ
る
一
方
で
、
内
陸
部
に
は
の
ど

か
な
暮
ら
し
の
風
景
と
素
朴
な
も
の
づ

く
り
が
わ
ず
か
な
が
ら
残
っ
て
い
ま

す
。
産
業
の
発
展
と
暮
ら
し
の
変
化
を

止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
素
朴

な
暮
ら
し
が
残
る
辺
境
エ
リ
ア
な
ら
、

そ
の
日
常
を
支
え
る
実
直
な
道
具
が
ま

だ
つ
く
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て

訪
ね
歩
い
て
い
ま
す
」

　
中
に
は
つ
く
り
手
の
思
惑
ど
お
り
に

で
き
な
か
っ
た
も
の
や
市
場
で
は
売
り

に
く
い
も
の
に
も
巡
り
合
う
。

 

「
困
っ
て
い
る
時
は
お
互
い
さ
ま
。
生

ま
れ
て
き
た
も
の
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉

え
、
多
く
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
と

も
、
必
ず
好
き
な
人
が
い
る
は
ず
と
い

う
姿
勢
で
提
案
し
て
い
き
た
い
」

　
店
を
始
め
て
か
ら
今
年
で
15
年
。
忙

し
く
世
界
を
駆
け
回
り
な
が
ら
、
仕
事

を
続
け
て
い
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源

は
、「
民
藝
が
好
き
」
と
い
う
気
持
ち

に
ほ
か
な
ら
な
い
と
奥
村
は
語
る
。

 

「
経
験
を
重
ね
る
ほ
ど
に
好
き
な
も
の

も
増
え
て
、
気
持
ち
を
共
有
し
た
く
な

る
。『
こ
れ
は
面
白
い
！
』
と
思
う
も

の
を
紹
介
し
た
時
に
、
お
客
さ
ん
か
ら

反
応
が
も
ら
え
る
だ
け
で
も
嬉
し
く
な

っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
」

上：江戸後期に瀬戸で誕生した「馬の目皿」は、庶民
に親しまれてきた日用の器。どっしりと重みがあ
り、躍動感あふれる渦巻き模様を現代に受け継ぐ。　
下：同じ瀬戸で江戸時代につくられたもの。現在こ
のニュアンスを出すことは難しいと、奥村は語る。

瀬戸本業窯の皿
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銅製のやかんは、四川省でカジュアルにお茶を楽しむ喫茶施設「茶館」で使われていたもの。
細い注ぎ口が特徴的。茶則は中国の骨董で、茶器は丹波窯の平山元康。片口の白い茶海は小
鹿田焼の坂本創。4つ並んだ茶杯は中国・景徳鎮、石の建水と茶器の下の石皿はインドから。

アジア諸国の茶道具

右、左：大嶺實清（おおみねじっせい）に師事した後、沖縄の読谷
北窯を開いた松田共司。双子の兄、米司ほか4名の親方と共同で
窯を運営する一方で、個人としての作陶も積極的に行い、その腕
の確かさと意志に心を動かされると話す。奥村は現在、松田共司
の作陶集を編纂中。2025年には刊行される予定だ。

松田共司のうつわ（読谷山焼北窯）
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デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
動
す
る
一
方

で
、
神
戸
に
ス
タ
ジ
オ
兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
ヴ
ァ
ー
グ
」
を
持
つ
柳
原
照
弘
。
ヴ

ァ
ー
グ
を
訪
れ
る
と
、
い
た
る
と
こ
ろ

に
置
か
れ
た
趣
の
あ
る
民
藝
の
品
に
目

を
奪
わ
れ
る
。
数
々
の
名
品
を
所
蔵
す

る
一
方
で
、
現
代
に
お
け
る
民
藝
と
の

接
し
方
に
戸
惑
い
を
覚
え
た
時
期
も
あ

っ
た
と
、
柳
原
は
話
す
。

 

「
民
藝
運
動
が
起
こ
っ
た
１
０
０
年
前

と
現
代
と
で
は
、
社
会
環
境
も
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
民

藝
に
触
れ
る
た
び
に
『
い
ま
の
時
代
に

使
え
る
も
の
、
使
い
た
い
も
の
と
は
な

ん
だ
ろ
う
』
と
繰
り
返
し
頭
の
中
で
考

え
続
け
て
き
ま
し
た
」

　
受
け
継
が
れ
る
民
藝
の
現
状
と
、
自

分
が
生
活
す
る
環
境
に
あ
る
大
き
な
ズ

レ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
？

　
そ
の
理
由
を

知
る
た
め
に
、
柳
原
は
バ
ー
ナ
ー
ド
・

リ
ー
チ
本
人
が
挽
い
た
器
か
ら
、
無
名

の
職
人
が
手
掛
け
た
李
朝
家
具
や
大
麻

布
の
衣
ま
で
、
時
代
を
超
え
た
民
藝
の

品
々
を
入
手
。
実
際
に
自
分
の
暮
ら
し

の
中
で
使
う
こ
と
で
、
民
藝
が
示
す
本

質
に
近
づ
こ
う
と
試
み
た
。

 

「
自
分
で
多
様
に
使
い
こ
な
し
て
い
く

中
で
わ
か
っ
た
の
は
、美
し
い
民
藝
は
、

素
材
や
構
造
、
用
途
の
つ
な
が
り
が
と

て
も
自
然
で
、
無
理
が
な
い
と
い
う
こ

と
。
時
間
が
経
過
し
た
後
で
も
、
手
仕

事
の
跡
を
追
う
と
、
当
時
ど
の
よ
う
に

垂直・水平の部材が交差する仕口を三角形に
取っているのが特徴的。構造を支える上下の
棚の厚みに対し、中央の棚板はかなり薄いも
のを選択。堅牢性を高めるために渡した背面
中央の角材がアクセントで効いている。

李氏朝鮮のオープンシェルフ
丹精を込めて織り上げた反物の端を再利用し
た穀物入れ。反物を斜めに折り合わせること
で、底に縫い目が現れないパターンを採用。
シンプルながら、構造をより丈夫にし、内容
物が漏れないようにする工夫が感じられる。

大麻布でつくられた角袋

農家で使われていたと思われる棚は、多様な組手で不揃
いなパーツを器用に組み合わせたつくり。李朝家具と
してはかなり厚手で丈夫な無垢板を使った珍しいタイ
プ。ものを置き続けたせいか、天板は少し歪んでいる。

李氏朝鮮の収納家具

Teruhiro Yanagihara Studio主宰。プロダクトデザイ
ン、インテリアデザイン、ブランドのディレクション
など包括的な提案を行う。神戸とフランス・アルルに
持つスタジオ兼ギャラリーを含む世界5カ国の拠点か
ら、国や文化の境界を越えたプロジェクトを手掛ける。

Teruhiro Yanagihara 

それぞれが
自由な物語を描ける、
その余白こそが魅力

柳
原
照
弘 

デ
ザ
イ
ナ
ー 
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つ
く
り
、
使
っ
て
い
た
の
か
が
明
確
に

見
え
て
く
る
ん
で
す
」

　
環
境
と
生
産
、
生
活
と
消
費
が
一
体

と
な
っ
た
民
藝
。
こ
れ
に
似
た
存
在
と

し
て
、
柳
原
は
イ
タ
リ
ア
の
食
材
、
パ

ス
タ
を
例
に
挙
げ
る
。

 

「
ひ
と
口
に
パ
ス
タ
と
言
っ
て
も
、
本

国
に
行
く
と
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
で
も
元
を
た

ど
れ
ば
そ
の
か
た
ち
や
製
法
は
、
地
域

ご
と
に
採
れ
る
食
材
と
料
理
の
特
性
に

よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

素
朴
で
本
質
的
な
も
の
づ
く
り
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
環
境
に
沿
う
よ
う
に
自
然
に

成
長
し
た
形
跡
が
う
か
が
え
ま
す
」

　
さ
ら
に
民
藝
は
、
機
能
性
だ
け
が
ポ

イ
ン
ト
で
は
な
い
と
続
け
る
。
た
と
え

ば
リ
ー
チ
の
器
は
、
使
い
勝
手
が
い
い

も
の
と
は
正
直
言
い
難
い
が
、
ど
の
よ

う
に
盛
り
付
け
た
ら
食
事
が
お
い
し
く

見
え
る
か
、
よ
り
美
し
い
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
に
な
る
か
を
考
え
る
指
標
に
な
る
道

具
だ
と
柳
原
は
話
す
。

 

「
使
い
続
け
な
が
ら
、
生
活
の
空
間
や

状
況
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
由
な

物
語
を
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
余
白
こ
そ
が
民
藝
の
魅
力
で
あ
り
、

現
代
の
デ
ザ
イ
ン
思
想
に
も
活
か
す
こ

と
が
で
き
る
視
点
だ
と
思
い
ま
す
」

　
ヴ
ァ
ー
グ
で
は
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に

は
入
れ
ず
、
棚
や
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
展

示
。
さ
ら
に
、
併
設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
、
実
際
に
料
理
や
ド
リ
ン
ク
を
入
れ

て
、
サ
ー
ブ
す
る
こ
と
も
あ
る
。

 

「
実
際
に
触
れ
て
こ
そ
わ
か
る
感
覚

を
、
こ
こ
で
み
な
さ
ん
と
共
有
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

20年ほど前に国内で購入したバーナード・リ
ーチの貴重なコレクション。ピッチャーはレ
ストランの水差しとして、また、セント・アイ
ヴスの窯で焼かれたタイルはコースターとし
てヴァーグで実際に使っている。

バーナード・リーチの器
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　コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
あ
る
セ
シ
リ

エ
・
マ
ン
ツ
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
れ
た
際
、

彼
女
が
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
載
せ
て
運

ん
で
き
た
ト
レ
イ
は
、
ど
こ
か
し
ら
見

覚
え
の
あ
る
も
の
に
似
て
い
た
。

 

「
こ
れ
は
日
本
の
蚤
の
市
で
買
っ
た
、

お
櫃
の
蓋
。
間
違
っ
た
使
い
方
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
理
に
か
な
っ
た
丈
夫
な

つ
く
り
で
と
て
も
美
し
い
か
た
ち
。
お

気
に
入
り
の
民
藝
の
ひ
と
つ
で
す
」

　陶
芸
家
の
両
親
に
連
れ
ら
れ
、
初
め

て
日
本
民
藝
館
を
訪
れ
た
の
は
3
歳
の

時
。
そ
の
後
も
来
日
す
る
た
び
に
同
館

を
繰
り
返
し
訪
れ
て
い
る
。

 

「
民
藝
に
は
共
感
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
に
は
そ
れ
に
相
当

す
る
言
葉
が
な
く
、
柳
宗
悦
と
は
生
き

て
い
た
時
代
も
土
地
も
違
う
た
め
、
そ

の
本
質
が
き
ち
ん
と
把
握
で
き
て
い
る

の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
、

自
分
が
気
に
入
っ
て
手
に
取
る
も
の
、

身
の
周
り
に
置
い
て
い
る
も
の
す
べ
て

に
共
通
し
て
い
る
の
は
、『
適
切
な
機

能
性
』
だ
と
思
い
ま
す
」

　前
述
の
ト
レ
イ
の
よ
う
に
、
過
ご
す

環
境
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
正
し
く

つ
く
ら
れ
た
も
の
は
時
代
を
超
え
、
使

う
背
景
を
鮮
や
か
に
描
き
出
す
。

 

「
余
計
な
文
脈
を
加
え
ず
、
使
わ
れ
る

こ
と
だ
け
を
素
直
に
目
指
し
た
も
の

は
、
50
年
、

年
経
っ
て
も
そ
の

ピ
ュ
ア
さ
が
際
立
ち
ま
す
。
名
も
知
ら

ぬ
誰
か
が
そ
れ
を
一
生
懸
命
に
つ
く
っ

た
様
子
を
感
じ
取
れ
る
だ
け
で
も
幸
せ

で
、
心
穏
や
か
に
な
り
ま
す
」

　セ
シ
リ
エ
が
語
る
機
能
性
と
は
、
ユ

ー
ザ
ー
に
と
っ
て
の
使
い
勝
手
を
示
し

た
も
の
で
は
な
い
。
素
材
の
あ
し
ら
い

や
工
法
の
選
定
な
ど
、
製
造
過
程
の
妥

当
性
も
含
ま
れ
る
。

 

「
素
材
選
び
や
歩
留
ま
り
の
よ
さ
に
無

駄
が
な
く
、
道
具
と
し
て
の
目
的
と
素

直
に
合
致
し
て
い
る
か
も
、
美
し
い
も

の
づ
く
り
に
は
大
切
な
こ
と
」

　た
く
さ
ん
の
も
の
の
中
か
ら
個
々
人

が
自
由
に
選
択
し
、
暮
ら
し
の
し
つ
ら

え
が
考
え
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
た
社
会

で
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
自
身
が
ど
の

よ
う
に
ふ
る
ま
う
べ
き
か
。こ
の
時
に
、

民
藝
が
示
す
「
適
材
適
所
」
の
感
覚
は
、

大
き
な
ひ
と
つ
の
指
針
と
な
る
と
、
セ

シ
リ
エ
は
語
る
。

 

「
拡
大
解
釈
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
」

と
い
う
前
置
き
を
加
え
た
上
で
、
民
藝

は
古
物
や
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
な
ど
だ
け
に

限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
日
常
的
に

私
た
ち
が
使
用
す
る
工
業
製
品
の
中
に

も
存
在
し
て
い
る
感
覚
だ
と
話
す
。

 

「
焼
き
菓
子
の
型
や
調
理
道
具
、
気
軽

に
水
や
ワ
イ
ン
を
注
ぐ
簡
素
な
グ
ラ
ス

な
ど
、
便
利
に
使
い
回
す
こ
と
が
で
き

て
、少
し
手
荒
に
扱
っ
て
も
壊
れ
な
い
。

意
識
せ
ず
と
も
ず
っ
と
そ
ば
に
置
い
て

い
る
、
慎
ま
し
や
か
な
道
具
で
、
私
は

愛
情
を
持
っ
て
、
こ
う
し
た
も
の
た
ち

を
〝
ネ
オ
民
藝
〞
と
呼
び
た
い
で
す
」

　正
し
く
つ
く
ら
れ
、
使
わ
れ
る
も
の

は
錆
び
る
こ
と
な
く
、愛
さ
れ
続
け
る
。

民
藝
か
ら
感
じ
取
る
「
適
材
適
所
」
の

感
覚
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
に

必
要
と
さ
れ
る
も
の
を
つ
く
り
続
け
た

い
と
話
し
て
く
れ
た
。

セシリエ・マンツ
デザイナー 

1972年、デンマーク生まれ。ヘルシン
キ芸術デザイン大学交換留学を経て、
97年、デンマーク王立芸術アカデミー
卒業。98年、コペンハーゲンに自身の
スタジオを設立する。家具、食器から
照明、電化製品まで、幅広くデザイン。
日本企業との協業も多数手掛ける。

Cecilie Manz 

民藝から知る、
素材の見立てと
適切な機能性

コペンハーゲン市内にあるアトリエのシェルフ。プロトタイプや素材サンプル
に混じって、セシリエが世界中を旅しながら蒐集した民藝が多数置かれている。
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右はフィンランドで購入したバーチ材のも
の、左2点はメキシコで見つけたラフィアを
編んだもの。土地ごとに素材や編み方が違っ
ているのが気になって購入。旅行をするたび
に、家にどんどんかごが増えてしまうとか。

世界各国の編みかご
お気に入りのイッセイミヤケの白い帽子の下
から顔をのぞかせているのは、粗い編目のヴ
ィンテージの麦わら帽。家族が購入したサマ
ーハウスに置かれていたもので、祖母が好き
でいつも被っていた記憶があるという。

100年前の麦わら帽

素朴な佇まいと使い勝手のよさが気に入っ
て、自宅でずっと使い続けている工業製品。
これこそが現代における民藝だと断言する。
右から順に、フランス製のジャム瓶、フィン
ランドのマッシャー、白山陶器のビアコップ。

“ネオ民藝”の工業製品
日本製の魚獲り用の仕掛けは、来日した時に
出かけた蚤の市で見つけたもの。素材の特性
を活かし、精密に維持することで生まれる網
目の強度、自立するかたちや持ち運びのよさ
など、日本のものづくりの粋が集まった逸品。

竹製の筌
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茨城・笠間で磨き土器を制作する陶芸家の横田安。新しい
トライアルに果敢に挑む横田の姿勢に応えようと、上下に
スライドする扉と側面に穴を開けることを提案。中にキ
ャンドルを入れるとやわらかな光が漏れる仕組みに。

横田安の箱

イッセイ ミヤケを経て、自身のファッションブランド
Kitica（キチカ）、cokitica（コキチカ）を立ち上げる。
2016年にWONDER FULL LIFEをスタート。染、陶芸、
真鍮、漆、織物など、国内外のつくり手たちと協働し
ながら、分野を横断した創作活動を行う。

Chikako Owaki大脇千加子 
ワンダーフルライフ主宰

特定の人が
占有するのではなく、
シェアするもの

 

「
な
に
げ
な
く
辺
り
を
見
渡
す
と
、
い

つ
の
間
に
か
民
藝
に
囲
ま
れ
て
い
た
」

　な
に
が
〝
民
藝
〞
を
決
定
づ
け
る
か

は
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
名
も
な
い

も
の
た
ち
と
偶
然
出
合
い
手
元
に
置
い

て
い
る
う
ち
に
、
ど
ん
ど
ん
心
惹
か
れ

て
い
き
、
そ
の
ル
ー
ツ
に
な
に
が
あ
る

の
か
探
り
た
く
な
る
。
多
様
な
創
作
の

現
場
と
絡
み
な
が
ら
活
動
を
行
う
大
脇

千
加
子
は
、
民
藝
は
明
確
に
実
態
が
つ

か
め
な
い
も
の
な
が
ら
、
不
思
議
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
存
在
だ
と
語
る
。

 

「
布
や
糸
に
ま
つ
わ
る
も
の
づ
く
り
に

携
わ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
世
界
の

い
ろ
い
ろ
な
織
り
や
染
め
の
文
化
に
触

れ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
ど
れ
ほ
ど
経

験
を
重
ね
て
も
、
手
に
し
た
布
の
技
法

は
い
つ
ど
こ
で
生
ま
れ
、
誰
が
糸
を
紡

ぎ
、
織
り
上
げ
た
の
か
の
す
べ
て
を
知

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
素
材

の
デ
ィ
テ
ー
ル
に
触
れ
て
い
る
と
、
ふ

と
つ
く
り
手
の
性
格
や
そ
の
人
の
暮
ら

し
の
様
子
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
瞬
間
が
と
て
も
う
れ

し
く
て
、
思
わ
ず
微
笑
ん
で
し
ま
う
」

　暮
ら
し
と
地
続
き
に
制
作
し
て
い
る

風
景
。
集
中
力
が
切
れ
た
瞬
間
や
気
分

が
乗
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
こ
な
し

て
い
る
様
子
な
ど
、
手
に
よ
る
も
の
づ

く
り
は
触
れ
る
ほ
ど
に
、
人
の
気
配
を

強
く
感
じ
さ
せ
る
。

 

「
す
べ
て
の
工
程
を
順
調
に
こ
な
し
た

わ
け
で
は
な
く
、
途
中
で
何
度
も
試
行

錯
誤
し
、
た
く
さ
ん
の
寄
り
道
も
し
て

い
る
。
ど
れ
ほ
ど
経
験
を
重
ね
、
端
正

な
も
の
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
て
も
、

心
の
ゆ
ら
ぎ
が
表
れ
る
の
が
民
藝
の
魅

力
で
し
ょ
う
。
携
わ
る
人
々
の
関
係
性

や
思
考
の
断
片
と
次
々
に
巡
り
会
え
る

こ
と
に
も
私
は
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
」

　自
分
も
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
入
り

込
む
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
好

奇
心
旺
盛
な
大
脇
は
、
と
き
に
焼
き
物

に
絵
付
け
し
た
り
、
陶
片
や
金
属
片
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
オ
ブ
ジ
ェ
を
制
作
す

る
な
ど
、
自
身
が
関
わ
る
領
域
を
積
極

的
に
広
げ
て
い
く
。

 

「
世
代
や
立
場
が
違
っ
て
い
て
も
、
互

い
を
尊
重
し
、同
じ
目
線
で
向
き
合
う
。

習
い
、
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
感
覚
を
重

ね
合
わ
せ
る
。
民
藝
は
特
定
の
人
が
占

有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
シ

ェ
ア
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
」

　こ
う
し
た
体
験
を
通
じ
て
、
と
き
に

自
分
の
不
甲
斐
な
さ
を
痛
感
し
、
相
手

の
懐
の
深
さ
と
高
潔
さ
を
認
識
す
る
。

そ
し
て
、
手
に
よ
る
も
の
づ
く
り
の
尊

さ
を
も
っ
と
追
求
し
た
く
な
る
。

　し
か
し
、
大
量
に
情
報
が
あ
ふ
れ
、

気
軽
に
モ
ノ
が
や
り
と
り
さ
れ
る
時
代

に
お
い
て
、
て
い
ね
い
な
手
仕
事
の
持

続
は
ど
ん
ど
ん
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

 

「
日
常
に
心
動
く
も
の
が
ど
れ
ほ
ど
存

在
す
る
の
か
が
大
切
。
暮
ら
し
の
風
景

は
私
の
一
部
で
あ
り
私
自
身
。
そ
ん
な

も
の
た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
自
分

が
で
き
る
こ
と
は
な
に
か
を
考
え
て
い

き
た
い
で
す
」
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コンゴ民主共和国の奥地にかつて存在したクバ王国で
は、ヤシ科の植物ラフィアを幾何学的に織り込んだ布を
衣服や敷物、ラグとして使用していた。大脇は古いクバ
布をほどき、バッグに再構築。自身でも愛用している。

アフリカのクバ布を用いたバッグ
熊本の小代焼ふもと窯を訪れたのが、偶然にも窯出しの
翌日。「絵付けしてみる？」と言われ、自ら挑戦。出来栄
えには不満足ながら、思い出の品として大切な逸品に。
焼きカレーやグラタンなどで日々活用している。

井上尚之＋大脇千加子のスリップ楕円鉢

キッチンの棚には、国内外で集めた実用的な道具が並ぶ。下段中央の両手鍋は兵庫の十場天伸がかつて制作して
いた耐熱鍋。その手前にある蓋物は、沖縄の古村其飯がつくる発酵甕。入れるだけで肉がやわらかくなるという。
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「
民
藝
に
つ
い
て
考
え
る
時
、〝
家
族
〞

と
い
う
言
葉
が
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

そ̶
う
語
る
の
は
京
都

で
町
家
宿
の
鴨
半
、
八
坂
半
と
、
茶
室

／
茶
藝
室
の
池
半
を
営
む
小
嶋
万
太

郎
。
生
家
は
愛
知
・
瀬
戸
の
窯
元
、
池

林
堂
半
七
。
幼
い
頃
か
ら
茶
の
道
具
に

触
れ
、現
在
は
亭
主
と
し
て
茶
を
淹
れ
、

花
を
生
け
る
日
々
を
送
る
。
そ
ん
な
小

嶋
が
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
、
実
家
の

蔵
で
発
見
し
た
河
井
寛
次
郎
の
陶
箱

と
、
生
ま
れ
て
く
る
我
が
子
の
た
め
に

台
南
で
探
し
求
め
た
河
井
寛
次
郎
ゆ
か

り
の
竹
の
椅
子
だ
。

 

「
こ
れ
ら
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
身
近

に
あ
っ
て
、
現
代
で
も
不
自
由
な
く

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
使
え
て
い
ま

す
。
使
え
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
そ

の
美
や
趣
で
暮
ら
し
を
彩
っ
て
く
れ
る

の
で
一
石
二
鳥
で
す
。
そ
し
て
、
民
藝

の
つ
く
り
手
の
背
後
に
は
家
族
生
活
の

日
常
の
姿
が
垣
間
見
え
る
し
、
民
藝
を

見
出
し
た
人
々
も
権
威
や
美
の
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
に
否
定
的
な
〝
民
〞
を
大
切
に

す
る
人
た
ち
だ
っ
た
。
だ
か
ら
民
藝
っ

て
、
す
ご
く
家
庭
的
で
穏
や
か
だ
な
と

思
い
ま
す
」
と
続
け
る
。

　
取
材
に
訪
れ
た
の
は
、
鴨
川
沿
い
に

佇
む
鴨
半
と
池
半
の
間
に
、
こ
の
秋
、

新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
池
半
分
室
。
茶

人
と
し
て
念
願
だ
っ
た
井
戸
を
掘
り
、

そ
の
井
戸
水
で
淹
れ
た
お
茶
と
鴨
川
の

1988年、愛知県生まれ。実家は創
業江戸時代中期の瀬戸の窯元・池
林堂半七。大学から京都に暮ら
し、2015年に宿 鴨半（離れ）、20

年に茶室/茶藝室 池半、24年に鴨
半（母屋）と池半分室を開業。池半
亭主として茶を淹れ、点てる傍ら、
茶会や茶事、茶道具の紹介を行う。

Mantaro Kojima 

小
嶋
万
太
郎 

池
半 

亭
主

民藝のある生活が、
幸福と平穏を
家族にもたらす

鴨半（母屋）の1階に設けられた池半分室のコー
ナー。タイのローテーブルにアフリカ・バウレ
族の椅子、日本の植木鉢台。小嶋の審美眼で
選ばれたものがコンクリート打ち放しのミニ
マルな空間に並ぶ。客はここで茶を楽しめる。

1940年頃、河井が幼い娘のためにデザインし、
台湾人の竹工が製作した母子椅子。90度倒すと
大人も座れる椅子となる。この原型が台湾にあ
ると知り、昨秋訪れた台南で竹職人を探して購
入。「未来に残して欲しいもののひとつです」

河井寛次郎デザインの竹製椅子
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「蔵で見つけた時、すぐ河井寛次郎だとわか
った」と言うほど代表的な作風で、中期から
後期にかけての作品。飾って愛でることが多
い。一緒に保管されていた手紙は河井の妻の
代筆で8代目に宛てたもの（小嶋は10代目）。

河井寛次郎の陶箱

景
色
で
客
を
も
て
な
す
。「
ミ
ニ
マ
ル

な
侘
び
寂
び
の
空
間
」
と
し
て
つ
く
っ

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
の
土
間
に

並
ぶ
の
は
、小
嶋
が
集
め
た
古
道
具
や
、

世
界
各
地
の
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
テ
ー
ブ

ル
や
椅
子
。
時
代
も
国
も
バ
ラ
バ
ラ
だ

が
、
小
嶋
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
り
す
べ

て
が
調
和
し
、
凛
と
し
た
雰
囲
気
と
居

心
地
の
よ
さ
が
漂
う
空
間
だ
。

 

「
僕
に
と
っ
て
の
民
藝
は
、
暮
ら
し
に

取
り
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
素
材
の
い

い
も
の
。
実
家
や
街
な
ど
で
見
つ
け
た

い
い
も
の
を
、
そ
の
時
々
の
生
活
の
仕

方
に
応
じ
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
頭

で
考
え
る
よ
り
も
身
体
に
聞
い
て
自
然

と
セ
レ
ク
ト
で
き
て
い
る
の
は
、
育
っ

た
環
境
も
あ
る
し
、
京
都
と
い
う
土
地

が
持
つ
力
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

　
小
嶋
が
「
美
し
く
、
な
ん
と
も
愛
く

る
し
い
道
具
た
ち
」
と
大
切
に
す
る
陶

箱
と
竹
の
椅
子
。
陶
箱
に
添
え
ら
れ
て

い
た
河
井
寛
次
郎
か
ら
先
祖
宛
て
の
手

紙
に
よ
り
、
先
祖
が
京
都
を
訪
れ
河
井

家
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

 

「
先
祖
も
瀬
戸
と
こ
の
街
を
往
来
し
て

い
た
と
思
う
と
感
慨
深
い
。
自
分
の
京

都
で
の
仕
事
に
対
し
て
、
心
強
く
な
っ

た
思
い
が
あ
り
ま
す
」

 

そ
し
て
、
竹
椅
子
に
は
昼
寝
か
ら
起

き
て
き
て
座
る
愛
娘
。
そ
の
様
子
を
見

守
る
父
親
の
眼
差
し
が
優
し
い
。

 

「
民
藝
が
身
近
に
あ
る
生
活
は
私
た
ち

家
族
に
幸
福
と
平
穏
を
も
た
ら
し
て
く

れ
て
い
ま
す
」、
そ
う
語
る
彼
に
と
っ

て
、
民
藝
は
先
祖
と
の
つ
な
が
り
や
娘

へ
の
愛
情
と
い
っ
た
、
家
族
の
絆
の
象

徴
で
も
あ
る
よ
う
だ
。
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モギ フォークアートが語る、
“好き”と感性に導かれる
民藝との出会い
1990年代後半から現在に至るまで、暮らしへの民藝の取り入れ方を
提案し続けている、モギ  フォークアート店主のテリー・エリスと北村恵子。
現代における民藝の姿と楽しみ方をふたりに聞いた。

写真:後藤武浩　編集&文:渡邊卓郎
photographs by Takehiro Goto　edit & text by Takuro Watanabe

ビームスで、ビームス モダンリビン
グ、フェニカを手掛けてきたテリー・
エリスと北村恵子が、2022年にオー
プン。家具や器、洋服、アートなど、
ジャンルレスに扱う。

●東京都杉並区高円寺南3-45-12 1F

☎080-8058-1761

https://mogi-shop.com

MOGI Folk Art

※136～137ページに店紹介あり。
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民
藝
運
動
が
始
ま
っ
て

年
。

1
世
紀
と
い
う
時
間
の
中
で
人
々
の
生

活
様
式
は
変
わ
り
、
民
藝
の
捉
え
方
も

大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
現
代
に
お
け

る
民
藝
を
考
え
る
時
に
、
民
藝
と
は

年
ほ
ど
前
に
活
躍
し
た
民
藝
運

動
の
作
家
た
ち
が
、
自
由
に
や
り
た
い

こ
と
を
や
っ
て
き
た
結
果
だ
っ
た
の
だ

と
想
像
す
る
こ
と
で
、
民
藝
の
捉
え
方

は
も
っ
と
広
く
な
り
、
深
度
を
増
す
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
民
藝
を
見
る
時
に
大
切
な
の
は
、
美

し
い
と
ご
自
身
が
思
う
か
ど
う
か
だ
と

思
う
ん
で
す
。〝
用
の
美
〞
も
大
切
な

要
素
で
す
が
、
デ
イ
リ
ー
ユ
ー
ス
な
も

の
だ
け
が
民
藝
だ
と
思
わ
れ
て
し
ま
う

の
も
違
う
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

目
で
楽
し
め
る
も
の
も
含
め
て
も
の
を

選
ん
で
い
ま
す
」

現
在
の
民
藝
ブ
ー
ム
に
大
き
な
役
割

を
担
う
モ
ギ
フ
ォ
ー
ク
ア
ー
ト
の
北

村
恵
子
は
そ
う
話
す
。

民
藝
が
語
ら
れ
る
時
に
必
ず
登
場
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
民
藝
の
美
意
識
の

代
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る「
用
の
美
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
の
「
用
の

美
」
で
あ
る
こ
と
だ
け
が
民
藝
の
本
質

の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
本
来
自

由
で
あ
っ
た
は
ず
の
も
の
が
型
に
収
ま

っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
民
藝
に
は
自

由
な
楽
し
み
方
が
あ
る
の
だ
。

テ
リ
ー
・
エ
リ
ス
と
北
村
恵
子
は

年
代
後
半
か
ら
、
民
藝
の
歴

史
に
最
大
限
の
敬
意
を
払
い
な
が
ら

も
、
時
代
に
合
っ
た
か
た
ち
で
民
藝
を

暮
ら
し
に
取
り
入
れ
る
手
本
を
見
せ
て

く
れ
て
い
る
。

ふ
た
り
が
民
藝
の
世
界
に
入
る
こ
と

に
な
っ
た
き
っ
か
け
に
、
柳
宗
理
デ
ザ

イ
ン
の
バ
タ
フ
ラ
イ
ス
ツ
ー
ル
の
存
在

が
あ
る
。
80
年
代
か
ら
セ
レ
ク
ト
シ
ョ

ッ
プ
、
ビ
ー
ム
ス
の
ロ
ン
ド
ン
オ
フ
ィ

ス
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
バ
イ
ヤ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
ふ
た
り
は
、
90
年
代

の
中
頃
に
イ
ン
テ
リ
ア
ア
イ
テ
ム
を
扱

う
ビ
ー
ム
ス
モ
ダ
ン
リ
ビ
ン
グ
を
立

ち
上
げ
、
40
〜
60
年
代
を
中
心
に
し
た

北
欧
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
家
具
を
紹
介
し
、

後
に
訪
れ
る
北
欧
ブ
ー
ム
の
流
れ
を
つ

く
っ
た
。
そ
の
中
で
、
バ
タ
フ
ラ
イ
ス

ツ
ー
ル
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
の
だ
。

「
日
本
の
ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の
ア

イ
コ
ン
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
バ
タ
フ

ラ
イ
ス
ツ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
昔
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
ン
テ
リ
ア
雑
誌
な
ど

を
見
る
と
必
ず
登
場
す
る
そ
の
ス
ツ
ー

ル
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
柳
宗
理
さ
ん
だ
と

知
り
、
日
本
に
帰
っ
て
き
て
、
柳
さ
ん

の
事
務
所
を
訪
ね
て
み
た
ん
で
す
」

時
間
を
か
け
て
関
係
性
が
築
け
た
こ

と
で
バ
タ
フ
ラ
イ
ス
ツ
ー
ル
の
取
り
扱

い
が
実
現
し
た
。
そ
の
後
も
交
流
は
続

き
、
柳
が
館
長
を
務
め
て
い
た
日
本
民

藝
館
に
何
度
も
足
を
運
ぶ
う
ち
に
、
柳

の
父
、
柳
宗
悦
が
提
唱
し
た
民
藝
運
動

の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

「
民
藝
と
は
、
土
地
の
人
た
ち
が
、
そ

の
土
地
の
材
料
を
使
っ
て
、
そ
の
土
地

の
人
た
ち
の
た
め
に
つ
く
っ
た
も
の
で

す
よ
ね
。
い
ま
は
世
界
中
で
人
と
も
の

の
移
動
が
簡
単
に
な
り
地
域
性
が
薄
れ

て
き
て
い
ま
す
が
、世
界
的
に
見
て
も
、

土
地
固
有
の
手
仕
事
が
こ
れ
だ
け
残
っ

て
い
る
国
は
日
本
以
外
に
あ
り
ま
せ

ん
」
と
、
エ
リ
ス
は
語
る
。

確
か
な
審
美
眼
を
持
つ
ふ
た
り
に
は

柳
も
心
を
開
い
て
、
自
身
の
所
蔵
品
を

見
せ
る
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
つ
く
り

手
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
あ
る
時
、
名

刺
の
裏
に
紹
介
状
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

記
し
て
持
た
せ
て
く
れ
た
そ
う
だ
。
当

時
の
日
本
で
こ
れ
以
上
の
紹
介
状
は
な

い
だ
ろ
う
。
ふ
た
り
は
そ
の
名
刺
を
お

守
り
の
よ
う
に
大
切
に
し
て
い
る
。

柳
と
の
出
会
い
が
大
き
な
き
っ
か
け

と
な
っ
て
以
降
、
日
本
全
国
の
手
仕
事

の
現
場
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
ふ
た

り
は
、
つ
く
り
手
た
ち
と
の
深
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
自
分
た
ち

の
心
が
動
い
た
も
の
だ
け
を
世
に
紹
介

し
て
い
っ
た
。

エリスが大切に保管している柳宗理
の名刺には、「よく目がきく人ですか
らよろしく」と、柳本人の直筆で島
根県にある出西窯宛ての紹介文がし
たためられている。

右：長野県松本市にある松本民芸家具では、バーナード・リーチが
監修した「#508D型ウィンザーチェア」をもとにした特注ロッキン
グチェアの製作を依頼。製作過程で工場見学に訪れた。　中：栃
木県益子町で木漆工芸家として活動している松崎修の工房を訪ね
るエリスと北村。ふたりが民藝を扱うようになって30年近くにな
るが、日本全国のつくり手のもとに何度も足を運び、ていねいに心
を通わせることで確かな信頼関係を築いてきた。　左：沖縄で学び、
現在は益子町にて夫婦で作陶を続けるキマノ陶器にて。自身のア
イデアをつくり手に伝えるエリス。
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モ
ギ
フ
ォ
ー
ク
ア
ー
ト
の
店
内
に

入
る
と
、
民
藝
、
フ
ォ
ー
ク
ア
ー
ト
、

洋
服
、
雑
貨
、
そ
し
て
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ

か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
テ
ム
ま
で
多
様

な
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
混
ざ
り
合
い
、
現
代

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
民
藝
の
ミ
ッ
ク

ス
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
ビ
ー
ム
ス
モ
ダ
ン
リ
ビ
ン

グ
の
あ
と
、

年
に
立
ち
上
げ

た
、
日
本
の
手
仕
事
と
デ
ザ
イ
ン
を
融

合
し
た
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
レ
ー
ベ

ル
、
フ
ェ
ニ
カ
の
頃
か
ら
一
貫
し
て
い

る
ス
タ
イ
ル
で
も
あ
る
。

「
ビ
ー
ム
ス
モ
ダ
ン
リ
ビ
ン
グ
で
北
欧

の
デ
ザ
イ
ン
を
扱
い
始
め
る
時
に
バ
タ

フ
ラ
イ
ス
ツ
ー
ル
を
取
り
入
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
柳
さ
ん
と
出
会

い
、
私
た
ち
の
興
味
が
民
藝
に
も
広
が

っ
た
の
で
す
が
、
北
欧
を
巡
っ
て
い
る

時
に
、
フ
ィ
ン
・
ユ
ー
ル
や
ボ
ー
エ
・

モ
ー
エ
ン
セ
ン
と
い
っ
た
北
欧
デ
ザ
イ

ン
の
巨
匠
の
家
に
行
く
と
、
そ
こ
に
は

必
ず
民
藝
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
濱
田

庄
司
の
お
皿
と
か
が
飾
っ
て
あ
っ
て
、

彼
ら
も
民
藝
が
好
き
で
日
本
の
民
藝
と

暮
ら
し
て
い
た
ん
だ
と
わ
か
る
ん
で

す
。
ハ
ン
ス

・
ヴ
ェ
グ
ナ
ー
の
家

に
は
藁
で
編
ん
だ
雪
国
の
靴
や
蓑
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ね
。
彼
ら
は
純
粋
に
美

し
い
と
思
っ
て
集
め
て
い
た
ん
で
す
。

北
欧
デ
ザ
イ
ン
の
ス
パ
ッ
と
し
た
空
間

の
中
に
そ
う
い
う
も
の
が
ミ
ッ
ク
ス
さ

れ
て
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
」
と
、北
村
。

北
欧
デ
ザ
イ
ン
と
民
藝
を
ミ
ッ
ク
ス

し
た
暮
ら
し
の
面
白
さ
を
伝
え
よ
う
と

ビ
ー
ム
ス
モ
ダ
ン
リ
ビ
ン
グ
で
民
藝

を
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
初
め

か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
97
年
当
時
は
、
や
っ
と
北
欧
の

デ
ザ
イ
ン
が
浸
透
し
て
き
た
頃
で
、
ガ

ラ
ス
製
品
や
、
白
く
美
し
い
器
な
ど
は

手
に
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の

だ
が
、
そ
こ
に
ど
っ
し
り
と
し
て
、
大

胆
な
絵
柄
が
施
さ
れ
た
沖
縄
の
焼
き
物

を
並
べ
て
置
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

「
当
時
、
私
た
ち
が
関
わ
り
始
め
た
頃

の
民
藝
は
も
っ
と
上
の
世
代
の
方
た
ち

の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
生
活
の

中
に
あ
る
も
の
た
ち
と
は
一
緒
に
考
え

て
も
ら
え
な
か
っ
た
ん
で
す
」

そ
こ
で
、
北
欧
デ
ザ
イ
ン
を
求
め
て

や
っ
て
来
た
お
客
さ
ん
に
も
違
和
感
な

く
取
り
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
無
地

の
や
ち
む
ん
を
企
画
し
た
。
つ
く
り
手

を
訪
ね
て
提
案
し
て
み
る
と
、
初
め
は

疑
問
の
声
も
上
が
っ
た
が
、
明
確
な
目

的
と
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
で
理
解

を
得
て
実
現
。
別
注
品
の
無
地
の
や
ち

む
ん
は
人
気
の
商
品
と
な
っ
た
。
他
に

も
多
く
の
別
注
品
を
手
掛
け
る
な
ど
時

代
と
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
民
藝
を
提
案

し
た
。
そ
ん
な
努
力
が
実
を
結
び
、

上：李朝の黒釉徳利。バーナード・リーチの妻ジャネットが、かつて所有
していたものをロンドンで購入。　中：濱田庄司作の薬味入れ。益子町で
見つけた時に店主から作者不明と言われたが濱田庄司作だと確信があっ
たという。後に孫の濱田友緒に認定を受けた。日本の薬味入れとしては
大きめなのは、濱田が外国で見たものにインスピレーションを受けている
ことの現れだという。　下：河井寛次郎作の茶碗。使えるものでありなが
ら美しい、河井寛次郎らしさがあふれる茶碗。

世界でも土地固有の手仕仕事が
これだけ残っている国は、
日本以外にありません
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年
頃
か
ら
店
と
民
藝
の
認
知

度
が
高
ま
り
、
近
年
の
民
藝
ブ
ー
ム
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

「
本
当
に
そ
の
人
が
好
き
か
、
使
っ
て

み
た
い
か
っ
て
い
う
の
が
い
ち
ば
ん
大

事
で
、
一
緒
に
暮
ら
そ
う
と
思
っ
て
も

ら
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
。
飾
っ

た
方
が
き
れ
い
だ
と
思
え
ば
飾
れ
ば
い

い
。
も
し
、
気
分
が
変
わ
っ
た
と
し
た

ら
、
じ
ゃ
あ
今
度
は
同
じ
作
家
が
も
う

ち
ょ
っ
と
前
に
つ
く
っ
た
も
の
を
手
に

入
れ
て
み
よ
う
、
と
い
う
よ
う
に
次
に

つ
な
が
れ
ば
い
い
と
思
う
し
、
も
の
の

系
譜
を
学
ん
で
い
く
こ
と
で
民
藝
が
も

っ
と
面
白
く
な
り
ま
す
」

好
き
な
も
の
が
あ
っ
た
ら
と
に
か
く

買
っ
て
み
れ
ば
い
い
と
い
う
北
村
。
そ

う
し
て
「
好
き
」
を
大
切
に
し
て
集
め

て
い
く
と
、
自
分
の
感
覚
も
先
に
進
ん

で
い
く
そ
う
だ
。
そ
ん
な
ふ
た
り
が
長

年
集
め
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ふ
た
つ
の

シ
ョ
ッ
プ
に
並
ん
で
い
る
が
、
自
宅
に

も
す
ご
い
量
を
お
持
ち
だ
と
い
う
こ
と

は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

「
こ
ん
な
に
持
っ
て
い
て
も
し
ょ
う
が

な
い
、
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
の
子
た
ち
が

活
躍
す
る
場
を
つ
く
れ
ば
い
い
ん
で

す
。
私
た
ち
は
家
に
来
る
人
に
よ
っ
て

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
変
え
た
り
、
食
事
の

た
め
の
器
を
考
え
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
来
た
人
と
の
話
が
広
が
る
ん
で

す
よ
。
そ
し
て
家
が
狭
い
か
ら
も
の
を

増
や
せ
な
い
と
い
う
意
見
を
よ
く
聞
き

ま
す
が
、
逆
に
狭
い
と
こ
ろ
に
大
き
い

も
の
を
置
く
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
場

所
が
広
が
り
ま
す
か
ら
。
狭
い
ス
ペ
ー

ス
に
小
さ
な
も
の
を
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
置

く
よ
り
も
大
き
い
も
の
を
置
い
た
ほ
う

が
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
ん
で
す
よ
」

90
年
代
当
時
、
誰
も
見
向
き
も
し
な

か
っ
た
民
藝
に
美
し
さ
と
面
白
さ
を
見

出
し
、
過
去
の
繰
り
返
し
で
は
な
く
、

時
代
の
少
し
先
を
行
っ
た
見
立
て
で
民

藝
を
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
る
ア
イ
デ
ア

を
教
え
続
け
て
く
れ
て
い
る
エ
リ
ス
と

北
村
。
ふ
た
り
が
大
切
に
し
て
い
る
の

は
、
純
粋
に
好
き
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
自
分
の
感
性
な
の
だ
。

「
買
う
時
に
は
ス
マ
ホ
で
い
ろ
い
ろ
調

べ
な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
よ
。
情
報
で

は
な
く
て
自
分
の
感
性
の
ま
ま
に
手
に

入
れ
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
」

エ
リ
ス
は
そ
う
教
え
て
く
れ
た
。
自

分
を
信
じ
て
自
由
な
感
性
で
手
に
入
れ

た
も
の
は
、
必
ず
自
分
の
暮
ら
し
に
溶

け
合
う
は
ず
だ
。

年
前
の
作
家

の
も
の
も
、
現
在
進
行
形
の
作
家
の
も

の
も
、
等
し
く
自
由
な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
で
つ
く
ら
れ
た
民
藝
が
古
く
な
る
こ

と
は
な
く
、
い
つ
の
時
代
に
も
暮
ら
し

に
彩
り
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
心

を
開
け
ば
、
美
し
く
自
由
な
民
藝
と
の

出
会
い
が
待
っ
て
い
る
。

上：照屋佳信作の皿。沖縄のやちむんらしい一枚。壺屋三人男のひとりと
して知られる名工・小橋川永昌のもとでの修業を経て1985年に独立後、約
40年の間つくり続けている。　中：ケニアのスツール。西アフリカのも
のが多いふたりのコレクションの中では珍しい東アフリカのもの。　下：
西アフリカのマスク。「日本にはいいアフリカのアートが眠っているんで
す。アフリカのものといえば芹沢銈介のコレクションは素晴らしいです
ね。私たちも大きな影響を受けています」とエリス。

はとにかく好きなもの
はいかがでしょう。買ってみて
分の感覚も先に進みますすると、自分
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「
民
藝
」
と
い
う
語
は
約

年
前
、

年
末
に
思
想
家
の
柳
宗
悦
、

陶
芸
家
の
河
井
寬
次
郎
・
濱
田
庄
司
ら

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

10
年
創
刊
の
文
芸
雑
誌
『
白
樺
』
の

初
期
か
ら
の
同
人
で
あ
る
柳
は
、
ロ
ダ

ン
や
ゴ
ッ
ホ
な
ど
先
端
の
西
洋
美
術
を

紹
介
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
柳
の
手

元
に
あ
っ
た
ロ
ダ
ン
作
品
を
見
よ
う

と
、
千
葉
県
・
我
孫
子
の
柳
邸
を
訪
ね

た
学
校
教
師
・
浅
川
伯
教
か
ら
贈
ら
れ

た
朝
鮮
白
磁
の
壺
（
45
ペ
ー
ジ
、
上
写

真
）
を
き
っ
か
け
に
、
柳
は
朝
鮮
の
民

衆
美
術
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
朝
鮮
美
術
の
調
査
過
程

で
偶
然
に
出
合
っ
た
の
が
、
江
戸
後
期

の
遊
行
の
宗
教
者
・
木も

く

喰じ
き

五
行
上
人
が

彫
っ
た
木
喰
仏
（
下
写
真
）
で
し
た
。

以
後
、
柳
は
上
人
の
足
跡
を
追
う
よ
う

に
全
国
を
巡
り
、
そ
こ
で
見
た
民
需
用

の
雑
器
類
に
関
心
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

他
方
、
河
井
寬
次
郎
と
濱
田
庄
司
は

と
も
に
東
京
高
等
工
業
学
校
（
現
在
の

東
京
科
学
大
学
）の
窯
業
科
を
卒
業
し
、

京
都
市
の
陶
磁
器
試
験
場
に
勤
め
て
い

ま
し
た
。
先
輩
の
河
井
は
21
年
に
陶
芸

家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、
中
国
陶
磁
を

写
し
た
作
品
は
高
い
評
価
を
得
ま
す

が
、
自
身
の
作
品
に
は
満
足
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
柳
が
企
画

し
た
『
朝
鮮
民
族
美
術
展
覧
会
』
を
見

て
衝
撃
を
受
け
ま
す
。

こ
の
時
期
濱
田
は
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・

リ
ー
チ
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
に
い
ま
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
で
日
常
的
に
使
わ
れ
て

い
た
古
陶
で
あ
る
ス
リ
ッ
プ
ウ
ェ
ア
が

継
続
し
て
使
わ
れ
て
い
る
様
子
を
見
て

感
銘
を
受
け
、
23
年
に
帰
国
し
た
際
、

こ
れ
を
持
ち
帰
っ
て
い
ま
す
。

民
衆
的
な
工
芸
へ
の
関
心
を
高
め
て

い
っ
た
3
人
は
、
関
東
大
震
災
を
き
っ

っ
か
け
と
し
て
偶
然
京
都
に
居
を
同
じ

く
し
、
20
年
代
半
ば
よ
り
そ
の
関
係
を

密
に
し
て
い
き
ま
す
。
貴
族
向
け
の
高

級
な
工
芸
品
を
指
す
「
上じ

ょ
う
て
も
の

手
物
」
に
対

し
て
、
彼
ら
は
民
衆
向
け
の
雑
器
で
あ

る
「
下げ

手て

物も
の

」
に
注
目
し
、
京
都
東
寺

の
朝
市
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
下
手
物
を

買
い
集
め
ま
す
。
し
か
し
「
下
手
物
」

と
い
う
言
葉
は
や
や
マ
イ
ナ
ス
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
含
ん
で
い
た
の
で
、
こ
れ
に

代
わ
る
言
葉
と
し
て
「
民
衆
」
と
「
工

芸
」
を
合
わ
せ
る
か
た
ち
で
「
民
藝
」

と
い
う
新
語
を
つ
く
り
出
す
の
で
す
。

同
時
代
の
工
芸
品
の
評
価
と
し
て

は
、
美
的
な
価
値
を
持
つ
の
は
「
上
手

物
」
で
、「
下
手
物
」
た
る
民
藝
は
ほ

と
ん
ど
注
目
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
柳

た
ち
は
そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
新

し
い
美
の
基
準
を
提
示
し
よ
う
と
、
民

藝
運
動
を
始
め
ま
す
。
26
年
、
柳
、
河

井
、
濱
田
に
陶
芸
家
の
富
本
憲
吉
を
加

え
た
4
人
の
連
名
に
よ
る
「
日
本
民
藝

美
術
館
設
立
趣
意
書
」（
上
右
写
真
）

が
書
か
れ
、
こ
れ
が
民
藝
運
動
の
公
式

の
創
始
と
な
り
ま
し
た
。

柳
宗
悦
ら
が
提
唱
し
た
民
藝
は
、ど
の
よ
う
な
状
況
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？

成
り
立
ち
や
時
代
背
景
に
つ
い
て
、関
西
学
院
大
学
教
授
・
濱
田
琢
司
に
聞
い
た
。

構
成
：
久
保
寺
潤
子

com
position by Junko Kubodera

民
藝
と
い
う
言
葉
は

誰
が
つ
く
っ
た
の
で
す
か
？

答える人：濱田琢司
Takuji Hamada

関西学院大学文学部教授。専攻は文化地理学、地
域・民俗文化、工芸。陶芸を主とした手工芸の文化
的位置づけと地域への影響を研究するとともに、無
形文化財の制度的な枠組み、民俗学・民藝とメディ
ア・ファッションについても考察を行う。人間国宝
の濱田庄司を祖父に持つ。

1924年、柳は朝鮮陶器の調査に訪れた山梨の個人
宅で木喰仏に遭遇し感銘を受け、河井、濱田と全国
を巡った。「民藝」という語を最初に発案したのも
調査の車中だった。木喰五行『地蔵菩薩像』1801年
H70×W22㎝　写真提供・所蔵：日本民藝館

右：1926年4月、「日本民藝美術館
設立趣意書」により「民藝」という
言葉が発表された。本書は日本民
藝館設立のための趣意書で、当時
は「美術館」と名付けられていた。
開館に至るまでは10年の歳月を要
した。　左：初期民藝運動の中心
人物であった柳（中央）、河井（右）、
濱田（左）。京都時代、北野天満宮
や東寺の市に出かけては「下手物」
（げてもの）と呼ばれた古い焼き物
や布を買い集めた。写真は49年、
富山県城端別院にて撮影。　写真
提供：日本民藝館
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民
藝
を
語
る
時
、
し
ば
し
ば
キ
ー
ワ

ー
ド
と
さ
れ
る
の
が
「
用
の
美
」
と
い

う
表
現
で
す
。
こ
の
言
葉
を
素
直
に
受

け
取
る
と
、「
使
い
や
す
い
こ
と
が
持

つ
美
」、
す
な
わ
ち
機
能
美
と
し
て
理

解
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
民
藝
運
動
に
よ
る
初
期
の
蒐

集
品
を
見
る
と
、
柳
た
ち
は
「
使
い
や

す
さ
」
を
第
一
に
は
考
え
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
た
と
え
ば

で

触
れ
た
、
浅
川
伯
教
か
ら
贈
ら
れ
た
朝

鮮
白
磁
の
壺
（
上
写
真
）
は
、
本
来
は

壼
で
は
な
く
花
瓶
と
な
る
は
ず
の
も
の

の
下
の
部
分
で
あ
っ
た
と
、
美
術
批
評

家
の
出
川
直
樹
氏
が
指
摘
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
機
能
と
い
う
面
か
ら
見
た

場
合
、
こ
の
壺
は
欠
陥
品
で
あ
っ
た
わ

け
で
す
。
そ
れ
で
も
柳
は
こ
の
か
た
ち

自
体
に
、
上
手
物
に
は
な
い
新
た
な
美

の
あ
り
方
を
見
出
す
の
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
「
用
」
を
強
調
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
の
使
い

勝
手
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
見
て
い
な

か
っ
た
と
柳
を
批
判
す
る
人
も
い
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
初
期
民
藝
運
動
に
お

け
る
「
用
の
美
」
は
、
い
わ
ゆ
る
機
能

美
と
は
そ
の
視
点
が
そ
も
そ
も
異
な
っ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
運
動
初
期
の
蒐

集
品
に
、
墨
壺
（
下
右
写
真
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
大
工
が
ノ
コ
ギ
リ
を
入

れ
る
線
を
引
く
た
め
の
道
具
で
、
き
ち

ん
と
し
た
用
途
を
持
っ
た
も
の
で
す
。

「
用
」
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
か
た
ち

な
の
で
「
用
の
美
」
を
持
っ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
た
だ
し
柳
た
ち
は
、
こ
の

「
美
」
を
使
い
や
す
さ
か
ら
見
出
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
注
目
す

る
の
は
、
大
工
道
具
と
し
て
つ
く
り
込

ま
れ
た
か
た
ち
そ
の
も
の
で
す
。
そ
う

し
た
造
形
が
、
純
粋
美
術
で
あ
る
彫
刻

と
同
じ
レ
ベ
ル
の
美
し
さ
を
持
つ
と
し

た
の
で
す
。

囲
炉
裏
の
上
で
自
在
鉤か

ぎ

を
吊
る
す
た

め
に
用
い
ら
れ
て
き
た
自
在
掛
（
下
左

写
真
）
も
同
様
で
す
。
柳
た
ち
は
か
つ

て
地
方
の
庄
屋
宅
な
ど
で
見
ら
れ
た
立

派
な
自
在
掛
を
複
数
集
め
て
い
ま
す
。

移
築
し
た
古
民
家
を
住
ま
い
と
し
た
濱

田
庄
司
は
こ
れ
を
実
際
に
囲
炉
裏
で
使

っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
珍
し
い
ケ

ー
ス
で
、
多
く
の
民
藝
愛
好
家
は
か
た

ち
そ
の
も
の
を
愛
で
ま
し
た
。

民
藝
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た

0
年
代
、
墨
壺
や
囲
炉
裏
の
よ
う
に
江

戸
期
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
道
具
や
調

度
品
は
、
生
活
の
近
代
化
の
中
で
古
い

も
の
、
不
用
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
反
し
て
民
藝
運
動
の

〝
眼
〞
は
、
な
に
か
特
定
の
用
途
の
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
ひ
と
昔
前
の
古
い
も

の
を
、
も
と
も
と
の
用
法
か
ら
切
り
離

し
、
か
た
ち
そ
れ
自
体
に
美
を
見
出
し

て
い
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
民
藝
運
動

に
お
け
る
「
用
の
美
」
と
は
、
ひ
と
昔

前
の
「
用
」
の
た
め
に
つ
く
り
込
ま
れ

た
か
た
ち
そ
れ
自
体
を
、
純
粋
美
術
と

同
じ
レ
ベ
ル
で
評
価
し
た
時
に
見
出
し

た
「
美
」
と
い
え
る
の
で
す
。

自
在
掛
ほ
ど
わ
か
り
や
す
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
運
動
が
注
目
し
た

各
地
の
工
芸
産
地
で
つ
く
ら
れ
る
品
々

も
同
様
の
側
面
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
後
期
以
降
の
近
代
化
は
生
産
の
現

場
に
も
影
響
を
も
た
ら
し
、
そ
こ
で
は

近
代
化
さ
れ
た
生
活
に
合
わ
せ
た
近
代

的
な
製
品
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
民
藝
運
動
が
注
目
し
た
多
く

の
産
地
は
、旧
態
依
然
と
し
た
「
古
い
」

産
地
で
し
た
。
そ
こ
で
つ
く
ら
れ
る
も

の
は
、
近
代
的
な
生
活
で
は
む
し
ろ
使

い
に
く
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
柳

た
ち
は
そ
う
し
た
産
地
の
製
品
の
、
旧

来
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
か
た
ち
や

文
様
に
宿
る
美
を
見
出
し
、
価
値
あ
る

も
の
と
し
た
の
で
す
。

た
だ
こ
の
よ
う
な
品
物
は
、
現
代
生

活
に
お
い
て
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
使

い
に
く
い
も
の
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も

使
い
所
の
な
い
も
の
で
し
た
。
民
藝
運

動
の
同
人
た
ち
が
「
用
」
に
つ
い
て
示

し
た
も
う
ひ
と
つ
の
側
面
は
、
そ
う
し

た
使
い
に
く
い
も
の
を
、
い
ま
の
生
活

の
中
で
ど
の
よ
う
に「
使
い
こ
な
す
か
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
自
在
掛
を
オ
ブ

ジ
ェ
と
し
て
飾
る
場
合
、
ど
こ
で
な
に

と
組
み
合
わ
せ
る
の
が
い
い
の
か
、
不

用
品
と
な
っ
た
水
瓶
を
現
代
生
活
の
中

で
ど
う
使
っ
た
ら
い
い
の
か
、「
遅
れ

た
」
産
地
の
品
々
を
ど
の
よ
う
に
組
み

合
わ
せ
た
ら
面
白
い
の
か
。
民
藝
運
動

が
示
す
「
用
」
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の

ひ
と
つ
は
、こ
の
よ
う
な
「
用
」
の
「
こ

な
し
か
た
」
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
の

で
す
。

民
藝
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
用
の
美
」と
は
？

それまで西洋美術を紹介していた柳が、民衆の生み出す美に関心を持
つきっかけとなった李朝の壺。染付秋草文面取壺（瓢形瓶部分）朝鮮
時代 18世紀前半　H12.8×W11.8㎝　写真提供・所蔵：日本民藝館

右：大工道具として使われていた墨壺。柳は本来の用
途にもとづく造形それ自体に新たな美の価値を与え
た。墨壺 19世紀　H9.3×W19.4㎝　左：囲炉裏が生
活の中心だった北陸地方で使われていた木造の自在
掛。火にかける鍋などを吊るす自在鉤を天井との間で
支える自在掛は、煙に燻されながら磨き上げられ存在
感を放つ。自在掛 恵比須 江戸時代 19世紀 H51.4×
W38.6㎝　写真提供・所蔵：日本民藝館
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そ
れ
ぞ
れ
民
藝
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ

す
る
言
葉
で
、
と
き
に
同
義
の
よ
う
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
関

連
分
野
と
の
違
い
に
目
を
向
け
る
こ
と

で
、
民
藝
の
立
ち
位
置
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
伝
統
工
芸
」
は
民
藝
と
近
い
場
所
で

語
ら
れ
て
き
た
用
語
で
も
あ
り
ま
す
。

伝
統
工
芸
と
い
う
言
葉
は

年

代
に
工
芸
技
術
に
お
け
る
無
形
文
化
財

の
制
定
（
い
わ
ゆ
る
「
人
間
国
宝
」）

と
の
関
係
で
始
ま
っ
た
『
日
本
伝
統
工

芸
展
』
に
よ
っ
て
公
的
に
確
立
さ
れ
、

さ
ら
に
74
年
、
通
商
産
業
省
（
当
時
）

が
制
定
し
た
「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
」

と
そ
の
普
及
に
よ
っ
て
広
く
一
般
化
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
現
在
で
は
経
済
産
業

大
臣
の
指
定
す
る
伝
統
的
工
芸
品
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
伝
産
品
」
と
は
、
伝
統
的
な
素
材
や

製
法
に
よ
っ
て
昔
か
ら
生
産
が
継
続
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
対
象
と
な
る
の
は
、
も
の
を
つ
く

り
だ
す
産
業
と
そ
れ
に
よ
る
生
産
品
で

す
。
対
し
て
柳
宗
悦
の
民
藝
と
は
、
必

ず
し
も
つ
く
り
方
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
重
視
さ
れ
る
の

は
、
そ
れ
が
「
い
か
に
使
わ
れ
て
き
た

の
か
」
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

背
景
に
は
、
消
費
す
る
側
の
視
点
か
ら

も
の
自
体
を
評
価
し
見
立
て
る
と
い
う

民
藝
運
動
の
発
想
が
あ
る
の
で
す
。
民

藝
運
動
と
関
わ
り
の
深
い
産
地
の
生
産

品
も
、
伝
統
工
芸
の
範
疇
に
含
ま
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
見

出
し
方
や
思
想
的
背
景
は
か
な
り
異
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
方
「
古
美
術
」
は
民
藝
と
同
様
、

も
の
を
愛
で
る
と
こ
ろ
に
軸
足
を
置
い

て
い
る
点
で
、
民
藝
と
の
関
係
は
よ
り

近
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実

際
、
運
動
の
初
期
に
お
い
て
は
古
美
術

趣
味
を
掲
げ
る
人
々
と
民
藝
運
動
同
人

と
の
間
に
は
一
定
程
度
以
上
の
関
わ
り

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
関
係
は

徐
々
に
離
れ
て
い
き
ま
す
。た
と
え
ば
、

古
美
術
・
骨
董
界
の
中
心
人
物
の
ひ
と

り
で
あ
っ
た
青
山
二
郎
は
、
30
年
代
の

初
頭
ま
で
は
民
藝
運
動
に
深
く
関
わ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
柳
ら
と
の
意
見
の
対

立
も
あ
っ
て
次
第
に
運
動
か
ら
離
れ
て

い
き
ま
し
た
。

そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
前
述
の
伝

統
工
芸
と
の
関
係
と
矛
盾
す
る
よ
う
で

す
が
、
30
年
代
の
民
藝
運
動
が
現
行
の

産
地
と
の
関
わ
り
を
強
め
て
い
っ
た
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
初
期
の
民
藝
運
動
は

都
市
部
農
村
部
を
問
わ
ず
民
衆
使
い
の

「
古
い
も
の
」
を
蒐
集
の
対
象
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
運
動
の
拡
大
と
と
も
に

現
行
の
産
地
に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
41
年
に
芹
沢
銈
介
に
よ
っ

て
作
製
さ
れ
た
『
日
本
民
藝
地
図
』（
写

真
上
）
は
、
黒
線
で
描
か
れ
た
鉄
道
網

と
と
も
に
当
時
の
民
藝
産
地
を
示
し
た

も
の
で
し
た
。
ま
た
、
戦
後
す
ぐ
に
出

版
さ
れ
た
柳
の
『
手
仕
事
の
日
本
』
は

当
時
の
民
藝
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
い
え

る
内
容
で
、「
現
在
の
民
藝
」
は
重
要

な
ト
ピ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

こ
う
し
て
「
古
い
も
の
」
を
愛
で
る
古

美
術
愛
好
と
民
藝
運
動
と
の
間
に
は

徐
々
に
ズ
レ
が
生
じ
て
い
く
の
で
す
。

「
ク
ラ
フ
ト
」
と
い
う
用
語
も
民
藝
と

類
似
す
る
対
象
で
す
。
民
藝
は
「

」
と
英
訳
さ
れ
ま
す
が
、
手
先
の

技
術
を
要
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て

ク
ラ
フ
ト
の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。
た

だ
し
カ
タ
カ
ナ
で
「
ク
ラ
フ
ト
」
と
し

た
時
、
そ
れ
に
は
「
デ
ザ
イ
ン
」
の
ニ

ュ
ア
ン
ス
が
強
く
含
ま
れ
ま
す
。
56
年

に
発
足
し
た
「
日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
ク
ラ

フ
ト
マ
ン
協
会
」（
の
ち
の
「
日
本
ク

ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
協
会
」）
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
工
芸
の
中
に
機
能
的
で

現
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
持
ち
込
み
、
そ

れ
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
も
の
を
「
デ

ザ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
」
と
位
置
づ
け
る
動

き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ク
ラ
フ

ト
工
芸
は
、
設
計
図
を
も
と
に
し
た
機

械
生
産
に
よ
る
量
産
を
基
本
と
し
て
い

ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
枠
組
み
は
民

藝
よ
り
も
強
固
な
も
の
で
、
そ
の
あ
た

り
が
ゆ
ら
ぎ
の
多
い
民
藝
と
の
違
い
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

伝
統
工
芸
、
古
美
術
、

ク
ラ
フ
ト
…
…

民
藝
と
の
違
い
は
？

日本民藝館で開催された『日本現在民藝品展』のため柳宗悦の依頼により芹沢銈介が制作。産地の手仕事が描か
れた。『日本民藝地図（現在之日本民藝）』部分　1941年 170×1332㎝（全長）　写真提供・所蔵：日本民藝館
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柳
宗
悦
の
定
義
し
た
「
民
藝
」
は
、

無
名
の
工
人
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。す
な
わ
ち
民
藝
と
は
第
一
に「
無

名
」
の
職
人
に
よ
る
品
々
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

し
か
し
民
藝
運
動
に
は
河
井
寬
次

郎
、
濱
田
庄
司
、
芹
沢
銈
介
、
黒
田
辰

秋
、
棟
方
志
功
な
ど
多
く
の
作
家
が
関

わ
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
点
が
矛
盾
で

あ
る
と
批
判
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
確
か
に
前
述
の
定
義
か
ら
す
る
と

矛
盾
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も

民
藝
運
動
と
は
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
芸

術
家
と
し
て
の
表
現
を
初
発
の
目
的
と

す
る
側
面
も
あ
っ
た
の
で
す
。

で
、
民
藝
と
い
う
発
想
が
旧
来

の
美
と
は
基
準
を
異
に
し
て
い
た
こ
と

に
触
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
社
会
的
啓

蒙
だ
け
で
な
く
、
芸
術
家
の
創
作
の
あ

り
方
へ
の
提
言
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
み
な
が
注
目
し
て
こ
な
か
っ

た
け
れ
ど
依
拠
す
べ
き
品
々
が
世
の
中

に
は
あ
る
の
だ
ぞ
、と
い
う
わ
け
で
す
。

和
歌
の
世
界
に
「
本
歌
取
」
と
い
う

技
法
が
あ
り
ま
す
が
、
工
芸
の
分
野
で

も
旧
作
の
「
う
つ
し
」
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
う
つ
し
元
と

な
る
作
品
は
、
基
本
的
に
価
値
が
高
い

と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
し
た
。
民
藝
運

動
は
そ
の
う
つ
し
元
と
し
て
民
藝
を
提

示
し
、
工
芸
作
家
の
新
し
い
創
作
ス
タ

イ
ル
を
確
立
さ
せ
も
し
た
の
で
す
。
た

と
え
ば
、
濱
田
庄
司
は
沖
縄
を
は
じ
め

各
地
の
民
藝
の
品
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

自
作
に
取
り
込
ん
で
い
ま
す
し
、
芹
沢

銈
介
が
沖
縄
の
紅
型
を
自
身
の
創
作
の

糧
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
黒
田
辰
秋
に
と
っ
て
の

朝
鮮
の
家
具
類
も
同
様
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
評
論
家
の

青
山
二
郎
が
濱
田
の
作
品
を
評
し
て

「
上
手
と
下
手
が
作
品
の
な
か
で
握
手

を
し
て
い
る
」
と
記
し
た
言
葉
に
よ
く

表
さ
れ
て
い
ま
す
。「
下
手
」
に
範
を

取
り
な
が
ら
そ
の
心
は
「
上
手
」
に
あ

る
と
い
う
点
で
、
こ
れ
ら
は
柳
た
ち
が

蒐
集
の
対
象
と
し
た
「
民
藝
」
と
は
異

な
る
も
の
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う

な
作
品
の
制
作
は
、
民
藝
運
動
が
最
初

か
ら
目
指
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
実

際
「
民
藝
派
」
は
日
本
の
工
芸
界
に
ひ

と
つ
の
潮
流
を
築
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
民
藝
運
動
を
推
進
し
た
作

家
の
多
く
は
、
家
業
で
は
な
く
自
ら
工

芸
家
と
な
る
こ
と
を
選
択
し
た
人
々
で

し
た
。
同
人
作
家
が
「
民
藝
」
を
範
と

す
る
作
品
を
生
み
出
せ
た
の
は
、
彼
ら

が
「
家
」
や
土
地
か
ら
比
較
的
自
由
な

存
在
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
自
由
さ
は
、
工
芸
界
に

お
け
る
「
異
端
」
を
受
け
入
れ
る
土
壌

と
も
な
り
ま
す
。
棟
方
志
功
は
そ
う
し

た
中
か
ら
生
ま
れ
た
ひ
と
り
で
す
。
棟

方
は

年
の
国
画
会
展
に
出
品

し
た
『
大
和
し
美う

る
わし
』
が
、
規
格
外
の

長
大
さ
故
に
運
営
側
と
問
題
と
な
り
、

そ
の
対
応
を
巡
っ
て
柳
ら
と
交
流
を
結

ぶ
よ
う
に
な
る
な
ど
、
既
存
の
絵
画
・

版
画
界
の
範
疇
に
収
ま
ら
な
い
人
物
で

し
た
。
そ
ん
な
棟
方
に
と
っ
て
民
藝
運

動
は
、
活
動
の
拠
り
所
と
な
っ
た
の
で

し
た
。

後
年
、
下
手
物
に
な
ら
っ
た
「
民
藝

ス
タ
イ
ル
」
の
定
着
は
、
大
き
く
ふ
た

つ
の
展
開
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
柳
の
思
想
的
側
面
も
含
め
、

「
民
藝
ス
タ
イ
ル
」
に
感
化
さ
れ
自
ら

工
芸
家
を
志
す
作
家
た
ち
の
誕
生
で
、

運
動
第
一
世
代
の
作
家
の
弟
子
や
孫
弟

子
ら
が
こ
の
系
譜
に
あ
た
り
ま
す
。
一

方
で
民
藝
ス
タ
イ
ル
の
誕
生
は
、
産
地

の
工
人
に
と
っ
て
は
自
ら
が
日
常
的
に

行
っ
て
い
る
技
法
や
装
飾
を
用
い
た
品

が
芸
術
作
品
と
し
て
発
表
さ
れ
る
、
と

い
う
状
況
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
民
藝
運
動
に
よ
っ
て
地
方
民
藝
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
成
熟
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
状
況
が
重
な
り
、
作
家
的
な
活
動

を
す
る
産
地
の
工
人
が
現
れ
ま
す
。
こ

れ
が
も
う
ひ
と
つ
の
展
開
で
す
。

た
だ
、
こ
の
ふ
た
つ
の
流
れ
は
は
っ

き
り
区
分
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
前

者
の
人
た
ち
が
特
定
の
産
地
に
入
っ
て

活
動
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
産
地
の
工

人
の
後
継
者
が
、
民
藝
運
動
同
人
の
作

家
た
ち
に
弟
子
入
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
産
地
や
分
野
に
よ
っ
て
状
況

は
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う

し
た
人
々
が
60
年
代
以
降
の
「
現
在
の

民
藝
」
の
主
要
な
担
い
手
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

上：民藝運動の中心人物のひとり、濱田庄司は益子に窯を築く以前か
らもたびたび沖縄へ赴き、壺屋窯で制作を行った。沖縄陶器のかた
ちや文様を濱田流に写した合子。琉球窯鉄絵呉須合子 1927年　
H12×W11㎝　写真提供・所蔵：濱田庄司記念益子参考館　下：濱田
がイギリスから持ち帰ったスリップウェアを柳宗悦とともに味わっ
た河井寛次郎。その技法を独自にアレンジした。鉛釉象嵌鉢　1930

年　φ39.6×H8.7㎝　写真提供・所蔵：日本民藝館

『大和し美し』は棟方が初めて文字を主体
に用いた作品で、佐藤一英の詩を版画化
したもの。20図におよぶ作品を4面の額
に入れて国画会の審査会場に搬入したと
ころサイズ超過で拒否されたが、偶然通
りかかった審査員の濱田と柳の目に留ま
り展示が許された。これを機に民藝運動
の指導者らと交流が始まり、制作に多大
な影響を与えた。『大和し美し』部分
1936年　H32×W723㎝（全長）　写真提
供・所蔵：一般財団法人棟方志功記念館

無
名
な
も
の
だ
け
が

民
藝
な
の
で
す
か
？
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民
藝
イ
コ
ー
ル

手
仕
事
に
よ
る
も
の
で
す
か
？

工
芸
に
関
す
る
価
値
付
け
は
、
経
済

産
業
大
臣
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
に
生
産

さ
れ
る
か
、
と
い
う
つ
く
り
方
を
規
定

す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
れ
に

対
し
て
柳
に
よ
る
民
藝
は
、
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
か
に
比
重
が
置
か
れ

て
い
る
と

で
も
述
べ
ま
し
た
。

柳
ら
の
産
地
指
導
は
生
産
工
程
の
細

部
に
関
す
る
事
柄
よ
り
も
、
古
い
仕
事

を
大
切
に
す
る
啓
蒙
的
な
内
容
や
完
成

品
の
よ
し
悪
し
を
伝
え
る
こ
と
が
主
で

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
基
準
は
、
彼
ら
が

得
意
と
す
る
〝
眼
〞
に
よ
る
作
品
の
判

断
と
な
り
、
個
々
の
品
に
対
し
て
の
よ

し
悪
し
を
瞬
時
に
は
っ
き
り
と
、
そ
し

て
、
と
き
に
苛
烈
に
各
地
で
下
し
て
い

き
ま
し
た
。
産
地
に
は
こ
う
し
た
言
葉

が
非
常
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ

て
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

柳
た
ち
の
産
地
訪
問
は
、
民
藝
運
動

が
拡
大
し
て
い
く

年
代
に
蒐

集
活
動
の
一
環
と
し
て
活
発
化
し
ま

す
。
運
動
開
始
前
後
は
「
貴
族
的
か
民

衆
的
か
」「
鑑
賞
用
か
日
用
使
い
か
」

と
い
う
対
比
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
や
が
て
「
中
央
と
地
方
」
あ
る
い

は
「
進
ん
で
い
る
こ
と
と
遅
れ
て
い
る

こ
と
」
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
科
学
や
知
識
に
よ
る
「
進
歩
」
で

は
な
く
、
旧
態
的
で
あ
る
こ
と
を
重
視

し
ま
し
た
。
進
歩
を
目
指
そ
う
と
し
て

い
た
産
地
の
人
々
に
と
っ
て
、
柳
た
ち

の
評
価
は
と
き
に
不
可
解
な
、
し
か
し

あ
る
が
ま
ま
を
肯
定
し
て
く
れ
る
も
の

と
し
て
、
魔
法
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

民
藝
運
動
の
同
人
に
つ
く
り
手
が
多

く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
、
産
地
で
の

活
動
を
考
え
る
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
沖
縄
で
は
戦
前
期
よ
り
河
井
寬
次

郎
や
濱
田
庄
司
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー

チ
ら
が
た
び
た
び
那
覇
市
壺
屋
の
窯
元

で
作
陶
し
て
い
ま
す
。
リ
ー
チ
が
長
期

来
日
し
た
際
は
柳
ら
と
各
所
を
巡
り
、

行
く
先
々
で
作
品
を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
滞
在
は
産
地
の
工
人
ら
に

「
民
藝
派
」
の
作
品
づ
く
り
を
間
近
に

示
す
と
同
時
に
、
し
ば
し
ば
メ
デ
ィ
ア

の
取
材
対
象
と
も
な
り
、
自
分
た
ち
の

仕
事
が
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
を

知
る
機
会
に
も
な
っ
た
の
で
す
。

戦
後
期
に
は
各
地
で
民
藝
運
動
の
同

人
が
誕
生
し
た
り
、
生
産
者
と
強
い
つ

な
が
り
を
持
つ
民
藝
店
が
現
れ
、
柳
ら

の
思
想
を
伝
え
る
べ
く
産
地
で
指
導
を

行
う
事
例
も
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
ま
で

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

柳
宗
悦
は
一
方
的
に
機
械
に
よ
る
生

産
を
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
と
え
ば
小
鹿
田
に
つ
い
て
記

し
た
「
日
田
の
皿
山
」（

年
）

で
は
「
伝
統
が
凡
て
」
で
あ
る
小
鹿
田

の
素
晴
ら
し
さ
を
述
べ
た
上
で
、
知
識

に
頼
る
創
作
に
は
「
美
に
な
く
て
な
ら

ぬ
肝
心
の
（
略
）
一
物
」
が
欠
け
て
い

る
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
「
そ
の
一
物

さ
へ
掴
め
れ
ば
、
町
に
出
よ
う
と
機
械

に
交
ろ
う
と
知
識
を
ふ
や
そ
う
と
、
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
も
い
い
」
と
続
け
ま

す
。
全
面
的
に
肯
定
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
条
件
が
揃
え
ば
、
と
い
う
前
提
で

機
械
を
許
容
し
て
も
い
ま
す
。

柳
の
生
前
に
機
械
と
の
交
わ
り
を
積

極
的
に
評
価
す
る
状
況
に
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
一
方
で
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
は
好
意
的
な
側
面
も
あ
り

ま
し
た
。
40
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
・
ペ
リ
ア
ン

が
来
日
し
発
表
し
た
企
画
展
に
対
し
て

は
、
柳
と
濱
田
と
で
好
意
的
な
見
解
を

示
し
た
文
章
が
残
っ
て
い
ま
す
し
、
戦

後
渡
米
し
た
折
に
は
、
イ
ー
ム
ズ
ハ
ウ

ス
を
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

柳
は
工
業
製
品
を
民
藝
と
し
て
そ
の

ま
ま
に
評
価
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
民
衆
の
た
め
の
日
用
使
い

の
も
の
を
民
藝
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

現
代
に
お
け
る
姿
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
製
品

と
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
最
も
明
確
に
提
示
し
た
の
は
、
宗

悦
の
長
男
で
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も
あ

っ
た
柳
宗
理
で
し
ょ
う
。
77
年
末
に
濱

田
庄
司
を
継
い
で
日
本
民
藝
館
の
三
代

目
館
長
と
な
っ
た
宗
理
は
、
翌
年
4
月

の
機
関
誌
『
民
藝
』
で
多
く
の
プ
ロ
ダ

ク
ト
製
品
を
紹
介
し
つ
つ
、「
民
芸
の

行
方
」
と
い
う
文
章
の
中
で
、「
民
芸

は
い
ず
れ
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン

に
依
る
製
品
に
発
展
的
解
消
を
す
る
で

あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

「
民
藝
館
も
た
だ
骨
董
屋
の
出
店
の
よ

う
な
格
好
を
呈
し
」
た
り
「
た
だ
過
去

の
美
し
い
製
品
を
並
べ
る
ミ
ュ
ゼ
ア
ム

的
存
在
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
大
胆
な
意
見
を
表
明
し
ま
す
。

し
か
し
戦
後
の
民
藝
運
動
は
産
地
に

結
び
つ
い
て
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
宗
理
が
そ
の
主
張
を
強
く
述
べ

る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
こ
の
意
見
は
民
藝
と
機
械
、
あ
る
い

は
民
藝
と
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
上
で
と

て
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま

す
。
民
藝
を
巡
る
動
き
が
多
方
面
に
広

が
っ
て
い
る
い
ま
こ
そ
、
振
り
返
る
べ

き
事
柄
だ
と
感
じ
ま
す
。

柳
宗
悦
た
ち
は

産
地
で
ど
ん
な
活
動
を

し
た
の
で
す
か
？

『民藝』1978年9月号より。P.シュルムポール
のデザインによるコーヒーポット（左頁）とカ
イ・フランクのデザインによるワインボトル
（右頁）が紹介されている。他にも使いやすさ
と美しさを備えたプロダクトが多数掲載。

柳が小鹿田を初めて訪れたのは1931年。『日
田の皿山』『手仕事の日本』で評価し、世に知ら
しめた。54年、64年にはリーチも滞在して作
陶を行い、小鹿田は日本はもとより海外にも
知られるようになる。写真提供：日本民藝館
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（
明
治
22
）年

（
明
治
43
）年

（
大
正
2
）年

（
大
正
3
）年

（
大
正
6
）年

（
大
正
8
）年

（
大
正
10
）年

（
大
正
11
）年

（
大
正
13
）年

（
大
正
14
）年

（
大
正
15・昭
和
元
）年

（
昭
和
2
）年

●

柳
宗
悦
、
東
京
府
に
生
ま
れ
る

●

柳
、志
賀
直
哉
、武
者
小
路
実
篤
ら
と『
白
樺
』を
創
刊

●

濱
田
庄
司
、
東
京
高
等
工
業
学
校
窯
業
科
で
河

井
寬
次
郎
と
知
り
合
う

● 

柳
、
中
島
兼
子
と
結
婚
。
そ
の
後
、
千
葉
県
我

孫
子
に
新
居
を
構
え
る

●

浅
川
伯
教
、
柳
邸
を
訪
問
。
柳
は
浅
川
よ
り『
染

付
秋
草
文
面
取
壺
』を
贈
ら
れ
、
朝
鮮
王
朝
時
代

の
陶
磁
に
開
眼

●

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
、我
孫
子
の
柳
邸
内
に
窯
と

仕
事
場
を
設
立

●

濱
田
、柳
邸
の
リ
ー
チ
窯
を
訪
ね
、柳
と
知
り
合
う

●

柳
、浅
川
伯
教
・
巧
兄
弟
ら
と『
朝
鮮
民
族
美
術

館
』設
立
を
発
表

●

柳
、
我
孫
子
か
ら
東
京
・
高
樹
町
に
転
居

●『
朝
鮮
の
美
術
』、『
陶
磁
器
の
美
』刊
行

●

柳
、
山
梨
県
の
小
宮
山
清
三
邸
内
で
木
喰
仏
を

知
り
、
調
査
を
開
始

●

京
城
（
現
ソ
ウ
ル
）に
朝
鮮
民
族
美
術
館
開
設
。

柳
、東
京
か
ら
京
都
へ
転
居
し
、濱
田
を
介
し
て

河
井
寬
次
郎
と
交
流
が
始
ま
る

●

柳
、河
井
、濱
田
は
紀
州
で
の
木
喰
調
査
の
途
中
、

「
民
藝
」を
造
語

● 

柳
、
河
井
、
濱
田
、
富
本
憲
吉
と
の
連
盟
で「
日

本
民
藝
美
術
館
設
立
趣
意
書
」を
発
表

●

柳
、浜
松
を
訪
ね
て
講
演
。高
林
兵
衛
邸
を
訪
問
。

そ
の
後
高
林
を
介
し
芹
沢
銈
介
を
知
る

●

青
田
五
良
、
黒
田
辰
秋
、
鈴
木
実
が「
上
加
茂
民

藝
協
団
」結
成
（
の
ち
に
青
田
七
良
が
参
加
）

●

初
の
民
藝
展
『
日
本
民
藝
品
展
覧
会
』開
催
（
銀

座
鳩
居
堂
）

●

大
礼
記
念
国
産
振
興
東
京
博
覧
会
に「
民
藝
館
」を

出
展

●『
工
藝
の
道
』刊
行

●

柳
、
濱
田
と
と
も
に
渡
欧
。
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
へ

●

上
加
茂
民
藝
協
団
に
よ
る『
民
藝
協
団
作
品
第
1

回
展
覧
会
』（
大
阪
毎
日
新
聞
社
京
都
支
局
）を
開
催

●

月
刊『
工
藝
』創
刊

高
林
兵
衛
邸
内
に
日
本
民
藝
美
術
館
開
設

●

柳
、
京
都
か
ら
東
京
・
小
石
川
へ
転
居

●

日
本
民
藝
協
会
設
立
、
柳
が
会
長
に
就
任

●

柳
、
小
石
川
か
ら
駒
場
に
転
居

●

大
原
孫
三
郎
よ
り
民
藝
館
設
立
資
金
の
寄
付
を
受

け
る

●

日
本
民
藝
館
開
館

●

柳
、
沖
縄
を
初
め
て
訪
問

●

柳
、
民
藝
同
人
ら
と
2
回
目
の
沖
縄
訪
問

●『
月
刊
民
藝
』
創
刊（
の
ち
に『
民
藝
』と
改
題
）

●

日
本
民
藝
館
に
て『
生
活
展
』と
題
し
た
展
示
を
開
催

●『
手
仕
事
の
日
本
』刊
行

●

倉
敷
民
藝
館
開
館

●

鳥
取
民
藝
館
開
館（
現
鳥
取
民
藝
美
術
館
）

●

柳
、
濱
田
、
志
賀
直
哉
ら
は
毎
日
新
聞
社
の
文
化

使
節
と
し
て
イ
タ
リ
ア
、フ
ラ
ン
ス
、ス
ペ
イ
ン
、

イ
ギ
リ
ス
を
訪
問
。
柳
と
濱
田
は
そ
の
後
渡
米

●

東
京
民
藝
協
会
の
機
関
誌『
民
藝
』
を
日
本
民
藝

協
会
に
移
管
し
て
刊
行
開
始

●

雑
誌『
民
芸
手
帖
』創
刊

●

柳
宗
悦
死
去

●

大
原
美
術
館
内
に
リ
ー
チ
、
富
本
、
河
井
、
濱

田
の
作
品
を
展
示
す
る
陶
器
館
開
館

●

松
本
民
芸
館
開
館

●

大
原
美
術
館
内
に
芹
沢
銈
介
染
色
館
、
棟
方
志

功
版
画
館
開
館
（
現
工
芸
・
東
洋
館
）

●

熊
本
国
際
民
藝
館
開
館

●

富
山
市
民
芸
館
開
館

（
昭
和
3
）年

（
昭
和
4
）年

（
昭
和
6
）年

（
昭
和
8
）年

（
昭
和
9
）年

（
昭
和
10
）年

（
昭
和
11
）年

（
昭
和
13
）年

（
昭
和
14
）年

（
昭
和
16
）年

（
昭
和
23
）年

（
昭
和
24
）年

（
昭
和
27
）年

（
昭
和
32
）年

（
昭
和
33
）年

（
昭
和
36
）年

（
昭
和
37
）年

（
昭
和
38
）年

（
昭
和
40
）年

●

日
下
部
民
藝
館
開
館（
岐
阜
県
高
山
市
）

●

東
予
民
藝
館
開
館（
愛
媛
県
西
条
市
、
現
愛
媛
民

藝
館
）

●

日
本
万
国
博
覧
会
に「
日
本
民
藝
館
」（
現
大
阪
日

本
民
芸
館
）を
出
展

●

大
阪
日
本
民
芸
館
開
館

●

濱
田
庄
司
、
芹
沢
銈
介
、
外
村
吉
之
助『
世
界
の

民
芸
』刊
行

●

河
井
寬
次
郎
記
念
館
開
館（
京
都
）

●

出
雲
民
藝
館
開
館（
島
根
）

●

棟
方
志
功
記
念
館
開
館（
青
森
）

●

濱
田
庄
司
記
念
益
子
参
考
館
開
館（
栃
木
）

●

京
都
民
芸
資
料
館
開
館

●

静
岡
市
立
芹
沢
銈
介
美
術
館
開
館

●

豊
田
市
民
芸
館
開
館

●

東
北
福
祉
大
学
芹
沢
銈
介
美
術
工
芸
館
開
館

●

小
鹿
田
焼
、
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定

●『
柳
宗
悦
展
―「
平
常
」の
美
・「
日
常
」
の
神
秘
』

開
催（
三
重
県
立
美
術
館
）

●『
柳
宗
悦
の
民
藝
と
巨
匠
た
ち
展
』
開
催（
ひ
ろ

し
ま
美
術
館
ほ
か
）

●『
柳
宗
悦
展

暮
ら
し
へ
の
眼
差
し
』
開
催（
松

屋
銀
座
ほ
か
）

●『
民
藝
の
日
本

柳
宗
悦
と「
手
仕
事
の
日
本
」を

旅
す
る
』
開
催（
日
本
橋
髙
島
屋
ほ
か
）

●  『
民
藝M

IN
G

E
I

―A
n

o
th

e
r K

in
d

 o
f A

rt

展
』

開
催（2

1
_
2

1
D

E
S

IG
N

  S
IG

H
T

）

●『
民
藝
の

年
』
開
催（
東
京
国
立
近
代
美

術
館
）

●『
民
藝

―
美
は
暮
ら
し
の
な
か
に

あ
る
』
開
催
（
大
阪
中
之
島
美
術
館
ほ
か
2

年
に
か
け
て
巡
回
）

（
昭
和
41
）年

（
昭
和
42
）年

（
昭
和
45
）年

（
昭
和
46
）年

（
昭
和
47
）年

（
昭
和
48
）年

（
昭
和
49
）年

（
昭
和
50
）年

（
昭
和
52
）年

（
昭
和
56
）年

（
昭
和
58
）年

（
平
成
元
）年

（
平
成
7
）年

（
平
成
9
）年

（
平
成
16
）年

（
平
成
23
）年

（
平
成
29
）年

（
平
成
30
）年

（
令
和
3
）年

（
令
和
5
）年

年
表
で
た
ど
る
民
藝

柳
宗
悦
を
中
心
に
多
く
の
仲
間
が
参
加
し
た「
民
藝
」は
、

や
が
て
各
地
へ
と
広
が
り
、大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
た
。

編
集
・
文
：
久
保
寺
潤
子

edit &
 text by Junko Kubodera

※執筆者の表記がない著作物は柳宗悦によるもの。
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生涯にわたり多くの文章を残した柳宗悦。
民藝を通して伝えたかったことを考える。

編集＆文：久保寺潤子　イラスト：岡田成生
edit & text by Junko Kubodera illustration by Shigeo Okada

出典：柳 宗悦 著『新編 民藝四十年』（ちくま学芸文庫） 

雑
器
の
美
は

無
心
の
美
で
あ
る
。

『
雑
器
の
美
』よ
り 

使いよく便宜なもの、使ってみて
頼りになる真実なもの、
共に暮してみて落ち着くもの、
使えば使うほど親しさの出るもの、
それが民藝品の有つ徳性です。 

民
藝
は
必
然
に

手
工
藝
で
あ
る
。

（
略
）手
こ
そ
は

自
然
が
与
え
た

最
良
の
器
具
で
あ
る
。 

『
雑
器
の
美
』よ
り 

『民藝の趣旨』より

伝統は
個人の脆さを
救ってくれる。 

『美の法門』より 

手
が
機
械
と
異
る
点
は
、

そ
れ
が
い
つ
も
直
接
に
心
と

繫
が
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

『
手
仕
事
の
国
』よ
り

天
才
が
作
る
わ
ず
か
な
も
の
が

美
し
い
と
も
、そ
れ
に
よ
っ
て

こ
の
世
は
美
し
く
な
ら
な
い
の
で
す
。

『
民
藝
の
趣
旨
』よ
り

民藝は無銘なのです。それは丁度真の
善人が、平凡に当たり前に善い行いを
するのと同じ境地なのです。それは
文法も知らない日本人が、困難な日本語を
平気で使いこなすのとも同じです。 

『民藝の趣旨』より 
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用
途
な
き
世
界
に
、

工
藝
の
世
界
は
な
い
。

（
略
）用
途
へ
の
奉
仕
、

こ
れ
が
工
藝
の
心
で
あ
る
。

一切の物差を棄て、一切の色眼鏡を
はずして、うぶな心で、物をうぶなままで
只受取る事が肝心です。 

『民藝館の買物』より 

金
力
よ
り
も
眼
力
の
方
が

ず
っ
と
優
れ
た
働
き
を
す
る
。

金
力
で
は
出
来
ぬ
こ
と
ま
で
す
る
。

『「
茶
」の
病
い
』よ
り 物に新旧はあろうが、

新旧のない受取り方に接すれば、
「いつも今」の品に成り変るのである。 

『蒐集の弁』より 

「渋さ」は日本民族の美の理念なのである。
（略）それは美の禅境であって、
宗教的深みを充分に持つものである。 

『丹波の古陶』より 

『
工
藝
の
美
』よ
り 

民藝は驚くべき
自由の世界であり
創造の境地である。

『雑器の美』より 

不
完
全
を
厭
う

美
し
さ
よ
り
も
、

不
完
全
を
も
容
れ
る

美
し
さ
の
方
が
深
い
。

『
美
の
法
門
』よ
り 

『
工
藝
の
美
』よ
り 

知
は
美
を

見
る
眼
と
は
な
ら
ぬ
。
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年
、
柳
宗
悦
ら
が
提
唱
し

た
民
藝
は
約

年
の
間
、
時
代
に

応
じ
て
生
活
文
化
運
動
と
し
て
発
展
し

て
き
た
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
い
う
言

葉
が
定
着
し
、
個
人
の
美
意
識
を
大
切

に
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
現

在
で
も
、
民
藝
は
美
の
価
値
基
準
を
求

め
る
際
、
羅
針
盤
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
福
岡
で
工
藝
風
向
を
営

み
、
機
関
誌
『
民
藝
』
の
編
集
長
を
務

め
る
高
木
崇
雄
は
、
現
代
に
お
け
る
民

藝
の
意
義
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

 

「
柳
ら
が
民
藝
運
動
を
行
っ
た
時
代
と

現
在
で
は
、
必
ず
し
も
時
代
状
況
が
異

な
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
彼
ら
が

生
き
た
時
代
は
、
帝
国
が
周
辺
諸
国
の

人
々
を
〝
標
準
化
〞
し
よ
う
と
し
た
時

代
で
、
そ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
進
む
い
ま
と
近
い
面
も
あ
る
。
ひ

と
つ
の
価
値
観
が
社
会
を
覆
い
つ
つ
あ

っ
た
時
代
に
日
本
各
地
の
手
仕
事
や
、

朝
鮮
半
島
・
沖
縄
・
ア
イ
ヌ
と
い
っ
た

独
自
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
営
む
人
々
が

生
み
出
す
品
々
に
美
を
見
出
し
褒
め
称

え
た
柳
は
、上
か
ら
目
線
で
彼
ら
を〝
保

護
〞
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
美
し
さ
を
生
む
背
景
に
あ
る
当

た
り
前
の
暮
ら
し
の
多
様
さ
、
豊
か
さ

を
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
を
考
え
、
彼
ら
と
と
も
に
歩
む
べ
く

活
動
し
た
の
で
す
」

　
そ
の
土
地
の
土
で
つ
く
ら
れ
る
器
を

私
た
ち
が
日
々
使
う
こ
と
も
、
地
域
の

固
有
性
を
愛
し
、
土
地
の
風
景
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
高
木
は
言
う
。

 

「
筑
後
川
沿
い
、
日
田
や
久
留
米
の
焼

き
そ
ば
屋
や
焼
き
鳥
屋
で
、
小
鹿
田
焼

や
小
石
原
焼
の
器
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り

な
が
ら
使
わ
れ
て
い
た
り
、
沖
縄
で
は

『
や
ち
む
ん
』
と
呼
ば
れ
る
地
元
の
焼

き
物
が
戦
前
も
戦
後
も
つ
く
ら
れ
、
使

わ
れ
続
け
て
き
た
り
す
る
。
器
は
い
つ

も
暮
ら
し
の
風
景
を
支
え
て
き
た
の
で

す
。
民
藝
は
単
な
る
『
懐
か
し
手
仕
事

愛
好
会
』
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
小

さ
な
存
在
の
そ
ば
に
立
と
う
と
し
て
き

た
し
、
民
藝
を
継
承
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
多
様
な
美
を
と
も
に
悦
ぶ
こ
と
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
」

　
世
界
各
地
の
も
の
に
関
す
る
情
報
が

あ
ふ
れ
、
な
ん
で
も
手
に
入
る
い
ま
、

日
本
人
な
ら
で
は
の
共
通
し
た
美
意
識

が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
高
木
は

柳
に
よ
る
「
奇
数
の
美
」
こ
そ
、
そ
の

答
え
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
言
う
。

 「
柳
は
『
日
本
の
眼
』
と
い
う
文
章
で
、

日
本
独
自
の
美
の
見
方
と
し
て
『
奇
数

の
美
』と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
不
完
全
さ
に
潜
む
美
で
あ
り
、

ま
た
割
り
切
れ
な
い
美
し
さ
を
そ
の
ま

ま
に
受
け
取
る
こ
と
で
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
僕
ら
は
す
ぐ
に
是
か
非
か
を
二
分

化
し
て
判
断
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
ど

ち
ら
か
に
居
着
く
こ
と
な
く
軽
や
か

に
、
か
つ
し
っ
か
り
と
美
し
さ
を
受
け

止
め
る
胆
力
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

簡
素
で
あ
る
こ
と
、
普
通
で
あ
る
こ
と

に
美
し
さ
を
見
出
す
こ
と
。
自
分
に
と

っ
て
の
『
奇
数
の
美
』
と
は
な
に
か
を

考
え
て
み
る
こ
と
は
、
暮
ら
し
を
削
ぎ

落
と
し
つ
つ
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
現
代
に
お
い
て
も
の
を
語
る
上
で
キ

『民藝』は日本民藝協会が発行する機関誌で、高木は現在編集長を務
めている。日本各地の民藝のいま、そしてこれまでとこれからを紹
介。バックナンバーは日本民藝協会のホームページで入手できる。

“割り切れない美”を
ともに悦びながら
継承していく
100年前に提唱された「民藝」は、現代を生きる私たちに
どんな暮らしのヒントを与えているのだろうか。
自身の店で作り手と使い手をつなぐ高木崇雄に話を聞いた。

写真：朝山啓司  編集・文：久保寺潤子
photographs by Keishi Asayama　edit & text by Junko Kubodera

高
木
崇
雄

工
藝
風
向

　店
主

1974年、高知県生まれ。2004年、福岡県
で「工藝風向」を開店するとともに、九
州大学大学院にて柳宗悦と民藝運動を
対象に近代工藝史を研究。日本民藝協
会常任理事。著書に『わかりやすい民藝』。

Takao Takaki

※144～145ページに店紹介あり。
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ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
「
デ
ザ
イ
ン
」

だ
が
、
柳
た
ち
が
用
い
た
「
無
名
」
や

「
用
即
美
」
と
い
う
考
え
方
は
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
と

高
木
は
言
う
。

 

「
近
年
は
、
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
『
見
え
な
い
デ
ザ
イ
ン
』

に
な
っ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
個
人
の
作
家
性
や

見
た
目
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
前
に
出
る
と

い
う
よ
り
は
、
多
く
の
人
が
共
有
し
う

る
形
と
し
て
生
ま
れ
る
、
い
わ
ば
『
無

名
の
デ
ザ
イ
ン
』
で
す
。
そ
れ
は
公
共

デ
ザ
イ
ン
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

の
よ
う
な
無
形
の
デ
ザ
イ
ン
も
含
み
ま

す
。
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
は
常
に
人
々
に

働
き
か
け
、動
き
出
す
こ
と
を
求
め
る
。

働
き
の
な
か
で
美
が
生
ま
れ
、
美
が
あ

る
か
ら
こ
そ
働
き
が
促
さ
れ
る
。
こ
の

相
互
関
係
が
『
用
即
美
』
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
デ
ザ
イ
ン

を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
い
つ
か
皆

の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
社
会

に
溶
け
込
ん
で
ゆ
く
『
用
即
美
』
の
あ

る
デ
ザ
イ
ン
、『
工
藝
的
な
る
デ
ザ
イ

ン
』
を
考
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
と
っ
て
重
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
日
々
、
器
や
道
具
に
接
し
て
い
る
高

木
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
店
を
運
営

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

 「
河
井
寛
次
郎
の
『
追
え
ば
逃
げ
る
美
、

追
わ
ね
ば
追
う
美
』
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
美
が
主
張
さ
れ

る
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
僕
自
身
は

あ
っ
ち
の
美
、
こ
っ
ち
の
美
と
追
う
つ

も
り
は
ま
っ
た
く
な
く
、
信
頼
し
合
っ

て
一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
か
と
い
う
観

点
を
軸
と
し
て
作
り
手
と
付
き
合
っ
て

い
る
だ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
人
や
も
の

が
『
民
藝
的
』
で
あ
る
か
ど
う
か
も
考

え
ま
せ
ん
。
僕
が
作
り
手
や
も
の
を
選

ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
僕
は
彼
ら
に

選
ば
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
ん
で
す
。

配
り
手
と
し
て
作
り
手
・
使
い
手
に
選

ば
れ
る
仕
事
を
重
ね
る
こ
と
で
、
い
つ

か
柳
た
ち
が
選
ん
だ
よ
う
な
美
し
い
も

の
が
こ
の
社
会
に
も
生
ま
れ
る
と
い
い

な
と
は
願
い
ま
す
が
、
自
分
が
生
き
て

い
る
間
に
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
は
重
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
美
し
い
も
の
に
出
合
う
た
め
に
は

「
直
下
に
物
を
見
る
」
こ
と
が
大
切
だ

と
柳
は
言
っ
た
。直
下
に
見
る
た
め
に
、

私
た
ち
は
ど
ん
な
こ
と
を
心
掛
け
る
べ

き
だ
ろ
う
か
。

 「
た
だ
、き
ち
ん
と
見
る
こ
と
で
す
。『
見

テ 

知
リ
ソ 

知
リ
テ 

ナ 

見
ソ
』
と
柳
は

語
り
ま
す
が
、
往
々
に
し
て
人
は
見
よ

う
と
し
な
い
し
、知
ろ
う
と
も
し
な
い
。

見
た
と
し
て
も
知
る
こ
と
を
怠
っ
て
し

ま
う
。
そ
の
時
の
気
分
と
社
会
が
駆
り

立
て
る
欲
望
の
ま
ま
に
選
び
、
消
費
し

て
い
る
だ
け
で
す
。
ま
ず
は
目
の
前
の

相
手
を
素
直
に
受
け
止
め
、
そ
し
て
相

手
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
ゆ
け

ば
、い
つ
か
き
っ
と
素
晴
ら
し
い
も
の
・

人
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

工藝風向の店内。焼き物や
ガラス、漆器や編組品など、
作り手との信頼関係によっ
て集まった数々が見やすく
展示されている。定期的に
開催している企画展は季節
を感じさせる品揃えが魅力。

上：工藝風向の展示風景。木村硝子店のワインカラフェ
には、高木の自宅の坪庭や道端で摘んだ季節の花が活け
られている。公園と神社に挟まれた緑豊かな環境に調
和している。　下：光を受けて窓辺で艶やかに輝くちゅ
ーかー（左）と按瓶（右）は、沖縄のからや窯で創作を続け
る登川均の作。ぽってりとした佇まいが目にも優しい。
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ていねいに磨き上げられた本館の
大階段にて。穏やかな光に包まれ
る日本民藝館には、常にゆったり
とした静かな時間が流れている。

深
澤
直
人 

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー

日
本
民
藝
館 

館
長

1956年生まれ。デザイナーの個性を主
張するのではなく、生活者の視点で人
の想いを可視化する静かで力のあるデ
ザインに定評がある。電子精密機器か
ら建築にいたるまで手掛けるデザイン
の領域は広く多岐にわたる。世界で最
も影響力のあるデザイナーのひとり。
日本民藝館館長、多摩美術大学副学長。

Naoto Fukasawa

民藝の美しさと概念の普及を目指し、
宗教哲学者・思想家の柳宗悦が1936年
に創設。柳が収集した陶磁器、染織、
木漆、絵画など、約1万7000点を収蔵
する。外観、内装ともに細部にいたる
までこだわり設計している。

日本民藝館 

●東京都目黒区駒場4-3-33 

☎03-3467-4527

開本館：10時～17時　西館：10時～16時30分　
休月（祝日の場合は開館、翌日休み）
※西館は第2・3水曜、第2・3土曜のみ開館
料一般￥1,200
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置
い
て
い
た
そ
う
だ
が
、

年

代
後
半
か
ら
は
、
河
井
寛
次
郎
の
窯
で

黒
土
瓶
を
制
作
。
77
年
か
ら
約
30
年
間

に
わ
た
り
館
長
を
務
め
、
民
藝
の
持
つ

健
全
さ
と
純
粋
さ
を
世
に
伝
え
続
け
た
。

 

「
柳
宗
理
さ
ん
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
ス

ー
パ
ー
ス
タ
ー
。
僕
の
デ
ザ
イ
ン
人
生

の
中
で
最
も
優
れ
た
存
在
と
し
て
尊
敬

し
て
い
る
人
。
先
達
と
し
て
慕
っ
て
い

た
宗
理
さ
ん
が

年
に
亡
く
な

り
、
い
ま
民
藝
を
つ
な
ぐ
に
は
、
同
じ

デ
ザ
イ
ン
の
道
を
歩
む
自
分
が
立
ち
上

が
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」

　就
任
か
ら
12
年
が
経
ち
、
民
藝
に
ま

つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
わ
る
中
で
、
深
澤
が
改
め
て
感
じ
て

い
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。

 
「
館
長
と
し
て
所
蔵
作
品
や
空
間
に
触

れ
る
た
び
に
、
思
わ
ず
『
お
ぉ

』
と

声
を
上
げ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
新
し
い
発

見
の
連
続
で
す
。
な
に
よ
り
ひ
と
り
の

人
間
が
全
国
を
巡
り
、
1
万

点
あ
ま
り
の
民
藝
に
ま
つ
わ
る
作
品
を

集
め
、
生
涯
を
か
け
て
そ
の
美
し
い
精

神
を
語
り
続
け
た
事
実
は
、
驚
き
以
外

の
な
に
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」

　柳
宗
悦
は
単
な
る
コ
レ
ク
タ
ー
で
は

な
い
。
豊
富
な
知
識
と
深
い
洞
察
力
、

幅
広
い
交
流
関
係
を
活
か
し
、
見
出
し

た
も
の
を
シ
ェ
ア
し
よ
う
と
し
た
。
そ

の
表
れ
が
日
本
民
藝
館
な
の
だ
。

 

「
こ
こ
は
美
し
い
工
芸
品
を
鑑
賞
す
る

た
め
の
美
術
館
で
は
な
く
、
文
化
的
価

値
を
見
出
し
、
思
想
を
読
み
解
き
、
意

識
を
共
有
す
る
た
め
の
場
所
。
宗
悦
自

身
が
全
国
を
巡
り
、
各
所
で
集
め
た
民

藝
の
品
々
を
大
切
に
保
管
し
管
理
す
る

だ
け
で
な
く
、
日
本
民
藝
館
と
い
う
場

を
設
け
る
こ
と
で
、
そ
の
価
値
を
大
勢

が
分
か
ち
合
え
る
状
況
を
つ
く
り
出
し

ま
し
た
。
後
世
に
な
っ
て
も
そ
の
感
覚

は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
伝
わ
る
確
信
も

あ
っ
た
は
ず
で
す
」

　柳
宗
悦
が
民
藝
を
謳
っ
て
か
ら

年
が
経
ち
、
社
会
は
大
き
く
変

貌
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
で
情
報
が
素
早
く

行
き
来
す
る
時
代
に
お
い
て
、
民
藝
が

意
味
す
る
も
の
と
は
な
に
か
。

 

「
い
ま
や
世
の
中
は
た
く
さ
ん
の
も
の

に
あ
ふ
れ
、
製
造
の
技
術
も
飛
躍
的
に

発
展
し
ま
し
た
。
日
本
も
経
済
的
に
安

定
し
、
人
々
の
生
活
も
格
段
に
よ
く
な

っ
て
い
ま
す
。
昔
に
比
べ
て
暮
ら
し
が

多
様
化
し
た
分
、
も
の
の
吟
味
は
よ
り

現
実
味
を
帯
び
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
ま
だ
、
私
た
ち
は
無
垢
な
存

在
に
憧
れ
、
素
朴
な
も
の
に
心
奪
わ
れ

る
。
こ
れ
は
も
は
や
、
人
類
に
共
通
し

た
意
識
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」

　理
屈
抜
き
に
豊
か
さ
を
体
感
し
、
理

解
す
る
た
め
の
有
効
手
段
こ
そ
、
民
藝

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
日
本
民
藝
館
の
展

示
物
に
解
説
が
一
切
書
か
れ
て
い
な
い

の
は
、
直
接
的
に
モ
ノ
と
対
峙
し
向
き

合
う
こ
と
で
、
宿
す
普
遍
的
な
美
し
さ

を
素
直
に
受
け
止
め
る
直
観
力
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
の
表
れ
だ
。

 

「
た
と
え
視
点
や
立
場
が
違
っ
て
い
て

も
、
同
じ
感
覚
を
シ
ェ
ア
で
き
る
。 

僕
は
こ
れ
を
〝
予
定
同
調
〞
と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、
館
長
で
あ
り
、
大
学
教
授

で
あ
る
僕
で
も
、
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
々
と
同
じ
も
の
を
見
て
、
思
考
を

ゆ
り
動
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が

民
藝
が
持
つ
普
遍
性
。
海
外
の
若
い
人

た
ち
が
日
本
民
藝
館
に
足
を
運
ん
で
く

れ
る
理
由
だ
と
思
い
ま
す
」

　一
方
で
、
日
本
の
若
者
の
来
館
率
が

上
昇
す
る
こ
と
も
期
待
す
る
。

 

「
美
術
教
育
の
悪
影
響
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ど
こ
と
な
く
日
本
に
は
ア
ー
ト

は
変
わ
り
者
が
や
っ
て
い
る
と
い
う
意

識
が
あ
り
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
が
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
よ
り
も
下
に
見
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。柳
宗
悦
は
、

民
藝
の
文
脈
の
中
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

を
哲
学
で
語
り
、
信
仰
と
し
て
考
え
抜

い
て
い
っ
た
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
は
社

会
と
分
離
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
中
核
を
成
し
て
い
る
大

切
な
も
の
の
ひ
と
つ
な
の
だ
と
」

　生
き
て
い
く
上
で
大
切
な
こ
と
を
民

藝
は
教
え
て
く
れ
る
。
た
だ
、
民
藝
が

大
き
な
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
た
り
、
特
定

の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
つ
く
り
出
す
こ
と

は
な
い
。
た
だ
そ
こ
に
あ
り
続
け
る
だ

け
だ
と
深
澤
は
続
け
る
。

 

「
た
だ
無
心
に
モ
ノ
と
向
き
合
う
こ

と
。
手
仕
事
を
通
し
て
、
温
も
り
を
日

用
の
中
に
宿
す
こ
と
。
世
に
あ
る
も
の

す
べ
て
に
デ
ザ
イ
ン
は
絡
ん
で
い
ま
す

か
ら
、
民
藝
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
ま
だ
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
だ
民
藝
は
、
目

指
し
て
つ
く
り
出
す
も
の
で
も
な
け
れ

ば
、
ま
ね
を
し
よ
う
と
思
っ
て
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
き
っ
と
一
生

憧
れ
て
も
、
た
ど
り
着
く
こ
と
の
で
き

な
い
領
域
。
そ
れ
が
民
藝
。
僕
が
い
ま

心
か
ら
言
え
る
の
は
、『
参
り
ま
し
た
、

民
藝
』
と
い
う
ひ
と
言
に
尽
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」

　日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
名
だ
た

る
企
業
の
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
る
深
澤
直

人
。
第
一
線
を
走
り
続
け
る
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
し
て
活
動
す
る
傍
ら
で
、
深
澤
は

年
7
月
よ
り
、
日
本
民
藝
館

の
5
代
目
館
長
に
就
任
し
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
も
そ
も
民
藝
と
は
対
極
に
あ

る
と
も
思
わ
れ
る
工
業
デ
ザ
イ
ン
の
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
、
な
ぜ
館
長
職
を
務

め
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。

 

「
確
か
に
僕
が
就
任
し
た
時
に
、
少
し

世
間
が
ざ
わ
つ
い
た
こ
と
も
理
解
し
て

い
ま
す
。
で
も
、
僕
の
前
に
も
日
本
民

藝
館
の
館
長
に
就
任
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー

は
い
る
ん
で
す
よ
」

　確
か
に
、
第
3
代
の
館
長
を
務
め
た

の
は
、
柳
宗
理
。「
バ
タ
フ
ラ
イ
ス
ツ

ー
ル
」
を
は
じ
め
と
し
た
数
々
の
名
品

を
発
表
し
、
戦
後
の
日
本
の
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
の
確
立
と
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
た
人
物
だ
。
民
藝
運
動

の
中
心
を
担
い
、
日
本
民
藝
館
の
創
設

者
、
柳
宗
悦
を
父
に
持
つ
宗
理
は
、
若

い
頃
こ
そ
反
発
し
て
民
藝
と
は
距
離
を

民
藝
の
聖
地
と
し
て
、多
く
の
人
が
足
を
運
ぶ
日
本
民
藝
館
。

着
任
か
ら
12
年
を
迎
え
た
現
館
長
の
深
澤
直
人
が
思
う

民
藝
の
現
在
地
、そ
し
て
、こ
れ
か
ら
向
か
う
先
と
は
。

深
澤
直
人
が
考
え
る
、

民
藝
の
奥
行
き
と

無
限
の
可
能
性

写
真
：
吉
田 

塩

　文
：
猪
飼
尚
司

photograph by Sio Yoshida

　 text by H
isashi Ikai
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立
場
が
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を
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で
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　民
藝
運
動
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で

あ
り
、
20
世
紀
の
日
本
を
代
表
す
る
工

芸
家
と
し
て
国
内
外
で
高
い
評
価
を
得

た
芹
沢
銈
介
は
、

年
に
日
本

の
伝
統
的
な
染
色
技
法
で
あ
る
型
染
を

始
め
て
以
来
、
84
年
に
88
歳
で
鬼
籍
に

入
る
ま
で
、
実
に
半
世
紀
に
わ
た
り
、

型
染
作
品
の
制
作
を
続
け
た
。
一
般
的

に
は
絵
師
、
彫
師
、
染
師
と
い
っ
た
職

人
た
ち
の
分
業
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
る

型
染
だ
が
、
芹
沢
は
そ
れ
ら
の
工
程
を

す
べ
て
自
ら
の
手
で
一
貫
し
て
手
掛
け

る
こ
と
で
、
よ
り
作
家
性
を
高
め
て
い

っ
た
。
そ
の
手
法
は
56
年
に「
型
絵
染
」

と
し
て
重
要
無
形
文
化
財
に
認
定
さ

れ
、
芹
沢
は
61
歳
の
時
に
人
間
国
宝
と

な
っ
た
。

　芹
沢
が
本
格
的
に
染
色
を
始
め
た
の

は
、
東
京
高
等
工
業
学
校
（
現
東
京

科
学
大
学
）
卒
業
後
に
図
案
家
（
デ
ザ

イ
ナ
ー
）
と
し
て
働
く
か
た
わ
ら
、
妻

や
近
所
の
若
い
女
性
た
ち
を
集
め
て
始

め
た
手
芸
グ
ル
ー
プ
「
こ
の
は
な
会
」

の
活
動
か
ら
だ
。
こ
の
は
な
会
で
は
ク

ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
、
手
提
げ
、
壁
掛
け

な
ど
を
制
作
し
た
が
、
そ
の
際
に
用
い

た
の
が
模
様
部
分
を
蝋
（
ろ
う
）
で
防

染
し
て
染
色
す
る
ろ
う
け
つ
染
だ
。
芹

沢
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
主
婦
の
友
社
主

催
の
「
全
国
家
庭
手
芸
品
展
覧
会
」
に

出
品
し
、
2
年
連
続
で
最
高
賞
を
獲
得

し
て
い
る
。
そ
の
後
型
染
に
移
行
す
る

ま
で
は
、
ろ
う
け
つ
染
で
数
多
く
の
作

品
を
残
し
た
。

　芹
沢
の
人
生
に
大
き
な
転
機
が
訪
れ

た
の
は
、
彼
が
31
歳
の
時
。
柳
宗
悦
に

私
淑
す
る
同
郷
の
友
人
、
鈴
木
篤
と
と

も
に
朝
鮮
旅
行
に
出
た
際
に
、
そ
の
船

中
で
雑
誌
『
大
調
和
』
に
連
載
中
だ
っ

柳
宗
悦
と
紅
型
に
導
か
れ
、生
涯
を
通
し
て
数
限
り
な
い

名
作
を
生
み
出
し
続
け
た
稀
代
の
染
色
工
芸
家
。

そ
の
、も
の
づ
く
り
に
捧
げ
た
人
生
を
振
り
返
る
。

民
藝
を
愛
し
、

自
ら
体
現
し
た

芹
沢
銈
介
の
仕
事

編
集
＆
文
：
佐
野
慎
悟

edit &
 text by Shingo Sano

芹沢銈介
染色工芸家

1895年、静岡県生まれ。1927年に
柳宗悦の論文「工藝の道」に感銘を
受け、民藝運動に参加する。55年
に芹沢染紙研究所開設。56年に重
要無形文化財「型絵染」の保持者に
認定。76年に文化功労者、83年に
フランス政府より芸術文化勲章が
贈られた。84年に88歳で逝去。

Keisuke Serizawa
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た
柳
の
論
文
「
工
藝
へ
の
道
」
を
読
ん

だ
芹
沢
は
「
工
芸
の
本
道
初
め
て
眼
前

に
拓
け
し
思
い
あ
り
」
と
、
深
い
感
動

を
覚
え
た
と
い
う
。さ
ら
に
そ
の
翌
年
、

芹
沢
は
東
京
の
上
野
恩
賜
公
園
で
行
わ

れ
た
大
礼
記
念
国
産
振
興
博
覧
会
で
、

柳
ら
が
出
品
し
た
「
民
藝
館
」
を
訪
れ
、

床
の
間
に
掛
け
て
あ
っ
た
鮮
や
か
な
紅

型
（
び
ん
が
た
）
の
風
呂
敷
に
心
を
奪

わ
れ
た
。
紅
型
は
沖
縄
を
代
表
す
る
伝

統
的
な
型
染
の
技
法
で
、
そ
の
鮮
明
な

色
彩
、
大
胆
な
配
色
、
図
形
の
素
朴
さ

は
、
そ
の
後
の
芹
沢
の
作
風
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。

　急
速
に
進
む
近
代
化
の
陰
で
、
各

地
方
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

手
工
芸
と
、
そ
れ
を
生
み
出
す
無
名

の
職
人
た
ち
の
て
い
ね
い
な
手
仕
事

を
愛
し
た
芹
沢
の
作
品
に
は
、
取
材

で
訪
れ
た
津
々
浦
々
の
風
土
も
色
濃

く
現
れ
る
。
彼
の
取
材
旅
行
の
中
で

も
最
も
重
要
な
経
験
と
な
っ
た
の
は
、

39
年
に
柳
宗
悦
ら
民
藝
協
会
の
同
人
7

名
と
59
日
間
に
わ
た
っ
て
旅
し
た
沖
縄

だ
。
そ
こ
で
芹
沢
は
、
長
年
憧
れ
た
伝

統
的
な
紅
型
の
指
導
を
受
け
た
ほ
か
、

本
島
各
地
や
久
米
島
な
ど
を
旅
し
て
そ

の
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
り
、
民
謡
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
た
り
、
芝
居
を
観
た

り
と
、
沖
縄
の
文
化
や
風
土
を
思
う
存

分
に
吸
収
し
た
。
帰
京
後
に
芹
沢
は
、

沖
縄
か
ら
持
ち
帰
っ
た
膨
大
な
数
の
ス

ケ
ッ
チ
を
も
と
に「
壷
屋
の
ろ
く
ろ
師
」

（

年
）、「
沖
縄
絵
図
」（
39
年
）、

「
那
覇
大
市
」（
40
年
）
な
ど
、
後
世
に

残
る
質
の
高
い
作
品
を
立
て
続
け
に
制

作
し
、
こ
れ
以
降
、
芹
沢
の
作
風
は
明

東北窯めぐり六曲屏風

東北地方を訪れた際に見た窯
場の風景を、赤絵と藍絵の絵
皿風に仕上げた作品。それぞ
れに益子、小菅、成島、平清水、
新庄東山、楢岡、陸中久慈、
堤の地名が添えられている。
絹地 型絵染 124.5×282㎝
静岡市立芹沢銈介美術館蔵

1939年

沖縄絵図

沖縄の地図をモチーフに、海
を藍、島を朱や黄土で染め上
げた作品。「首里 すい」「那覇 

なふぁ」など、地名にはすべ
て沖縄口（沖縄の方言）でルビ
が振られている。絹地 型絵
染 133.5×109.8㎝　日本民
藝館蔵

1939年

1957年から農家の離れを利
用し、創作の場とした鎌倉市
津の風景を表現した作品。草
庵の縁側で寝転ぶ芹沢自身の
姿も描かれており、「津村の昼
寝」と呼ばれている。絹地（縮
緬 ）　 型 絵 染　485×37 ㎝　
静岡市立芹沢銈介美術館蔵

那覇大市
1939年

沖縄取材の折に現地で学んだ
伝統的な紅型の手法を使い、
色鮮やかに表現された作品。
形附屋、竹籠屋、雑穀屋など
の店が立ち並ぶ、活気に満ち
た市場の様子を捉えた。木綿
地 型絵染 55.3×70.3㎝　静
岡市立芹沢銈介美術館

津村小庵文帯地
1967年

創作意欲をかき立てた、
日本各地の風土と文化
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る
く
伸
び
や
か
な
も
の
と
な
っ
た
。

こ
の
頃
は
東
京
の
蒲
田
に
拠
点
を
置

い
て
い
た
芹
沢
だ
が
、
45
年
に
第
二
次

世
界
大
戦
の
空
襲
に
よ
っ
て
自
宅
と
工

房
が
全
焼
し
、
そ
れ
ま
で
の
作
品
、
型

紙
、
収
集
品
の
大
半
を
焼
失
さ
せ
て
し

ま
う
。
芹
沢
は
以
降
6
年
間
に
わ
た
り

寄
寓
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
間
も
本
の
装
丁
や
雑
誌
の
挿
絵
な
ど

の
仕
事
を
手
掛
け
つ
つ
、
狭
い
場
所
で

も
制
作
で
き
る
染
紙
の
カ
レ
ン
ダ
ー
や

う
ち
わ
、
カ
ー
ド
な
ど
を
量
産
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

51
年
に
な
り
、
か
つ
て
住
ん
で
い
た

蒲
田
の
土
地
を
購
入
し
て
よ
う
や
く
制

作
環
境
が
整
う
と
、
芹
沢
の
創
作
意
欲

は
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
あ
ふ
れ
出
し
、

動
物
、
文
字
、
風
景
な
ど
、
新
鮮
な
模

様
を
用
い
た
大
作
が
数
多
く
生
ま
れ

た
。
こ
う
し
て
作
家
と
し
て
の
円
熟
期

を
迎
え
、
56
年
に
は
人
間
国
宝
に
も
認

定
さ
れ
た
芹
沢
の
仕
事
は
、
最
晩
年
ま

で
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
長
い
作
家
人
生

の
集
大
成
と
な
っ
た
の
が
、
76
年
に
フ

ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
国
立
グ
ラ
ン
・
パ
レ

で
開
催
し
た
個
展
『

』
だ
。
出
品
作
品
の
選
択
か
ら
陳
列

ま
で
、
芹
沢
が
精
魂
を
傾
け
た
最
後
の

大
作
と
も
言
え
る
こ
の
展
覧
会
は
、
地

元
紙
で
マ
テ
ィ
ス
や
ク
レ
ー
に
匹
敵
す

る
と
い
う
評
論
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
約
2
万
9
千
人
の
来
場
者
を
集

め
て
大
成
功
を
収
め
た
。

生
涯
を
通
し
て
民
藝
の
魅
力
を
体
現

し
、
世
界
に
広
め
た
芹
沢
の
仕
事
と
功

績
は
、
こ
れ
か
ら
も
広
く
語
り
継
が
れ

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

いまなおモダンに映る、なままないまいまいまいまいまいま
ポップで大胆な意匠ポップで大胆でプップポッポ プでプポ ププポポ ででッ でプップポッポ

文字文部屋着着屋着

象形から成り立つ「日、月、木、木、月、木「日、り立から成象形象 木月つ「日成り立つから成象形か象 月 木日 月立象
雲、花、山、水、草、鳥」をグラ鳥」をグ草、鳥、水、花、山、雲、花雲 グラ鳥」を草山 水花 山雲 花 」」
フィカルにアレンジしたモチチしたモンジカフィカ チたモチンジしアレンルにアィカルフ
ーフを、全面に配置した芭蕉芭蕉した芭配置全面にを 全ーフをー 蕉芭蕉芭蕉した芭配置全面を、全
布地の軽やかな部屋着。芭蕉芭蕉着。な部屋や なの軽や布 芭蕉着 芭部屋着やかなの軽や布地の布 屋着な部屋
布地布地布布布 型絵染絵染型絵型絵染型 131.533 5131 5××64464㎝　静静静㎝ 静
岡市立芹沢銈介美術館蔵館蔵美術館沢銈介美立芹沢市立 蔵術館蔵銈介美術芹沢銈市立芹岡 術館美術沢銈市立芹

19717119719711 年年年年

いろは文字文帯地

書家に弟子入りしていた父の影響
もあり、若い頃から書に親しんで
いた芹沢は、人間国宝に認定され
た1956年頃から、文字をモチーフ
にした作品を数多く手掛けた。絹
地 型絵染 498×37㎝　静岡市立芹
沢銈介美術館蔵

1958年

御滝図のれん

雲間から悠然と流れ落ち、地
表で大きな水飛沫を上げる那
智の滝の姿を、ダイナミック
かつシンプルな構図と意匠で
表現した作品。絹地（紬）型
絵染 135×112.5㎝　静岡市
立芹沢銈介美術館蔵

1962年

寿の字のれんれん字のれの字寿 んのれの字の寿の んれん字のれ寿 字寿

朱と藍と黄土で染めた雲のモチモチ雲の染めた土で染と黄土朱と藍朱 チのモチめた雲ので染め黄土で藍と黄朱と
ーフを組み合わせ、抽象化してして象化せ、抽合わせ組み合フを して象化しせ 抽象合わせ組み合フを組
「寿」の字を表現。楽しく大らからく大ら楽し表現。字を表寿」の字「寿 大らかしく大楽しを表現の字を「寿」の
で、明朗快活な芹沢の作風を体を体作風を芹沢の作活な芹朗快活で、明朗で を体作風を沢の作活な芹朗快活明朗で
現する作品のひとつ。木綿地綿地木綿とつ。のひ作品現する現 綿地木綿とつのひ作品現する現
型絵染型絵染型絵染型絵  152152 5215 ××10441041041 ㎝　静岡市立市立静岡市㎝　静 立岡市立㎝ 静岡㎝
芹沢銈介美術館蔵蔵美術館銈介美芹沢銈 蔵術館蔵介美術芹沢銈介芹

19749741997419 年年年年年
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P
e
n
オ
リ
ジ
ナ
ル
芹
沢
銈
介
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

芹
沢
銈
介
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
帯
地
や
間
仕
切
り
か
ら
モ
ダ
ン
な
柄
を
セ
レ
ク
ト
、
絵
葉
書
に
し
ま
し
た
。



壺文裂（1965）静岡市立芹沢銈介美術館蔵
Pen 2025年2月号特別企画　Penオリジナル 芹沢銈介ポストカード

幾何文帯（1965頃）静岡市立芹沢銈介美術館蔵
Pen 2025年2月号特別企画　Penオリジナル 芹沢銈介ポストカード

松文間仕切（1961）静岡市立芹沢銈介美術館蔵
Pen 2025年2月号特別企画　Penオリジナル 芹沢銈介ポストカード

太陽文帯地（1955）静岡市立芹沢銈介美術館蔵
Pen 2025年2月号特別企画　Penオリジナル 芹沢銈介ポストカード

POST CARD

POST CARD

POST CARD

POST CARD

点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。



ジャンルを超えて広がる、
芹沢の自由なデザイン

『すずや・寿』の字のれ寿』『すず れ字のれ』 字寿』ずや『すず のれ字の寿』のや・寿ずや『す のれ字の寿』のや 寿すずや『す れんれんんれんんれん

柳宗悦や芹沢銈介も足繁く繁くも足繁銈介もや芹沢宗悦や柳宗 繁くも足繁銈介もや芹沢宗悦や柳宗 通った通 た通通った通
新宿・歌舞伎町にある「とんんる「と町にある舞伎町・歌舞新宿 とんある「と町にあ舞伎町宿 歌舞新宿 んかつ茶つ茶んかつかつ茶か
づけ」の人気店、すずやのたのたずやの店 す人気店け」の人づけ たずやのたすず気店、の人気づけ」 ために制めに制ために制ために
作されたのれん。当時のメのメ当時のん 当たのれされた作さ のメ当時のん。当たのれされた作さ ニューニュニュ
などは棟方志功が手掛けたた掛けたが手掛方志功がは棟方などはな けた手掛け功が手棟方志どは棟など 。木綿木綿木木綿。
地地地型絵染染型絵染型 染型絵染型 109109 109××93cmcm93ccm93c

1960601969601 年年年年

『工藝『 藝『工藝『 藝『工 一号』』号』号号』

「雑誌そのものが工芸品である」ととる」と品であ工芸品のが工のもの雑誌そ「雑 とある」品であが工芸ものがそのも雑誌そ「
考えた柳宗悦が企画監修した、民民した監修し企画監悦が企た柳宗考えた考 民した、監修し企画監悦が企た柳宗考えた考
藝運動の機関誌。創刊号からら刊号か創刊関誌動の機関藝運動藝 ら刊号か創刊関誌。動の機藝運動藝 121212号号号号号
分の装丁を担当。毎月毎月担当装丁を担分の装分 毎月当。毎丁を担の装丁分の 5005000050 ～6006006006 部部部部
の布を染め上げ納品した。晒木綿晒木綿た 晒品したげ納品染め上布を染の布 晒木綿た。晒品したげ納品染め上布を染の布
地地地地地 型絵染絵染型絵絵染型絵 聚楽社刊　静岡市立芹沢沢市立芹静岡市刊 静聚楽社聚 芹沢市立芹静岡市社刊聚楽社聚
銈介美術館蔵蔵術館蔵銈介美術銈 術館蔵介美術銈介

1931119319311 年年年年

大丸百貨店店百貨店丸百大丸 貨店百貨大丸百大 店百貨店丸百大丸
日本民藝館展ポスター藝館展ポ本 スタ展ポス館展民藝館日本民日 ターポスタ展ポ藝館展本民藝日本 スタ展ポス館展民藝館日本民日

大丸百貨店で開催した『日本民藝館館本民藝館た『日本催したで開催百貨店で大丸百大 民藝館日本民した『日開催し貨店で開丸百貨大丸
展』のポスターは、アール・ヌーヴヴヌル・は アーターはポスタ展』のポ展 ヴル ヌア ルは、アスタのポス展』の
ォーを思わせる洋風のデザイン。ンザインのデザ洋風のせるを思わォ をォ 。イン。デザ洋風のせる洋思わせを思ォ
河井寬次郎らによる陶芸や、芹沢芹沢や 芹る陶芸による郎らに寬次郎河井 沢芹沢芸や、る陶芸らによ次郎ら井寬次河井
の型絵染が展示された。和紙和紙た 和されたが展示さ絵染がの型絵の 紙た。和紙された展示さ絵染が展の型絵の 型絵型絵型絵型絵
染染染染染 76 7676×××48.5cm5cm48.55cm48 5 　静岡市立芹沢銈銈芹沢銈岡市立静岡　 銈芹沢銈岡市立静岡
介美術館蔵術館蔵介美術介 館蔵美術館介美

1955551959551 年年年年

大原美術館　工芸・東洋館

1961年に開館した陶器館（現 工芸・東洋館）
の内外装のデザインを芹沢が担当。

住住岡山県倉敷市中央1-1-15

開 9時～15時（3月～11月は17時）
休休月（祝日、振替休日は開館）

1961年

画
像
提
供
：
大
原
美
術
館

『絵本どんきほうて』本『絵本絵本『絵絵本『絵

「ドン・キホーテ」に関する「ドドン・「ド「ド
本の蒐集家カール・ケラーの本の蒐集本の蒐集本の
の依頼によって制作した依頼依頼の依頼の依頼依
絵本。スペインの騎士を本絵本絵本。絵 。絵本
鎌倉武士に置き換え、独倉武鎌倉倉武鎌倉倉武鎌倉
創的な日本訳をつくり上な創的な創創的な創的な創的
げた。和紙たげたげた。げ 。 合羽刷 筆彩
28.7728 7××20.8cm 静岡市立
芹沢銈介美術館蔵沢銈芹沢沢銈芹沢芹

19373719371937年年年

購入詳細は
こちら

芹沢銈介卓上カレンダー、プレゼント！
2025年版 芹沢銈介 卓上カレンダー
が、今年も桂樹舎から発売。昭和20年
から約40年間制作されてきた型染め
カレンダーの復刻版を縮小印刷した卓
上タイプ。2025年版は1947年の復刻
版で、型染めカレンダー初期のもの。
数字や月のアルファベットのデザイン
性が高く、色づかいも明るく繊細。今
回で制作が終了となる貴重なカレンダ
ーを、20名にプレゼント！
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坂本 創
小鹿田焼 陶工

民藝の心を継ぎ
未来へとつなぐ、
つくり手たち
歴史に敬意を払い、伝統を守りながらも自身の思いや
技術を活かして挑戦を続ける現代のつくり手たち。
彼らはどのように民藝を思い、対峙し、制作に活かしているのだろうか。

写真：中島光行、大城 亘　文：山田泰巨、猪飼尚司
photographs by Mitsuyuki Nakajima(P60～67), Wataru Oshiro(P68～73)
text by Yoshinao Yamada(P60～63), Hisashi Ikai(P64～73)

　柳
宗
悦
が
、「
誰
に
も
読
め
ぬ
地
名

が
い
ま
で
は
多
く
の
人
の
口
に
上
る
ま

で
に
至
っ
た
」
と
記
し
た
大
分
県
日
田

市
皿
山
の
小お

ん
た

鹿
田
焼
。

年
の

開
窯
以
来
、
一
子
相
伝
の
世
襲
制
で
長

い
歴
史
を
築
い
て
き
た
。
そ
う
し
た
伝

統
を
見
据
え
つ
つ
、
自
身
の
創
作
に
挑

む
の
が
坂
本
工
窯
の
坂
本
創
だ
。

　小
鹿
田
焼
は

年
、
国
の
重

要
無
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
。
川

の
水
を
利
用
し
、
陶
土
を
砕
く
唐
臼
の

姿
は
昔
か
ら
変
わ
ら
ぬ
も
の
と
し
て
訪

れ
た
人
々
の
心
を
動
か
す
。
土
づ
く
り

か
ら
窯
出
し
ま
で
、
い
ま
も
人
の
手
で

つ
く
る
と
こ
ろ
が
小
鹿
田
焼
の
魅
力
だ

と
坂
本
も
言
う
。
た
だ
現
状
に
強
い
問

題
意
識
も
抱
い
て
い
る
。

 
「
歴
史
の
継
承
や
文
化
財
指
定
に
よ
っ

て
小
鹿
田
焼
が
守
ら
れ
て
い
る
側
面
は

大
き
い
で
し
ょ
う
。
僕
も
基
本
的
に
ル

ー
ル
を
守
り
ま
す
。
た
だ
歴
史
を
遡
る

と
必
ず
し
も
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
手

法
だ
け
が
正
し
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
か
ら
逸
脱
し
た
つ
く
り
手
が
幾
人

も
お
り
、
と
き
に
ル
ー
ル
を
外
れ
た
こ

と
を
明
示
す
れ
ば
、
極
端
に
言
え
ば
な

に
を
や
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
」

　坂
本
は
い
ま
、
新
た
な
窯
を
築
い
て

い
る
途
中
だ
。
登
り
窯
は
も
ち
ろ
ん
使

い
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
別
に
、
現
代
的

な
造
り
の
窯
を
新
設
す
る
。
そ
れ
に
は

い
く
つ
も
の
理
由
が
あ
る
。
以
前
の
よ

う
に
大
家
族
で
馬
力
の
あ
る
環
境
で
は

1990年、大分県生まれ。佐
賀県立有田工業高校セラミ
ック科卒業後、鳥取県の名
窯・岩井窯の山本教行に師
事。2年の修業を経て家業
の坂本工窯に入り、父とと
もに制作を行う。

So Sakamoto

伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、

変
化
を
厭
わ
ず

も
の
づ
く
り
に
挑
む
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坂本が作陶した器。蹴りろくろを回
しながら表面に刻みを入れる「飛び
鉋」、ろくろで回転させながら刷毛で
模様を描く「刷毛目」など、小鹿田焼
にはさまざまな魅力的な技法がある。　
上から時計まわりに、七寸皿￥3,850

～、四寸五分飯碗￥3,300～、五寸鉢
￥3,080～、尺皿￥8,800～、六寸鉢 

￥3,960～、中央は五寸皿￥2,420
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な
く
、
数
日
を
か
け
て
登
り
窯
で
焼
成

す
る
こ
と
の
難
し
さ
。
薪
や
灰
の
調
達

が
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。
そ

も
そ
も
登
り
窯
の
燃
焼
効
率
は
現
代
的

な
窯
に
比
べ
て
は
る
か
に
悪
く
、
今
後

の
維
持
が
難
し
い
。
幸
い
土
に
恵
ま
れ

た
土
地
で
、
そ
れ
を
継
続
的
に
採
取
す

る
方
法
は
近
年
進
ん
で
い
る
と
坂
本
は

言
う
。
歴
史
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
現

実
的
に
産
地
を
守
る
方
法
を
考
え
続
け

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

　そ
ん
な
坂
本
に
、
民
藝
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
を
尋
ね
る
と
、「
学
ぶ
ほ
ど

に
わ
か
ら
な
く
な
る
」
と
言
う
。

 

「
民
藝
は
も
は
や
文
化
の
ひ
と
つ
。
僕

た
ち
の
集
落
で
活
動
す
る
十
数
人
の
つ

く
り
手
そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
答
え
を
持
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
し
、
僕
自
身
も
聞
か

れ
る
た
び
に
答
え
が
変
わ
っ
て
し
ま

う
。
た
だ
生
ま
れ
た
時
か
ら
こ
の
環
境

に
身
を
置
く
立
場
と
し
て
は
、
続
け
て

い
く
こ
と
で
そ
れ
に
応
え
て
い
く
ほ
か

は
な
い
。な
に
よ
り

年
を
経
て
、

い
ま
な
お
議
論
が
続
く
こ
と
が
魅
力
で

す
。
そ
こ
に
あ
る
面
白
さ
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
、
そ
の
違
い
に
触
れ
る
こ
と
が
楽

し
い
。
自
分
の
中
に
あ
る
常
識
を
壊
し

て
く
れ
る
人
と
出
会
う
こ
と
も
あ
る
。

も
の
そ
の
も
の
で
は
な
く
価
値
の
共
有

に
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」

歴史と向き合いながら、
産地を守る方法を考え続ける

上、左：坂本の作陶風景。菊練りか
ら始まる作業は力強くもリズミカル
に進んでいく。父・工（たくみ）と横
並びの作業場では、音楽を聴きなが
ら作陶することも多い。「小鹿田焼
は人間本来のリズムがかたちになっ
て表れているように思います。だか
らこそいまも人の心に届くのかも。
そして、人間的な魅力も重要です」

上、右：父の作品とともに登り窯
で焼かれるのを待つ器の数々。小
鹿田焼は現在9軒が作陶を行う。
今後は減っていく可能性も高いと
坂本さんは言う。しかし300年の
中で5軒まで減ったこともあると
いい、「長い歴史で見たらそれほど
不思議な変化ではない」とも。

登り窯での窯焚きは年に数
度。窯から水分をなくすた
めの火入れから、焼き上が
りまで数日を要する。火の
コントロールは難しく、最
終的に納得のいく仕上がり
になるのは6割程度という。
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　ま
た
、
小
鹿
田
焼
の
若
い
陶
工
と
し

て
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
続
く

若
手
も
増
え
て
き
た
。
か
つ
て
閉
じ
ら

れ
て
い
た
集
落
が
柳
宗
悦
に
よ
っ
て
開

か
れ
た
よ
う
に
、
現
在
は
移
動
と
情
報

に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
開
か
れ
方
が
進
ん

で
い
る
と
坂
本
は
み
る
。

 

「
民
藝
が
、
い
わ
ゆ
る
薄
利
多
売
寄
り

の
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
続
け
て
き
た
こ

と
に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
先
ほ

ど
触
れ
た
よ
う
に
、
小
鹿
田
は
恵
ま
れ

た
環
境
で
は
あ
る
も
の
の
、
作
陶
に
多

く
の
コ
ス
ト
を
要
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
同
時
に
い
ま
は
、
も
の
に
魅

力
や
価
値
を
感
じ
て
く
れ
る
人
々
と
つ

な
が
り
や
す
い
仕
組
み
が
い
く
つ
も
あ

る
。
後
輩
た
ち
に
は
な
る
べ
く
多
く
の

経
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
が
そ

こ
か
ら
選
択
し
て
い
く
手
伝
い
を
し
た

い
。
僕
ら
の
仕
事
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し

て
い
く
こ
と
。
他
の
産
地
の
素
晴
ら
し

い
陶
工
に
会
い
に
行
っ
た
り
美
術
館
に

行
っ
た
り
、
な
に
か
を
見
つ
け
て
ほ
し

い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
人
が
〝
も
の
〞

に
出
る
。
小
手
先
の
技
術
を
学
ぶ
の
で

は
な
く
、
も
っ
と
懐
の
深
い
な
に
か
を

鍛
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の

は
、
僕
自
身
に
も
言
い
聞
か
せ
て
い
る

こ
と
。
そ
う
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た

も
の
を
後
輩
に
届
け
つ
つ
、
小
鹿
田
焼

の
歴
史
の
歯
車
の
ひ
と
つ
と
し
て
多
少

な
り
と
も
恩
返
し
で
き
た
ら
、
そ
れ
ほ

ど
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
で
す
」

　い
ろ
い
ろ
話
し
つ
つ
も
無
心
で
土
に

向
か
う
時
間
が
最
も
心
穏
や
か
で
い
ら

れ
る
と
坂
本
は
笑
う
。
そ
の
手
が
次
な

る
歴
史
を
築
い
て
い
く
。

左、上：坂本工窯の作業場および販売所。作
業場の天井近くに渡した板に次々と作陶を終
えた器が並べられる。販売所には、新たな窯
をつくるために解体した古い納屋から出てき
たデッドストックも。その時々でラインアッ
プが変わる。作業時は声をかければ見学も可
能。著名な産地らしく、観光客も多く訪れる。
左奥は自宅で、まさに職住一体。

右、下：小鹿田の里の中心を流れる川の水を
利用して、唐臼で陶土を砕く。臼を突く音と
せせらぎが響き渡る姿が、柳やバーナード・
リーチの心をもつかんだ。唐臼で砕かれた土
は、その後いくつかの工程を経て作業場へ。
集落内には各窯元に唐臼がある。小鹿田焼の
土は力強い黒を特徴とする。だからこそ、釉
薬や鉋を用いたユニークな紋様が映える。
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菊地流架
真鍮 作家

　細
く
長
い
柄
の
先
に
ぷ
く
り
と
丸
み

を
帯
び
た
匙
が
付
い
た
、
菊
地
流
架
の

カ
ト
ラ
リ
ー
。
有
機
的
な
シ
ル
エ
ッ
ト

と
表
情
豊
か
な
曲
面
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
残
る
ハ
ン
マ
ー
の
槌
目
が
て
い
ね
い

な
手
仕
事
の
様
子
を
映
し
出
す
。

 

「
特
に
民
藝
の
枠
組
み
や
思
想
を
意
識

し
た
仕
事
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
つ
く
っ
た
も
の
が
民

藝
の
仲
間
で
あ
る
と
認
め
て
も
ら
え
る

の
は
素
直
に
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　菊
地
の
作
品
は
、
全
国
各
地
の
民
藝

店
で
販
売
さ
れ
る
と
同
時
に
、
エ
ッ
ジ

の
利
い
た
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
デ
ザ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ
や
人
気
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
ス
ト
ア
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

店
舗
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

 

「
無
名
の
職
人
に
よ
る
普
遍
的
な
仕

事
、
日
常
に
寄
り
添
う
健
康
な
美
し
さ

を
宿
す
民
藝
の
基
本
精
神
は
好
き
で

す
。
で
も『
民
藝
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
』

と
言
わ
れ
て
し
ま
う
と
、
な
ん
だ
か
息

苦
し
い
し
、
つ
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
民
藝
の
存
在
や
価
値
は
一
部
の
許

さ
れ
た
専
門
家
が
決
定
づ
け
る
こ
と
で

は
な
く
、
広
く
大
衆
に
委
ね
ら
れ
る
も

の
。
民
藝
の
考
え
も
時
代
に
よ
っ
て
変

化
し
ま
す
が
、
根
本
的
に
は
よ
し
悪
し

の
区
別
は
な
し
に
、
モ
ノ
の
中
に
見
え

隠
れ
す
る
〝
人
間
ら
し
さ
〞
を
微
笑
ま

し
く
、
心
穏
や
か
に
感
じ
取
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　手
づ
く
り
で
ア
ク
サ
リ
ー
を
製
造
販

売
し
て
い
た
両
親
を
、
17
歳
の
頃
か
ら

手
伝
っ
て
き
た
菊
地
。
結
婚
し
て
子
ど

も
が
誕
生
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
独

立
を
決
め
る
が
、
学
校
で
美
術
や
デ
ザ

ハンドメイドだけでなく、
機械でつくったものにもそ
れなりのよさがある。そう
考える菊地は、燕三条の工
場と協働し、自身のデザイ
ンを工業生産したコレクシ
ョンも手掛けている。

1983年、岡山県生まれ。2000年
より父のもとでアクセサリーづ
くりを始める。06年にカトラリ
ー製作を開始。10年に工房Lue

を構える。25年5月には東京の
カシカで個展を開催予定。

Ruka Kikuchi

日用の道具に
垣間見える、
“人間らしさ”
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Lueの定番カトラリーシリー
ズ。購入時は黄金色に輝く真鍮
は使うほどに味わいを増す。右
から：一枚板サーバー￥5,940、
ケーキフォーク￥3,740、フル
ーツフォーク￥3,520、よつば
フォーク￥4,180、小スプーン
￥3,300、大スプーン￥ 3,960、
サーバー￥4,400、コーヒーサ
ーバー￥5,500、ティーサーバー
￥4,180

刃のかたちとそれぞれの用途に
合わせて、柄の幅を適切に調整。
菊地のナイフシリーズは、卓上
に置いただけでも絵になる。右
から：チーズナイフ 小￥13, 

200、大￥14,850、ペーパーナ
イフ各￥5,720
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イ
ン
を
学
ん
だ
わ
け
で
も
、
工
芸
の
特

別
な
訓
練
を
受
け
た
わ
け
で
も
な
い
。

両
親
と
寄
り
添
う
中
で
自
然
と
身
に
つ

い
た
金
工
の
技
に
、
料
理
好
き
の
気
持

ち
を
乗
せ
な
が
ら
つ
く
り
始
め
た
の
が

真
鍮
の
カ
ト
ラ
リ
ー
だ
っ
た
。
そ
こ
か

ら
お
よ
そ
15
年
を
経
た
現
在
で
も
、
基

本
的
な
か
た
ち
は
当
初
か
ら
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
の
も
興
味
深
い
。

 

「
僕
が
つ
く
っ
て
い
る
ス
プ
ー
ン
は
、

独
立
す
る
直
前
に
父
が
『
カ
ト
ラ
リ
ー

を
つ
く
る
な
ら
こ
う
や
っ
て
み
れ

ば
？
』
と
教
え
て
く
れ
た
も
の
か
ら
派

生
し
た
か
た
ち
。初
め
て
つ
く
っ
た
時
、

先
端
と
柄
の
部
分
を
ロ
ウ
付
け
し
て
、

横
と
上
を
順
番
に
叩
い
て
成
形
す
る
工

程
が
理
に
か
な
っ
て
お
り
、
均
整
の
取

れ
た
美
し
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
の
時
の
印
象
が
ず
っ
と
変
わ

ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
同
じ
も
の
を
つ
く

り
続
け
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
」

　機
能
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
に
つ

い
て
問
う
と
、
自
分
が
使
い
勝
手
が
い

い
と
思
う
も
の
は
、
世
の
中
す
べ
て
の

人
に
共
通
す
る
感
覚
で
は
な
い
と
い
う

言
葉
が
返
っ
て
き
た
。

 

「
カ
ト
ラ
リ
ー
は
食
事
の
た
め
に
使
う

も
の
で
す
か
ら
、
道
具
と
し
て
機
能
す

る
の
は
当
然
の
こ
と
。
で
も
、
僕
に
と

っ
て
機
能
的
で
あ
る
こ
と
が
第
一
優
先

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
フ

ォ
ル
ム
や
大
き
さ
の
好
み
が
あ
る
よ
う

真鍮を叩いているうちに、
ちょうどいいポイントが見えてくる

ひとつずつ工程を重ね、真鍮の板からカトラリーをかたちづくっていく菊地。上から順に、
1枚目：定尺の板の上に、自身が決めた寸法とかたちのアウトラインを針先で描き込んでい
く「ケガキ」。　2枚目：ケガキで定めたラインに沿って、金切りばさみで部材を切り出す「本
切り」。　3枚目：丸く切り出した皿をバーナーで熱を加え、やわらかくした状態にして細か
な加工をしやすくする「焼きなまし」。このあと、菊地が金型に当てて叩きながら調整を加え
ることで、やわらかく広がる美しい3次元曲面の匙が生まれる。　4枚目：もうひとつの特
徴である長細い柄は、四方を「叩き出し」することでかたちを整えつつ、強度を増す。強すぎ
れば凹み、弱すぎるとうまく成形できない。菊地のカトラリーのように細かな部材をバラ
ンスよく仕上げるには、かなりの技術力を必要とする難しい作業だ。

上：作業中のレードル。U字に曲げた柄の先に付いたお玉は浅め
で横広のため、鍋の底に残ったものも掬いやすい。軽量で扱いや
すく、フックなどに吊るして収納できるのも便利だ。　下：バー
ナーで金属を熱する「焼きなまし」の作業スペース。手元で火を
使うため、夏場には汗を垂らしながらの仕事になる。
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に
、
機
能
性
に
も
い
ろ
ん
な
見
方
が
存

在
す
る
。
あ
え
て
こ
れ
が
機
能
的
な
か

た
ち
だ
と
断
定
す
る
と
、
そ
れ
以
外
の

感
覚
や
意
識
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
で

居
心
地
が
悪
い
」

　で
き
る
だ
け
同
じ
か
た
ち
に
仕
上
げ

た
い
、
き
れ
い
に
整
え
て
ク
オ
リ
テ
ィ

を
維
持
し
よ
う
と
い
う
意
識
も
か
つ
て

は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
経
験
を
重
ね
る

ほ
ど
に
、
自
身
が
よ
い
と
判
断
す
る
も

の
を
純
粋
に
好
き
だ
と
言
っ
て
く
れ
る

多
く
の
人
が
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

 

「
定
尺
の
真
鍮
板
か
ら
か
た
ち
を
切
り

出
し
叩
い
て
い
る
う
ち
に
、
こ
こ
が
ち

ょ
う
ど
い
い
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
が
自
ず

と
見
え
て
く
る
。
一
律
に
整
っ
て
い
な

く
て
も
、
自
分
が
よ
し
と
思
い
求
め
て

も
ら
え
る
の
な
ら
、
そ
れ
が
正
解
な
の

だ
ろ
う
と
い
ま
は
感
じ
て
い
ま
す
」

　い
ま
で
は
工
房
に
ス
タ
ッ
フ
も
加
わ

り
、
生
産
体
制
も
比
較
的
安
定
し
て
き

た
。

年
の
秋
に
は
、
現
在
の

瀬
戸
内
市
の
田
園
地
帯
に
あ
る
工
房
か

ら
少
し
離
れ
た
日
生
エ
リ
ア
の
高
台

に
、も
う
ひ
と
つ
の
ア
ト
リ
エ
を
開
設
。

 

「
ひ
と
り
に
な
っ
て
自
分
と
向
き
合
っ

て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
、
家
族
を
養

い
日
々
を
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
仕
事

と
は
ま
た
違
っ
た
感
覚
で
仕
事
を
し
て

み
た
く
な
る
。
真
鍮
で
や
っ
て
み
た
い

こ
と
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
し
、
や
れ
る
こ

と
も
見
え
て
く
る
。
も
っ
と
仕
事
に
集

中
し
て
、
新
し
い
も
の
が
で
き
る
よ
う

な
気
が
し
て
い
ま
す
」

　25
年
春
に
は
個
展
も
開
催
す
る
。

さ
ら
に
自
由
に
、
大
ら
か
な
表
現
を
楽

し
み
に
し
た
い
。

真鍮製の大きなキッチンカ
ウンターが印象的な工房2

階のラウンジ。客を招いて
ミーティングスペースとし
て使うほか、好きな作品を
並べたギャラリーショップ
としても活用している。

焼き物の原型といわれる壺
は、菊地のコレクションの
ひとつ。アメリカの現代作
家からイランのアンティー
クまで、時代も出自もさま
ざまだが、どことなく類似
した空気感を醸し出す。

田園に囲まれたのどかな風
景の中に、菊地のアトリエ
はある。玄関先から見える
雑木林の中にぽつんと立つ
八幡宮は、江戸時代の歴史
書『備陽国誌』にも登場する
由緒ある社だ。

工房2階の一角にある、菊
地のお気に入りコーナー。
アジアの土器、北欧のクラ
フト、日本各地の民藝に加
え、自身の昔の作品と父が
手掛けたアクサリーなどが
美しく並んでいる。
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製材屋で仕入れた木材のほか、時折原木の丸太を譲り受け
ることも。仕入れた材は一旦近隣の倉庫で保管し、作業を
する直前にアトリエに搬入。玄関前の半屋外スペースで美
しいかたちに削り出される時をゆっくりと待つ。

渡
慶
次 
弘
幸

木
地
師

渡
慶
次 

愛

塗
師

1979年、沖縄県生まれ。2003

年、輪島で福田敏雄、赤木明登
の工房に勤務。10年、沖縄に
戻り独立。11年より木漆工と
けしとして作品を発表、個人の
漆作家としても活躍している。

Ai Tokeshi

1980年、沖縄県生まれ。2003

年輪島の桐本木工所に弟子入
り。退職後、寒長茂に挽物を習
った後沖縄に戻り独立。11年
に木漆工とけしとして初個展。
16年より中山木工も始動。

Hiroyuki Tokeshi

沖縄の自然と暮らしの風景に
根ざしたものづくり

　沖
縄
県
北
部
の
名
護
市
に
ア
ト
リ
エ

を
構
え
る
「
木
漆
工
と
け
し
」
の
渡
慶

次
弘
幸
と
渡
慶
次
愛
。
彼
ら
の
手
か
ら

生
ま
れ
る
器
や
生
活
の
道
具
に
は
、
豊

か
に
広
が
る
や
ん
ば
る
の
森
に
眠
る
、

大
ら
か
で
野
性
味
あ
ふ
れ
る
大
地
の
生

命
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

 

「
私
た
ち
が
木
地
に
使
っ
て
い
る
の

は
、
沖
縄
産
の
木
で
す
。
南
国
特
有
の

気
候
と
土
壌
の
影
響
か
ら
、
沖
縄
の
樹

木
は
あ
ま
り
高
く
は
伸
び
ず
、
曲
が
り

く
ね
っ
た
も
の
ば
か
り
。
触
感
も
や
わ

ら
か
い
も
の
か
ら
堅
い
も
の
ま
で
幅
広

く
、
高
温
多
湿
の
た
め
虫
に
も
喰
わ
れ

や
す
い
。
漆
器
の
木
地
と
し
て
は
と
て

も
扱
い
に
く
い
も
の
ば
か
り
で
す
」

　全
国
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
、
漆
器
に

適
し
た
木
材
は
も
っ
と
簡
単
に
手
に
入

る
は
ず
。
な
ぜ
彼
ら
は
あ
え
て
扱
い
の

難
し
い
県
材
に
こ
だ
わ
る
の
だ
ろ
う
。

 

「
僕
ら
が
こ
こ
に
暮
ら
し
、
生
き
て
い

る
か
ら
。そ
れ
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
」

　

　と
も
に
沖
縄
に
生
ま
れ
た
ふ
た
り
。

県
内
の
工
芸
指
導
所
で
愛
さ
ん
は
漆
、

弘
幸
さ
ん
は
木
工
を
学
ん
だ
の
ち
、
輪

島
に
渡
り
、
匠
に
弟
子
入
り
。
徹
底
的

に
伝
統
の
技
を
身
体
に
叩
き
込
ん
だ
。

7
年
の
修
業
を
経
て
、
帰
郷
。
晴
れ
て

独
立
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
き
な
壁

に
ぶ
ち
当
た
っ
て
し
ま
う
。

 

「
つ
く
る
技
は
身
に
付
け
た
も
の
の
、

つ
く
り
た
い
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
が
自
分

た
ち
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
こ
な
い
。
ど

こ
か
ら
手
を
動
か
し
た
ら
よ
い
の
か
さ

っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
」

　そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
読
谷
の
陶
芸

家
・
大
嶺
實
清
の
「
も
の
づ
く
り
は
思

想
。
結
果
は
自
然
に
出
て
く
る
も
の
」

と
い
う
ひ
と
言
が
、心
を
強
く
打
っ
た
。

 

「
自
分
の
目
の
前
に
あ
る
も
の
か
ら
手

を
伸
ば
し
て
い
く
。
沖
縄
の
自
然
、
時

間
の
流
れ
、
暮
ら
し
の
様
子
。
答
え
は

す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
」

　当
初
懸
念
し
て
い
た
、
沖
縄
の
木
の

特
性
が
逆
に
助
け
と
な
り
、
触
れ
る
ほ

ど
に
、
沖
縄
の
風
土
や
生
活
の
風
景
が
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県産材限定といっても入手できる木
材は時々で変わる。幅広い木肌の違
いが楽しめるのも木漆工とけしの作
品の魅力。上：（右）子ども椀￥12, 

100、（上）ボウル￥18,700、（下）湧田
椀￥16,500。すべてクスノキ。
下：（上）シマグワの丸盆 大（価格未
定）、小￥35,200、（下右2つ）イタジ
イの皿 大￥14,300、小￥11,000、（下
左）クスノキのリム皿￥15,400

伸びやかな佇まいと、持ち
上げた時にすっと手にほど
よく収まる印象的なかたち
の椀。（右）イジュの端反り
椀 ¥22,000、（左）クスノキ
の子ども椀（高）￥14,300
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作
品
に
如
実
に
映
し
出
さ
れ
て
、
自
分

た
ち
が
な
に
を
求
め
て
い
る
の
か
が
、

は
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
だ
と
い
う
。

 

「
上
質
な
輪
島
の
漆
器
は
も
ち
ろ
ん
素

晴
ら
し
い
の
で
す
が
、
沖
縄
に
住
み
、

沖
縄
の
木
を
使
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る

と
、
し
っ
か
り
木
肌
を
感
じ
る
素
朴
な

器
も
美
し
く
見
え
て
き
て
」

　
扱
う
の
は
、
野
生
で
自
由
奔
放
に
生

き
た
木
々
。
豊
か
な
個
性
は
収
め
難
い

強
い
ク
セ
へ
と
転
じ
、
仕
上
げ
に
は
か

な
り
手
間
と
時
間
を
要
す
る
。

 

「
木
に
よ
っ
て
は
参
照
す
べ
き
資
料
も

な
い
の
で
、
頼
る
べ
き
は
地
元
の
お
じ

ぃ
を
は
じ
め
と
し
た
先
人
の
知
恵
。
失

敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
経
験
を
重
ね

て
い
く
中
で
少
し
ず
つ
予
測
し
、
解
決

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」

　
材
料
が
最
適
な
状
態
で
な
け
れ
ば
、

手
元
に
届
い
た
も
の
の
ク
セ
を
素
早
く

読
み
解
き
、
適
切
な
ス
キ
ル
を
加
え
、

美
し
く
育
つ
活
路
を
自
身
が
見
出
せ
ば

い
い
。
い
ま
の
時
代
に
沖
縄
で
で
き
る

木
工
と
漆
芸
を
ひ
た
す
ら
持
続
し
て
い

れ
ば
、
必
然
的
に
沖
縄
で
し
か
で
き
な

い
も
の
づ
く
り
に
な
る
。

 

「
自
分
た
ち
の
リ
ア
ル
な
経
験
と
暮
ら

し
の
体
感
か
ら
見
た
豊
か
さ
を
素
直
に

表
現
し
て
い
く
。
そ
ん
な
感
覚
を
大
切

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
た
と
え
ば
沖
縄
の
県
花
と
し
て
知
ら

れ
る
デ
イ
ゴ
。
初
夏
の
鮮
や
か
な
赤
い

花
は
美
し
い
が
、
幹
は
非
常
に
や
わ
ら

か
く
、
木
材
に
し
て
も
放
置
す
る
と
す

ぐ
に
カ
ビ
が
生
え
て
し
ま
う
。一
方
で
、

漆
の
吸
い
込
み
が
よ
く
、
木
地
と
し
て

張り出すようにつくられた
スペースには、電動のノコ
ギリやカンナといった木工
機械がところ狭しと並ぶ。
この空間では、仕入れた木
材を制作する作品のサイズ
や用途に応じて、大まかな
かたちにカットしていく。

職人としての制作とは
異なる、渡慶次弘幸個
人の作家的なものづく
りも行う。ハマセンダ
ンの入隅盆は、自身で
拭き漆を施している。

過去に人々が培った
知恵や文化の重なりが、
生きる糧となる

上：木漆工とけしの木製品部門、中
山木工の仕事。沖縄のデザインスタ
ジオ、Luft（ルフト）と協働で手掛け
ているイタジイの四角箸とソウシジ
ュのカトラリーレスト。箸のすべて
の角がていねいに面取りされてお
り、握り心地が優しく、自然に手に
添うかたちになっている。　下：同
じく中山木工の作品。（右）ハマセン
ダンの鍵入れ￥8,800、（左）ハマセン
ダンの綿棒入れ￥6,600
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1. 左手の指先で木肌を感じながら、
ゆっくりとカンナを動かし、箱物の
縁をていねいに削り上げていく。　
2. 作業台のかたわらに置かれてい
る道具の数々。持ち物一つひとつ
にも意識が及んでいる様子がうか
がえる。　3. 工房の壁には、大小
さまざまなカンナが美しく並ぶ。

床にあぐらをかいた状態で
直に座り、最終の仕上げを
施していく弘幸さん。「椅
子に座るよりも、こうして
膝を自由に動かせたほうが
体勢も安定。力がコントロ
ールしやすいんですよね」

3 2

1
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も
寸
法
が
狂
い
に
く
い
と
い
う
特
性
も

持
つ
。
素
材
か
ら
聞
こ
え
る
声
に
耳
を

そ
ば
だ
て
、そ
っ
と
寄
り
添
い
な
が
ら
、

無
理
の
な
い
か
た
ち
に
仕
上
げ
て
い

く
。
ふ
た
り
が
つ
く
る
漆
器
に
は
そ
ん

な
つ
く
り
手
の
態
度
も
表
れ
て
い
る
。

　
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
か
ら
15
年
。
ふ

た
り
で
力
を
合
わ
せ
、
木
漆
工
と
け
し

と
し
て
も
の
づ
く
り
を
行
う
か
た
わ
ら

で
、
愛
さ
ん
は
沖
縄
伝
統
の
琉
球
漆
器

を
学
び
、
そ
し
て
弘
幸
さ
ん
は
沖
縄
の

木
を
ま
た
違
っ
た
ア
ン
グ
ル
か
ら
活
用

す
べ
く
、
中
山
木
工
と
い
う
屋
号
で
木

製
品
を
発
表
す
る
な
ど
、
最
近
で
は
個

別
の
活
動
も
始
め
た
。

 

「
昔
は
沖
縄
に
も
木
工
や
漆
芸
の
歴
史

が
き
ち
ん
と
存
在
し
、
木
造
の
家
や
家

具
づ
く
り
が
行
わ
れ
、
国
が
管
理
す
る

工
房
で
献
上
品
や
朝
貢
品
と
し
て
豪
華

な
漆
器
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

地
で
で
き
る
こ
と
が
よ
う
や
く
は
っ
き

り
と
見
え
て
き
た
い
ま
、
改
め
て
沖
縄

の
伝
統
に
敬
意
を
払
い
な
が
ら
、
お
正

月
や
家
族
の
め
で
た
い
日
な
ど
、
祝
い

事
の
た
め
の
〝
ハ
レ
の
器
〞
も
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
伝
統
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
ら
ず

に
、
時
代
の
流
れ
を
つ
ぶ
さ
に
捉
え
、

と
も
に
姿
を
変
え
て
き
た
う
れ
し
さ
と

大
ら
か
さ
が
あ
る
の
も
沖
縄
の
特
徴
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
。

 

「
昔
の
人
々
が
、
生
き
る
中
で
培
っ
た

知
恵
、
技
術
、
文
化
、
歴
史
の
重
な
り

が
す
べ
て
の
糧
と
な
り
ま
す
。
過
去
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
自
分
が
あ

る
。
そ
う
思
い
な
が
ら
、
日
々
手
を
動

か
し
て
い
ま
す
」

下地から上塗りまでの工程を示した見本。素
材の状態や目的に応じて、さまざまに塗りを
調整するのも木漆工とけしの特徴だ。

木漆工とけしとして発表
する素朴な器とは別に、
愛さんが近頃挑戦してい
るのは、伝統的な琉球漆
器の復刻だ。写真は「黒
漆雲龍螺鈿椀」。

作業部屋にはさまざまな材
料が置かれている。ガラス
瓶の中には、色漆のために
使われる顔料や木地の合わ
せ目や割れ目などに埋め込
むための木粉、筆を洗うた
めの油などが入っている。

塗りの作業中は、漆にほ
こりや塵が混じらないよ
うに細心の注意を払わな
ければならない。塗る前
にろ紙で漉して、細かな
ゴミを取り除いていく。

塗りの作業は、すべて愛さ
んが担当。机に向かい座っ
たまま、ひとりで黙々と作
業をこなしていく。作業の
合間にふと眺めるアトリ
エを取り囲む緑が気持ち
を優しくほぐしていく。

暮らしの中に見る豊かさを、
素直に表現していきたい
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漆が乾くのを待つへら匙。
漆は空気中の酸素を取り入
れながら、ゆっくりと硬化す
る。丈夫な構造となめらか
な表情を兼ね備えた確かな
ものにするために、ひたすら
時間をかけ、大切に育てるの
が漆器づくりの基本だ。
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イ
ギ
リ
ス
の
最
西
端
近
く
に
位
置
す

る
セ
ン
ト
・
ア
イ
ヴ
ス
。
美
し
い
海
辺

の
風
景
で
名
高
い
こ
の
町
は
、
Ｊ
・
Ｍ
・

Ｗ
・
タ
ー
ナ
ー
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ウ
ィ

ス
ラ
ー
、
ベ
ン
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
、
バ
ー

バ
ラ
・
ヘ
ッ
プ
ワ
ー
ス
ら
、
18
世
紀
か

ら
現
代
ま
で
時
代
を
超
え
て
数
々
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
愛
さ
れ
て
き
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
る
。
陶
芸
家
の
バ
ー
ナ

ー
ド
・
リ
ー
チ
も
そ
の
ひ
と
り
だ
。

　

年
に
イ
ギ
リ
ス
人
の
両
親

の
も
と
香
港
で
生
ま
れ
た
リ
ー
チ
は
、

母
親
の
死
去
に
よ
っ
て
当
時
関
西
で
暮

ら
し
て
い
た
祖
父
に
引
き
取
ら
れ
て
幼

少
時
代
を
日
本
で
過
ご
し
た
。
そ
の
後

イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
す
る
が
、
ロ
ン
ド
ン

に
留
学
中
だ
っ
た
高
村
光
太
郎
と
の
出

会
い
を
き
っ
か
け
に
望
郷
の
念
を
強
く

持
ち
、

年
に
再
来
日
を
果
た

す
。
そ
し
て
東
京
・
上
野
に
開
い
た
エ

ッ
チ
ン
グ
教
室
を
通
し
て
柳
宗
悦
ら
白

樺
派
の
作
家
た
ち
と
出
会
い
、
柳
邸
内

に
窯
を
築
い
て
作
陶
を
始
め
る
。
20
年

に
は
陶
芸
家
の
濱
田
庄
司
を
伴
っ
て
イ

ギ
リ
ス
に
戻
り
、
濱
田
と
と
も
に
セ
ン

ト
・
ア
イ
ヴ
ス
に
リ
ー
チ
工
房
を
設
立

し
て
、
以
後
生
涯
の
拠
点
と
し
た
。

 

「

年
代
の
セ
ン
ト
・
ア
イ
ヴ

ス
で
は
、
既
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ロ

ニ
ー
が
確
立
し
て
い
ま
し
た
。
地
元
の

慈
善
家
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ホ
ー
ン

女
史
は
こ
の
街
に
職
人
た
ち
の
自
治
団

体
を
設
立
し
、
地
元
社
会
に
お
け
る
工

芸
職
人
た
ち
の
雇
用
を
推
進
し
て
い
た

の
で
す
。
彼
女
は
リ
ー
チ
に
運
営
資
金

と
融
資
を
提
供
し
、
彼
が
土
地
を
購
入

し
て
最
初
の
工
房
と
窯
を
設
立
す
る
手

1. イギリスのコーンウォール州にある海辺
の街、セント・アイヴスはロンドンから列車
でおよそ6時間という距離にある。たくさん
のボートが停泊している港エリア以外にも
美しい砂浜のビーチがあり、多くのサーフ
ァーたちが訪れる名所となっている。　2. 

どこを歩いても風光明媚な情景が目の前に
広がり、時を超えて多くの芸術家を魅了し
てきたことが納得できる。テート・ギャラリ
ーの分館であるテート・セント・アイヴスも
あり、バーバラ・ヘップワースなどの「セン
ト・アイヴス派」と呼ばれる地元アーティス
トの作品を多く展示している。2012年から
は栃木県益子町の友好都市となっている。　
3. リーチ工房の外観。街の中心部から緩や
かな坂を上り、徒歩約15分ほどの場所に位
置している。　4. 左から柳宗悦、バーナード・
リーチ、濱田庄司。1952年撮影。

日
本
で
の
民
藝
活
動
に
多
大
な
影
響
を
受
け
、故
郷
イ
ギ
リ
ス
で

陶
芸
を
芸
術
の
域
に
高
め
た
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
。

い
ま
も
残
さ
れ
て
い
る
、彼
の
工
房
が
伝
え
る
も
の
と
は
。

写
真
：
山
内
ミ
キ
　
文
：
坂
本
み
ゆ
き

photographs by M
iki Yam

anouchi
text by M

iyuki Sakam
oto

 

イ
ギ
リ
ス
の
海
辺
の
街
、

セ
ン
ト・ア
イ
ヴ
ス
に

リ
ー
チ
工
房
を
訪
ね
て
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5. バーナード・リーチの大きなポートレー
トとともに旧工房内を再現したディスプレ
イ。彼の面影がここかしこに息づく。　6. 

自然光が降り注ぐ窓の側にある 「蹴ろく
ろ」。長身だったリーチに合わせて座が高
くつくられている。大型の器を制作する際
には回転するテーブルの上にさらに大きな
板を置いて作業したという。　7. 旧工房の
片隅にある暖炉は、リーチや職人たちが集
まって勉強会や批評会を日常的に催す場だ
った。その時リーチは、暖炉脇の鉄の大釜
に木材を渡してその上に座ることが多かっ
たという。壁の本棚には参考文献を収めた。
手前の台は絵付けの作業に使われていた。

56

7
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3

助
け
を
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
」
と
、
リ
ー
チ
工
房
の
副
館
長
で
あ

り
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
マ
シ
ュ
ー
・
タ
イ

ヤ
博
士
は
語
る
。

　
リ
ー
チ
工
房
は
現
在
、
リ
ー
チ
が
設

立
し
た
旧
工
房
と
登
り
窯
を
保
存
し
て

一
般
公
開
し
つ
つ
、
隣
接
す
る
近
代
的

な
ス
タ
ジ
オ
で
リ
ー
チ
の
意
志
を
受
け

継
い
だ
陶
器
づ
く
り
を
続
け
て
い
る
。

　
リ
ー
チ
が
つ
く
っ
た
旧
工
房
は
思
い

の
ほ
か
小
さ
い
。
そ
の
中
で
、
窓
か
ら

差
す
自
然
光
を
背
に
し
た
明
る
い
一
角

に
足
で
蹴
り
回
す
、
そ
の
名
も
「
蹴
ろ

く
ろ
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で

の
イ
ギ
リ
ス
式
の
ろ
く
ろ
や
日
本
式
の

手
動
で
回
す
ろ
く
ろ
に
変
わ
っ
て
30
年

代
に
リ
ー
チ
の
息
子
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ

ー
チ
と
、
当
時
リ
ー
チ
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
務
め
て
い
た
デ
ィ
コ
ン
・
ナ
ン
ス

に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
だ
。
蹴
り

の
強
弱
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
プ
リ

ミ
テ
ィ
ブ
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
き
が
器

の
フ
ォ
ル
ム
に
個
性
を
与
え
、
リ
ー
チ

の
作
品
づ
く
り
で
欠
か
せ
な
い
、
本
質

的
な
道
具
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　
別
の
一
角
に
は
大
き
な
暖
炉
が
設
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
リ
ー
チ
工
房
で

働
く
作
家
や
学
生
、
リ
ー
チ
に
会
い
に

き
た
人
々
が
集
い
、
批
評
や
意
見
の
交

換
を
繰
り
返
し
た
場
で
も
あ
る
。
暖
か

な
炎
を
囲
み
、
薪
が
は
ぜ
る
音
を
聞
き

な
が
ら
、
リ
ー
チ
の
言
葉
に
耳
を
傾
け

る
人
々
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ
。

 

「
初
期
の
リ
ー
チ
工
房
で
つ
く
ら
れ
た

陶
器
の
大
部
分
が
実
験
的
な
も
の
で
し

た
。
リ
ー
チ
は
『
陶
芸
家
＝
芸
術
家
』

と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
陶

1. 長身をかがめて登り窯の前で作業を
しているリーチ（左）。旧工房開設当初
の窯は、リーチと濱田が独学しながら
手探りで仕上げたものだったという。
その後、松林がつくり直したことで性
能が飛躍的に改善され、1970年代まで
使用されていた。　2. 旧工房の壁にか
けられた、使い込まれた釉薬のカラー
見本。調合のバランスや表面のテクス
チャーで微妙に変わる色の具合を細か
く示している。リーチの目指した陶器
の佇まいを察することができる、貴重
な資料とも言える。　3. 現在の登り窯。
ヨーロッパ初という歴史的な価値もあ
り、重要な文化遺産として保護しなが
ら一般に公開している。

2

1 photo: From the collections of the Crafts Study Centre, University for the Creative Arts
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7

芸
家
は
芸
術
家
と
同
じ
よ
う
に
受
け
止

め
ら
れ
、
作
品
も
評
価
さ
れ
る
こ
と
を

理
想
と
し
て
い
た
の
で
す
。
当
時
の
イ

ギ
リ
ス
で
は
陶
芸
品
に
は
芸
術
的
な
価

値
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
ず
、
単
な
る
実

用
品
と
し
て
し
か
扱
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
」と
タ
イ
ヤ
博
士
は
説
明
す
る
。

　
こ
の
旧
工
房
で
最
も
威
厳
を
持
っ
て

佇
ん
で
い
る
の
は
間
違
い
な
く
3
室
あ

る
薪
炊
き
の
登
り
窯
だ
ろ
う
。

1
年
に
リ
ー
チ
と
濱
田
の
手
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留

学
中
だ
っ
た
陶
芸
家
で
窯
業
技
師
の
松

林
靏つ

る

之の

助す
け

を
呼
び
寄
せ
、
改
良
し
た
も

の
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
初
め
て
の
登
り

窯
で
あ
る
。
3
室
の
内
部
を
異
な
る
温

度
に
保
つ
こ
と
で
、
ま
っ
た
く
違
う
作

品
を
同
時
に
焼
く
こ
と
が
で
き
た
。
た

と
え
ば
、
最
高
温
度

度
に
達

す
る
ひ
と
つ
目
の
窯
で
は
淡
い
ブ
ル
ー

グ
リ
ー
ン
の
ス
ト
ー
ン
ウ
ェ
ア
を
、
ふ

た
つ
目
の
窯
で
は
黒
い
光
沢
が
特
徴
の

釉
薬
テ
ン
モ
ク
を
使
っ
た
品
を
、
3
つ

目
の
窯
で
は

度
で
素
焼
き
の
陶

器
を
同
時
に
焼
く
、と
い
っ
た
具
合
だ
。

　
そ
の
後
リ
ー
チ
の
名
声
が
徐
々
に
高

ま
る
に
つ
れ
て
、
彼
は
執
筆
活
動
と
と

も
に
世
界
中
で
の
講
演
を
積
極
的
に
行

い
、
彼
が
目
指
し
た
陶
芸
家
と
陶
芸
作

品
の
地
位
向
上
に
邁
進
す
る
。

　
79
年
に
リ
ー
チ
が
亡
く
な
っ
た
後

は
、リ
ー
チ
の
妻
だ
っ
た
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・

リ
ー
チ
が
リ
ー
チ
工
房
を
引
き
継
ぎ
、

そ
の
後
数
々
の
所
有
者
を
経
た
の
ち
、

現
在
は
管
理
の
た
め
に
新
た
に
設
立
さ

れ
た
慈
善
団
体
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
・

ト
ラ
ス
ト
が
運
営
を
担
当
し
て
い
る
。

4. イギリスの伝統的な装飾技法、スリッ
プウェアを使い、「ヒルズ・イン・チャイ
ナ」と呼ばれるデザインを描いた大皿。
裏にはリーチ工房とリーチの刻印があ
る。1930年作。　5. なめらかな質感、淡
い色合いと温かみのあるフォルム、使い
勝手のよさそうな取っ手と注ぎ口を持つ
リーチによる磁器製のティーポット。
1942年作。展示スペースでは、同じ素材
でつくられたミルクジャグも並んで展示
されている。　6. 騎手と馬をかたどった
オーナメントは1920年代のもの。生活
のなかで使われる実用的な器をつくるこ
とが多かったリーチにとって、装飾を目
的とした珍しい作品だ。　7. 濱田庄司の
手によるストーンウェアの瓶も展示され
ている。ワックスを使って描いた抽象的
な絵柄が、釉薬を弾いて浮き出される技
法を使っている。制作年不明。　8. リー
チが手掛けた、縁を波状の模様で飾り、
中央にフクロウを描いたダイナミックな
素焼きの大皿。かつては旧工房の暖炉の
上に飾られていた。制作年不明。

リーチ工房の
ギャラリーに並ぶ、
リーチや濱田の名品たち

●Higher Stennack,

St Ives, Cornwall TR26 2HE

☎+44-0-1736-799703

開 10時～17時（入館は16時まで）
休日　
料一般8ポンド
www.leachpottery.com

リーチ工房
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リ
ー
チ
工
房
は
「
陶
芸
品
は
日
常
生

活
に
美
を
も
た
ら
す
芸
術
の
ひ
と
つ
で

あ
る
」
と
の
考
え
を
普
及
し
た
バ
ー
ナ

ー
ド
・
リ
ー
チ
が
拠
点
と
し
、
ま
た

年
以
上
に
わ
た
っ
て
世
界
的
に

有
名
な
作
家
を
含
む
何
百
人
も
の
陶
芸

家
が
修
業
を
積
ん
だ
貴
重
な
場
所
だ
。

「
彼
の
築
い
た
工
房
を
守
り
、
そ
の
仕

事
を
伝
え
て
思
想
を
受
け
継
ぎ
、
多
く

の
人
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え

る
の
が
私
た
ち
の
重
要
な
役
目
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
タ
イ
ヤ
博
士
は
語
る
。

そ
し
て
途
切
れ
る
こ
と
な
く
制
作
を
続

け
る
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
る
。

　
旧
工
房
の
隣
に
あ
る

年
に

建
設
さ
れ
た
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
実
用
陶

器
シ
リ
ー
ズ
の
「
リ
ー
チ
・
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
・
ウ
ェ
ア
」
を
は
じ
め
と
す
る
作

品
制
作
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
リ

ー
ズ
は
近
隣
の
土
を
使
い
、
リ
ー
チ
が

好
ん
で
用
い
た
釉
薬
を
使
っ
て
焼
き
上

げ
る
。
熟
練
の
職
人
た
ち
と
と
も
に
、

国
内
外
か
ら
の
研
修
生
や
若
い
職
人
も

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
工
房
内

は
活
気
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
こ
の
品
々

は
併
設
の
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
さ
れ
て
い

て
、
店
内
に
は
旅
行
者
や
地
元
の
人
々

が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
や
っ
て
き

て
は
、
そ
れ
ら
の
器
を
慈
し
み
を
込
め

て
手
に
取
り
購
入
し
て
い
く
。

 

「
手
仕
事
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
陶
器

に
は
温
か
み
が
あ
り
、
そ
の
制
作
過
程

は
人
間
味
あ
ふ
れ
る
精
神
的
な
活
動
で

も
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
伝
え
る
た
め
に
、

リ
ー
チ
工
房
は
い
つ
の
時
代
も
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
す
る
場
で
あ
り
、

人
々
の
交
流
が
生
ま
れ
る
場
で
あ
り
続

若いつくり手たちに
脈々と受け継がれる、
リーチの精神

1. 新しく設置された工房は、旧工房とは違い明るい光で満たされて
おり、その中で若い職人たちが和気あいあいと作業を進めている。　
2. 定番商品である「リーチ・スタンダード・テーブルウェア」のストー
ンウェアは、同じコーンウォール州でセント・アイヴスから見て北東
に位置する、セント・アグネスの土を使ってつくられている。　3. 窯
入れの準備を進めているところ。蓋付きの容器は人気商品のひとつ
で、すべて手作業で成形されている。表面の凹凸がある模様によっ
て釉薬のかかり方に濃淡が生まれ、個性ある表情に仕上がる。併設
のショップだけではなく、他のミュージアムショップやギャラリー
でも販売されている。　4. ここでつくられた商品には、すべてリー
チ工房でつくられた証しとなる刻印が押される。

1

2

3

4
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け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
受
け
継
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、
高
め
て

い
く
こ
と
も
大
切
だ
。
リ
ー
チ
は
主
流

の
文
化
か
ら
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
工
芸

品
を
再
発
見
し
、
そ
れ
ら
の
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
る
こ
と
に
生
涯
を
捧
げ
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
も
民
藝
の
概
念
が
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
い
ま
こ
そ
、「
リ

ー
チ
の
思
想
を
現
代
に
即
し
て
再
解
釈

し
、
次
世
代
の
陶
芸
家
を
育
成
し
な
が

ら
、
つ
く
り
手
に
と
っ
て
も
、
使
い
手

に
と
っ
て
も
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
作

品
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」
と
タ
イ
ヤ

博
士
は
力
を
込
め
る
。

　
美
を
追
い
求
め
た
リ
ー
チ
の
精
神

は
、
こ
れ
か
ら
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
く
だ
ろ
う
。

7. 併設されたショップでは、
リーチ工房の実用陶器シリー
ズである「リーチ・スタンダー
ド・テーブルウェア」ととも
に、工房で制作をしている陶
芸家や同工房で修業したの
ち、世界中で活躍している作
家たちのオリジナル作品を販
売している。取り扱い作家は
70人以上にのぼる。　8. 飴
色のポットや小さな壺、ピッ
チャーなどが並ぶ。どれも素
朴な表情が魅力だ。

5. 窯の中の器の並べ方で焼き加減も変わって
くる。火の回り方を踏まえながらの器の配置
は、職人の大切な作業のひとつだ。現在は工
房の建物と隣接して別棟につくられた近代的
な設備を使用している。　6. 工房の一角には
サンプルや資料が数多く並んでいる。おもな
釉薬は、リーチが好んで使ったアッシュ、テ
ンモク、ドロマイトの3種だ。

5

8

7

6

故人の人生を祝福する
リーチが手掛けた墓
セント・アイヴス中心部の丘の上
に位置するバーヌーン墓地。こ
こにはリーチによる灯台を描い
たタイルで飾られた墓がある。
眠っているのは漁師であり画家
だったアルフレッド・ウォリス。
陶芸を芸術として高めようとし
ながらも、住民に自分の思想を押
し付けることなく、制作を通して
街と人々とともにあり続けたリ
ーチの思想を象徴する存在だ。
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1. 釘を使わない富山の伝統工法「ワクノウチ」のラウ
ンジ空間。堅牢な黒い木組みと白壁のコントラスト
が美しい。宿に到着すると立礼茶席で抹茶と地元の
菓子でもてなされ、ほっと一息つける。　2. 江戸時
代の金沢の武家屋敷に倣ったといわれる切妻屋根の
伝統家屋アズマダチ。屋敷の周囲を冬の雪や夏の強
い日差しから家を守る防風林としてカイニョ（屋敷
林）が囲む。宿泊料金の2%を散居村保全活動の基金
に充てている。　3. ライブラリーには、建築家の安川
慶一が約70年前、松本民藝家具のために試作したラ
イティングビューローとピエール・ジャンヌレのラウ
ンジチェアが置かれている。ゲストは自由に使うこ
とができる。かたわらには現代美術家・内藤礼のドロ
ーイング『color beginning』と小さな木彫の『ひと』が。

●富山県砺波市野村島645

☎0763-77-3315　全3室
￥88,000～（1室2名、夕・朝食付き）
www.rakudoan.jp

楽土庵 [ 富山県砺波市 ]

RAKUDO AN

1

23

泊まりながら体感、
民藝と過ごす宿
土地性を活かした民藝を感じさせる宿が、日本各地にある。
それぞれの地に根ざす歴史や手仕事の妙を感じながら、
暮らしの中での民藝を、旅先で楽しみたい。

写真：内藤貞保　編集・文：脇本暁子
photographs by Sadaho Naito（P80～83）　edit & text by Akiko Wakimoto
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右：「絹 ken」の部屋の壁と天井に張られた「しけ絹」は、富山県で伝統ある城端絹（じょうはなきぬ）を唯一手掛ける松井機業によるもの。節があり、不均一な絹糸の表情が美しい。　左：ハタノワタルの「紙shi」
の部屋には、ポール・ケアホルムのラウンジチェア「PK22」が置かれ、床間には李朝の刺繍仏の掛け軸と、室町時代の古丹波が飾られている。やわらかな和紙が醸す雰囲気と相まった心地よさが広がる。

各部屋には開閉式の木塀から田園を眺められるテラス
が。この時期はやわらかな緑が広がるが、田植えの時
期は水鏡のように月が水田に反射する幻想的な景色を
見せてくれる。心地よい風とともに午後のお茶を。

　富山県西部に広がる砺波平野は、かつて大名
前田家が統治し、加賀百万石の4分の1を担う年
貢米が収穫された一大穀倉地帯だった。この地
を特徴づけるのは、水田の中に農家が離れて点
在する「散居村」だ。
　散居村の美しい景観と豊かな文化を保全しよ
うと、2022年秋に開業したのが楽土庵。水田に
囲まれた「アズマダチ」と呼ばれる築200年の古
民家を再生したアートホテルだ。
　木の引き戸を開けると、目に飛び込んでくる
のは染色家・芹沢銈介の四曲屏風。他にも富山
に疎開していた板画家・棟方志功、濱田庄司、河
井寬次郎ら民藝の巨匠の作品が。そう、このホ

テルは民藝を随所に感じることができるのだ。
それらがピエール・ジャンヌレのラウンジチェ
アやジャスパー・モリソンの照明と不思議な調
和をみせている。
 「富山は民藝の精神性と親和性があります。浄
土真宗の信仰が篤く、大いなる力に身を委ねる 

“他力”という考え方が根付き、それを柳宗悦は
“土徳”という言葉で表現しました。つくり手の
はからいを超えた民藝の他力美と通じるものが
あるのです」と、ホテルを運営する、水と匠のプ
ロデューサー林口砂里は話す。
　3つの客室はテーマごとに内装が異なる。壁
と天井一面に和紙職人ハタノワタルの手漉き和

紙が張られた「紙shi」。二頭の蚕が一緒につく
る繭から紡いだ「しけ絹」を壁と天井に使った
「絹ken」は、天然のレフ板と言われる絹が光を
やわらかく反射させ、まるで繭に包まれるよう
な心地よさだ。「土do」の部屋では、土を扱う現
代作家の林友子が敷地内の土を採取し銀箔を混
ぜて製作したアートワークが床間に施され、光
の加減で煌めいている。
　どの部屋にも民藝の品が置かれ、北欧や李朝
の家具、現代美術作品、西アジアのトライバル
ラグなど、時代や国を超えて出合い共鳴する空
間だ。ここを訪れれば、民藝の新たな魅力に開
眼する滞在となるだろう。

民藝の精神性を体感する、古民家のアートホテル

稲わらを混ぜ込んだ土壁の「土 do」の部屋。ハンス・J・ウェグ
ナーのソファがよく馴染む。ホテル内の民藝の作品や工芸
品の多くは隣接しているブティック、水と匠で購入できる。
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　550年の歴史を持つ北陸の浄土真宗信仰の拠
点のひとつ、富山県南砺市の城端別院善徳寺。
柳宗悦が62日間逗留し、民藝思想の集大成であ
る『美の法門』を書き上げたことでも知られてい
る。その敷地の一角に、2024年3月に開業した
のが“泊まれる民藝館”をコンセプトにした宿・
複合施設の杜人舎だ。この建物は、もともと柳
の愛弟子であり建築家・木工家の安川慶一によ
り、僧侶や門信徒が仏教の学び舎として集う研
修道場として設計されたもの。その端正で美し

い佇まいはそのままに、富山出身の建築家でチ
ームラボアーキテクツのパートナー・浜田晶則
が率いる浜田晶則建築設計事務所がリノベーシ
ョンを手掛けた。　　
　1階はカフェと民藝ショップ、講堂があり、2

階は長期滞在も可能な全6室の客室だ。なかで
もトリプルルームは檜の芳香漂う総檜風呂があ
り、室内には実際に安川慶一が愛用していたメ
キシコの革張りの椅子が置かれている。空間自
体が民藝を体現しており、床の間にしつらえた

民藝の品は一部購入が可能だ。　
　翌朝は善徳寺の勤行にぜひ参加してほしい。
朝の清々しい空気の中、寺院の本堂で厳かに響
く読経と地域の住民が真摯に祈る姿に、柳宗悦
が「土徳」と表現した土地の人々が持つ精神性に
触れることができるだろう。
　朝食は、かぶら鮨や赤かぶ漬物など、地元の
伝統的な発酵保存食を中心とした郷土料理を民
藝の器で味わえる。暮らしの中で育まれた民藝
の本質を知ることができる宿だ。

寺の敷地に立つ宿で、柳宗悦の美の心を知る

富山市民芸館の初代館長を務めた建築家・安川慶一が
手掛けた建物を改修。かつての同朋研修道場を暮ら
しの中に息づく民藝の美を体感する宿舎として、富山
県西部観光社、水と匠により2024年春に開業した。

2階の客室はすべて違う間取りのツイン5室と総檜風呂を備え
るトリプルルームの全6室。長期滞在も可能だ。奥の引き戸を
開けるとデスクがあり、テレワークするのにも使い勝手がいい。

1. 時を経た質実の美を感じさせる講堂。テーブルやラッシ編みの長椅子は、当時の松本
民芸家具のもの。　2. 1861年創業、福光屋磯右ヱ門むらた食品のぷっくりとした油揚
げや、ふるさとの味加工組合の味噌を使った味噌汁など、地域で昔から食べられてきた
滋味深い朝食が供される。　3. 1階のショップでは、濱田庄司や芹沢銈介など民藝ゆか
りの作家や、韓国から移住し南砺の土を活かして作陶する金京徳の器などの作品を販
売。奥のカフェスペースでは、地元の和菓子店5軒の味を一度に味わえる「城端銘菓と
ドリンクのセット」（￥1,000）や、昆布入りベーグルサンドなどの軽食が味わえる。

杜人舎 [ 富山県南砺市 ]

MORITOSHA

1

23

●富山県南砺市城端405 

城端別院善徳寺内
☎0763-77-3732　全6室
￥30,000～（1室2名、朝食付き）
www.moritosha.jp
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阿弥陀仏を表す「無量寿」の言葉を描いた棟方志功。
手前は、アフリカ先住民の手彫りベッドと一木彫り
の椅子。「アフリカの椅子は脚が6本あるものも。
楽しんで創ったことが伝わります」と高坂住職。

●富山県南砺市法林寺308　☎0763-52-0943

開 9時～17時　休火、水、木　料￥500　

光徳寺 [ 富山県南砺市 ]

KOUTOKUJI

な
ぜ
富
山
は
民
藝
の

聖
地
と
な
っ
た
の
か
?

　誰
も
が
知
っ
て
い
る
有
名
な
産
地
で

は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
富
山
が
民

藝
運
動
の
聖
地
と
言
わ
れ
る
の
は
ど
ん

な
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　そ
の
カ
ギ
と
な
る
の
が
、
富
山
の
西

部
・
福
光
町
（
現
南
砺
市
）
に

1
年
に
建
立
さ
れ
た
、
真
宗
大
谷
派
寺

院
「
光
徳
寺
」
だ
。
板
画
家
の
棟
方
志

功
が
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
、
5

0 

0
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
富
山
の
光

徳
寺
に
家
族
で
疎
開
し
た
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

 「
祖
父
の
十
八
世 

高
坂
貫
昭
が
河
井
寛

次
郎
の
紹
介
で
棟
方
と
知
り
合
い
親
交

が
あ
っ
て
、疎
開
を
勧
め
た
そ
う
で
す
」

と
、
現
住
職
で
あ
る
二
十
世 

高
坂
道

人
が
話
す
。

　棟
方
は
、
福
光
の
人
々
と
触
れ
合
う

中
で
作
風
も
変
化
し
て
い
く
。
福
光
時

代
の
棟
方
の
も
と
を
訪
ね
た
柳
宗
悦

は
、
作
品
を
見
て
そ
れ
ま
で
の
我
執
の

強
い
作
風
か
ら
我
に
よ
る
濁
り
が
消
え

た
と
感
じ
た
と
い
う
。
6
年
8
カ
月
に

も
お
よ
ぶ
福
光
で
の
暮
ら
し
が
棟
方
の

作
風
の
変
化
に
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
た

理
由
を
、
高
坂
は
こ
う
説
く
。

 

「
富
山
で
は
浄
土
真
宗
の
信
仰
心
が
篤

く
、
目
に
見
え
な
い
仏
や
自
然
に
対
し

て
畏
敬
し
感
謝
す
る
精
神
が
こ
の
地
の

人
々
に
根
づ
い
て
い
ま
す
。
浄
土
真
宗

の
〝
他
力
本
願
〞
と
い
う
思
想
で
、
柳

は
そ
れ
を
〝
土
徳
〞
と
表
現
し
ま
し
た
」

　名
も
な
き
職
人
が
つ
く
る
生
活
用
具

や
民
衆
の
た
め
の
工
芸
品
に
、
な
ぜ
こ

ん
な
に
も
自
由
で
健
や
か
な
美
が
宿
る

の
か
、
そ
の
こ
と
わ
り
を
長
年
、
解
き

明
か
し
た
い
と
し
て
い
た
柳
。
浄
土
真

宗
の
一
個
人
の
は
か
ら
い
を
超
え
た
先

で
あ
る
〝
他
力
本
願
〞
に
、
民
藝
思
想

と
の
深
い
共
鳴
を
見
出
し
た
。

　そ
の
後
、
柳
は
近
隣
の
城
端
別
院 

善
徳
寺
に
62
日
間
滞
在
し
、
民
藝
思
想

の
集
大
成
と
い
う
べ
き
論
文
『
美
の
法

門
』
を
完
成
。
富
山
は
、
民
藝
の
美
の

法
則
を
見
出
し
、
民
藝
思
想
の
形
成
に

欠
か
せ
な
い
地
だ
っ
た
の
だ
。

　光
徳
寺
は
河
井
寬
次
郎
、
濱
田
庄
司

を
は
じ
め
民
藝
運
動
の
巨
匠
た
ち
が
多

く
訪
れ
、
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
存
在
に
な

っ
て
い
く
。

　民
藝
運
動
に
共
感
し
た
高
坂
貫
昭
住

職
の
時
代
よ
り
、
世
界
・
日
本
各
地
か

ら
蒐
集
し
た
民
藝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
圧

巻
だ
。
築

年
の
豪
農
の
屋
敷
を

移
築
し
た
豪
快
な
梁
が
渡
る
空
間
に
、

ア
フ
リ
カ
の
一
木
彫
り
ス
ツ
ー
ル
や
18

世
紀
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
の
楽
譜
に
ピ

ア
ノ
、
古
染
付
の
猪
口
な
ど
、
国
や
時

代
、
宗
教
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
世
界
の

民
藝
品
が
一
堂
に
会
し
て
い
る
。
ど
れ

も
が
存
在
感
は
あ
れ
ど
声
高
に
主
張
す

る
こ
と
な
く
絶
妙
な
調
和
を
見
せ
る
。

 

「
こ
れ
で
も
出
し
て
い
る
の
は
3
分
の

1
程
度
で
、
器
や
家
具
は
実
際
に
暮
ら

し
で
使
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
す
」

　民
藝
館
に
あ
る
よ
う
な
英
国
の
ウ
ィ

ン
ザ
ー
チ
ェ
ア
も
、
て
い
ね
い
に
修
繕

し
な
が
ら
普
段
使
い
さ
れ
て
い
る
。
柳

が
提
唱
し
た
用
と
美
が
一
致
し
た
民
藝

の
暮
ら
し
が
こ
こ
に
あ
る
。

右:豪農の屋敷を移築した庫裡「躅飛閣」には、国境を越えさまざまな国や時代、デザインがミックスされた
民藝品がひとつの空間で調和。　左:本堂の横の座敷も実際に生活しているスペース。光徳寺のつつじが
咲き乱れる様子から霊感を受け一気に描き上げた襖絵『華厳松』も、土蔵の展示室で観ることができる。
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明治期は呉服屋が軒を連ねた東町。倉敷・美観地区の
入り口から少し奥へ進んだ場所に位置し、静かな暮ら
しを垣間見ることができる。早朝、観光客が訪れる前
の街歩きもお薦めだ。

　江戸時代から残る蔵屋敷、白壁に幾何学的な
なまこ壁、倉敷川にたゆたう柳並木。岡山を代
表する観光地の倉敷は、日本屈指の民藝の聖地
でもある。この地の大地主で実業家の大原家が
柳宗悦や民藝のつくり手たちを支援し、日本で
2番目の民藝館である倉敷民藝館が誕生。倉敷
ガラスや倉敷緞通、花むしろなど、民のための
優れた工芸品が花開いた。
　そうした倉敷民藝のDNAを受け継いだ料理
宿が2024年11月に開業した。明治期に呉服屋

の別邸として建てられた築110年の伝統的建造
物と新築棟に５様の趣きの13室。そこかしこに
倉敷や岡山に根付く手仕事の技を見ることがで
きる。入り口に掲げられているい草の縄暖簾は、
かつてい草の一大産地だった倉敷で、1886年に
創業した須浪亨商店五代目の須浪隆貴の手によ
るもの。客室に設えた平盆は岡山県美作市在住
の木工家・加賀雅之、湯呑みは2024年2月に倉
敷青木窯を開窯した三宅康太による作陶と、倉
敷民藝の新しい担い手たちだ。

　撚る屋では、食を通しても倉敷の地域性を体
感できる。江戸時代に干拓が行われた倉敷は水
運を活かし、さまざまな物資が集まる一大拠点
として繁栄。この地の歴史に想いを馳せ、瀬戸
内で獲れる魚や近郊の山の幸などの食材を
二十四節季・七十二候の季節の移ろいに合わせ
た割烹料理が味わえる。併設のワインバーで余
韻を楽しむのもいい。歴史を継承し先人の想い
を撚り合わせた手仕事と食を通して、より深く
倉敷を知ることができる宿だ。

民藝のDNAを受け継ぐ、倉敷の新しい宿

右：レセプションがある母屋棟
と、スイート棟や漆喰・レンガ
棟の客室をつなぐ空間である中
庭には、岡山と広島の県境近く
にある仙養ヶ原から採掘された
黒い仙養石と、夏に花咲く紅色
の百日紅が。　左：コの字型に
配された16席のダイニングで
は、瀬戸内や地元の旬の食材が
日本料理のコースで供される。

●岡山県倉敷市東町2-7

☎0763-77-3315　全13室
スタンダード￥56,870～、
スイート￥189,970～（1室2名、朝食付き）
https://yoruya-kurashiki.com

撚る屋 [ 岡山県倉敷市 ]

YORUYA

屋号は「より合わせる」という
意味の古語「撚（ねん）」に由
来。繊維の街である倉敷の、
新・旧、工芸・工業など異なる
要素を調和し、街をより合わ
せる願いを込めている。
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既存の建物を改修したジュニ
アスイートルーム。寝室とリ
ビングが一体となった開放的
なつくり。部屋の壁は、当時
そのままを残した黒漆喰と、
当時の左官壁の下地を残した
黄色い土壁で構成。

上：細い路地を倉敷の方言で「ひやさい」
と呼ぶ。母屋と各客室４棟をつなぐ細
い通路は、そうした往時の佇まいをい
まに残す倉敷のひやさいに着想を得て
いる。　下：76㎡のスイートルームの
リビング。天井は4mほどある開放的な
空間となっている。部屋専用の庭を望
める、半露天風呂も併設されている。

伝統的建造物に指定された建
物を改修した母屋棟。2階は
スタンダードの部屋。太い梁
が印象的。内装はSIMPLICI 

TY、建築は今井健雄建築設計
事務所が設計。

85       with New Attitude



滔
々

[

岡
山
県
倉
敷
市]

T
O
U
T
O
U

谷
屋

[

岐
阜
県
高
山
市]

TA
N
IYA

●岐阜県高山市大新町1-55 ☎080-2450-6222

￥154,000～（一棟貸切、定員4名）
https://taniya-hida.com

　江戸時代、徳川幕府直轄の天領となった飛驒
高山で、御用商人として繁栄した日下部家。民
藝運動と関わりが始まったのは11代目当主の日
下部禮一からだ。民藝運動に共感し、国の重要
文化財にも指定された日下部家住宅の一部を改
装して、日下部民藝館として1966年に開館。

2023年、民藝館に隣接する築100年あまりの

離れを改修した1日1組限定の宿が誕生した。
ゲストには日下部家の亭主自ら茶を点てお出迎
え。滞在中は隣の民藝館に自由に出入りでき閉
館後もプライベートラウンジとして囲炉裏端で
食事をすることが可能だ。綿々と受け継がれて
きた飛驒高山の文化を体感できる、宿泊者にの
み許された特別な滞在を約束する。

民藝館に泊まる、唯一無二の体験 1. 明治の名工・川尻治助による近代民家建築の最高峰、
日下部家住宅の一部を一般公開する、日下部民藝館の囲
炉裏。ここで、料亭の仕出し料理などの食事をいただけ
る。 2. 空襲の被害を受けず、城下町の街並みがそのま
ま残る飛驒高山。伝統的建造物が立ち並ぶエリア。　3. 

左官職人として金閣寺などの文化財の修復に携わった建
築家の森田一弥がリノベーション。左官職人の挾土秀平
率いる秀平組による土壁や、800年の歴史を持つ手漉き
和紙の山中和紙など、飛驒の匠の粋を極めた空間。

3

1

2

●岡山県倉敷市中央1-4-13　☎080-9799-7751　全7棟
倉敷民藝館南奥の宿　￥44,000～（1室2名）
https://toutou-kurashiki.jp

2018年以降、倉敷の美観地区で1日1組限定
の宿や素泊りの宿泊施設、ギャラリーを運営す
る滔々。町家や江戸後期の蔵などを改修した、
それぞれ趣の異なる7つの宿が点在する。
なかでも民藝好きなら見逃せない宿が、倉敷
民藝館や日本郷土玩具館の隣に位置する「倉敷
民藝館南 奥の宿」だ。22年4月にオープンした

倉敷のものづくりを衣食住で体感できる複合施
設、倉敷SOLA内にあり、部屋の北の窓から倉
敷民藝館を眺めながら滞在できる。

1階はミシュランガイドで1つ星を獲得した
日本料理店ブリコールの姉妹店、雲。多様な民
藝の器で供される、地元の食材を使った美食で
身も心も満たされる。

ものづくりの聖地で、倉敷の美に浸る 1. 家具はほぼすべてオーダーメイド。ソファは福岡の
柴山家具製作の柴山信一の作。 2. 倉敷のものづくり
を衣食住で体感できる複合施設、倉敷SOLAの2階に位
置する。中央のみんげい広場を通って民藝館に行くこ
とができる。 3. 倉敷美観地区の表通りの喧騒から離
れ、窓から緑豊かな借景を楽しめる。ベッドのふとんは
名古屋で150年続く老舗、丹羽ふとんによるもの。快適
な寝心地だ。備品の一部はギャラリーにて取り扱いが
あり、購入することができる。

3

1

2
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松
本
ホ
テ
ル
花
月  [ 

長
野
県
松
本
市 ]

M
AT
SU
M
O
T
O
 H
O
T
EL K

AG
ET
SU

ホ
テ
ル 

シ
ツ  [ 

島
根
県
出
雲
市 ]

H
O
T
EL shitsu

●長野県松本市大手4-8-9　☎0263-32-0114　全89室
ツイン 旧館￥22,220～、同 本館￥22,660～（１室2名、
朝食付）  ※2025年1月1日からの料金
https://matsumotohotel-kagetsu.com

　松本城を訪れる旅人のための宿として、1887

年に創業した老舗ホテル。松本民藝運動の旗手
であり松本民芸家具の創設者・池田三四郎のア
ドバイスによって、約50年前の旧館建築時、明
治の洋風様式に松本民芸家具を随所に配した。
2016年にリニューアルし、建築家の永山祐子が
ホテル外装のデザイン、濱川秀樹がインテリア

デザインを手掛け、民藝を体感できる内装に快
適さも加わった。
　併設している喫茶室、八十六温館も趣深く、
池田の監修による店内は創業当時のまま。飴色
に艶めく椅子にもたれながら、店名の由来にも
なった86度で淹れるネルドリップコーヒーを嗜
みつつ、往時に思いを馳せたい。

松本民芸家具を楽しめる、歴史あるホテル 1. 当時の意匠そのままの喫茶室、八十六温館。アルプス
の雪解け水が染みこんだ湧き水でていねいにネルドリッ
プした珈琲と、昔ながらの固めのプリンが人気。ホテル
のモーニングも喫茶室でいただける。　2. 漆喰の壁に、
木の梁の内装の旧館スタンダードツインルーム（1室2

名、夕朝食付き￥43,120～）。　3. 松本民芸家具の重厚
なチェアとテーブルを設えたロビー。創業当時の写真な
ども展示され、雑誌『民藝』や書籍も読むことができる。

3

1

2

●島根県出雲市今市町918　☎090-9753-8086

￥18,700～（一棟貸切）  ※2名まで同一金額
https://shitsu.amebaownd.com

　島根は器の街だ。柳宗悦、濱田庄司、河井寬
次郞、バーナード・リーチ……彼らに指導を受
け、民藝運動の影響を受けた窯元が勢揃い。柳
が愛したコバルトブルーが特徴の出西窯や、ぽ
ってりとした黄釉が愛らしい湯町窯、河井最後
の内弟子が開いた森山窯に二彩の袖師窯など。
　2019年7月に開業した一棟貸切の宿shitsu（シ

ツ）は、約80年前に建てられた町家をリノベー
ション。アイランドキッチンが主役のダイニン
グで、窯元や作家の器を自由に使うことができ
る。飲食店が多いエリアなので、テイクアウト
したり、山陰の食材を自分で調理するもよし。
触り心地や使い勝手をここで試せる。島根の窯
元巡りの旅に覚えておきたい宿だ。

器とともに、暮らすように旅する宿 1. 最大6名まで宿泊できる、一棟貸切の宿。出西窯や湯
町窯の器など、民藝の陶器を使って調理することができ
る。　2. 棚には出西窯の灰皿や作家の花器や手仕事の
籠、籔などが飾られている。　3. 1階は広めのダイニン
グキッチン。2階は、北欧や1950～60年代のミッドセン
チュリーのヴィンテージ家具をしつらえた、和洋折衷の
和室になっている。出雲市駅北口から徒歩3分なので、
出雲の豪農屋敷を改装した出雲民芸館や、山陰の民藝の
窯元へもアクセスがよく、観光にも便利だ。

3

1

2
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4 4限目  2つ目のパイロットウォッチ

正統のツーレジスターが物語る、
パイロットウォッチのルーツ

写真：渡邉宏基（LATERNE）
文：並木浩一

photographs by Hiroki Watanabe
text by Koichi Namiki

並木教授の

腕時計
デザイン講義

1961年、神奈川県生まれ。時計ジャ
ーナリスト。雑誌編集長など歴任し、
2012年より桐蔭横浜大学の教授に。
新著に『ロレックスが買えない。』。

Koichi Namiki

　
最
近
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ウ
ォ
ッ
チ
で

は
、
水
平
に
ふ
た
つ
の
積
算
計
を
配
置

し
た
「
ツ
ー
レ
ジ
ス
タ
ー
」
機
の
デ
ザ

イ
ン
を
よ
く
目
に
す
る
。
往
年
の
名
機

の
リ
バ
イ
バ
ル
や
イ
ン
ス
パ
イ
ア
で

は
、
こ
の
一
択
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
12
時
間
積
算
計
を
廃
し

た
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
な
佇
ま
い
は
い
ま
む

し
ろ
新
鮮
で
、
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
と
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
ウ

ォ
ッ
チ
の
魅
力
が
積
層
さ
れ
て
い
る
。

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
の
最
進

化
形
が
３
つ
目
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
各
ブ
ラ
ン
ド
で
採
用
さ
れ
た
稀

代
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
・
縦
３
つ
目
キ
ャ

リ
バ
ー
で
あ
る
バ
ル
ジ
ュ
ー（

）

「
７
７
５
０
」
へ
の
差
別
化
と
し
て
、

多
く
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー
ル
は
自

社
製
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を

下
３
つ
目
の
レ
イ
ア
ウ
ト
で
設
計
す
る

こ
と
を
好
ん
だ
。
そ
の
先
の
成
果
と
し

て
、
６
時
位
置
の
12
時
間
積
算
計
を
外

す
だ
け
で
横
２
つ
目
が
成
立
す
る
。
進

化
の
果
て
に
ク
ラ
シ
カ
ル
な
ツ
ー
レ
ジ

ス
タ
ー
に
回
帰
す
る
、
と
い
っ
た
逆
説

的
な
流
れ
は
な
ん
と
も
興
味
深
い
。

　
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
重
視
で
は
な
く
、
フ

ラ
イ
バ
ッ
ク
機
能
を
搭
載
し
た
高
級
モ

デ
ル
の
多
さ
も
注
目
に
値
す
る
だ
ろ

う
。
ワ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
で
リ
セ
ッ
ト
と

リ
ス
タ
ー
ト
を
行
う
機
能
は
、
操
縦
桿

を
握
る
手
で
素
早
い
計
測
を
要
求
さ
れ

る
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
た
め
の
も
の
だ
。

　
そ
も
そ
も
飛
行
機
の
黎
明
期
、
ク
ロ

ノ
グ
ラ
フ
に
は
30
分
積
算
計
が
あ
れ
ば

十
分
で
あ
っ
た
。
１
９
０
９
年
、
世
紀

の
大
冒
険
と
謳
わ
れ
た
初
の
ド
ー
バ
ー

海
峡
横
断
飛
行
は
、
飛
行
時
間
36
分
55

秒
で
達
成
さ
れ
て
い
る
。
30
分
計
に
切

り
詰
め
た
機
能
は
、
飛
ぶ
こ
と
に
無
上

の
ロ
マ
ン
が
あ
っ
た
時
代
の
、
間
違
い

な
い
痕
跡
な
の
で
あ
る
。
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BREGUET
［ブレゲ］

タイプ 20 2057
―ミリタリーバージョン

1955～59年にフランス空軍に納入された1100本のモデルからのインスパイア。従来の「タイ
プXX」と異なり、名称にはオリジナルと同じアラビア数字の「タイプ 20」を採用した。ミント
グリーンの蓄光針や、3時位置の30分積算計が9時位置のスモールセコンドより大きいアシン
メトリーなデザインが特徴的。毎秒10振動の高精度ハイビートムーブメントはフライバック
機能も装備。自動巻き、SSケース＆ブレスレット、ケース径42㎜、パワーリザーブ約60時間、
シースルーバック、10気圧防水。￥3,366,000／ブレゲ ブティック銀座☎03-6254-7211
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BLANCPAIN
［ブランパン］

エアコマンド

ブランパンが1950年代に製造したパイロット向けモデルにインスピレーションを得たデザイ
ン。特徴的な「ボックス型ガラス」をサファイアクリスタルで再現した。ヴィンテージ感を強
調するカムフラージュグリーンは、メゾンのマニュファクチュールがあるジュウ渓谷のモミ
の木を連想させる。毎秒10振動のフライバッククロノグラフを搭載。自動巻き、チタンケー
ス、ケース径36.2㎜、パワーリザーブ約40時間、シースルーバック、カーフ×ラバーストラッ
プ、３気圧防水、世界限定100本。￥3,047,000／ブランパン ブティック 銀座☎03-6254-7233
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LONGINES
［ロンジン］

ロンジン スピリット フライバック

クロノグラフとパイロットウォッチの両分野でパイオニアであるロンジンから、フライバッ
ク機能搭載のツーレジスタークロノグラフの新色が登場。アビエイターウォッチの伝統的な
特徴を取り入れながら、時計製造の最先端テクノロジーと融合させた、ヒストリカルデザイ
ンの最新鋭機。ムーブメントには耐磁性のあるシリコン製ヒゲゼンマイを備え、COSCのク
ロノメーター認定を取得。自動巻き、SSケース、ケース径42㎜、パワーリザーブ約68時間、
シースルーバック、レザーストラップ、10気圧防水。￥954,800／ロンジン☎03-6254-7350
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各界で異彩を放ち、存在感を強める旬なクリエ
イターたちを紹介。新たな時代を切り拓くクリ
エイションと、その背景を紐解く。

写真：土田 凌　文：篠原諄也　協力：横浜美術館
photograph by Ryo Tsuchida　text by Junya Shinohara
cooperation by Yokohama Museum of Art

伊藤亜和
文筆家

日
常
の
断
片
を
混
ぜ
合
わ
せ
、

新
感
覚
の
エ
ッ
セ
イ
を
紡
ぐ

1996年、神奈川県生まれ。学習院大学文
学部フランス語圏文化学科卒業。noteで
公開したエッセイ「パパと私」がXをきっ
かけに話題となり、「創作大賞2023」でメ
ディアワークス文庫賞を受賞した。

Awa Ito

# 19

新たな開拓者たち

　
ジ
ェ
ー
ン
・
ス
ー
や
糸
井
重
里
ら
に

も
絶
賛
さ
れ
る
新
時
代
の
文
筆
家
、
伊

藤
亜
和
。
昨
年
の
父
の
日
に
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ

で
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
「
パ
パ
と
私
」
が

Ｘ
で
拡
散
さ
れ
、
そ
の
投
稿
は
９
１

０
万
回
以
上
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
。
今

年
は
エ
ッ
セ
イ
集
『
存
在
の
耐
え
ら
れ

な
い
愛
お
し
さ
』『
ア
ワ
ヨ
ン
ベ
は
大

丈
夫
』
を
相
次
い
で
上
梓
し
、
文
芸
の

世
界
に
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
。

　
伊
藤
の
エ
ッ

セ
イ
で
は
家
族

の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
回
想
さ
れ

る
。
セ
ネ
ガ
ル
人
の
「
パ
パ
」
と
価
値

観
が
合
わ
ず
に
大
喧
嘩
を
し
た
こ
と
、

日
本
人
で
文
学
好
き
の
「
マ
マ
」
か
ら

借
り
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
う
っ
か
り
な
く

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
そ
う
し
た
日
常

の
断
片
を
、
対
象
と
適
度
な
距
離
感
を

保
っ
た
ド
ラ
イ
な
筆
致
で
綴
り
な
が

ら
、
時
に
は
身
近
で
か
け
が
え
の
な
い

愛
を
巧
み
に
描
き
出
す
。

　
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
プ
ロ
セ
ス
を
シ
ー

シ
ャ
（
水
タ
バ
コ
）
に
た
と
え
る
。

 

「
ま
ず
、
偶
然
起
き
た
出
来
事
の
関
連

性
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。そ
こ
か
ら
、

シ
ー
シ
ャ
み
た
い
に
、
い
ろ
ん
な
味
を

混
ぜ
合
わ
せ
お
い
し
い
フ
レ
ー
バ
ー
を

つ
く
り
出
す
よ
う
に
し
て
、
一
見
ま
っ

た
く
関
係
が
な
い
ふ
た
つ
の
出
来
事
を

私
が
作
為
的
に
こ
じ
つ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、ひ
と
つ
の
物
語
が
立
ち
上
が
る
。

少
し
大
げ
さ
で
す
け
ど
、
す
べ
て
は
導

か
れ
て
い
て
、

必
然
だ
っ
た
と

感
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
」

　
伊
藤
は
エ
ッ
セ
イ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

に
つ
い
て
、
ど
ん
な
魅
力
を
感
じ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

 

「
事
実
を
元
に
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
を

読
ん
で
希
望
を
持
つ
こ
と
は
〝
現
実
逃

避
〞
に
な
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
私

自
身
、
小
説
や
映
画
で
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

の
世
界
を
楽
し
ん
だ
後
、
現
実
の
世
界

に
戻
り
た
く
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

で
も
エ
ッ
セ
イ
は
、
現
実
で
そ
ん
な
素

敵
な
こ
と
が
起
こ
り
う
る
な
ら
、
こ
の

世
界
は
生
き
る
に
値
す
る
と
思
わ
せ
て

く
れ
る
。
そ
う
い
う
も
の
を
書
け
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
」

両親や祖父母とのドタバタ劇、モデルやガール
ズバーの仕事の裏話、女友だちとの弾丸旅行記
などを書いた“面白人間集”。ジェーン・スーと
の対談も収録。KADOKAWA ￥1,650

『存在の耐えられない愛おしさ』

個性派揃いの家族と過ごす日々を書いた最新
作。パパから譲り受けた「周りと違う」という意
識、捉え難く「宇宙人」のようなママへの思いな
どを綴る。晶文社 ￥1,760

『アワヨンベは大丈夫』

PICK UP
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ロングバージョンは
W E B で公開中！

写真：後藤武浩　文：藤井亮一
photograph by Takehiro Goto text by Ryoichi Fujii坂上暁仁

漫画家

1994年生まれ。2017年、武蔵野美術大
学の卒業制作で描いた漫画『死に神』で第
71回ちばてつや賞入選。24年『神田ごく
ら町職人ばなし』（リイド社）で第28回手
塚治虫文化賞「新生賞」受賞。

Akihito Sakaue

入
念
な
取
材
と
圧
倒
的
画
力
で
描
く
、

江
戸
を
生
き
る
職
人
た
ち
の
息
づ
か
い

# 20

クリエイションの

『
神
田
ご
く
ら
町
職
人
ば
な
し
』
で
桶

職
人
や
刀
鍛
冶
と
い
っ
た
江
戸
の
職
人

た
ち
の
生
業
を
リ
ア
ル
な
筆
致
で
描
く

坂
上
暁
仁
。
本
作
で
、
新
た
な
才
能
を

示
す
漫
画
に
贈
ら
れ
る
手
塚
治
虫
文
化

賞
「
新
生
賞
」
を
受
賞
し
た
。
小
学
2

年
生
か
ら
漫
画
を
描
き
始
め
、
大
学
で

は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
学
ん
だ
。
周
囲
が
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
志
す
中
、
卒
業

制
作
の
主
題
を

漫
画
に
据
え
、

落
語
を
題
材
に

描
い
た
『
死
に

神
』
で
「
ち
ば
て
つ
や
賞
」
に
入
選
。

魅
力
は
画
力
と
取
材
に
裏
打
ち
さ
れ

た
リ
ア
ル
さ
だ
。
桶
職
人
の
話
で
は
、

木
桶
を
つ
く
り
あ
げ
る
様
子
を
、
木
目

が
浮
き
上
が
る
よ
う
な
緻
密
な
描
き
込

み
と
、
大
胆
な
〝
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
〞
で

描
く
。
映
画
の
撮
影
技
術
に
も
関
心
が

あ
り
、
望
遠
や
広
角
レ
ン
ズ
に
よ
る
視

野
も
意
識
す
る
。「
そ
の
場
に
い
た
ら

ど
ん
な
映
像
を
撮
る
か
、
と
い
う
観
点

で
構
図
を
決
め
て
い
ま
す
。
主
人
公
に

女
性
の
職
人
が
多
い
の
は
、
ぼ
く
が
江

戸
で
職
人
を
撮
影
す
る
な
ら
、
き
っ
と

カ
メ
ラ
を
向
け
る
か
ら
で
す
」と
坂
上
。

1
話
十
数
ペ
ー
ジ
に
か
け
る
制
作

は
、
長
け
れ
ば
半
年
以
上
。
資
料
を
熟

読
し
て
再
構
成
し
た
ノ
ー
ト
を
つ
く

り
、
動
画
な
ど
で
研
究
し
た
上
で
、
職

人
の
取
材
に
臨
む
。

「
職
人
を
テ
ー
マ
に
し
た
漫
画
で
、
完

成
ま
で
に
ど
う

し
て
も
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま

う
の
で
す
が
、

稼
げ
な
い
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
で
も
、

こ
の
〝
解
像
度
〞
が
必
要
な
ん
で
す
」

取
材
先
で
見
た
リ
ア
ル
が
、
坂
上
の

実
感
を
通
し
漫
画
に
反
映
さ
れ
る
。

「
刀
鍛
冶
の
現
場
は
想
像
よ
り
も
ず
っ

と
暗
く
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
サ
ビ
が
飛

び
跳
ね
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
実
際
に
見
な
い
と
描
け
ま
せ
ん
。
そ

の
場
の
空
気
感
ま
で
表
現
す
る
密
度
で

描
か
な
い
と
、
自
分
の
絵
に
魅
力
を
感

じ
ら
れ
な
い
ん
で
す
」

職
人
た
ち
の
生
き
様
を
丹
念
に
描

き
、
坂
上
は
江
戸
の
町
の
姿
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
よ
う
と
挑
む
。

江戸の職人たちの仕事と人間模様を描いた第1

巻。桶職人、刀鍛冶、紺屋、畳刺し、左官が登場
する。こうした職人たちの姿から、江戸という
町と時代を描くことが坂上の目標。

『神田ごくら町職人ばなし〈一〉』

PICK UP

資料として使うノミなどの大工道具。職人が
扱う道具は、物語の中でも重要な役割を担う。
ほかにも、大工や建具職人などが読むような書
物も紐解き、作画のリアリティを高める。

「大工道具」
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「DOG LVvers（ドッグ ラバーズ）」をテーマとする、
ルイ・ヴィトン2025春夏メンズ・プレコレクション。
犬と人間による共生の姿を、アイコニックに描く。

写真：工藤佑斗　スタイリング：壽村太一　
ヘア：hirokazu endo（ota office）　編集＆文：栁澤 哲

レジンパールがあしらわれたリボンに犬
が戯れるモチーフの胸パッチ、また背面
にも大きな紋章風パッチが鎮座するスー
ベニアジャケット。デニムにフロック加
工を施し、ベルベット調に仕上げた質感も
魅力。ブルゾン￥715,000、シューズ￥
284,900、パンツ、Tシャツ（ともに参考商
品）、ドッグバンダナ￥40,700、リード（参
考商品）／すべてルイ・ヴィトン（ルイ・ヴ
ィトン クライアントサービス）
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オーガニックコットンによるシャンブレ
ー生地のパジャマシャツを、共地のパン
ツにタックインして。ちりばめられた「LV 

ブラゾン・モチーフ」が、ドレスシャツや
アクセサリーとともに華やぎをもたらし
てくれる。シャツ￥436,700、中に着た白
のシャツ￥177,100、パンツ￥397,100、ネ
ックレス、ブレスレット（ともに参考商品）
／すべてルイ・ヴィトン（ルイ・ヴィトン ク
ライアントサービス）
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ウォッシュの効いたデニムの上下にひと
際映えるのが、鮮やかなイエローのモノ
グラム・ヘリテージ キャンバスで仕立て
た「サックプラ 24H」。犬の肉球をかたど
ったチャームがなんとも愛くるしい。ジ
ャケット￥337,700、パンツ￥218,900、シ
ューズ￥215,600、バッグ￥572,000、ド
ッグバンダナ￥40,700、リード（参考商品）
／すべてルイ・ヴィトン（ルイ・ヴィトン ク
ライアントサービス）
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愛犬を連れた英国紳士から着想を得たハ
リントンジャケット。品よく落ち着いた
印象の千鳥格子にモノグラム・パターンを
ちりばめたウール生地は、伝統的なグレ
ンチェックを再解釈したもの。ポケット
が便利な「キーポル・バンドリエール 25」
をかたわらに。ブルゾン￥654,500、セー
ター（参考商品）、パンツ￥218,900、バッ
グ￥542,300／すべてルイ・ヴィトン（ル
イ・ヴィトン クライアントサービス）
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英国貴族の宮廷絵画からインスピレーシ
ョンを受けたというスーベニアジャケッ
トは、前面と背面に愛らしい犬たちのポ
ートレートが描かれた、まさしく「ドッグ 

ラバーズ」を体現した逸品。なめらかなシ
ルク生地を贅沢に用いた一着を、モノグラ
ム・ジャカードによるデニムパンツに合わ
せて。ブルゾン￥715,000、パンツ￥377, 

300／ともにルイ・ヴィトン（ルイ・ヴィト
ン クライアントサービス）
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ウール生地のボディに、やわらかなラム
レザーのパッド入りスリーブを組み合わ
せたブルゾン。犬のシルエットとLV シグ
ネチャーを組み込んだ「LV ドッグ ハウン
ドトゥース ジャカード」が、近づくほど遊
び心を表現してくれる。ブルゾン￥
775,500、パンツ￥196,900、シューズ￥
195,800、ドッグバンダナ￥40,700、リー
ド（参考商品）／すべてルイ・ヴィトン（ル
イ・ヴィトン クライアントサービス）

●ルイ・ヴィトン クライアントサービス　
 0120-00-1854
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熱気球旅行への
憧れをかたちにした、
ルイ・ヴィトンの
タイム・オブジェ 
ルイ・ヴィトンからユニークな時計が発表された。
職人の手仕事とメゾンの美意識を込めたその造形は、
創業の原点にあるトランクづくりの逸話につながっている。

文：並木浩一　text by Koichi Namiki

　
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
ル
ー
ツ
は
、
19

世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
た
同
名
の

創
業
者
に
遡
る
。
彼
が
生
み
出
し
た
ト

ラ
ン
ク
は
、
旅
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に

ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
旅
の
道
具
づ

く
り
を
超
え
て
、
旅
の
た
め
の
ブ
ラ
ン

ド
に
。
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
成
功
は
、

手
仕
事
の
傑
作
そ
れ
自
体
が
ス
タ
イ
ル

に
昇
華
し
た
、
無
二
の
物
語
で
あ
る
。

　

年
、
フ
ラ
ン
ス
・
ジ
ュ
ラ

地
方
の
山
間
部
ア
ン
シ
ェ
村
で
生
ま
れ

た
創
業
者
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
は
、
14
歳

で
家
族
を
離
れ
て
パ
リ
を
目
指
す
。
2

年
間
に
及
ぶ
徒
歩
の
旅
の
末
に

㎞
離
れ
た
パ
リ
に
た
ど
り
着
き
、
少
年

ル
イ
は
仕
事
に
就
く
。木
箱
を
つ
く
り
、

自
ら
荷
造
り
ま
で
行
う
職
人
へ
の
弟
子

入
り
だ
っ
た
。
見
習
い
か
ら
始
ま
る
そ

の
経
験
が
、
後
の
革
新
的
な
ト
ラ
ン
ク

づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
。

　
17
年
の
修
業
の
後
、
ル
イ
は
パ
リ
の

カ
プ
シ
ー
ヌ
通
り
に
世
界
初
の
旅
行
鞄

専
門
店
を
開
店
し
た
。
彼
が
製
作
し
た

ト
ラ
ン
ク
は
、当
時
流
行
し
て
い
た「
ク

リ
ノ
リ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
く
広
が

っ
た
ス
カ
ー
ト
を
収
納
す
る
た
め
に
必

要
な
、
軽
量
で
頑
丈
な
箱
と
し
て
評
判

に
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
3
世
皇
后
ウ
ジ
ェ
ニ

ー
も
、
彼
の
仕
事
を
信
頼
し
た
。

　
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
に
は
創
意
の
才
が

あ
っ
た
。
ト
ラ
ン
ク
の
蓋
を
従
来
の
丸

型
で
は
な
く
積
み
重
ね
ら
れ
る
フ
ラ
ッ

ト
な
形
状
に
し
、
多
く
の
荷
物
の
運
搬

を
容
易
に
し
た
。
そ
の
後
も
デ
ザ
イ
ン

や
機
能
を
常
に
改
良
し
、
軽
量
で
耐
久

性
に
優
れ
た
ト
ラ
ン
ク
を
つ
く
る
た
め

の
革
新
的
な
技
術
を
次
々
に
開
発
し

た
。
当
時
、
豪
華
客
船
で
の
旅
行
需
要

に
応
じ
た「
ワ
ー
ド
ロ
ー
ブ・ト
ラ
ン
ク
」

は
、
衣
類
を
そ
の
ま
ま
収
納
で
き
る
画

期
的
な
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、
一
等
船
客

を
象
徴
す
る
ア
イ
テ
ム
と
も
な
っ
た
。

　
旅
の
移
動
手
段
が
馬
車
や
船
、鉄
道
、

そ
し
て
自
動
車
へ
と
広
が
っ
て
い
く
中

で
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
は
い
ず
れ
に
お

い
て
も
高
度
に
対
応
し
た
。
な
か
で
も

特
筆
す
べ
き
が
熱
気
球
旅
行
用
の
「
マ

ル
・
ア
エ
ロ
」
だ
。
軽
量
で
耐
久
性
が

高
く
、
防
水
性
、
気
密
性
も
備
え
た
ト

ラ
ン
ク
は
、
水
上
に
落
下
し
て
も
気
球

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
浮
か
せ
る
ほ
ど
。
ル

イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
旅
す
る
逸
品
は
、
飛

行
機
誕
生
の
以
前
か
ら
、
空
の
冒
険
旅

行
に
同
行
し
た
の
で
あ
る
。

1871年にカプシーヌ通りから移転したスクリーブ通り店。ル
イ・ヴィトンの旅行用トランクを専門に扱った。

1888年頃、アニエール工房の中庭にて。
馬車に満載したトランクを背に、ルイと
息子や孫など創業家3世代と職人たち。
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© ARCHIVES LOUIS VUITTON

1910年の広告。熱気球に取り付ける“不
沈”トランクは、海上に落水してもバス
ケットを浮かせる気密性をアピール。

© ARCHIVES LOUIS VUITTON
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© Ulysse Frechelin

｢モンゴルフィエール アエロ モノグ
ラム｣。手巻き、高さ34㎝、時・分表
示、パワーリザーブ8日間、真鍮＆ガ
ラス（熱気球）、真鍮＆モノグラム・
キャンバス＆ウッド（トランク）、数
量限定品。￥9,856,000／ルイ・ヴィ
トン クライアントサービス
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「
モ
ン
ゴ
ル
フ
ィ
エ
ー
ル 

ア
エ
ロ 

モ

ノ
グ
ラ
ム
」
は
、
空
へ
の
憧
れ
を
象
徴

す
る
卓
越
し
た
ク
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。
そ

の
デ
ザ
イ
ン
に
は
メ
ゾ
ン
が
か
つ
て
製

作
し
た
熱
気
球
用
ト
ラ
ン
ク
「
マ
ル
・

ア
エ
ロ
」
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
が
薫
る
。

伝
統
的
な
ト
ラ
ン
ク
づ
く
り
の
サ
ヴ
ォ

ア
フ
ェ
ー
ル
（
匠
の
技
）
と
、
精
緻
な

ス
イ
ス
製
機
械
式
時
計
技
術
の
融
合

は
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
現
在
の
立
ち

位
置
と
も
合
致
す
る
。

　
熱
気
球
の
バ
ル
ー
ン
部
分
に
相
当
す

る
箇
所
で
は
透
明
と
レ
ッ
ド
の
ガ
ラ
ス

を
真
鍮
製
の
枠
に
嵌
め
、
透
か
し
細
工

の
球
形
を
か
た
ど
っ
た
も
の
だ
。
そ
の

中
心
に
は
、
軽
く
押
す
と
軸
に
沿
っ
て

回
転
す
る
モ
ノ
グ
ラ
ム
・
フ
ラ
ワ
ー
を

置
い
た
。
時
刻
を
表
示
す
る
の
は
、
水

平
方
向
に
回
転
す
る
時
・
分
の
リ
ン
グ

状
バ
ン
ド
。現
在
時
刻
を
モ
ノ
グ
ラ
ム
・

フ
ラ
ワ
ー
が
指
し
示
す
方
式
は
、ル
イ
・

ヴ
ィ
ト
ン
な
ら
で
は
の
趣
向
だ
。
そ
の

下
に
の
ぞ
く
の
が
機
械
式
時
計
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
の
輪
列
と
脱
進
機
。
心
臓
部
分

で
あ
る
バ
ラ
ン
ス
ホ
イ
ー
ル
の
神
秘
的

な
動
き
も
、
す
べ
て
露
わ
に
し
た
。
優

美
な
造
形
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
の
ぞ
か
せ
る

メ
カ
ニ
カ
ル
な
理
性
は
、
お
互
い
の
魅

力
を
引
き
立
て
合
う
。

　
圧
巻
な
の
は
熱
気
球
の
搭
乗
部
分
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
模
し
た
、
モ
ノ
グ
ラ
ム

柄
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ト
ラ
ン
ク
で
あ
る
。

特
注
の
旅
行
用
ト
ラ
ン
ク
製
作
を
得
意

と
す
る
ア
ニ
エ
ー
ル
の
ア
ト
リ
エ
で
、

特
別
に
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
さ
れ
た
も
の

だ
。
全
体
の
構
造
は
通
常
サ
イ
ズ
の
ト

ラ
ン
ク
と
同
じ
く
ウ
ッ
ド
で
製
作
し
て

い
る
。
ポ
プ
ラ
材
な
ど
を
素
材
と
す
る

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
大
型
旅
行
用
ト
ラ

ン
ク
の
製
造
手
法
は
、
省
略
さ
れ
る
こ

と
な
く
踏
襲
さ
れ
た
。

　
ト
ラ
ン
ク
の
外
装
を
飾
る
モ
ノ
グ
ラ

ム
・
キ
ャ
ン
バ
ス
も
す
べ
て
、
手
作
業

で
て
い
ね
い
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
コ
ー
ナ
ー
の
金
具
や
ビ
ス（
鋲
）

は
す
べ
て
ミ
ニ
チ
ュ
ア
サ
イ
ズ
で
製
作

し
、
職
人
の
手
で
留
め
た
も
の
だ
。
さ

ら
に
は
サ
イ
ド
を
補
強
す
る
ロ
ジ
ン
に

エ
ン
ボ
ス
加
工
で
施
し
た
ル
イ
・
ヴ
ィ

ト
ン
の
小
さ
な
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
の
連
続

ま
で
、
精
緻
な
デ
ィ
テ
ー
ル
に
メ
ゾ
ン

の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
歴
史
的
な
コ
ー
ド
を
す

べ
て
極
小
サ
イ
ズ
で
実
行
し
た
。
機
能

的
で
あ
り
な
が
ら
美
し
い
ル
イ
・
ヴ
ィ

ト
ン
の
ト
ラ
ン
ク
の
伝
統
が
、
見
事
に

反
照
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
単
な
る
時
計
で
は
な
く
、
ル
イ
・
ヴ

ィ
ト
ン
の
大
胆
な
エ
ス
プ
リ
と
旅
へ
の

情
熱
を
具
現
化
し
た
〝
タ
イ
ム
・
オ
ブ

ジ
ェ
〞。「
モ
ン
ゴ
ル
フ
ィ
エ
ー
ル 

ア

エ
ロ

　
モ
ノ
グ
ラ
ム
」
は
、
熱
気
球
の

空
の
旅
に
実
際
に
関
わ
っ
た
レ
ガ
シ
ー

を
、
現
代
の
先
進
技
術
と
ク
ラ
フ
ツ
マ

ン
シ
ッ
プ
で
再
構
築
す
る
。

　
特
別
な
ク
ロ
ッ
ク
に
は
、
設
置
方
法

が
２
通
り
あ
る
。
ひ
と
つ
は
デ
ス
ク
や

棚
に
静
か
に
置
く
こ
と
だ
が
、
も
う
ひ

と
つ
は
熱
気
球
の
正
し
い
居
場
所
と
同

様
に
、
天
井
か
ら
吊
る
し
て
空
中
に
浮

か
ぶ
姿
勢
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

だ
。
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
が
つ
く
り
上
げ

た
の
は
、
時
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
る

空
の
旅
へ
の
憧
れ
の
、
ど
こ
ま
で
も
芸

術
的
な
表
現
な
の
で
あ
る
。

© Piotr Stoklosa 

© Piotr Stoklosa 

© Piotr Stoklosa 

© Piotr Stoklosa 

アニエールのアトリエで完全に手作業
で製作された、熱気球のバスケットに
当たる部分の小さなサイズのトランク。
原寸のトランクと同工程を同手法で熟
練の職人が極小化した。ウッドで躯体
を組み上げ、モノグラム・キャンバスを
手貼りし、シグネチャーをエンボスし
たロジン、真鍮の金具も極細のビスで
リアルに留められている。

職人技を駆使した
小さなトランクと、
手巻き式の機構が融合
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右：熱気球の形をただ再現するのではな
く、真鍮と2種のガラスによってダイナ
ミックな立体構成を試み、モノグラム・
モチーフを巧みに融合させた。　下：ム
ーブメントは収めるのではなく、機械が
描く“用の美”を積極的に見せる趣向だ。

●ルイ・ヴィトン クライアントサービス　
 0120-001854

©
 P

io
tr S

to
k

lo
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a
 

©
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io
tr S
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k
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s

a
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Chrome Hearts

上質さを身に纏う
喜びを教えてくれる日常着
冬の訪れとともに欲しくなるのが、自宅とワンマイル圏内で活躍する
コージーなニットウエア。上質なカシミアが一着あれば、他にはなにもいらない。

photographs by Ayumu Yoshida　edit & text by Shingo Sano

高級カシミアニットを、
あえて部屋着で使う贅沢
エアリーな着心地がリラックス感を誘う、
ざっくりと編み上げたオーバーサイズの
カシミアニット。両袖口にクロスモチー
フのレザーパッチが施された、シンプル
ながらもアクセントの利いたデザインが
特徴。背中のリブ中央部分にも、シルバ
ーのスクロールラベルとクロスモチーフ
のレザーパッチが付属。目覚めた時に素
肌で着る、贅沢な日常着として使うのも
お薦めだ。￥673,200／クロムハーツ（ク
ロムハーツ トーキョー）



●クロムハーツ トーキョー　☎03-5766-1081

普遍的なスタンダードを、
上質にアップグレード
ふんわりと肌を包み込むような手触りが
魅力のフーデッドパーカは、通常コットン
でつくられる日常着を、最上級のカシミア
ニットでアップグレードしたオルタナテ
ィブなスタンダード。左胸に施されたダ
ガーモチーフが、ブランドの美意識をさり
げなく主張する。自宅やワンマイルに限
らず、リゾートで過ごす旅先の、快適なル
ームウエアとしても活躍してくれるだろ
う。￥676,500／クロムハーツ（クロムハ
ーツ トーキョー）



LEXUS

豊かな時間が流れる、
BEVとの“暮らし”
自動車の電動化は、単にクルマの乗り方が変わるだけではない。
レクサスは、それに伴い生まれるライフスタイルに新たな価値を見出している。
今回そんな“BEVライフ”の魅力を、人気アイウエアデザイナーの今泉悠が体験した。

photographs by Yoshiaki Tsutsui   edit & text by Castro Toshiki (c3ec-creations)

アイウエアデザイナー

Yu Imaizumi

今泉 悠

1983年、茨城県生まれ。福井県鯖江で
メガネづくりを学び、2010年アイウエ
アブランドayameを設立。“温故知新”
を掲げ、長く愛されるアイウエアを目指
す。自社ブランドの他にも、国内外でデ
ザインやディレクションを担当。



　
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
化
石
燃
料
を
使
わ

ず
走
行
で
き
る
、
電
気
自
動
車
（
B

 
E
 

V
）。
急
速
に
普
及
が
進
ん
で
い
る
と

は
い
え
、
充
電
や
航
続
距
離
の
問
題
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
不
安
に
思
う
ド
ラ
イ
バ

ー
も
多
い
。
レ
ク
サ
ス
は
、
そ
う
し
た

ユ
ー
ザ
ー
に
も
向
き
合
い
、
安
心
し
て

B
E
V

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

B
E
V

に
特
化
し
た
ス
タ
ッ
フ
「
B
 

E
V

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
の
育
成
や

充
電
器
無
償
提
供
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
体

制
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
B
 

E
V

と
過
ご
す
時
間
を
よ
り
豊
か
に

し
て
も
ら
う
べ
く
、
オ
ー
ナ
ー
に
向
け

た
体
験
サ
ー
ビ
ス
も
展
開
。
レ
ク
サ
ス

は
、
そ
う
し
た
2
軸
か
ら
な
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
「L

E
X

U
S

 E
le

c
trifie

d
 P

ro
g
ra

 

m

」
と
称
し
、
B
E
V
に
お
け
る
豊
か

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
〝
B
E
V

ラ
イ
フ
〞
を
、

人
気
ア
イ
ウ
エ
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
今
泉
悠
が
体
験
。
B
E
V「
R
Z
」

を
駆
っ
て
、
軽
井
沢
ま
で
出
か
け
た
。

都
心
か
ら
2
時
間
、

に
乗
っ
て
軽
井
沢
へ

 「
素
直
に
面
白
い
で
す
ね
、

は
。
乗

っ
た
感
じ
は
や
っ
ぱ
り
快
適
で
、
加
速

も
滑
ら
か
。と
て
も
気
に
入
り
ま
し
た
」

　
今
泉
は
、

に
乗
っ
た
印
象
を
そ

う
語
る
。
自
身
で
は

と
ス
ポ
ー

ツ
カ
ー
を
所
有
す
る
が
、

に
乗

る
機
会
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
軽
井
沢
ま
で
約

。
今
回

の

の
航
続
距
離
は

（

モ
ー
ド
）
な

の
で
、
途
中
に
充
電
を
す
る
こ
と
な
く

十
分
に
ド
ラ
イ
ブ
で
き
る
。

 

「
東
京
か
ら
ク
ル
マ
で
2
時
間
半
と
い

う
と
、
ひ
と
り
で
考
え
ご
と
を
す
る
に

は
、
ち
ょ
う
ど
い
い
か
な
っ
て
。
こ
の

車
内
も
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
時
間
を
過
ご
せ

ま
す
ね
。
静
か
な
の
で
、
考
え
事
を
す

る
の
に
も
い
い
」

　
今
泉
が
ま
ず
訪
れ
た
の
は
、
会
員
制

の
シ
ェ
ア
別
荘
サ
ー
ビ
ス
「S

A
N

U
 

2
n
d

 H
o
m

e

」。
都
市
か
ら
自
然
へ
、

B
E
V

で
の
ド
ラ
イ
ブ
の
楽
し
さ
や

自
然
の
中
の
心
地
よ
い
暮
ら
し
を
オ
ー

ナ
ー
に
体
験
し
て
も
ら
う
べ
く
、
1
滞

在
最
大
2
泊
ま
で
無
料
で
宿
泊
で
き
る

「2
n
d

 H
o

m
e
 E

X
P

E
R

IE
N

C
E

 b
y
 S

A
 

N
U

」 

を
レ
ク
サ
ス
は
提
供
し
て
い
る
。

 「
以
前
か
らS

A
N

U
 

の
会
員
に
な
る
こ

と
を
考
え
て
い
た
の
で
、
う
れ
し
い
で

す
。
こ
ん
な
素
敵
な
別
荘
に
ふ
ら
り
と

来
ら
れ
る
の
は
い
い
で
す
ね
。
地
方
を

ま
わ
る
出
張
も
多
く
、
ノ
マ
ド
ワ
ー
ク

の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
の
で
、
こ

ん
な
と
こ
ろ
で
仕
事
が
で
き
た
ら
最
高

だ
と
思
い
ま
す
」

　
北
軽
井
沢
に
ひ
ろ
が
る
森
に
あ
る

S
A

N
U

 

は
家
族
で
の
利
用
は
も
ち
ろ

ん
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
普
及
し
た
現

在
、
ひ
と
り
で
訪
れ
る
会
員
も
多
い
。

 

「
自
由
気
ま
ま
に
サ
ウ
ナ
に
入
っ
た

り
、
夜
は
焚
き
火
を
し
な
が
ら
お
酒
も

飲
む
。
そ
ん
な
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
せ

そ
う
で
す
ね
」

レクサスが提案する、
特別な体験プラン

レクサスでは、BEVオーナーに向けたさまざま
な特別な体験プランを提供している。今回紹
介したSANU以外にも、LEXUSとともに旅をし
て、その土地でしか味わえない景色や食事を楽
しむ旅「TOUCH JAPAN JOURNEY」の優待や、
ミシュラン星付きレストランを楽しめる
「LEXUS DINING JOURNEY」など、ライフスタ
イルを豊かにするサービスが用意されている。

普段から、ひとりでクルマに乗ってリフレッシュに出かけるという今泉さん。息抜きだけでなく、デザインのアイデアを練ったり、事
業計画について考えたりできる大切な時間だという。

「SANU 2nd Home 北軽井沢2nd」を訪
れた今泉さん。14棟の部屋で構成され、
サウナ付きキャビンや、愛犬と泊まれ
るキャビン、レクサス普通充電器付き
のキャビンがある。豊かな自然に囲ま
れ、静寂に包まれた環境に浸れる。



　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
る
レ
ク
サ
ス
と
、
自

然
と
共
生
す
る
理
念
を
掲
げ
るS

A
N

U
 

は
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
と
い
う
点
で
も

共
鳴
し
て
い
る
。

 

「
僕
ら
は
、
チ
タ
ン
な
ど
の
メ
タ
ル
パ

ー
ツ
の
廃
材
を
使
っ
て
製
品
を
つ
く
る

事
業
を
立
ち
上
げ
て
い
る
の
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
ハ
ー
ド
ル
や
障
害
が
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な

取
り
組
み
は
、
僕
ら
の
よ
う
な
企
業
に

と
っ
て
も
大
変
重
要
な
課
題
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
こ
の
小
旅
行

は
、
移
動
で
も
宿
泊
で
も
環
境
負
荷
が

少
な
い
の
で
、
す
ご
く
気
持
ち
が
い
い

で
す
ね
」

 「L
E

X
U

S
 E

le
c
trfie

d
 P

ro
g
a
m

」
に
は
、

こ
のS

A
N

U
 

と
提
携
し
た
サ
ー
ビ
ス

以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
体
験
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。

 

「L
E

X
U

S
 E

L
E

C
T

R
IF

IE
D

 J
O

U
 

R
N

E
Y

」
と
名
付
け
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
充
電
施
設
の
あ
る
宿
が
用
意

さ
れ
、
そ
の
地
な
ら
で
は
の
体
験
プ
ラ

ン
、
た
と
え
ば
「
信
州
・
松
本
の
旅
」

で
あ
れ
ば
、
木
曽
漆
塗
り
体
験
や
奈
良

井
宿
散
策
、
乗
鞍
高
原
で
の
季
節
に
合

わ
せ
た
ネ
イ
チ
ャ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
が
楽
し
め
る
。
宿
・
食
・
体
験
に
、

レ
ク
サ
ス
な
ら
で
は
の
ド
ラ
イ
ブ
を
か

け
あ
わ
せ
た
プ
ラ
ン
の
ほ
か
、
国
内
外

の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
で
特
典
を

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
「L

E
X

U
S

 L
U

 

X
U

R
Y

 H
O

T
E

L
 C

O
L
L
E

C
T
IO

N

」な
ど
、

多
彩
に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
オ

ー
ナ
ー
に
な
る
こ
と
で
楽
し
め
る
体
験

サ
ー
ビ
ス
は
、
実
に
豊
富
だ
。

　
今
泉
がS

A
N

U
 

の
後
に
向
か
っ
た

の
は
、
軽
井
沢
の
複
合
施
設
、
軽
井
沢

コ
モ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ズ
だ
。
施
設
内
に
設

置
さ
れ
た
レ
ク
サ
ス
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
、
充
電
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

待
ち
時
間
を
む
し
ろ
楽
し
む
、

新
し
い
充
電
ス
タ
イ
ル

 

「
専
用
ア
プ
リ
『M

y L
E

X
U

S

』
で
予

約
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
ね
。

先
客
が
充
電
し
て
い
て
す
ぐ
に
充
電
が

で
き
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
余
計
な
待

ち
時
間
を
省
け
る
の
は
あ
り
が
た
い
」

　
レ
ク
サ
ス
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

一
般
的
な
50

の
急
速
充
電
よ
り
も

所
要
時
間
が
短
く
、
今
回
乗
車
し
た

の
場
合
は
、
約
30
分
で
約
80
％
ま

で
充
電
が
可
能
と
な
る
。

 

「
書
店
に
加
え
、
も
と
も
と
大
好
き
な 

S
H

O
Z

O
C

A
F
E

 

も
あ
る
。
充
電
中
の
待

ち
時
間
す
ら
、
感
性
を
刺
激
す
る
よ
う

な
豊
か
な
時
間
に
で
き
そ
う
で
す
ね
」

　
敷
地
内
に
は
、
レ
ク
サ
ス
充
電
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
利
用
者
な
ら
無
料
で
使
え
る

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
レ
ク
サ
ス
充
電
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
は
、
軽
井
沢
以
外
で
は
、
東
京
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
日
比
谷
や
グ
ラ
ン
グ
リ
ー

ン
大
阪
に
も
設
置
。

年
ま
で

に
全
国

箇
所
を
目
標
と
し
て
、

拡
充
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

多彩なサービスで、
充電中も快適に

約4000店舗以上のレクサス・トヨタ販売店に加
え、全国約22000口の充電ネットワークなど、
充実の充電設備。拡大中の150kWの急速充電
が可能なレクサス充電ステーションでは、My 

LEXUSのアプリを通じて予約・利用ができるほ
か、充電中も快適に過ごせるサービスが充実。
コワーキングスペースの無料利用など、優待特
典が用意されている。

右:軽井沢のコモングラウンズには、書店やカフェ、飲食店、コワーキングスペースなどの施設が充実。LEXUS Electrified Programの
特典として、Nychairを使用できる。　左:専用アプリ「My LEXUS」で充電器の空き状況確認や予約などが可能。

コモングラウンズにある、150kW急速
充電が可能な充電ステーション。充電
中は書店やカフェ、飲食店などで過ご
せる。軽井沢のほか、東京ミッドタウ
ン日比谷、グラングリーン大阪にも同
様の施設がある。



●レクサスインフォメーションデスク　  0800-500-5577（9:00～18:00※年中無休）

 

「〝
充
電
中
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り

し
て
時
間
を
潰
す
〞の
で
は
な
く
、〝
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
み
に
行
く
つ
い
で
に
充
電

も
す
る
〞と
い
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
は
目
的
が
逆
転
し
て
い
く
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
加
え
て
、
充
電
速
度
が
速

く
な
っ
て
い
る
の
も
驚
き
で
し
た
」

　
今
泉
は
ス
ト
レ
ス
な
く

に
乗

れ
る
環
境
が
、
着
実
に
実
現
へ
向
か
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
よ
う
だ
。

運
転
だ
け
で
は
な
い
、

レ
ク
サ
ス

に
乗
る
魅
力

 

「

年
代
に
世
界
で
初
め
て
チ

タ
ン
フ
レ
ー
ム
採
用
の
眼
鏡
を
誕
生
さ

せ
た
の
は
、
実
は
日
本
な
ん
で
す
。
マ

イ
ク
ロ
溶
接
と
い
う
き
め
細
や
か
な
職

人
技
術
が
必
要
不
可
欠
で
、
眼
鏡
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
視
点
で
見
る
と
、
レ
ク
サ
ス

に
も
そ
う
い
っ
た
日
本
人
な
ら
で

は
の
繊
細
な
技
術
や
気
配
り
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が

ド
ラ
イ
バ
ー
側
を
向
い
て
い
る
と
こ
ろ

な
ど
、
全
体
と
し
て
も
デ
ィ
テ
ー
ル
と

し
て
も
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
と
デ
ザ
イ

ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
す
ご
く
考
え
抜
か
れ

て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
」

　
レ
ク
サ
ス

で
軽
井
沢
ま
で
出

か
け
た
感
想
を
、
今
泉
は
振
り
返
る
。

 

「
も
し
こ
の
先
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た

ら
、
色
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス

を
楽
し
め
る
の
も
い
い
で
す
ね
。
ク
ル

マ
に
よ
っ
て
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
豊
か

に
な
る
と
い
う
の
は
い
ま
ま
で
あ
ま
り

考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
本
当

に
面
白
い
と
思
い
ま
す
」

　
レ
ク
サ
ス
は
、

ラ
イ
フ
を
よ

り
豊
か
に
す
る
た
め
、
ク
ル
マ
の
技
術

開
発
と
両
輪
で
、
サ
ー
ビ
ス
面
で
の
充

実
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る
。
実
際
、

23
年
に
は
そ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
面
を
専

門
と
す
る
部
署
が
新
設
さ
れ
、
こ
こ
で

紹
介
し
て
き
た
よ
う
な
新
し
い
取
り
組

み
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
販
売
面
で
は
、
購
入
検
討
時

か
ら
利
用
中
の
不
安
に
寄
り
添
う
た

め
、
全
国

の
レ
ク
サ
ス
店
舗
で

の
専
門
知
識
を
も
つ「

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」が
在
籍
し
て
い
る

点
も
見
逃
せ
な
い
。

　
補
助
金
の
申
請
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

ぞ
れ
の
カ
ー
ラ
イ
フ
に
合
わ
せ
た
使
用

方
法
を
提
案
。
時
に
は

が
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
な
い
と
い
う
ユ
ー

ザ
ー
に
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
提
案
す
る
こ
と
も

あ
る
。
さ
ら
に
、
今
後

の
買
い

換
え
時
に
は
、
販
売
店
が
責
任
を
持
っ

て
バ
ッ
テ
リ
ー
を
回
収
し

（
リ
ビ

ル
ト
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）が
で

き
る
体
制
を
整
え
、
ユ
ー
ザ
ー
の
サ
ス

テ
イ
ナ
ブ
ル
な
思
い
を
最
初
か
ら
最
後

ま
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

　
レ
ク
サ
ス
の

オ
ー
ナ
ー
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
お
い
て
、
新
た
な
価
値
に
出
会
い
、

変
化
を
も
た
ら
す
、
確
か
な
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
の
だ
。

右: BEVコンシェルジュであるレクサス用賀の星野剛志さん。技術的なアドバイスや、ライフスタイルに適した乗り方など、さまざま
な角度からサポートしてくれる。　左:購入から日々のメンテナンスまで、ラグジュアリーな空間で相談できる。

LEXUS RZ

レクサス初のBEV専用モデルとして、
2022年に登場。RZ450eとRZ300eの2

モデルをラインアップ。高出力モーター
「eAxle」が走行状況に応じて四輪の駆動
を制御することで快適でスムーズな走り
心地を実現している。

全国の販売店で活躍 !

「BEVコンシェルジュ」

ガソリン車とは異なるBEVに不安を感じるオ
ーナーも少なくないが、全国のレクサス販売店
には、BEVに特化したスタッフ「BEVコンシェ
ルジュ」が在籍し、サポート体制も万全だ。運
転や操作方法はもちろん、自分の乗り方に合う
最適な充電方法や、自宅やオフィスの充電器設
置の相談など、オーナーのライフスタイルに適
した提案やアドバイスも受けられる。



バルセロナで開催された、世界最高峰のヨットレース「アメリカズカップ」。
チーム・エミレーツ・ニュージーランドが連覇を果たした栄光の舞台を振り返ろう。

最高峰のヨットレースを支える、
ルイ・ヴィトンの革新的なヴィジョン

文：並木浩一　text by Koichi Namiki

　

年
10
月
19
日
、ス
ペ
イ
ン
・

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
開
催
さ
れ
た
「
ル
イ
・

ヴ
ィ
ト
ン 

第
37
回
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ

プ
」
は
、
エ
ミ
レ
ー
ツ
・
チ
ー
ム
・
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
3
連
覇
で
幕
を
閉

じ
た
。
至
高
の
銀
杯
の
異
名
を
持
つ
伝

説
的
な
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー「
オ
ー
ル
ド
・

マ
グ
」
は
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
特
製
の

ト
ラ
ン
ク
に
収
め
ら
れ
、
勝
者
の
手
に

渡
さ
れ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
は
、

年
に
始
ま
る
世
界
最
高
峰
の
ヨ
ッ
ト
・

マ
ッ
チ
レ
ー
ス
大
会
で
あ
る
。
そ
の
長

い
歴
史
の
中
で
栄
冠
を
獲
得
で
き
た
の

は
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
イ
ス
の
4
カ
国

の
チ
ー
ム
だ
け
だ
。
名
門
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ヨ
ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
は

年

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
チ
ー
ム
に
敗
北

す
る
ま
で
、

年
間
も
カ
ッ
プ
を

保
持
し
て
い
た
。
カ
ッ
プ
の
奪
取
は
世

界
の
ト
ッ
プ
セ
イ
ラ
ー
の
願
い
で
あ
る

が
、
き
わ
め
て
ま
れ
な
こ
と
で
あ
る
。

　
今
大
会
に
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
に
対
し
て
「
イ
ネ
オ
ス
・
ブ

リ
タ
ニ
ア
」「
ア
リ
ン
ギ
・
レ
ッ
ド
ブ

ル
・
レ
ー
シ
ン
グ
」「
ル
ナ
・
ロ
ッ
サ 

プ
ラ
ダ 

ピ
レ
リ
」「

 

ア
メ

リ
カ
ン
・
マ
ジ
ッ
ク
」「
オ
リ
エ
ン
ト
・

エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
レ
ー
シ
ン
グ
」
の

5
チ
ー
ム
が
、
挑
戦
者
を
決
定
す
る

「
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン 

カ
ッ
プ
」
を
争
っ

た
。
8
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
の
ポ
ー
ト
・
ヴ
ェ
ル
と
ポ
ー
ト
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
周
辺
で
行
わ
れ
た
レ
ガ

ッ
タ
に
は
、
セ
ー
リ
ン
グ
界
の
ト
ッ
プ

選
手
た
ち
が
集
結
し
、
海
上
で
激
し
い

争
い
を
繰
り
広
げ
た
。

　
大
会
終
了
後
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の

会
長
兼

ピ
エ
ト
ロ
・
ベ
ッ
カ
ー

リ
は
、
エ
ミ
レ
ー
ツ
・
チ
ー
ム
・
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
史
上
初
の
3
連
覇
を

称
賛
し
た
。
ま
た
挑
戦
艇
で
あ
る
イ
ネ

オ
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
ア
の
チ
ー
ム
に
も
敬

意
を
表
し
努
力
と
成
長
を
た
た
え
た
。

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン 

カ
ッ
プ
を
勝
ち
抜

い
た
イ
ネ
オ
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
ア
も
ま
た
、

世
界
唯
一
の
存
在
な
の
で
あ
る
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
美
し
い
海
を
舞
台
に

し
た
レ
ー
ス
は
、
世
界
中
の
セ
イ
リ
ン

グ
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
、
ア
メ
リ
カ
ズ
カ

ッ
プ
の
存
在
感
を
再
確
認
さ
せ
た
。
そ

し
て
次
回
の
大
会
を
、
世
界
が
待
ち
わ

び
る
。
そ
の
至
高
の
レ
ー
ス
に
冠
さ
れ

て
い
る
の
が
「
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
」
の

名
だ
。
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
創
業
は

年
、
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
誕

生
の
わ
ず
か
3
年
後
で
あ
る
。

年
を
超
え
て
両
者
は
最
も
有
名
な
メ
ゾ

ン
と
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
と
な
り
、
し
か
も

そ
の
歴
史
は
魅
力
的
に
交
錯
し
た
。

表彰式ではLVMH（ルイ・ヴィ
トン・モエ・ヘネシー）会長兼
CEOのベルナール・アルノー
とルイ・ヴィトン会長兼CEO

ピエトロ・ベッカーリからト
ロフィーが渡された。
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第37回アメリカズカップ、10月14日のマッチ。艇体が水中から浮き上がった高速フォイリング状態で競り合うチーム・エミレーツ・ニュージーランド（手前）とイネオス・ブリタニア。
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 「
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン 

第
37
回
ア
メ
リ
カ

ズ
カ
ッ
プ
」
本
戦
へ
の
挑
戦
艇
決
定
シ

リ
ー
ズ
が
「
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン 

カ
ッ
プ
」

だ
。

年
8
月
29
日
か
ら
ス
ペ

イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
ス
タ
ー
ト
し
た

同
レ
ー
ス
に
挑
ん
だ
5
つ
の
強
豪
チ
ー

ム
は
、
1
対
1
で
2
回
ず
つ
対
戦
す
る

ダ
ブ
ル
・
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
方
式
の
マ

ッ
チ
レ
ー
ス
を
戦
い
、
そ
の
後
に
5
勝

先
取
の
準
決
勝
、
7
勝
先
取
の
決
勝
を

経
て
、
最
終
的
に
英
国
の
イ
ネ
オ
ス
・

ブ
リ
タ
ニ
ア
が
挑
戦
権
を
獲
得
し
た
。

英
国
艇
は
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
奪
取
は

な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
挑
戦
者
と
し

て
獲
得
し
た
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン 

カ
ッ

プ
は
、
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
記
録

で
あ
り
、
記
憶
で
あ
る
。

　
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
は
、

年

に
は
じ
め
て
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ん
だ
。
ア
メ

リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
の
挑
戦
艇
を
決
め
る
レ

ー
ス
を
主
催
し
、
独
自
の
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
授
与
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
一
層

強
固
な
も
の
と
な
る
。「
ル
イ
・
ヴ
ィ

ト
ン 

カ
ッ
プ
」
は
、
世
界
の
ト
ッ
プ

セ
イ
ラ
ー
の
目
標
と
し
て
、
胸
に
刻
ま

れ
た
名
前
と
な
っ
た
。
地
上
の
ラ
グ
ジ

ュ
ア
リ
ー
・
メ
ゾ
ン
の
代
名
詞
は
、
海

上
で
ヨ
ッ
ト
マ
ン
の
闘
志
を
起
動
す
る

魔
法
の
言
葉
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

2024年のルイ・ヴィトン カ
ップは熾烈な戦いが続いた。
マークを回航するイタリアの
「ルナ・ロッサ プラダ・ピレ
リ」（右）と英国艇「イネオス・
ブリタニア」のマッチ。

レース直前のイタリア艇「ルナ・ロッサ プラダ・ピレリ」。ルイ・ヴィ
トンのロゴが入ったメインセイル・アップに備えるクルー。

フランス艇「オリエント・エクスプレス」（右）をかわして前に出るスイスの「アリンギ・レッド
ブル・レーシング」。高速レースならではのダイナミックな航跡。

英国艇がルイ・ヴィトン カップの頂点に

Ⓒ LOUIS VUITTON MALLETIR
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そ
し
て
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
は
、
ア
メ

リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
に
絶
対
的
な
レ
ガ
シ
ー

を
残
し
た
。
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
と
ル

イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
カ
ッ
プ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ト
ロ
フ
ィ
ー
・
ト
ラ
ン
ク
の
製
作
で
あ

る
。
洗
練
さ
れ
た
職
人
技
を
発
揮
し
、

ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
に
ふ
さ
わ
し
い
デ

ザ
イ
ン
を
追
求
し
た
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
ト

ラ
ン
ク
は
、
優
勝
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る

特
別
な
賞
品
で
あ
り
、
そ
の
製
作
に
は

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
伝
統
的
な
サ
ヴ
ォ

ア
フ
ェ
ー
ル
（
匠
の
技
）
が
色
濃
く
表

れ
て
い
る
。
こ
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
ト
ラ

ン
ク
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
郊
外
の
ア

ニ
エ
ー
ル
に
あ
る
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の

歴
史
的
ア
ト
リ
エ
で
製
作
さ
れ
、
ア
メ

リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
の
美
的
コ
ー
ド
か
ら
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
デ
ザ
イ
ン

が
施
さ
れ
た
も
の
だ
。
ト
ラ
ン
ク
の
前

扉
に
は
勝
利
の
頭
文
字
「

」
が
描
か

れ
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
ら
し
い
エ
レ
ガ

ン
ス
と
力
強
さ
を
表
現
し
て
い
る
。

　

年
で
37
回
目
を
迎
え
る
ア

メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
で
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト

ン
は
タ
イ
ト
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
大

会
に
参
加
し
た
。
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
は
、
単
な
る
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ

に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
両
者
が
共
有

す
る
価
値
観
で
あ
る
自
己
超
越
、
卓
越

性
、
そ
し
て
革
新
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
を
象
徴
し
て
い
る
の
だ
。

右：ルイ・ヴィトン カップを
勝ち抜き、挑戦艇に決定した
英国艇「イネオス・ブリタニ
ア」。そもそもヴィクトリア
女王が下賜したアメリカズカ
ップの奪還は英国の悲願だっ
た。　下：ルイ・ヴィトン カ
ップの優勝トロフィーを獲得
し、勝利を噛み締める「イネ
オス・ブリタニア」チーム。

Ⓒ LOUIS VUITTON MALLETIR
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ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
の
歴
史
は
、

年
に
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会

の
記
念
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
た
レ
ー

ス
に
始
ま
っ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

女
王
か
ら
銀
の
優
勝
杯
を
下
賜
さ
れ
た

レ
ー
ス
に
は
、
米
国
か
ら
参
加
し
た
ア

メ
リ
カ
号
が
優
勝
。
ア
メ
リ
カ
号
の
カ

ッ
プ
、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
ズ
・
カ
ッ

プ
は
そ
の
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヨ
ッ
ト

ク
ラ
ブ
が
、
あ
ら
ゆ
る
挑
戦
者
と
戦
い

な
が
ら
1
世
紀
以
上
保
持
し
続
け
た
の

で
あ
る
。
長
い
歴
史
の
中
で
そ
の
レ
ー

ス
は
、
選
手
や
関
わ
る
人
々
に
と
っ
て

人
生
を
か
け
た
挑
戦
と
な
り
、
舞
台
に

立
つ
こ
と
自
体
が
名
誉
と
な
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
で
最
も
注
目
す

べ
き
点
は
、
そ
の
大
会
形
式
に
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
は
「
防
衛
艇
」
と

「
挑
戦
艇
」
が
戦
う
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
。

前
回
の
優
勝
者
が
防
衛
艇
と
し
て
出
場

し
、
挑
戦
者
決
定
戦
を
勝
ち
抜
い
た
チ

ー
ム
が
そ
の
防
衛
艇
に
挑
む
仕
組
み

だ
。し
か
も
国
対
国
の
対
決
で
は
な
く
、

ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
同
士
の
闘
い
で
あ
り
、

ひ
と
つ
の
国
か
ら
複
数
の
チ
ー
ム
が
参

加
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
に
は
数

多
く
の
名
だ
た
る
大
富
豪
が
挑
戦
し
て

き
た
。
代
表
的
な
例
と
し
て
い
ま
も
語

ら
れ
る
の
は
紅
茶
王
と
し
て
知
ら
れ
る

サ
ー
・
ト
ー
マ
ス
・
リ
プ
ト
ン
や
、
米

国

の
創
業
者
で
あ
る
テ
ッ
ド
・

2003年に優勝したスイス艇「チーム・アリンギ」（左）。アメリカズカップ史上はじ
めてヨーロッパ大陸にカップ（優勝杯）をもたらした。

ルイ・ヴィトンがはじめて挑戦艇シリーズをサポートした1983年大会のポスター。
次の挑戦艇シリーズから正式に「ルイ・ヴィトン カップ」の呼称が定められた。

2017年の第35回アメリカズカップでは挑戦艇「エミレーツ・チーム・ニュージー
ランド」（上）が、防衛艇「オラクル・チームUSA」に勝利した。

アメリカズカップの
長い歴史に秘めた、
知られざる物語

Ⓒ LOUIS VUITTON MALLETIR

Ⓒ LOUIS VUITTON MALLETIR

Ⓒ LOUIS VUITTON MALLETIR
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タ
ー
ナ
ー
だ
。
リ
プ
ト
ン
卿
は
巨
額
の

私
財
を
投
じ
て
何
度
も
挑
戦
を
試
み
た

が
、
結
局
一
度
も
カ
ッ
プ
を
手
に
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
方
タ
ー
ナ
ー
は

ス
キ
ッ
パ
ー
（
艇
長
）
と
し
て
勝
利
を

収
め
た
が
、
見
合
う
よ
う
な
経
済
的
利

益
を
得
て
は
い
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
成

功
は
時
に
ス
ノ
ッ
ブ
だ
が
、
そ
の
果
実

を
惜
し
げ
も
な
く
ス
ポ
ー
ツ
に
注
ぎ
込

む
行
為
は
、
賞
賛
に
値
す
る
。「
無
償

の
酔
狂
」
に
見
え
る
も
の
が
ス
ポ
ー
ツ

の
文
化
を
推
進
し
て
き
た
。

　
い
ま
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
に
関
わ
る

ブ
ラ
ン
ド
に
も
、
同
様
の
精
神
が
根
付

い
て
い
る
。
彼
ら
は
既
に
エ
ス
タ
ブ
リ

ッ
シ
ュ
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
以

上
知
名
度
を
上
げ
る
必
要
は
な
い
。
そ

れ
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
へ
の
無
償

の
投
資
の
精
神
を
体
現
す
る
の
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
へ
の
関
与
は

広
告
や
宣
伝
を
目
的
と
せ
ず
、
自
ら
の

価
値
観
を
確
認
す
る
た
め
だ
。

　
世
界
最
高
の
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
に
は
、
賞
金
も
な

い
。
優
勝
チ
ー
ム
は
次
回
ま
で
「
オ
ー

ル
ド
・
マ
グ
」
を
保
持
す
る
だ
け
だ
。

し
か
し
そ
の
名
誉
は
、
な
に
に
も
換
え

難
い
。
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
は
、
そ
の
至

高
の
銀
杯
を
守
る
唯
一
の
ト
ラ
ン
ク
の

つ
く
り
手
な
の
で
あ
る
。

メゾンが結ぶ、スポーツ界との固い絆とパートナーシップ

アメリカズカップだけでなく、ルイ・ヴィトンはさまざまなスポーツ競技とパートナ
ーシップを結んでいる。ラグビーW杯やテニスの全豪オープンなどなど。2024年パ
リ五輪のトーチ・トランクとメダル・トランクもメゾンが手掛けたものだ。

サッカーの世界年間最優秀選手に贈られるバロ
ンドール。2024年の男子部門はマンチェスター・
シティ所属のスペイン代表のロドリが獲得。

フォーミュラー1 モナコグランプリの勝者に贈
るトロフィー・トランク。勝利の「Ⅴ」が施され
たモノグラム・キャンバスのトランクだ。

右：ルイ・ヴィトン カップの勝者に贈
られるトロフィーとトランク。ルイ・
ヴィトンはモノグラム柄のトランク
を製作。　左：アメリカズカップのト
ロフィーとトランク。トランクはと
もにパリ近郊アニエールのメゾンの
伝統的なサヴォアフェール（匠の技）
で生み出される。

●ルイ・ヴィトン クライアントサービス　　
0120-001854
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　楽
焼
や
唐
津
焼
と
と
も
に
、
日
本
有

数
の
茶
陶
と
し
て
知
ら
れ
る
萩
焼
。
な

か
で
も
、
山
口
県
長な

が
と
し

門
市
深ふ

か
わ川

三そ
う
の
せ

ノ
瀬

地
区
で
は
、
こ
の
自
然
豊
か
な
山
間
の

登
り
窯
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
は
「
深ふ

か
わ川

萩は
ぎ

」
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
惹

き
つ
け
る
。
そ
ん
な
深
川
萩
の
名
窯
の

ひ
と
つ
、
坂
倉
新
兵
衛
窯
が

年
に
代
替
わ
り
を
発
表
。

年

生
ま
れ
の
若
き
当
主
の
誕
生
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。

 

「
こ
こ
で
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
焼
き

物
に
親
し
ん
で
い
た
の
で
、
大
人
に
な

る
ま
で
は
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
環
境

が
い
か
に
特
別
で
貴
重
な
も
の
か
を
き

ち
ん
と
認
識
で
き
ず
に
い
ま
し
た
」

　穏
や
か
で
朴
訥
と
し
た
表
情
の
中
に

上
品
さ
を
湛
え
る
深
川
萩
。
焼
き
締
ま

り
の
少
な
い
ざ
っ
く
り
と
し
た
〝
土
っ

ぽ
さ
〞
が
魅
力
だ
。
ど
の
よ
う
に
作
陶

陶芸家

Sakakura Shinbe 16th

十六代坂倉新兵衛

1983年、山口県生まれ。東京藝術
大学、大学院で彫刻を専攻。京都
市伝統産業技術者研修で陶芸を学
ぶ。2011年より父、十五代坂倉新
兵衛のもとで作陶。24年5月に
十六代坂倉新兵衛を襲名した。

NAGATO YUMOTO ONSEN

名窯の新世代が
見据える、
深川萩の未来
360年を超える歴史を誇る、山口県の深川萩。
日本の茶の湯文化を支えてきた窯元を襲名したばかりの、
十六代坂倉新兵衛のもとを訪ねた。

photographs by Keishi Asayama  text by Hisashi Ikai



す
れ
ば
土
が
持
つ
本
質
的
な
魅
力
を
伝

え
ら
れ
る
か
、悩
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
。

 

「
試
し
に
山
に
分
け
入
り
、
自
分
で
掘

り
出
し
た
土
と
、
曾
祖
父
が
残
し
た
萩

焼
の
原
土
と
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
焼
い
て

み
た
ら
、
と
て
も
い
い
土
の
表
情
が
出

ま
し
た
。
時
折
立
ち
止
ま
り
俯
瞰
し
て

見
て
、
い
ま
あ
る
も
の
も
活
か
す
こ
と

で
、
新
し
い
景
色
が
見
え
る
の
だ
と
気

付
き
ま
し
た
」

　ふ
と
辺
り
を
見
渡
す
と
、
地
元
の
長

門
湯
本
温
泉
に
も
変
革
が
訪
れ
て
い

た
。バ
ブ
ル
後
は
閑
散
と
し
て
い
た
が
、

年
に
は
官
民
一
体
で
、
長
門

湯
本
の
再
生
計
画
が
始
動
。
日
本
各
地

か
ら
才
能
が
集
ま
り
、
8
年
経
っ
て
街

は
魅
力
的
に
変
化
を
遂
げ
た
。
い
ま
そ

の
流
れ
の
中
心
に
、
十
六
代
坂
倉
新
兵

衛
を
は
じ
め
、
若
い
世
代
も
い
る
。

　窯
元
が
現
代
に
残
る
の
は
、
歴
代
の

当
主
の
努
力
の
み
な
ら
ず
、
同
じ
土
地

に
生
き
る
人
々
が
深
川
萩
を
愛
し
、
大

切
に
守
っ
て
く
れ
た
背
景
が
あ
る
。

 

「
襲
名
を
機
に
大
勢
か
ら
注
目
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
受
け

た
恩
に
報
い
る
た
め
に
、〝
坂
倉
新
兵

衛
〞
と
し
て
、
地
域
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
は
積
極
的
に
や
り
た
い
で
す
」

　ス
ポ
ー
ク
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
街
に

貢
献
す
る
に
は
、
真
摯
に
創
造
に
い
そ

し
み
、
茶
陶
の
道
を
極
め
、
も
っ
と
名

を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

「
土
と
向
き
合
う
ほ
ど
に
感
覚
は
鋭
く

な
り
、
意
識
は
広
が
っ
て
い
く
。
自
身

の
創
意
と
伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
と
の
間

で
も
が
く
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
地
の
風
土
の
中
で
こ
そ
で
き
る
こ

と
を
体
現
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　厳
し
い
壁
な
が
ら
、
そ
れ
が
自
分
の

生
き
る
道
で
あ
り
、豊
か
で
尊
い
も
の
。

そ
う
信
じ
て
今
日
も
ま
た
、土
を
捏
ね
、

ろ
く
ろ
を
回
す
。

上：坂倉新兵衛窯の登り窯。焼成時には、油分をたっぷ
り含んだ地元産のアカマツを使い、窯の内部温度を一気
に1200度まで上げる。これにより、萩焼特有の窯変や灰
かぶりの表情を引き出していく。　下：長門湯本温泉か
ら車で10分ほど山道を登った先にある深川萩の里、三ノ
瀬地区。小川と山の斜面に挟まれた細い土地に、坂倉新
兵衛窯をはじめ現在5つの窯元が存在する。

●山口県長門市深川湯本三ノ瀬1487　☎0837-25-3626

Instagram@masahiro.s.h

※作品は長門湯本温泉のcafe＆pottery音や大谷山荘、別邸音信など
で購入できる。訪問希望時は事前連絡が必要。

坂倉新兵衛窯
1. 窯の裏手にある山の中に分け入り、自分で採取した土と萩の土を混ぜながら作陶した花瓶。古代の土器のような表情を
醸し出している。十六代を襲名する前に、坂倉正紘の名義でつくった作品（2～4も同様）。当時は萩焼の風合いを感じさせ
ながらも、より自分らしい独創的な表現にトライしていた。　2. 素材と技法は伝統の萩焼にのっとった上で、表面に細かな
凹凸を施し、豊かな質感を表したオブジェ。　3. 山の中で岩に土の塊を投げつけて成形。自然の岩肌に刻まれたテクスチ
ャーをそのまま写した茶器。　4. 黒土の上に白土を重ねて化粧掛け。斜めに走るラインが新鮮な夏向きの茶碗だ。さまざ
まなものをつくってきたが、襲名後しばらくは「茶碗を中心に、より深川萩の真髄を目指していきたい」と語る。

1

23

4



●山口県長門市深川湯本2265　☎0837-25-4100　営 10時～22時　休第3火　料一般￥990

https://onto.jp

恩湯（おんとう）

1427年にまで歴史を遡ると伝えられる長門湯本温泉の元湯として、観光客だけでなく、地元民か
らも愛される立ち寄り湯。8㎡の小さな湯船は、毎分130Lで湧き出る39度のぬる湯を余すところ
なく堪能できるように考えられたもの。建物は建築家であり“温泉家”としても知られる岡昇平
が担当している。しめ縄の先にある岩盤からひたひたと流れ出る元湯も神秘的。

●山口県長門市深川湯本1325-1だいご長屋1F　☎080-9185-3070

営 11時～19時　休火、第３水　
https://kawarasoba.co.jp

瓦そば柳屋 長門湯本店

熱した瓦の上に茶そばをのせ、そこに錦糸卵と牛肉、薬味を盛った「瓦
そば」は、山口名物のローカルフード。長門湯本の中心部を流れる音信
川のほとりに立つ築70年の校舎をリノベーションした複合施設の１階
にある同店は、土壁の落ち着きのある店内で出来たての瓦そばを堪能
できる。そばがパリパリになった「おこげ」の部分もおいしい。注文を
受けてから焼き上げるみたらし団子のテイクアウトもお薦め。

●山口県長門市深川湯本1074　☎0837-25-3469

www.taineiji.jp/index.html

大寧寺（たいねいじ）

1410年に創建された曹洞宗の寺院。その隆盛から「西の高野」と呼ば
れ、室町時代に山口に栄華をもたらした大内義隆公をはじめ、戦国～
江戸期の覇者たちの墓石が立ち並ぶ。また恩湯は同寺の所領でもあり、
さらに深川萩はもともと大寧寺の土地と薪の供給を受けて創業されて
いる。長門湯本の暮らしと文化に深く関わり支え続ける、なくてはな
らない存在だ。「歩くだけで気持ちが落ち着く」と坂倉。

感性を刺激する、
長門湯本温泉
深川萩の集落から山を下った先にある、
約600年の歴史を持つ長門湯本温泉。
名所旧跡に加え、新たな観光スポットが
近年続々と誕生。十六代坂倉新兵衛が
お薦めのスポットを案内する。

「茶陶産地である深川萩と県内
最古の長門湯本温泉。ふたつ
の文化が、長い時間をかけて
緩やかに絡み合っている様子
を感じてもらえるとうれしい」
と新当主は語る。



●山口県長門市深川湯本1261-12

☎0837-25-4004

営 10時～16時　休水、木
https://oto-cafe.jp

cafe & pottery音（おと）

「深川萩をもっと身近に感じてほしい」と、
坂倉新兵衛が共同オーナーのひとりとな
り、2017年に誕生したカフェ。若手作家の
常設展を行うほか、カフェで使用する器に
も自身の作品や深川萩を用い、地元のフル
ーツを使ったケーキやタルトを提供。展示
台には倒木した松の老木や廃校になった地
元小学校の理科標本ケースを再利用するな
ど、随所に街の記憶を刻み込んでいる。

●山口県長門市深川湯本2208　☎0837-25-

3377　全18室　料￥44,300～（1室2名、夕朝
食付）　https://otozure.jp

大谷山荘 別邸音信（おとずれ）

全18室のプライベート感ある贅沢な宿。開放
的なエントランスでは四季折々の自然美を肌
で感じることができる。左下は茶室一峰庵。

●山口県長門市俵山6994　☎0837-29-0377

営 11時～17時　休水～金
www.roba-books.com

ロバの本屋

長門市の山中にあるカフェ併設の本屋。古い
牛舎を改装した店内に、店主がセレクトした
古本や新刊本、雑貨やクラフトが並ぶ。

●山口県長門市深川湯本1325-1だいご長屋
2F　営 18時～24時　休月

THE BAR NAGATO

キャリア30年超えのベテランバーテンダー
がオープンした本格派のバー。地域のフルー
ツなどを使ったフルーツカクテルが人気。

人気の土産は、はちみつ＆ビール

長門湯本に近年登場した新スポットでは、土産としてもお薦めの商品が揃う。右：
養蜂から蜜搾り、瓶詰めまで、ていねいな手仕事でつくる「孫農園」のはちみつ（1

本￥2,000～）。純粋・非加熱・完熟が基本の長門のスローフードだ。cafe＆pottery

音（☎0837-25-4004）で購入可。　左：長門湯本に2021年に誕生したビール醸造
所「サンロクロクビール」（Instagram@sanrokuroku_beer）では、併設のタップルー
ムでテイクアウト用のオリジナル瓶ビール（￥700～）を各種販売している。

●長門湯本温泉　https://yumotoonsen.com



#97 浅川喜一朗　ファッションデザイナー

写真：野村佐紀子
photographs by Sakiko Nomura

服
づ
く
り
へ
の
ひ
た
む
き
さ
が
、

世
界
へ
届
け
る
力
と
な
る

文
：一
史   text by Kazushi
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Kiichiro Asakawa

1986年、山梨県生まれ。東京学芸大学を卒業後、
一般会社勤めを経て東京・原宿のナイチチのショ
ップスタッフに。2016年、自身の店であるキャロ
ルを原宿にオープン。店の運営と並行して自身の
ブランド、シュタインをスタート。23年、東京で
初のファッションショーを開催。24年に「ファッ
ション プライズ オブ トウキョウ 2025」を受賞。

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
浅
川

喜
一
朗
に
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
投
げ
か

け
た
ら
、
彼
の
口
か
ら
何
度
も
飛
び
出

す
ふ
た
つ
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
そ
の
言

葉
と
は
「
つ
く
り
た
い
」
と
「
届
け
た

い
」
だ
。
彼
は
い
ま
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

つ
く
る
こ
と
に
夢
中
で
、
そ
の
成
果
を

客
に
届
け
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
ふ
た
つ
の
職
を
兼
任

し
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は

自
身
の
美
意
識
を
表
現
す
る
ブ
ラ
ン
ド

「
シ
ュ
タ
イ
ン
」
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
も

う
ひ
と
つ
は
世
界
中
の
エ
ッ
ジ
ィ
な
ブ

ラ
ン
ド
を
集
め
た
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ

プ
「
キ
ャ
ロ
ル
」
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。

シ
ョ
ッ
プ
運
営
か
ら
本
格
的
な
キ
ャ
リ

ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
も
な
っ
た
浅
川
。
そ
の

活
躍
ぶ
り
が
日
本
の
モ
ー
ド
界
で
話
題

に
な
り
、
2
0
2
4
年
に
世
界
進
出

を
狙
う
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
登
竜
門
で
あ
る

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン 

プ
ラ
イ
ズ 

オ
ブ 

ト

ウ
キ
ョ
ウ
2
0
2
5
」
を
受
賞
。
同
賞

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
25
年
1
月
に
パ

リ
メ
ン
ズ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ー

ク
で
ラ
ン
ウ
ェ
イ
シ
ョ
ー
の
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
す
。
今
回
の
海
外
進
出
へ
の
思

い
を
、
彼
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

 

「
世
界
戦
略
を
進
め
て
い
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
権
威
あ
る
賞
を
受
賞
で
き
た
こ
と

を
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
に
来
た
お
客
様
だ
け
で
な
く
、
世

界
中
の
人
に
自
分
の
服
を
届
け
ら
れ
ま

す
か
ら
。
近
年
、
少
し
海
外
で
仕
事
を

し
て
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
が
ふ
た
つ
あ

り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
ド
イ
ツ
で
シ
ュ
タ

イ
ン
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
た
時
。
日
本
で
も
時
間
が
許
す
限

り
店
頭
に
立
ち
、
お
客
様
に
商
品
の
魅

力
を
お
伝
え
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
の

で
す
が
、
こ
の
時
も
店
に
立
っ
て
海
外

の
人
が
着
た
時
の
バ
ラ
ン
ス
を
間
近
で

見
ら
れ
、
彼
ら
か
ら
の
直
接
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
た
く
さ
ん
得
ら
れ
た
の
は

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。も
う
ひ
と
つ
は
、

パ
リ
で
2
回
ほ
ど
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ロ
ケ

撮
影
を
行
っ
た
時
。
街
の
空
気
が
寛
容

に
感
じ
ら
れ
た
の
で
す
。
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
活
動
を
拒
絶
し
な
い
姿
勢
が
あ

り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
感
覚
が
世
界
中
で
受
け
入
れ
ら
れ
る

可
能
性
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
」

　
海
外
経
験
で
は
、
触
っ
て
初
め
て
よ

さ
を
感
じ
る
生
地
と
い
っ
た
ス
ト
イ
ッ

ク
な
日
本
的
セ
ン
ス
が
世
界
で
認
め
ら

れ
る
手
応
え
も
得
た
よ
う
だ
。

 

「
世
界
各
国
の
バ
イ
ヤ
ー
が
シ
ュ
タ
イ

ン
の
生
産
背
景
に
強
い
興
味
を
持
っ
て

く
れ
て
お
り
、『
日
本
の
生
地
か
?
』『
日

本
の
縫
製
か
?
』
と
尋
ね
て
き
ま
す
。

日
本
発
信
で
あ
る
こ
と
が
取
り
扱
い
ブ

ラ
ン
ド
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
な
る

よ
う
で
す
。
シ
ュ
タ
イ
ン
は
日
本
生
産

121       with New Attitude



 with New Attitude      122



WORKS

欧文ブランド表記をsteinからsssteinに変更し、
ロゴも刷新して世界戦略に歩みを進めたコレ
クション。ベースとなる色彩は黒、グレー、カ
ーキ。発表したルックでは女性モデルも着用
しているが、服の基本構造はメンズだ。

シュタイン 24AWコレクション
提
供
：
シ
ュ
タ
イ
ン

東京都の一般社団法人日本ファッション・ウィ
ーク推進機構が主催し、毎年一組のファッシ
ョンデザイナーが選ばれる海外ビジネスのサ
ポート制度。シュタインは25年度に選出。過
去にはオーラリー、CFCLらが受賞した。

ファッション プライズ オブ トウキョウ

提
供
：
シ
ュ
タ
イ
ン

2021年に現在の閑静な表参道エリアに移転し
た、浅川が運営するセレクトショップ。旬の
感性漂う国内外からの買付け商品に加え、国
内で最もシュタインの品揃えが豊富だ。
東京都渋谷区神宮前5-45-3 コスモビル1F

セレクトショップ「キャロル」

写
真
：
溝
口

 拓

日
本
の
カ
ッ
コ
い
い

も
の
づ
く
り
の

素
晴
ら
し
さ
を
世
界
中
に

届
け
て
い
き
た
い

が
主
軸
で
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
機
屋
さ

ん
、
縫
製
工
場
さ
ん
を
訪
ね
歩
き
ま
し

た
。ご
高
齢
の
方
が
多
く
働
い
て
い
て
、

プ
ラ
イ
ド
高
く
も
の
づ
く
り
を
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
カ
ッ
コ

い
い
。
こ
う
し
た
服
の
感
動
や
生
産
背

景
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
世
界
に
お
伝
え

し
た
い
で
す
」

貪
欲
に
学
び
続
け
、

よ
り
い
い
も
の
を
届
け
る

パ
リ
コ
レ
へ
の
切
符
も
手
に
し
、
い

っ
そ
う
勢
い
を
増
す
浅
川
だ
が
、
心
の

奥
底
に
は
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
の
焦

り
を
抱
え
て
い
る
ら
し
い
。
自
身
を
追

い
込
む
焦
り
が
、
彼
の
行
動
を
突
き
動

か
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
子
ど
も
の
頃
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

仕
事
に
す
る
と
決
め
て
い
た
人
た
ち
と

比
べ
る
と
、
一
般
大
学
を
卒
業
し
て
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
勤
め
か
ら
キ
ャ
リ
ア

を
始
め
た
自
分
は
出
発
が
遅
れ
て
い
ま

す
。
最
初
に
服
づ
く
り
を
し
た
の
も
、

キ
ャ
ロ
ル
で
お
客
様
の
サ
イ
ズ
に
合
わ

せ
て
1
点
も
の
の
リ
メ
イ
ク
デ
ニ
ム
を

仕
立
て
た
時
で
す
。
こ
の
よ
う
な
経
歴

で
す
か
ら
、
世
界
の
偉
大
な
デ
ザ
イ
ナ

ー
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
者
た
ち
の
実

力
に
早
く
追
い
つ
き
た
い
の
で
す
。
も

っ
と
い
い
も
の
を
つ
く
り
、
も
っ
と
多

く
の
人
に
届
け
た
い
。
い
ま
は
勉
強
し

て
勉
強
し
て
、
自
身
の
内
側
に
イ
ン
プ

ッ
ト
し
て
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
生

活
。
い
つ
か
は
仕
事
に
余
裕
が
生
ま
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ま
は
頑
張

り
ど
き
で
す
」

忙
し
い
日
常
の
中
で
も
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
店
の
オ
ー
ナ
ー
と
の
役
割
を
浅
川

は
し
っ
か
り
振
り
分
け
て
い
る
。
シ
ュ

タ
イ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
充
実
す
る

キ
ャ
ロ
ル
は
、
あ
く
ま
で
も
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
。「
店
が
仕
入
れ
る
ブ
ラ
ン

ド
の
ひ
と
つ
が
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
い
う

位
置
づ
け
で
展
開
し
て
い
る
。

「
店
の
お
客
様
に
は
、
自
分
が
新
し
い

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
感
動
す
る
気
持
ち
を

一
緒
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ

て
い
ま
す
。
世
の
中
に
は
い
い
服
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
シ
ュ
タ
イ
ン
を
そ

ん
な
服
を
集
め
た
こ
の
店
に
並
べ
る
の

に
ふ
さ
わ
し
い
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
」

も
の
づ
く
り
に
情
熱
を
燃
や
し
な
が

ら
も
、
そ
の
感
情
に
溺
れ
ず
冷
静
に
自

身
を
見
つ
め
る
浅
川
。
日
本
の
モ
ー
ド

界
が
期
待
を
寄
せ
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

も
耐
え
な
が
ら
。彼
の
謙
虚
な
人
柄
は
、

世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ピ
ー
プ
ル
に
ど

の
よ
う
に
映
る
だ
ろ
う
か
。

123       with New Attitude



次世代のクリエイターに光を当てる、
Penの「NEXT」プロジェクトとは?
コンペティションとワークショップを通じて未来のクリエイターを支援するプロジェクト、
「NEXT」が開催された。豊かな才能が集まり力を発揮した、その模様をお届けする。

写真：齋藤誠一、井手勇貴、岩崎高也、榊 水麗、湯浅 亨
photographs by Seiichi Saito（P124）,Yuki Ide（P125）,Takaya Iwasaki（P125）,Mirei Sakaki（P126）,Toru Yuasa（P127）

縦型ショートドラマの脚本を募集し、優秀作品を映像化

縦型ショートドラマ部門

近年、TikTokなどでスマホ視聴に最適化した縦型ショ
ートドラマが人気を集めているのをご存じだろうか。
NEXTの「縦型ショートドラマ部門」では、そのトップラ
ンナーであるクリエイター集団、ごっこ倶楽部のプロデ
ューサー志村優さんをメンターに迎え、実写化を前提と
した脚本を募集。多くの応募作品から、「TikTokでバズ
るテーマか?」などの視点で5組を選抜し、ワークショッ

プを開催した。当日は志村さんから各脚本に対するフ
ィードバックを行い、終了後もSlackでやりとりしなが
ら、約1カ月後を予定していたドラマ撮影へ向け、ギリ
ギリまで改稿を繰り返した。「ごっこ倶楽部が求めるク
オリティに達した場合のみ映像化」という厳しい条件の
中、見事すべての脚本の映像化が実現。現在、ごっこ倶
楽部のTikTokアカウントで配信中だ。

ごっこ倶楽部統括プロデューサ
ー。累計再生数30億回を超える
ごっこ倶楽部で、縦型ショートド
ラマの脚本から撮影、編集にまで
携る。TikTok Awards Japan 2022

の受賞に貢献。

Yu Shimura

志村優
メンター

作品の動画はこちらから

きむらまい
『効率女子』

1. BL要素を取り入れた作品。高校生の矢嶋は友人の和田のお弁当をつくってあげていたが、
女子生徒のある言葉がきっかけとなり、ふたりの間に微妙な空気が流れる。　2. 毎日の労働
が嫌になった会社員のマサヤは、オフィスで突然「辞めまぁぁっっす!!」と叫び、勢いで退職。
そのことを恋人に報告すると、「距離を置こう」と拒絶されてしまい……。　3. 社会人一年目
のりなは、新しい生活に疲れ果てていた。そんな時、大好きなおばあちゃんから電話がかか
ってくるが、忙しさや疲労のあまり、すぐに電話を切ってしまう。　4. 大人数の飲み会。そ
の場に馴染めなかった男女が、二人だけで抜け出して夜の街に出る。たまたま見つけた屋台
でラーメンを食べていると、徐々にいい雰囲気になるが……。

軸
『愛情弁当』

1

上谷周平
『週5の8時間労働なんてムリ』

2

北野真子
『桃源郷』

3

石丸一帆
『思い出の屋台』

4

ワークショップでは、志村さんがごっこ倶楽
部で培った縦型ショートドラマ脚本の極意
を、3時間以上かけて参加者に伝授した。

WORKSHOP

“コスパ”と“タイパ”に執着す
る女性。デートで訪れたホテ
ルのバイキングでも大量のケ
ーキを抱えて持って来て、「貧
乏くさい」と恋人から怪訝な顔
をされるが……。

最優秀賞
5名の脚本の評価にほとんど差はありません。それは映像化して改めて感じたことです。それぞれの脚本
の持ち味がしっかりと反映されている素晴らしいドラマになったと思います。その上で『効率女子』が特に
よかったのは、テーマ設定や会話のテンポ感が、最もショートドラマ向きだったこと。そして、その要素を
見事に脚本へ落とし込めていました。フィードバックに対する修正の的確さも素晴らしかったです。

メンターコメント

この作品では目先の利益ばかりを追求していると、やがて本当に大切なものを失うのではないかという問
いかけをしています。編集でカットになりましたが、この物語には続きがあります。サンダルの鼻緒が切
れて転んだ山田は最後に「次はちゃんとしたのを買おう」と呟き、自分の意思で物事を選択をしようと改心
しているのです。違う結末もあったことを踏まえてもう一度作品を鑑賞していただけますと幸いです。

受賞者コメント

with New Attitude     124



　

年
か
ら

が
主
催
す

る
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
支
援
を
目
的
と

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「

」。

ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
志
し
て
い
る
人
や
こ

れ
か
ら
の
若
手
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
対
象

に
、
出
会
い
と
実
践
の
場
を
提
供
し
て

い
る
。
24
年
は
「
縦
型
シ
ョ
ー
ト
ド
ラ

マ
」「
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
」「
ウ
ェ
ブ

ト
ゥ
ー
ン
」「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
う
多
様
な
4
つ
の
部
門
を
開
催
し
、

各
界
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
ク
リ
エ
イ
タ

ー
た
ち
を
メ
ン
タ
ー
（
講
師
役
）
に
迎

え
て
、
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

 

「

」
の
基
本
的
な
ス
テ
ッ
プ

は
以
下
。
①
各
部
門
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
作
品
を
公
募 

②
5
〜
10
組
前
後
を

選
抜
し
、
少
人
数
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催 

③
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た

作
品
を
再
提
出 

④
最
優
秀
賞
作
品
の

決
定 

⑤
発
表
会
・
交
流
会
の
実
施
。

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大
の
特
徴
は
、

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
の
中

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
だ
。
提
出
し
た
作
品
に
対
し
て
、

メ
ン
タ
ー
か
ら
対
面
で
細
や
か
な
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
る
機
会
が
あ
る
こ

と
で
、
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
気
づ
き

を
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も

う
ひ
と
つ
重
要
な
の
が
「
出
会
い
」。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
メ
ン
タ
ー
か
ら

の
講
評
に
加
え
て
、
参
加
者
同
士
で
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
交
流
の
機
会
も

用
意
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
で

ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
修
業
中
の
仲
間

と
の
出
会
い
は
、
創
作
の
刺
激
と
な
る

に
違
い
な
い
。

A ～ Z のタイポグラフィで、部屋に飾るポスターをデザイン

ポスターデザイン部門

「ポスターデザイン部門」のテーマは「AからZ、すべての
アルファベットを使ったタイポグラフィ」。メンターを
務めたのは、オリジナルポスターを販売するECサイト
「ポスターズ」のメンバーでもあるKIGIの植原亮輔さん。
「一見『A』に見えないかたちも、AからZまで揃うと『A』
に見えてきたりと、デザインするとフォントの可能性が
見えてくる。既存のルールの限界を考えさせるタイポグ

ラフィによる、面白く美しいポスターを期待しました」
とテーマ設定の意図を語る。200を超える個性豊かなポ
スター作品の中から12組が選抜され、植原さんとゲスト
審査員の髙田唯さんを前に、作品のコンセプトをプレゼ
ンするワークショップを開催。タイポグラフィの新し
さや「部屋に飾りたくなるか」などを基準に、最優秀賞1

組と、植原賞と髙田賞を含む優秀賞4組が選ばれた。

2012年に、渡邉良重とともにデ
ザインユニット・KIGIを発足。企
業やブランドのアートディレクシ
ョン、グラフィックデザイン、空
間ディレクション、プロダクトデ
ザインなどで幅広く活躍する。

Ryosuke Uehara

植原亮輔
メンター

1. かっこいいポスターもいいけれど、子どもが描いた落書きみたいな
ものがあってもいいのではという発想から制作。ひらがなやカタカナ、
一つひとつの文字の構成を解釈し直し、崩した書体で構成。　2. コミュ
ニケーションをテーマにした作品。フォントを3DCGでモデリングし、
声を震わせたようなゆらぎを加えている。　3. アルファベットを立体
にして、さらに上から見たところを表現したという、ひねりの効いたデ
ザイン。　4. 植物をイメージし、タイポグラフィに落とし込んだ。見る
人が日常を過ごすなかで、葉っぱに見えたり木に見えたりと自由に感じ
てほしいという。折り紙をスキャンし、制作した。

荒井大輝
「あぶく ベタ」

1

優秀賞（髙田賞）優秀賞（植原賞）

小森香乃
「交信」

2

浅井ひとみ
「Nora | 野良」

4

優秀賞

鈴木竣介
「文字を操る者の視点」

3

優秀賞

WORKSHOP

リモート参加者も含む12名が
集まり、メンターの植原さん
と特別審査員、髙田唯さんと
ともに、それぞれの作品につ
いて意見を交換し合った。

EXHIBITION

入賞した5名の参加者のポスタ
ーはA1サイズでアクタス・丸
の内店に約1カ月間にわたっ
て展示。多くのインテリア好
きの目に触れる機会となった。

ワークショップ
参加者

豊島森林
竹中実玖
ミウラユウタ
佐藤 雄
加藤綾羽
tysy

金子義幸

タイプデザイナーである道木さんは、「Rei」と名づけたタイ
ポグラフィをデザイン。この書体はコム デ ギャルソンの
デザイナー、川久保玲にインスパイアされたものだという。

道木ジェイミー
「Poster of Typeface “ Rei ”」

最優秀賞

タイポグラフィはフォントを素材としてデザインされたも
ののことです。一般的にフォントにはルールがあり、整っ
ていることが大前提ですが、思い切ったデザインをしてみ
ると、フォントの限界値が見えてきます。この作品は近く
で見たり、離れて見たりすると印象が変わって、見れば見
るほどよさが伝わってきます。ディティールの面白さ、文
字をつくる面白さが伝わってきます。コム デ ギャルソン
の服のテクスチャーに近い雰囲気を感じましたね。

メンターコメント

書体「Rei」は、川久保玲率いるコム デ ギャルソンの反骨精
神やパンクといった精神を反映するため、コンパクトな幅、
コントラスト、カーブを意識し、とても極端な造形をして
います。「Rei」を用いて制作した本ポスターは、そのデザ
インコンセプトをストレートに、かつ力強くレイアウトし
たデザインです。書体を用いて新たな表現をつくるのでは
なく、タイポグラフィや文字デザインそのものの特性を活
かすことを目的に制作しました。

受賞者コメント
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ウェブトゥーン部門

スマホでの閲覧に最適化し、縦型のフォーマットで読ま
せるウェブトゥーンは、韓国発の新しい漫画の表現形態
として注目されている。メンターを務めた村松充裕さ
んは講談社で数々のヒット作を手掛けた後、現在は
STUDIO ZOONでウェブトゥーンの仕掛け人として活躍
中だ。本部門では既存の漫画を書いている人を含め、新
たな表現を模索するクリエイターを対象に募集。応募

者のポートフォリオをもとに「ウェブトゥーンと相性が
いい」と村松さんが太鼓判を押す5名が選抜され、ワー
クショップを開催した。1回目のワークショップの後、
参加者はネーム（漫画の絵コンテ）を提出。2回目のワー
クショップで村松さんが講評を行った上で、最優秀賞に
輝いたカンビキ旭さんの作品は連載化へ向けて始動。
現在、村松さんが担当編集者について鋭意執筆中だ。

講談社に新卒入社し「週刊少年マ
ガジン」などに所属。『中間管理録
トネガワ』『食糧人類』などを担当。
2023年に退職し、サイバーエー
ジェントが運営するコンテンツス
タジオ、STUDIO ZOONに参加。

Mitsuhiro Muramatsu

村松充裕
メンター

ワークショップは計2回行われた。
初回はウェブトゥーンと従来の漫
画表現の違い、市場規模といった
細かな数字も含めた業界事情など、
クリエイティブだけにとどまらな
い実践的なレクチャーが展開され
た。2回目のワークショップでは、
提出されたネームに対してフィー
ドバックが行われた。

WORKSHOP

カンビキ旭
『絶対攻略不可能－と或るFランクダンジョンは
  SSSランクダンジョンへと至る－』

最優秀賞

「漫画」の可能性を拡げる、新形態に挑戦

すごく面白かったです。まずワークショップでリクエストしたウェブトゥーンに必要
な要素について、真正面からしっかり打ち返せていました。ダンジョンという馴染み
のいい王道の世界観設定を用いながらも、設定やキャラクターに独自のアイデアがあ
り、見せ方にも工夫がある。わかりにくさなど少し課題もあったが、ほんの数回の打
ち合わせでしっかり訂正する対応力もすごい。実際に連載できる日が楽しみです。

メンターコメント

これまで出会ってきた素敵な人たちとの思い出が道標になってくれました。キャラ
クターをつくるために、自分が見てきた誰かの感情をヒントに、読む方々の日々の気
持ちを想像しました。「強いけれどあたたかい友だち」のように思える主人公なら喜
んでもらえると思い至り、ネームを描きました。ファンタジー世界の物語ですが、こ
の現実世界にも確かに存在する感情の物語になっていたらなによりです。

受賞者コメント

剣士や魔術師、暗殺者などがダンジョンの攻略を生業とする異世界に、現代日本から
突如転生した主人公。そこには前世と変わらない“格差社会”があった。

ワークショップ
参加者

奥灘幾多『encha』
十口メメ『選ばれしダンジョン攻略者』
縹ゆり『最強ダンジョンツクール』
ponzoo『時渡りの竜は真実の愛を知る』

　ワ
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。
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縦
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。
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アニメーション部門

アニメーションと言ってもさまざまな制作手法や表現
方法があるが、メンターの和田淳さんは「間」と「気持ち
いい動き」をテーマに独自の作風を確立するクリエイタ
ーだ。そんなエッセンスを参加者に伝えるために和田
さんがお題としたのは、「新しいオノマトペ」。参加者は
和田さんが考えた「ゆんすゆんす」「ぱろんぱろん」「のつ
のつ」という架空のオノマトペから好きなものを1つ選

び、10秒～15秒程度の短尺アニメーションを制作した。
和田さんは「このオノマトペをどのような状況で使うの
か、正解はありません。みなさんの想像力で、みなさん
の正解を教えてください」と参加者に投げかけた。応募
作品の中から選抜された5組は、ワークショップで和田
さんからの講評を受け、作品をブラッシュアップ。完成
版はPenのYouTubeチャンネルで公開中だ。

2002年頃からアニメーションを
制作し、大阪教育大学、東京藝術
大学大学院等で映像を学ぶ。ベル
リン国際映画祭短編部門銀熊賞、
文化庁メディア芸術祭優秀賞など
数々の賞を国内外で受賞。

Atsushi Wada

和田淳
メンター

膝掛けを背中に乗せたまま歩いていた飼い犬
の動きや足音から、「のつのつ」をイメージ。実
写をトレースする「ロトスコープアニメーショ
ン」という手法で作品を制作した。

「ぱろんぱろん」から、でんでん太鼓のリズムや
犬の耳が頬にあたるやわらかな音を感じ取り、
草むらに佇む少女と犬、そよぐ風で、そのイメ
ージを見事に表現している。

「のつのつ」から、話したいことがつっかかって
言えなかったり、話すのがゆっくりになってし
まったりするもどかしさを感じ取り、その様子
をマンガチックに表現した。

口内遊びでやわらかい舌先で硬い歯をアタッ
クする音が「のつのつ」だと感じ、電車で口を動
かしてるおじさんが、口内でリズムゲームをし
ているというシチュエーションを思いついた。

近藤こころ
『inu』

Marskasei

『犬耳はデンデン太鼓である』
新見眞央
『のつのつ話す』

篠崎舞子・澤口有里・永田幸
『タップ』

WORKSHOP

ワークショップでは、和田さんか
らアニメーション表現に関するレ
クチャーを行った上で、参加者た
ちが課題となったオノマトペをど
のように捉え、自身の作品をつく
ったのかをプレゼンテーション
し、意見交換を交わした。その後、
ブラッシュアップした作品の上映
会を開催し、参加者同士の交流を
さらに深めた。

SCREENING

舩田彩加
『チューブマン』

最優秀賞

架空の「オノマトペ」を、アニメーションで表現

作品の動画はこちらから

新しい擬音語をアニメーションで表現するという、正解もな
く全員にとって未知なお題に、それぞれが独自の解釈による
アイデアと説得力と表現力で応えてくれました。なかでも舩
田さんの「ゆんすゆんす」は奇妙さ、かわいさ、胡散臭さなど
の魅力的な要素を自身の世界観で表現し切った点が素晴らし
く、正解はないはずなのに正解だなと思いました。みなさん
これに懲りずに変な作品をつくってほしいです。

メンターコメント

誰も使ったことのないオノマトペは、形容しがたい空気感や
状況に対面した時に使いたくなるのだと思います。ギラつい
たポスター、騒がしい店内、入り口にある奇妙な動きの人形
……。パチンコはしませんが、人からの話、お店の前の様子な
ど情報を得るうちに、どこか不思議でおかしみのある存在と
して捉えるようになりました。個人的な妄想に近いパチンコ
の空気感を、音・色彩・動き・間などで感覚的に表現しました。

受賞者コメント

パチンコ店の前に置かれるチューブマン（電動扇風機で膨ら
ませる街頭広告用の人形）と、その周りを囲む人々、リズミカ
ルなBGMで「ゆんすゆんす」を表現した。
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※プログラム内容は変更の可能性があります。最新の情報は公式サイトをご参照ください

Program 

#1

AI生成映画『ジェネレイドスコープ』
初公開＆トークセッション
全編AI生成によるオムニバス形式の映画『generAIdoscope：
ジェネレイドスコープ』新作映像を世界初公開。さらに各作品
で原作・監督を務める映像作家、安達寛高（乙一）、曽根 剛、山
口ヒロキの3名を迎えたトークセッションで“オリジナル物語
×全編AI生成”というクリエイションの現在地点を探ります。

#2

ウイスキペディア ×Pen

 「ウイスキートーク」
BSフジで放送中の番組「ウイスキぺディア」5周年を記念し
た特別企画。番組でナレーターを務める俳優の青木崇高を
ゲストに、ウイスキーをめぐる一夜限りのトークセッション
を行います。TOKYO NODE CAFEでは、洋酒販売サイト
saketry提供による高級ウイスキー試飲会も実施。

#3

小川哲×大森時生トークショー
「現実と虚構」
フェイクドキュメンタリーの旗手であるプロデューサー大
森時生と、2023年に『地図と拳』で直木賞を受賞した作家の
小川哲。活躍する領域は違えど、“現実と虚構”の境をゆらす
作風で知られる両者が今回、大森による新作映像とともに、
“現実と虚構”をテーマとしたトークを展開します。

#5

蓮沼執太&コーネリアス 

スペシャルライブ
インストゥルメンタルからボーカル曲まで、さまざまな楽曲
で魅了する音楽家・蓮沼執太にコーネリアスの小山田圭吾が
加わってスペシャルライブをお届けします。2025年1月号
で特集したミュージシャン、細野晴臣にちなんだ楽曲も演奏
予定。スペシャルゲストの登場にもご期待ください。

#4

Pen CREATOR AWARDS 2024

授賞式
2017年からPenが実施し、その年に活躍したクリエイター
をたたえる「Pen CREATOR AWARDS」。現代アート作家か
らピアニスト、アニメーション監督、脚本家まで5組6名の
クリエイターが受賞した2024年度の授賞式を、TOKYO 

NODE HALLで実施。イベントのオープニングを飾ります。

これまでPenは、アートからデザイン、カルチャー、プロダクトまで、
さまざまな情報を、新しい視点を通して届けてきました。

2025年1月、雑誌やウェブから飛び出して、
読者のみなさまに向けた大型イベントを主催します。 

創刊から大切にしてきた「上質な日常を提案する」というコンセプトと
世のなかのあらゆるクリエイションをリスペクトする姿勢のもと、
特別な上映会、トークショー、音楽ライブなどを企画しました。
心躍るエンターテインメントなイベントにぜひ、ご参加ください。

詳細は
こちらからWelcome to Pen 2025 CREATORS FES.  

［日時］ 2025年1月25日（土）15時～21時
［場所］ TOKYO NODE（虎ノ門ヒルズステーションタワー）
［チケット料金］ 前売 ￥10,000（税込） 前売・Tシャツ付き￥15,000（税込）
［主催］ CCCメディアハウス

※チケットの販売は売り切れ次第終了となります。
※チケットの販売に関する詳細は、チケット購入ページにてご確認ください。
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民芸 パパヤー（秋田）
やわい屋（飛驒高山）
モギ フォークアート（東京）
YAMADA MPD ART CLUB（京都） 
融民藝店（倉敷）
objects（松江） 
工藝風向（福岡）
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・樺細工。材料の山桜角館の伝統工芸・
の厳しい環境で育つこの樹皮は、東北の
と耐久性、防湿性を備とで綺麗な光沢
れや時計ケースに。（えるという。箸入れ H26

×W6.5×D4 ￥㎝） 8,800

樺細工ボックス八柳商店の樺

のやちむんのつくり方にこ昔ながらの
わる菅原は電力を使わずまわす、だわる菅
蹴ろくろによるゆらぎのあるかたち
と自然の釉薬の優しさを大事にして
いる。（φ8.5×10.5㎝）各￥2,420

カップ菅原謙のカッ

秋田の土をできるだけ使い、地元で採れる藁
灰の釉薬など天然の材料を活かした丹精な
仕事ぶりは重ねると一目瞭然。大（φ13×H

6㎝）￥2,530、中￥2,310、小￥2,200

三温窯の飯茶碗窯の飯茶碗

窯の照屋佳信は恩納村・照屋窯 70代の大ベテ
で窯を営む。ランで、家族で 100%沖縄の土の
び鉋模様は、釉薬に馴染んで素地に施す飛び
情。（φやわらかな表情 22×H4㎝）￥5,940

飛び鉋七寸皿照屋窯の飛

秋田出身の田村一は雪景色を思わせ
る磁器を制作。薪ストーブの灰を釉薬
に用いるシリーズより、こちらは青森
のゲストハウスのアカシアの灰釉を使
ったもの。（φ8.5×H7㎝）￥5,500

田村一のしのぎ汲出しぎ汲出し

島根の森山窯で修業し秋田に築窯窯
した中嶋窯。「灰釉の雰囲気に調和和
する紋様を意識した、奇をてらわな
い器づくりにひかれます」（阪本）。（H

14×W24×D3.5㎝）￥3,850

窯の灰釉押紋楕円鉢中嶋窯の灰釉押紋楕
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縁
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店
を

ら
調
理

学
生
時
代
は
沖
縄
の
大
学
で
伝

営
み
、物

を
学
ん
だ
、
い
わ
ば
「
つ
く
る

統
織
物の

人
だ
っ
た
。
だ
か
ら
「
自
然
素

側
」の

力
を
活
か
す
も
の
づ
く
り
を
見
る

材
の、心

が
通
ず
る
気
が
す
る
」
と
話
す
。

と
、前

店
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
新
た
に
加

え
た
の
は
、
秋
田
市
内
に
住
む
作
家
、

え田
村
一
が
知
人
の
家
の
薪
ス
ト
ー
ブ
の

灰
を
集
め
て
釉
薬
の
原
料
と
す
る
磁
器

や
、
沖
縄
で
電
力
に
頼
ら
ず
昔
な
が
ら

の
方
法
で
土
づ
く
り
や
ろ
く
ろ
を
行
う

菅
原
謙
の
や
ち
む
ん
、
北
海
道
の
土
を

自
ら
掘
っ
て
器
に
仕
立
て
る
加
地
学
の

焼
締
陶
な
ど
、
見
た
目
こ
そ
シ
ン
プ
ル

だ
が
、
手
間
を
惜
し
ま
ず
つ
く
ら
れ
た

優
し
い
作
品
だ
。

「
原
土
の
精
製
か
ら
行
う
こ
と
も
あ
る

も
の
づ
く
り
に
は
、
雑
用
も
多
く
時
間

が
か
か
り
ま
す
が
、
か
け
た
時
間
は
も

の
の
よ
さ
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
使
い
や
す
い
よ
う
に
加
工
さ
れ
た

材
料
も
簡
単
に
手
に
入
る
時
代
に
あ
っ

て
、
遠
回
り
の
や
り
方
に
も
見
え
ま
す

が
、
で
き
た
も
の
の
自
然
な
雰
囲
気
が

尊
く
、
ず
っ
と
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

素
材
の
力
を
信
じ
、
人
間
が
最
低
限

必
要
な
手
を
加
え
る
こ
と
で
に
じ
み
出

る
そ
の
土
地
ら
し
さ
を
、
広
い
意
味
で

「
み
ん
げ
い
」
と
捉
え
、
秋
田
の
地
に

北
と
南
の
工
芸
の
健
や
か
な
交
差
点
を

生
み
出
し
て
い
る
。
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長野県伊那市の窯元。あたたかみある釉薬を使いながら、
薄手でシャープなフォルムが特徴。土瓶（H22×W17×D16

㎝）￥13,200、カップ（φ7.5×H8.5㎝）￥2,860

やきもの山上の飴釉白掛土瓶とカップ
器全体に細かなクラックのあるモダンな表現は、
北海道の土と県外の土を合わせて生まれる。
土地の材料を慈しんで生まれる白の表現が
清々しい。（φ18×H6.5㎝）￥5,500

馬渡新平の白ヒビ粉引鉢

ソロ窯の臼田季布は、沖縄の北窯で経ソロソ
積み北海道で築窯。北海道の赤土は、験を積

国沖縄より硬質でキリッとした表情を生む。南国
（H2.5H2 ×W13.5×D11㎝）￥2,970

ソロソロ窯のアーモンド鉢

料に琉球松を用いる伝統の沖縄の土はもちろん、窯の燃料
い自然派の焼物には、そこは製法。余計なものを加えない

いる。（φかとない優しさが宿っている 23×H4.5㎝）￥5,610

唐草文七寸皿琉球陶器まさひろ工房の

釉薬を施さない焼締という技法により、
北海道の大地の力強さがそのまま
伝わってくる。野菜の色を鮮やかに
楽しめる器でもある。（H6×W14.5

×D13㎝）￥4,950

加地学の焼締鉢

北と南の手仕事が北と
田の地で調和する秋田
パパヤー（秋田）民芸 パ

江戸時代に秋田と山形の酒田を結ぶ宿場町と
して栄え、町家や酒蔵が点在するエリア。

民芸パパヤー

●秋田県秋田市新屋表町10-14 

営営 13時～17時
休休日
Instagram@mingei.papaya

133 with New Attitude



川
郷
の
玄
関
口
と
し
て
賑
わ
う
高

白
か
ら
車
で

山
駅

30
分
。
山
間
部
の
集
落

に
築

年
の
古
民
家
を
移
築
し
た

は
、
重
厚
な
梁
が
も
た
ら
す
天
井

店
舗

土
間
の
静
け
さ
が
心
地
よ
い
。
辺

高
と

一
面
の
ど
か
な
田
園
風
景
だ
。
店

り
は

朝
倉
圭
一
は
高
山
出
身
で
、
こ
の

主
の

暮
ら
し
つ
つ
店
を
営
む
。

家
で

驒
高
山
は
、
柳
宗
悦
が
幾
度
も
訪

飛
編
笠
の
一
位
細
工
や
春
慶
塗
な
ど

れ
て

り
上
げ
、
地
域
工
芸
の
振
興
を
促

を
取

。
一
方
、戦
後
の
民
芸
ブ
ー
ム
は
、

し
た

特
有
の
暮
ら
し
を
観
せ
る
こ
と
で

地
域

観
光
地
化
し
て
い
っ
た
。
し
か
し

街
を

よ
き
暮
ら
し
が
途
絶
え
た
い
ま
、

古
き

高
山
の
観
光
は
実
体
を
欠
い
て
い
る
こ

と
も
否
め
な
い
。
柳
が
選
ん
だ
も
の
の

ほ
と
ん
ど
は
、
も
は
や
日
用
で
は
な
く

な
っ
た
が
、「
土
地
に
根
ざ
し
た
生
活

文
化
は
、
そ
こ
こ
こ
に
細
々
と
残
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
柳
が
残
そ
う
と

し
た
江
戸
時
代
の
暮
ら
し
を
連
想
さ
せ

る
古
民
家
で
、
柳
亡
き
後
も
続
い
て
い

る
手
仕
事
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
」
と

い
う
の
が
店
を
開
い
た
理
由
だ
。

森
林
に
恵
ま
れ
た
高
山
は
、
木
工
芸

が
盛
ん
。
ど
の
家
の
台
所
で
も
使
っ
て

き
た
有う

と
う
し
ゃ
く
し

道
杓
子
は
、
朴ほ

お

の
木
の
塊
か
ら

刳
り
出
す
た
め
継
ぎ
目
が
な
く
丈
夫
。

地
元
の
安
土
草
多
の
照
明
や
長
崎
の
小

島
鉄
平
の
陶
器
は
、
民
藝
的
な
意
匠
の

中
に
モ
ダ
ン
な
軽
や
か
さ
が
あ
る
。

「
地
域
性
や
、
つ
く
る
人
ご
と
に
異
な

る
も
の
の
よ
さ
が
あ
る
こ
と
を
拾
い
上

げ
て
伝
え
て
い
く
、
民
藝
運
動
の
末
端

に
あ
る
よ
う
な
店
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

飛
驒
の
地
で
、

い
ま
も
続
く

民
藝
運
動

や
わ
い
屋（
飛
驒
高
山
）

備のため飛驒の森に群生し森林整備
の木を使に間伐されることも多い朴の
木工」といい、木の繊維を活かす「割木
かたちづう工法で生木のまま削り、か

くる杓子。（H30×W9 ￥㎝）￥8,800

杓子奥井木工舎の有道杓

かつて木造の住居の柱に残したた背かつて木造の住居の柱に残し
くらべの跡。現代の住空間でなららば、
手漉きの山中和紙をくるくる巻いた
キッズメジャーで。目盛りは666～
158㎝まで。（W15㎝）￥6,800

ャャー山中和紙のキッズメジャ

飛驒に伝わるひひとつ目で一本脚の妖怪・雪入
道の木人形。不道 不揃いな切り口は、杓子をつく
時の木端を利る 利用するためだ。右の無地は要
い合わせ。色問 色絵（H18×W4×D4㎝）￥2,420

奥井木工舎奥井木工舎舎の雪入道舎の雪入道

舩木研兒など民藝作家の古作に倣ったスリ
ップの表現が「日増しにうまくなる」（朝倉）
という小島の絵は、リズム感のあるうさぎモ
チーフ。（φ18×H2㎝）￥4,180

小島鉄平 うさぎ リ プ小島鉄平のうさぎスリップ皿

熊本県山鹿鹿市で限られた地元の素材だけで
制作するかかじや窯の米原暁雄は、小代焼ふ
もと窯の職職人時代に会得したスッキリとした
仕事が光るる。（φ22×H3.5㎝）￥3,850

かじや窯窯の七寸皿
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『わからないままの民藝』（作品社）の著者でも
ある朝倉。古民家の2階は私設図書館に。

やわい屋

●岐阜県高山市国府町宇津江1372-2

☎0577-77-9574

営営 13時～17時
休休火、水、不定休
https://yawaiya.amebaownd.com

ゆらぎのあるガラスにファンンの多い
安土は高山出身。部屋の中でであちこ
ち移動しやすいドーム型のラライトカ
バーは、卓上に落ちる影までであたた
かい。（φ12×H11㎝）￥7,7000

安土草多のライトカババー

近隣の山の木の塊を彫り、器、盆、
オブジェを制作しては「やわい屋」に
持ち込むという木工家。「存在も作
品も自由なのがいい」（朝倉）。（H21

×W12×D8.5㎝）￥41,800

村瀬恭平のオブジェ

驒に住む木村俊文は、木工メーカーに勤め飛
がら手彫りでコツコツ匙を制作。口当たりな
めらかなカーブを追求する。上（な W15.5×
2.5H2H2 ㎝）￥3,630、下（W21×H4.5㎝）￥4,620

木村俊文の木の匙木

鳥取の岩井窯で修業し民藝のの系譜にありな
がらも、スタイリッシュな器をを手掛ける山口
の新作。薄くフラットな形状はは、洋菓子にも
よく合う。（φ16×H0.8㎝）各￥￥4,070

山口和声のスリップ＆焼焼締皿

倉敷のガラス作家・小谷眞三に憧れ独学でガ
ラスを学んだ城。富山県の氷見市でひとりコ
ツコツとつくるガラス器は、やわらかなフォル
ムに癒やされる。（φ8×H12.5㎝）￥5,500

城勝彦のモールワイングラス城勝彦のモ ルワイングラス ちらは現若い頃、高山で活動していた齊藤。こち
亡き陶芸在拠点とする伊豆で影響を受けた、亡
組んだ、家・黒田泰蔵が残した土を譲り受け取り

無地の仕事。（φ7～7.5×H6㎝）各￥ 4004,4

齊藤十郎のマグカップ
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民
藝
と
北
欧
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
扱
う

ビ
ー
ム
ス
フ
ェ
ニ
カ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

を
20
年
務
め
た
の
ち
、
自
身
の
店
を
開

い
た
英
国
出
身
の
テ
リ
ー
・
エ
リ
ス
と

北
村
恵
子
の
日
常
は
、
以
前
に
も
増
し

て
忙
し
い
。
今
日
は
南
へ
、
明
日
は
西

へ
。
作
家
の
元
へ
足
を
運
び
制
作
の
話

を
聞
き
つ
つ
、
モ
ギ
の
別
注
品
に
つ
い

て
相
談
す
る
の
が
、
楽
し
く
て
仕
方
が

な
い
の
だ
。

最
近
は
、
鳥
取
の
延
興
寺
窯
や
大
分

県
小
鹿
田
焼
の
坂
本
浩
二
窯
の
ピ
ッ
チ

ャ
ー
に
、
英
国
の
陶
芸
家
ル
ー
シ
ー
・

リ
ー
の
作
品
か
ら
着
想
し
「
ま
っ
す
ぐ

な
取
手
を
付
け
て
」
と
リ
ク
エ
ス
ト
。

大
き
め
の
も
の
は
日
本
酒
の
片
口
と
し

て
、
小
さ
い
も
の
は
ソ
ー
ス
用
に
重
宝

す
る
な
ど
、
ふ
た
り
の
セ
ン
ス
が
新
し

い
用
途
を
切
り
開
く
。
現
行
の
作
品
を

ア
レ
ン
ジ
す
る
一
方
で
、
金
城
次
郎
や

濱
田
庄
司
な
ど
物
故
作
家
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ピ
ー
ス
の
収
集
も
続
け
、
と
き
に
は

付
き
合
い
の
あ
る
つ
く
り
手
に
復
刻
の

相
談
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
も
と
も
と
あ
る

意
匠
や
つ
く
り
方
に
は
手
を
加
え
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
サ
イ

ズ
や
使
い
勝
手
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

て
、
い
ま
の
生
活
に
届
く
も
の
に
し
て

い
き
た
い
。
復
刻
す
る
意
義
が
あ
る
と

作
家
自
身
も
感
じ
ら
れ
て
、
楽
し
ん
で

つ
く
れ
る
も
の
を
一
緒
に
残
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

金
城
次
郎
の
初
期
作
品
の
意
匠
を
現

代
の
陶
芸
家
・
菅
原
謙
が
蘇
え
ら
せ
る

と
い
う
、
時
代
を
超
え
た
コ
ラ
ボ
も
こ

こ
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

濱田庄司が所有した沖縄・金城城次郎
の初期の作品をリプロデュースス。同
じく沖縄で伝統を守りながらののもの
づくりを貫く菅原謙の絵付けは、力
強く優しい。（φ21×H6㎝）￥55,500

菅原謙の魚紋七寸皿

鳥取の saon（さおん）工房は倉敷ガ
ラスの小谷眞三に師事したた大家具
子が営む。定番の小鉢の縁縁を緑、赤、
黄色のラスタカラーで展開開した人気
商品。（φ10×H6.5㎝）各￥￥5,720

saonのフチ巻グラスス

模濱田窯定番のマグカップの色と模
、様を別注。グリーンは益子の緑釉、
っ飴釉のドットは濱田庄司がよく使っ

ていた技法を採用したものだ。（φ88

×H8.5㎝）各￥3,630

濱田窯のマグカップ

依頼で、大阪のリーガロイヤルホテルの依
で制作し濱田窯ととコラボし期間限定で
ナード・たカクテルのための器。バー
取手を付リーチ好好みのカーブのある取

けた。（φφ10.5×H11㎝）￥ 5208,5

ボウルバーボ濱田窯窯のリーチバ

仙台木地製作所の佐藤康広に長長年依頼して
いるこけしの新作は、人形の釘をを刺して幸運
を願うコンゴのおまじないがインンスピレーシ
ョン。（φ7×H24㎝）価格未定

仙台木地製作所のコンゴゴこけし

鳥取の延興寺窯は黒石（泥岩）を使った深みの鳥取の延興寺窯は黒石（泥岩）を使った深みの
あるブルーや面取りの意匠が特徴。日本酒な
ら二合は入る片口は、まっすぐなハンドルで酔
っても注ぎやすい。（φ7×H11㎝）￥8,800

延興寺窯の面取りジャグ
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暮らしに合う、いまの暮
用の美を創造新たな用
クアート（東京）モギ フォーク

高円寺駅から徒歩5分。民藝の品々とともに古
着やオリジナルの服も展開する。

MOGI Folk Art

●東京都杉並区高円寺南3-45-12

☎080-8058-1761

営営 12時～19時
休休火、水
Instagram@mogi_fork_art

濱田庄司が自宅で使っていたという沖沖
縄ガラスの背高なデザインを気に入り、、
仙台の海馬ガラス工房に得意な材料でで
再現してもらったタンブラー。（φ7××
H14.5㎝）各￥11,000

海馬ガラス工房のタンブラー

画し画し柳宗理デザインの掛け分け皿を企画柳宗理デザインの掛け分け皿を企画
ダイた、中井窯・坂本章の個人の仕事。
皿をナミックな絵付けが魅力の特大の皿

家庭に飾れる八寸で依頼した。（φ242 ×
H4㎝）￥23,100

寸皿皿中井窯・坂本章の十字八寸

付き合いの深い小鹿田焼の坂本浩
二窯にまっすぐな取手のジャグを依
頼。ソースなどを入れて食卓で使い
まわせる可愛らしいアイテムが生ま
れた。（φ6.5×H8㎝）￥4,950

小鹿田焼のジャグ

飛び鉋模様が人気の小鹿田焼だが、このよ
うな「刷毛目も渋くてかっこいい」とアドバイス。
埋もれそうな伝統に改めて価値を付けていく。
（φ15×H3㎝）￥2,420

小鹿田焼・坂本浩二窯の五寸皿

失われつつあった富山県・八尾の和
紙づくりを、芹沢銈介との出会いによ
り型染めを取り入れて立て直した桂
樹舎。アフリカ柄のデザインを別注
した。（H5.5×W12×D17㎝）￥4,180

桂樹舎のハガキ箱
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悦
は
、
京
都
の
骨
董
市
で
名
も

柳
宗
悦人

仕
事
の
工
芸
に
美
し
さ
を
見

な
き
職
人民

衆
的
工
芸
の
収
集
と
保
存
を

出
し
、
民

そ
ん
な
京
都
で
民
藝
作
家
の

志
し
た
。ナ

ル
ピ
ー
ス
か
ら
江
戸
時
代
の

オ
リ
ジ
ナま

で
古
民
藝
を
扱
う
山
田
尚
人

陶
磁
器
まつ

て
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
活
動
。

は
、
か
つ郎

な
ど

岡
本
太
郎

60
〜
70
年
代
の
パ
ブ
リ

ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
や
バ
ス
キ
ア
の

ッ
ク
＆
ポィ

テ
ィ
な
ど
、
ス
ト
リ
ー
ト
カ

グ
ラ
フ
ィー

に
影
響
を
受
け
た
世
代
だ
。

ル
チ
ャ
ー会

で
見
た
河
井
寛
次
郎
作
品
の

展
覧
会

独
特
な
造
形
と
釉
薬
使
い
に
、
音
楽
や

独
特
な
造

ア
ー
ト
に
抱
い
て
き
た
も
の
と
同
類
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
、
民
藝
関
係
の
本

を
読
み
あ
さ
っ
た
。
誰
も
目
に
留
め
な

か
っ
た
も
の
を
す
く
い
上
げ
、
世
の
中

で
よ
し
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
す
べ
て

で
は
な
い
と
社
会
に
問
う
た
柳
宗
悦
の

姿
勢
は
、
山
田
が
音
楽
で
表
現
し
た
か

っ
た
こ
と
に
通
じ
て
い
た
。

「
柳
は
つ
く
り
手
で
は
な
い
け
れ
ど
、

従
来
と
は
別
の
角
度
か
ら
も
の
を
見
て

選
び
、
美
し
い
と
唱
え
る
こ
と
で
、
歴

史
を
変
え
る
ほ
ど
の
二
次
的
な
創
作
を

し
た
。
現
代
に
生
き
る
僕
に
と
っ
て
、

彼
が
取
り
上
げ
た
幕
末
の
石
皿
の
絵
付

は
す
ご
く
ポ
ッ
プ
に
見
え
ま
す
し
、
白

丹
波
の
流
し
掛
け
は
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
の

よ
う
に
か
っ
こ
い
い
。
民
藝
を
過
去
の

も
の
で
は
な
く
、
モ
ダ
ン
で
洗
練
さ
れ

た
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
」

山
田
に
よ
る
「
別
の
角
度
」
で
選
ば

れ
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
店
内
に
並
ぶ

品
々
は
、
時
代
を
超
え
て
人
の
心
を
動

か
す
美
が
確
か
に
存
在
す
る
こ
と
を
確

認
さ
せ
て
く
れ
る
。

民藝の美しさを、
ポップに再解釈する
YAMADA MPD ART CLUB
（京都） 

×呉須の伝統的な絵付けに見赤絵
る繰り返しの紋様に、グラフィられる
としての面白さを感じるというックと
は、江戸時代中期のもの。（φ香炉 8

× 6H6㎝）￥36,000

伊万里赤絵香炉古伊

幕末の丹波で流行した白丹波（褐色色
土に化粧土をし白を表現した焼物）
の壺は、配色こそシックだが、破壊壊
的な黒の流れが大胆で粋。江戸末期。。
（φ17×H17㎝）￥120,000

丹波焼の釉流壺

グラフフィカルに塗り分けた絵画のよ
うな焼焼物は、ヨーロッパのヴィンテー
ジセララミックを彷彿とさせる。壁掛け壁掛け
としてて鑑賞したい。1951年作。（H33

×W20×D4.5㎝）価格要問合せせ

河井井寛次郎の菱花陶板

の皿は、柳宗悦が下手（げて）の が取り
れも目を留めなか上げるまでだれ かった。
柄や配置が揃っ五客組だが絵 ってい
魅力。江戸後期ない雑器感も 期。（φ

12.5×H2.5 五客揃￥㎝） 55,0000

の色絵くらわ古伊万里の わんか

規則的な縦線模様が魅力の麦藁手の
中でも特に線がシャープでモダンな
ものをセレクト。カフェオレボウルと
してなど身近に置いて使ってほしい。
江戸末期。（φ10×7.5㎝）￥60,000

瀬戸焼の麦藁手碗
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民藝館のケース越しではなく、民藝作家の作
品を直に手に取り確かめられる店。

YAMADA MPD ART CLUB

●京都府京都市中京区寺町通
竹屋町上る藤木町22

☎075-286-3985 

営営 11時30分～18時
休休火、水、不定休
https://yamadampdartclub.com

てできた模様に土に縄目を押し付けて
「縄文象嵌」を別の土を埋めて焼く「
間国宝。存在を編み出した益子の人間
だ。際立たせる力強い意匠だ 1970年代。

（H15.5×W13× 5D11.5㎝）￥55,000

ジョッキ島岡達三の象嵌ジ

「高焼締に黒と白を大胆に流し掛け。
ともい技術が求められる技法を、い
いで簡単そうにやる濱田、かっこいい

す」（山田）。1960年代。（H31×W32W

×D7㎝）価格要問合せ

皿濱田庄司の焼締釉描角皿

ルのような花び上下に描かれたフリル上
ターのようならと、中央のキャラクら
る平面表現の葉に、アニメにも通ずる葉
石皿。江戸後面白さを感じるという石面

期。（φ期 28×H5㎝）￥ 8,0008

瀬戸焼の石皿瀬

釉薬の魔術師とも呼ばれた河井寛
次郎らしい深いブルー。植物とも生
物ともつかない宇宙的な造形に惹
かれる。1957年作。（H23.5×W20.5

×D16㎝）価格要問合せ

河井寛次郎の呉須扁壺

江戸時代の雑器くらわんかは「ゆがん
だ形状も、不規則な絵付けも、間違えだ形状も、不規則な絵付けも、間違え
て描いてしまったような線も、すべてグ
ッときます」（山田）。江戸中期。（ H5×
W11×D10㎝）￥35,000

波佐見焼の染付くらわんか碗

2025 の干支でもある蛇をスリップウェア年の
で描いている。舩木の作品ならではで描いている 舩木の作品ならではの技法での技法で
ルメされた動物のデザインが絶妙だ。のデフォル

1990 代。（年代 H22×W22×D2.3㎝）￥66,000

研兒の陶板舩木研
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倉
敷
の
民
藝
運
動
を
推
し
進
め
た
有

志
ら
の
勧
め
で
、

年
に
ス
タ

ー
ト
し
た
融
民
藝
店
は
、
創
業
50
年
を

機
に
先
代
の
小
林
融
子
が
引
退
。
彼
女

が
か
つ
て
勤
め
た
岡
山
県
民
藝
振
興
株

式
会
社
で
働
い
て
い
た
山
本
尚
意
が
事

業
を
承
継
し
、
新
た
な
時
代
を
刻
ん
で

い
る
。

「
先
代
は
よ
く
、
先
人
の
い
い
と
さ
れ

る
器
で
、
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
出
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

雰
囲
気
の
中
で
『
口
当
た
り
が
い
い
で

し
ょ
』
な
ど
と
話
す
実
感
を
伴
う
会
話

か
ら
、
民
藝
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
」
と
山
本
は
語
る
。

倉
敷
民
藝
館
初
代
館
長
の
外
村
吉
之

介
と
親
交
が
あ
っ
た
先
代
だ
が
、
難
し

い
民
藝
論
は
語
ら
ず
、
普
段
使
い
を
な

に
よ
り
大
事
に
し
な
が
ら
、
も
の
の
本

質
を
伝
え
、
民
藝
の
裾
野
を
広
げ
た
。

山
本
も
作
家
名
や
功
績
で
は
な
く
、「
こ

う
使
う
と
楽
し
い
と
思
い
ま
す
よ
」
と

い
う
接
客
を
心
が
け
て
い
る
。
民
藝
の

世
界
で
は
、
売
り
手
を
「
配
り
手
」
と

呼
ぶ
が
、
ど
の
よ
う
に
配
る
か
に
心
を

注
ぎ
た
い
の
だ
。

つ
く
り
手
の
新
た
な
取
り
組
み
に
も

心
を
配
る
。
倉
敷
で
染
織
を
学
ん
だ
若

い
つ
く
り
手
の
布
物
の
ほ
か
、
備
中
和

紙
の
丹
下
直
樹
が
本
業
の
仕
事
の
か
た

わ
ら
は
じ
め
た
張
子
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
、

倉
敷
民
藝
館
所
蔵
の
木
製
の
鴨
を
写
し

た
作
品
が
好
評
だ
。

「
和
紙
の
新
た
な
楽
し
み
方
と
し
て
。

暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
つ
く
り
手
と
と
も

に
考
え
、
配
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

小代焼ふもと窯で修業し熊本で窯を開いたま
ゆみ窯のピッチャーは、持ち手の感触や口づく
りのバランスが絶妙な、使ってこそよさのわか
る道具。（H15.5×W14×D11㎝）￥19,800

まゆみ窯のピッチャーまゆみ窯のピッチャ

備中和紙のつくり手・丹下直樹が取り組む無
地の張子。倉敷民藝館収蔵の朝鮮の祝い鴨
のかたちを写した。過去にならい新しきを得
る好例だ。（H16.5×W24×D8.5㎝）￥17,600

備中和紙・丹下直樹の張子

幕末末から明治に盛んに織られるも衰
退しした丹波布は、民藝運動で復興。手
紡ぎぎの木綿糸を草木染めし、つまみ糸
といいう絹糸を織り混ぜるざっくりとし
た風合い。（風合い （H66H66××W66W66㎝）￥㎝）￥27,50027 500

閑林林美圭の丹波布風呂敷

山山県で竹工芸職人の平松幸夫が、岡山
かからて採れる真竹を使い、ひごづくりか
籠籠。青いねいな仕事でしっかり編む籠
のの美し竹の爽やかさが活きる編み目の

さが評判。（φ13×H15㎝）￥5,8305

平松竹細工店の花籠

型で成形した粘土にローラー型の道
具でほどこす押紋は、創業者の武内
晴二郎から続く仕事。使い勝手の
いい五寸皿は食卓のいいアクセント
になる。（φφ15×H2㎝）￥2,200,

倉敷堤窯の押紋五寸皿
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美観地区の風情ある木造の建物は、倉敷羽鳥
焼を始めた小河原虎吉も住んだ場所だった。

融民藝店

●岡山県倉敷市阿知2-25-48

☎086-424-8722

営営 11時～18時
休休月、火
https://toworu-mingei.studio.site

使
い
心
地
を
大
切
に
、

使
い

倉
敷
の
名
店

倉融
民
藝
店（
倉
敷
）

融

瀬戸で300年の歴史を持つ窯元がが
つくり続ける黄瀬戸。やわらかな黄黄
色の釉薬は経年変化も魅力だ。筒筒
湯呑は重ねやすく、晩酌にもいい大大
きさで重宝。（φ8×H6㎝）￥2,7500

瀬戸本業窯の筒湯呑
1964年創業の倉敷ガラスの22代目・小谷栄栄次

な厚みで美しささとの小鉢は、ねじり模様と適度な
多用の小鉢がが私丈夫さを兼ね備える。「一器多

のお薦めです」（山本）。（φ10××H6㎝）￥3,0880

倉敷ガラスの小鉢

1886年創業、ゴザやイグサの籠「いかご」を製
造する須浪亨商店の5代目・須浪隆貴が手掛
ける。部屋に置くと爽やかなイグサの香りに
包まれる。（H27×W40×D30㎝）￥22,000

須浪亨商店のいかご

1953年の設立以来続続く倉敷本染手織研究
所で学んだ榎本は、三宅島で綿花を育てる
ところから織物に取取り組む。洗うほどにや
わらかくなる。（わ H1300×W36㎝）￥19,800

榎本泰子の木綿綿のストール

タリーで修業した宮益子の濱田窯や英国のポタ
みを備えている。線野の器は安心感のある厚み
ンで、いろいろな器の流れが気持ちよくモダン

に合わせやすい。（φ10×H6.5H ㎝）各￥2,750

ー宮野さとみのビーカ

外村吉之介が熊本の肥後てまりに魅
せられ、倉敷の婦人方と開発。多色づせられ 倉敷の婦人方と開発 多色づ
かいが伝統で、単色の白や青は融民藝
店のオーダー。糸の繊細な重なりに手
仕事の力を見る。（φ仕事の力を見る。（φ88㎝）￥㎝）￥3,3003,300

倉敷てまり
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学
生
旅
行
の
沖
縄
で
観
た
金
城
次
郎

の
絵
皿
の
か
っ
こ
よ
さ
に
衝
撃
を
受
け

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
全
国
各
地
の

焼
物
に
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
ら
を
中
心

に
扱
う
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営

し
て
い
た
店
主
の
佐
々
木
創
。
と
あ
る

縁
で
こ
の
場
所
に
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
見

つ
け
、
民
藝
運
動
に
ゆ
か
り
が
あ
り
河

井
寛
次
郎
の
出
身
地
で
も
あ
る
、
島
根

県
に
移
住
。松
江
市
に
店
舗
を
持
っ
た
。

取
り
扱
う
の
は
、
島
根
県
の
森
山
窯

や
西
持
田
窯
、湯
町
窯
や
出
西
窯
な
ど
、

こ
の
土
地
の
土
や
釉
薬
を
用
い
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
の
光
る
焼
物
を
は
じ

め
、
出
雲
民
藝
紙
工
房
の
張
子
や
郷
土

玩
具
、
全
国
の
作
家
や
窯
元
の
作
品
、

そ
し
て
古
民
藝
だ
。
江
戸
時
代
の
石
皿

や
く
ら
わ
ん
か
な
ど
の
雑
器
と
分
け
隔

て
な
く
、
民
藝
運
動
の
中
心
人
物
と
同

時
代
に
活
動
し
た
、
県
内
の
布
志
名
焼

の
舩
木
研
兒
の
色
鮮
や
か
な
大
皿
や
、

益
子
の
濱
田
庄
司
の
大
ら
か
な
絵
付
の

湯
呑
み
な
ど
が
並
び
、
名
の
知
れ
た
作

家
の
作
品
で
あ
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け

暮
ら
し
に
取
り
入
れ
や
す
い
も
の
を
提

案
す
る
。
佐
々
木
自
身
い
く
つ
か
所
有

し
、
使
う
こ
と
も
飾
る
こ
と
も
、
日
常

的
に
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
。

「
初
め
て
出
合
っ
た
金
城
さ
ん
の
大
皿

の
よ
う
に
、
な
に
を
載
せ
な
く
と
も
、

も
の
と
し
て
存
在
感
の
あ
る
も
の
が
好

き
で
す
。
民
藝
と
い
う
言
葉
で
紹
介
さ

れ
る
窯
元
や
作
家
が
多
い
で
す
が
、
必

ず
し
も
用
に
適
わ
な
く
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
観
て
い

る
だ
け
で
心
が
満
た
さ
れ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
か
ら
ね
」

旧の工藝を新旧
け隔てなく紹介分け
cts（松江）obje

色みの呉須釉や深みのある瑠璃璃釉など、澄んだ
の土と釉薬が生むブルーが森山窯の真島根の
ポットは蓋口が広く茶葉や湯湯量がよ骨頂。
る。（く見え H11×W17×D7㎝）￥13,750

窯の呉須釉ポット森山窯

窯は、地元産の名湯・玉造温泉の近くの湯町窯
鮮やかさが特徴。石が原料の黄釉（きぐすり）の鮮
惣菜も盛り付け見込みの大らかな片口は、惣

やすい。（H7×W16×D8 ￥㎝）￥7,700

湯町窯の手付片口湯町窯の手付片口

松江市内に窯を持つ西持田窯の八寸
皿は、料理が映える配置に模様や釉
薬の流れがあり、毎日のご飯をおい
しく見せると人気。絵柄の種類が実
に豊富だ。（φ24×H5㎝）各￥7,7700

西持田窯の八寸皿

雲民藝紙工房の職人・山野による張出雲民藝紙工房の職人 山野による張出
子は、手のひらにのるほど小さい面に子
嬌たっぷりの天神様の表情が描か愛
る。（れ H5×W3.7×D1㎝）￥2,200

山野孝弘の牛天神山山野孝弘の牛天神山

大黒像は、恵比寿像とともに福の
神として江戸の民衆の家に置か
れたという。「煤を纏って渋カワ
イイ姿に。たまりません」（佐々木）。
（H8×W4×D3.5㎝）￥38,500

木彫大黒像
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テーラーメイドの紳士服店だった大橋川沿い
の店舗を改装し、2011年にオープン。

objects

●島根県松江市東本町2-8 

☎0852-67-2547 

営営 11時～18時
不定休
https://objects.jp

丹波篠山で若い頃から注目を集める平
山の作品は、奇をてらわない丹精なか
たちに沿って釉薬が上品な景色をつく
る。注ぎやすさも抜群。（ H19×W18

×D8.5㎝、取っ手含む）￥16,500

平山元康の土瓶

店の常連客だった垣内は、好きが高
じて独学で技術を習得しガラス作家
に。近年は薄造りの作品をメインに
制作する 片口（φ制作する。片口（φ88××H11 5H11.5㎝）￥㎝）￥
6,600、カップ（φ7×H7㎝）￥4,400

垣内信哉の片口とカップ

布志名窯の舩木研兒は1927年生まれれ。
濱田庄司に師事しバーナード・リーチチ
の工房で研鑽を積んだ。線彫模様とと
釉薬の流れが絶妙に混じり合う秀作作。
1970年代。（φ30×H7㎝）￥77,000

舩木研兒の線彫二彩大鉢

陶芸家・島岡達三の孫として縄文象
嵌の技法を受け継ぐ。祖父の作品
を彷彿とさせるものもあれば、このを彷彿とさせるものもあれば、この
ジョッキのように軽やかなものも。（φ
8×H10㎝）￥6,600

島岡桂のジョッキ

かつて宍道湖を行き来した蒸気船が
モチーフの木製郷土玩具は、松江の
袖師窯の女将・尾野真弓が家業の合
間に制作。檜のへぎ板を用いているる。間に制作。檜の
（H11×W10×D4.5㎝）￥5,500

郷土玩具「松江の蒸汽船」

人・長崎藤吉の技術を、松江の籐細工職人
野が学び制作する籐製紙漉き職人の山野
よりいい色に育っていく。の瓶敷。経年によ

（φ14㎝）無地￥6,0506 、黒￥6,600

藤吉瓶敷山野孝弘の藤
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高知県南国市で竹籠製作に取り組む
山崎。竹に無理をさせず素材の持つ山崎。竹に無理をさせず素材の持
瑞々しさを活かした編み方が特徴。瑞々しさを活かした編み方が特徴
使い込むほど素材本来の魅力が増す。
（H9.5×W25.5×D34.5㎝）￥16,500

山崎大造の四つ目パンかご山崎大造の四つ目パンかご

会社員生活を経て読谷山焼北窯松田米司工房
で修業した登川均。現在はうるま市に窯を構え、
やちむんの技法を現代に伝える。勢いのよさ
と精緻さが共存。（φ22×H4.5㎝）￥4,785

からや窯の七寸皿

の工房で白磁の福岡県北九州市の貯水池湖畔の
猪口は、うっす仕事を続ける。鎬を入れた蕎麦猪
姿で食卓をキリら青白い磁肌とスッとした立ち姿

ッと引き締める。（φ8.5×H7.5㎝）￥㎝ 3,300

猪口阿部眞士の白磁鎬蕎麦猪

熊本県荒尾市、小代焼ふもと窯の二代目・井上尚之は
小石原焼・太田哲三窯で修業。小代焼の特徴である
わら灰釉と並行し、修業先で学んだ技法を活かしたス
リップウェアを制作。（H23×W23×D5㎝）￥8,800

小代焼ふもと窯のスリップ角鉢
岡山県某所（非公開）において石川昌浩が吹く、
淡いはちみつ色のガラス鉢は、中に入れるも
のを艶やかに見せてくれる。手仕事ならでは
の質感を楽しんで。（φ17.8×H8.3㎝）￥5,500

石川硝子工藝舎の面取鉢

大分県日田市の山間部でで江戸時代より続く小
鹿田焼。坂本創は先達のの仕事や技法、伝統に
対して正面から取り組みみ、いまに生きるひとり
のつくり手として日々新新しい器を生み出してい
る。（H20.5×W14.5×DD11㎝）￥8,800

小鹿田焼の七寸ピピッチャー小鹿田焼 七寸ピピ チ

日
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編
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で
も
あ
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。
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岡
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。
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右
か
ら
左

へ
回
し
て
商
売
す
る
の
は
面
白
く
な
い

と
思
っ
た
ん
で
す
」

開
店
当
初
か
ら
小
代
焼
ふ
も
と
窯
・

井
上
尚
之
と
、
石
川
硝
子
工
藝
舎
・
石

川
昌
浩
の
仕
事
を
紹
介
し
て
き
た
。

「
同
世
代
の
彼
ら
に
出
会
え
た
こ
と
で

方
向
性
が
決
ま
り
ま
し
た
」

そ
の
後
も
豊
永
盛
人
や
坂
本
創
と
い

っ
た
つ
く
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。
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。
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て
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と
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器
を
育
む

工
藝
風
向（
福
岡
）

護国神社と舞鶴公園に挟まれた閑静な場所に
佇む。日常づかいしたくなる器が見つかる。

工藝風向

●福岡県福岡市中央区赤坂2-6-27

営営 11時～18時30分／19時
休休月（祝日の場合は翌平日休み）
https://foucault.tumblr.com

「まかい」とは沖縄の方言で、お椀やどんぶ
りを意味する。高台が広く、汁物や麺類、お
かずなど、さまざまな料理を盛り付けて楽し
める。登川均作。（φ18×H8.5㎝）￥3,465

からや窯の六寸まかい

岩手県八幡平市。国産漆の主たる産地であ
る岩手において、地元で採れる漆を重ね塗
りしてつくられる。ふっくらとした手触りと
丈夫さを兼ね備えた、日常の暮らしのための
お椀。（φ11.3×H7㎝）￥8,800

安比塗漆器工房の3.8寸汁椀

小岱山から採れる良質な陶土を使い、小代の
土とわら灰からできた釉薬で仕上げた温かみ
のある質感が特徴。淡い青のラインがモダン
な印象。井上尚之作。（φ24.5×H4㎝）￥6,050

小代焼ふもと窯のわら灰釉八寸皿

かつて、い草の産地だった倉敷で、祖
母が手掛けていた仕事を守り広げる
須浪隆貴の仕事。瓶かごは居酒屋の
縄のれんの技法を応用してつくられ
ている。（φ11×H41㎝）￥2,200

須浪亨商店の瓶かご須浪亨商店の瓶かご

の健やかな成かつて沖縄にて、子どもも
た琉球張り子。長を祈ってつくられてきた
鮮やかな色と、豊永盛人のつくる張子はは鮮
愛おしい。（温もりのあるフォルムが愛愛 H14

×W9.5×D7㎝）ペアで￥￥9,9009

スの琉球雛玩具ロードワークスス
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写真：宇田川 淳　イラスト：勝山八千代
編集&文：衣奈彩子　文：久保寺潤子
photographs by Jun Udagawa（item） illustrations by Yachiyo Katsuyama

edit&text by Saiko Ena  text by Junko Kubodera（P144～145）

※店舗の営業時間、休業日、価格などは予告なしに変わることがあります。
※掲載している商品は、雑誌発売時に売り切れの場合もあります。

やわい屋
（飛驒高山） 

YAMADA MPD ART CLUB
（京都） 

objects
（松江）

工藝風向
（福岡）

融民藝店融民藝店
（倉敷） 

モギ フォークアート
（東京）

民芸 パパヤー
（秋田）
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スイスを代表するグラフィッ
クデザイナーでタイポグラフ
ァーのヨゼフ・ミューラー＝ブ
ロックマンと、彼のパートナー
であり芸術家の吉川静子のふた
りの作品と軌跡を紹介する展
示。ミューラー＝ブロックマン
といえば、スイス・スタイルとも
言われる「インターナショナル・
タイポグラフィック・スタイル」
の代表格であるとともに、「グリ
ッド・システム」を生み出した人
物。これは文字通り、グリッド

に従い安定した文字組みとレイ
アウトをするデザイン手法であ
るが、紙媒体だけでなく、いま
ではウェブデザインの基本中の
基本ともなっている。また、音
楽を抽象的な図形で表現したこ
とでも知られ、なかでもチュー
リッヒのコンサートホールで開
催されたコンサート用ポスター
は、幾何学的パターンや色彩に
よって音楽を視覚化するように
表現。旋律や動的なリズムが感
じられる緊張感のあるデザイン

は、世界的にファンが多い。　
　ミューラー＝ブロックマン
は実は日本との関わりが深く、
1960～80年代にかけて複数回
来日している。亀倉雄策とも親
交を持ち、大阪芸術大学やデザ
イン学校で教鞭を執って日本の
デザイン教育に貢献した。一方
の吉川は、ドイツのウルム造形
大学に留学しデザインを学んだ
後、ミューラー＝ブロックマン
の事務所で働き、彼と結婚。そ
の後チューリッヒを拠点にコン

クリート・アート芸術家として
晩年まで制作を続け、太陽をテ
ーマとした絵画やシルクロード
をテーマとした作品を手掛け、
2019年に亡くなった。　　

吉川の没後初の本展は、構成
的なデザインが特徴のミューラ
ー＝ブロックマンの作品と、グ
ラフィックデザインおよび幾何
学的抽象芸術の両方の精神を持
つ吉川の代表作が展示され、ふ
たりの生涯と作品を追体験でき
るものである。

文：河内タカ（アートライター） ART

スイス構成主義の精神を持つ、
デザイナーと芸術家夫妻
『Space In-Between：
吉川静子とヨゼフ・ミューラー＝ブロックマン』
開催中～2025/3/2 大阪中之島美術館
☎06-4301-7285（大阪市総合コールセンター）
開 10時～17時　※入場は閉場の30分前まで
休休月、12/31、1/1、14、2/25 ※1/13、2/24は開館
料料一般￥1,700

https://nakka-art.jp

25/1/11～3/23 パナソニック汐留美術館　☎050-5541-8600（ハローダイヤル）開10時～18時（2/7、
3/7、14、21、22は20時まで）　※入館は閉館の30分前まで　休休水（3/19は開館） 料料一般￥1,200

https://panasonic.co.jp/ew/museum ※本展は、ル・コルビュジエ財団の協力のもと開催されます

ル・コルビュジエのパリのアパートメントは
いまも残されていて見学ができるのだが、そ
こでいちばん大きな空間が絵を描くための
アトリエだ。彼は午前中はここで絵を描いて
過ごし、昼から事務所に向かって建築の仕事
をしていたという。本展は1930年代以降の
ル・コルビュジエが制作した絵画、彫刻、素描、
タペストリーにスポットを当て、レジェやア
ルプやカンディンスキーといった同時代作
家の作品を対峙させるなど、芸術家ル・コル
ビュジエの新たな姿を浮き彫りにする。

実は画家としても活躍した、
ル・コルビュジエの芸術にフォーカス

開催中～25/5/18 ポーラ美術館　☎0460-84-2111

開 9時～17時　※入館は閉館の30分前まで　無休　料料一般￥2,200

www.polamuseum.or.jp

印象派の画家たちはチューブから出した絵
の具を活用し、色彩豊かな絵画を追求した。
そこから光学理論を採り入れた点描技法を
生み出したのがジョルジュ・スーラだった。
さらにロベール・ドローネーは幾何学的な抽
象絵画によって、またモーリス・ルイスやケ
ネス・ノーランドは大画面の絵画によって色
彩あふれる独自の作品を制作した。本展は
印象派から近現代アートにおける芸術家た
ちの色彩に対する取り組みに焦点を当て、色
彩論や色そのものの役割について考察する。

近代から現代までのアートにおける、
色彩論や色の役割について考察する

『カラーズ ― 色の秘密にせまる 
印象派から現代アートへ』 『ル・コルビュジエ　諸芸術の綜合　1930-1965』

ル・コルビュジエ『マッチ箱と二人の女』
1933年　森稔コレクション蔵

チューリッヒにて。　1965 年頃
Copyright and courtesy of the Shizuko Yoshikawa and Josef Müller-Brockmann Foundation

ロベール・ドローネー『傘をさす女性、
またはパリジェンヌ』1913年 ポーラ
美術館
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『メランコリーで生きてみる』
アラン・ド・ボトン著　齋藤慎子訳　
フィルムアート社　￥2,420

辛い現実を受け入れるために、
“メランコリー”の意外な効能

　怒り、絶望、悲嘆など、生きて
いれば、避けることが困難な多
くの壁に直面することになる。
それらと向き合うには、「メラン
コリー」という感情に落ち着け
ることが重要だと、著者は主張
する。辛いことを「仕方がない」

「そりゃたしかに」と受け止める
寛大さだ。
　メランコリーな人は小さなこ
とに喜びを見出す術を知ってい
るので、なにごとにおいても「た
まにはうまくいくかもしれな

い」と細やかに期待できる。裏を
返せば、この世に確実なことな
どないと理解している。著者が
強調するのも、まさにその部分
だ。不快なことが多い世の中だ
からこそ、あえてメランコリー
を復権させる必要があるという
ユニークな発想である。重苦し
いイメージがあるこの単語に明
確な役割を与え、もっと語りや
すいものにしようというのだ。
　メランコリーな人が優れた知
性の持ち主だと言えるのは、数

えきれない失意の種と、人生に
たまにある素晴らしいこととの
“ちょうどいい折り合い”を上手
に見つけているからなのだとい
う。その証拠に、子どもは面白
いことがあれば声を上げて笑う
が、悲しいことの多さを知って
いるメランコリーな大人は、も
っと深みのある声で笑う。また、
メランコリーな人は内向的であ
るケースが多いが、その理由は、
基準を外交的な人に置いている
ことにあるともいう。さらにい

えば、メランコリーな人が誠実
でいられるのは、自分が不純な
人間であることをよくわかって
いて、その罪深さを知り尽くし
ているからだそうだ。
　著者が指摘するように、朗ら
かさが求められる環境や消費社
会において、メランコリーな人
は苦しむ可能性もある。だが生
きていく以上、私たちは現実を
受け入れる必要がある。そうい
う意味において、メランコリー
という概念が欠かせないのだ。

BOOK 文：印南敦史（作家／書評家）

藤田雄介著
学芸出版社　￥3,080

『建具の手がかり 境界を操作する39の手法』

境界と空間を操作する建具とは？
近現代の建築39作品から考察

設計という作業において、空間のつながりを
保ちつつ個別の居場所をつくることが大切。
それを実現するために重要なのが、「閉じた
状態でも仕切りながらつなげること」ができ
る建具̶̶。建築家であり、建具専門メーカ
ーを運営している著者は主張する。そうした
考え方に基づく活動の中から生まれた本書
は、建具を軸に置き、テキスト・写真・図面を
通じてさまざまな実例を紹介。戦前期以降か
ら現代に至るまでに生まれた、“建具や境界
について特筆すべき設計がなされた建築”39

作品を紐解いていく。

菊地成孔著
集英社　¥2,200

『クチから出まかせ 菊地成孔のディープリラックス映画批評』

軽妙に辛辣に映画を斬った、
大喜利のようなシネマコラム集

2012年から現在まで続く、菊地成孔による
映画に関する雑誌連載をまとめた一冊。マー
ベル・ヒーローが集結した『アベンジャーズ』
に代表される大作から、B級カルト作品を見
事にリメイクしてみせた『サスペリア』まで、
多彩な140作を収録している。著者が言うよ
うに、「『映画批評』というより『映画に対する
反射的な大喜利』としての『コメント芸』」とい
った趣で、ワインでも飲みながら軽妙な映画
談義を聞いているような気持ちになる。だ
が、その批評は時として辛辣で、“タメ”の効
かせ方が心地よいのである。
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　2024年11月に行われたアメリ
カ大統領選挙で、アフリカとア
ジアにルーツを持つ女性として
初の大統領誕生が期待されたカ
マラ・ハリスと競り合い、再び大
統領に返り咲くドナルド・トラ
ンプ。時期を同じくして、彼の
人生にインスパイアされた映画

『アプレンティス:ドナルド・トラ
ンプの創り方』が世に送り出さ
れる。トランプの弁護士が上映
阻止に動いたとも報道された今
作は、彼自身を侮辱するような

伝記映画ではなく、トランプの
ような人物が生み出されたアメ
リカの本質を探求することに主
眼が置かれている。
　物語は、トランプが悪名高い
弁護士ロイ・コーンに出会うと
ころから始まる。まだ何者でも
なかった若きトランプは、手段
を選ばないコーンから、常に攻
撃的で決して負けを認めない姿
勢を教わっていく。トランプに
とってコーンは第2の父である
だけでなく、“創造主”ですらあ

った。この映画は、ふたりの男
の関係に迫っていく。
　本作の監督の座を射止めた
のは、『ボーダー 二つの世界』

（2018年）で数々の賞を受賞し
たイラン系デンマーク人であ
るアリ・アッバシだ。前作にあ
たる『聖地には蜘蛛が巣を張る』

（2022年）では、女性のセックス
ワーカーが標的となった、イラ
ンで実際に起きた連続殺人事件
を題材にした。事件の殺人犯で
ある父から息子への負の連鎖が

ほのめかされ、“怪物”の誕生譚
となっている点で『アプレンテ
ィス:ドナルド・トランプの創り
方』とテーマを共有する。
　また、コーンはクローズドの
ゲイでもあった。アメリカでは
1980年代初期、HIV／エイズが
流行。当初この病気は男性同性
愛者たちに多く見られたため、
エイズ禍は性的マイノリティの
可視化と権利運動にとって重要
な歴史であり、今作はそんな時
代を克明に記録してもいる。

文：児玉美月（映画文筆家） CINEMA

『アプレンティス:ドナルド・トランプの創り方』
監督／アリ・アッバシ
出演／セバスチャン・スタン、ジェレミー・ストロングほか
2024年　アメリカ映画　2時間3分　
2025/1/17よりTOHOシネマズ日比谷ほかにて公開

ある男との出会いが生んだ、
トランプという“怪物”の秘話

若かりしトランプにしか見えないと評判のセバスチャン・スタンの演技にも注目だ。劇中で頭
皮縮小手術や脂肪吸引手術を受ける生々しいシーンなどは、まさにメアリー・シェリーの名作
古典『フランケンシュタイン』における“怪物の創造”というテーマを彷彿とさせる。
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独身中年女性が初の性体験を経て、
迎えた思いもよらぬ展開

『ブラックバード、ブラックベリー、私は私。』

ジョージアの小さな村に暮らすエテロ
は、48歳にして初めて男性と性体験を
持ったことがきっかけで、変化を迎え
ることとなる。結婚も恋愛もしていな
い中年女性を物珍しがる世間の眼差し
にも負けず、ひとりの人生を謳歌する
そのありさまと、若くなく痩せてもい
ない身体を堂々と露わにする本作は、
女性を規範から解放するフェミニズム
映画として私たちのもとに届けられ
る。そして映画の最後には、思いもよ
らない展開が待っている。

監督／エレネ・ナヴェリアニ　出演／エカ・
チャヴレイシュヴィリ、テミコ・チチナゼほか　
2023年　ジョージア・スイス映画　1時間
50分　2025/1/3よりヒューマントラストシ
ネマ有楽町ほかにて公開

© - 2023 - ALVA FILM PRODUCTION SARL - TAKES FILM LLC

陰影の深い白黒映像によって綴られる、
虚構と現実の境界線が曖昧な世界

『敵』

『時をかける少女』などで知られる筒井
康隆による老人文学の映画化。77 歳
を迎えた元大学教授である儀助は、わ
ずかな収入を得ながら預貯金の残りを
計算して余生を送っている。慎ましく
もていねいな古民家での暮らしを、亡
き妻の信子、教え子の靖子、バーで出
会った大学生だという歩美といった、
彼を取り巻く女性たちが彩る。生者と
死者、虚構と現実の境界線が曖昧にな
っていく儀助の世界が、陰影の深い美
しい白黒映像によって綴られる。

監督・脚本／吉田大八　
出演／長塚京三、瀧内公美ほか
2023年　日本映画　1時間48分
2025/1/17よりテアトル新宿ほかにて公開

© 1998 筒井康隆／新潮社   © 2023 TEKINOMIKATA

149       with New Attitude



ソフィ・ド・バルドネーシュ、リュシル・ブーランジェ、ジュスタン・テイラー
ALPHA　NYCX-10493　￥3,300

エイミー・ノリントン、ピート・クイケン
Et’cetera　XKTC1820　￥3,300

『フレデリック・ジェフスキ:
「不屈の民」変奏曲/ノース・アメリカン・バラード 〈全6曲〉』
大瀧拓哉
コジマ録音　JAN 4530835 116004　￥4,180

大胆かつ精緻なピアニズムで紡ぐ、 
個性際立つ変奏曲に驚嘆

　『団結した民衆は決して屈し
ない！』こと通称『不屈の民』は、
1973年にチリで生まれたスペイ
ン語のプロテストソングで、発
表当時、チリの政治状況に注目
が集まっていたこともあいまっ
て世界的に有名になった。その
２年後、アメリカの女性ピアニ
ストであるウルスラ・オッペン
スは、このプロテストソングを
もとに変奏曲を作曲してほしい
と、作曲家・ピアニストのフレデ
リック・ジェフスキに依頼。変奏

曲の歴史における最高峰のひと
つ、ベートーヴェンの『ディアベ
リ変奏曲』に比肩するような作
品を目指して1975年に誕生した
のが『「不屈の民」変奏曲』だ。日
本では高橋悠治による1978年の
録音が代表的な名演奏として知
られ、広く聴かれてきた。
　まさにその高橋の録音を聴い
て衝撃を受け、いつの日か挑も
うと考えてきたのが大瀧拓哉
だ。彼はヨーロッパで現代音楽
のスペシャリストたちのもとで

研鑽を積み、20世紀以降の音楽
に特化したオルレアン国際ピア
ノコンクールで2016年、優勝を
果たした。ソロから室内楽まで、
その時々に求められる音楽に的
確に対応できる幅広い表現力が
持ち味で、帰国後も現代音楽を
中心に活躍している。そんな大
瀧の魅力と能力が最大限発揮さ
れているのが本盤だ。音楽の歴
史を総ざらいしているかと思え
るほどの多彩さ（口笛も吹く！）
をもった36回の変奏の個性を、

大瀧は徹底的に際立たせてい
く。バラバラになりそうだが、
そのほうが終盤の変奏が盛り上
がり、作品全体のまとまりもよ
くなるのだから驚かされた。こ
れぞ新世代の新たな名盤といえ
るだろう。
　併録されたノース・アメリカ
ン・バラード第１～６番は人類
の愚かな歴史を生々しく伝えて
くれる作品で、ピアノと同時に
チェーンを演奏する第５番は鳥
肌なしに聴けない。

MUSIC 文：小室敬幸（音楽ライター）

『運命に選ばれて 
～フランス17・18 世紀の女性作曲家たち～』

男性優位の音楽史に隠されていた才能が、
その真価をあらわにする

欧米では近年、音楽の歴史を再考するべきだ
という問題意識が広がっており、19世紀以前
に関しても白人男性以外の作曲家を再評価
しようという動きが盛んだ。女性作曲家を掘
り起こした本盤に収録された中で、J.S.バッ
ハと同時代にルイ14世から寵愛を受けた作
曲家ジャケ・ド・ラ・ゲールだけはまとまった
作品が残っているが、それ以外は生没年が確
定できない人ばかり。短い断片を聴くだけ
でも、彼女たちが作曲家として活躍できる可
能性を秘めた存在であったことは明らか。社
会がそれを許さなかっただけなのだ……。 

『ブラームス：チェロ・ソナタ集』

古楽界の偉大な才能と情熱を受け継いだ、
次世代の奏者によるドラマティックな演奏

演奏楽曲が作曲された頃に使われていたで
あろう楽器と、当時の演奏習慣によって作品
の真の姿を炙り出そうとする“古楽”。このム
ーヴメントを牽引してきた巨匠世代の子ど
もふたり（チェロのエイミーはロジャー・ノ
リントンの娘、フォルテピアノのピートはヴ
ィーラント・クイケンの息子）の共演による
ブラームスのソナタ集は、同曲の決定盤と呼
びたくなるような仕上がり。それほど音量
が大きくない当時のピアノだからこそ可能
な溶け込み合い方で、作曲者が意図したであ
ろうサウンドが蘇った。
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1987年生まれ。 愛知県立芸術大
学及び大学院を首席で卒業、修了。 

ドイツ国立シュトゥットガルト音
楽演劇大学大学院、アンサンブル
モデルン・アカデミー(フランクフ
ルト)、パリ国立高等音楽院第三課
程現代音楽科修了。 フランス、イ
タリア、ブルガリア、韓国などで
多くのリサイタル・音楽祭に出演。
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復刻シリーズは今後も拡充する計画が進め
られている。「No.80」1脚￥146,300～

●東京都港区北青山3-5-12 JRE青山クリスタルビル1F　☎03-6455-5522

営 11時～19時　休年末年始　www.carlhansen.com

　グラフィックデザイナーでア
ートディレクター、菊地敦己の
個展が開催中だ。青森県立美術
館やPLAY! MUSEUMなどのビジ
ュアルアイデンティティや、ミ
ナ ペルホネンなどのファッショ
ンブランドのアートディレクシ
ョン、そして装丁において印象
的な表現で注目されてきた菊
地。それと同時に、実験的なグ
ラフィックデザインを発表する
展覧会でも高い評価を得てき
た。本展では改めて菊地のデザ

イン思想の一端に触れられる。
　会場は1階および区画をふた
つに分けた地階、計3つの空間
に異なるインスタレーションが
展開されている。1階では、白地
に黒の線と色を示す文字のみで
構成された新作グラフィックが
整然と配置されている。そうか
と思いきや、作品の裏側へ回り
込むと、文字の代わりに明快な
色が配された面が現れる。同等
の情報を持ちつつも異なる表面
を持ったグラフィックの二面性

に、単純ながらも新鮮な驚きを
おぼえるだろう。
  「グラフィックデザインは、役
割として瞬間的に情報を伝える
ためにつくっているので、本来
ならばじっくりと鑑賞するよう
な空間的な展示には向かないと
思っています。そこであえて、
平面の中に奥行きのレイヤーを
生む仕組み――、つまりグラフ
ィックデザインに内在されてい
る“構造”を立体的な視覚体験と
して見せることで、壁から空間

へとグラフィックデザインが広
がるような状況をつくろうと試
みました。地階では、グラフィ
ックが持つ質量や時間性、そし
て方向性・物質性を示す構造が
見えるような展示で構成してい
ます。『平面上の空間』と『空間上
の平面』との関係性を感じても
らえれば」と菊地は話す。
　展示空間に身を置くことで、
これまで無意識だったグラフィ
ックの構造に気づかされる体験
ができるに違いない。

名作家具をオリジナルの姿で復刻、
シリーズ最新作は剣持勇デザインのチェア

落ち着きのある新たな空間で、
クラフツマンシップを堪能

カール・ハンセン＆サン 東京本店「No.80」

1908年創業のデンマーク王室御用達の
家具メーカー、カール・ハンセン＆サン
が、東京本店を表参道に移転しリニュー
アルオープンした。ハンス J.ウェグ
ナーやコーア・クリント、アルネ・ヤコ
ブセンといったデンマークモダンの巨
匠たちによる家具を世界へ送り出して
きた、家族経営企業。その三代目が考
案したストアコンセプトを、STUDIO 

noemの工藤健太郎が具現化した。熟
練の職人技から生み出される名作を
ゆったりと体験できる。

多角的に家具を取り扱うコンプレック
スユニバーサルファニチャーサプライ
が、日本の名作家具を復刻する「ヘリテ
ージコレクション」をスタートさせた。
最初に取り組んだのは、建築家・村野藤
吾が都ホテルの設計時に合わせてデザ
インしたチェアとソファ。そしてシリ
ーズの最新作として、デザイナー・剣
持勇が秋田木工のために考案したチェ
ア「No.80」を復刻した。時代を超える
普遍的な美しさを未来へ継承する活動
に期待が高まる。

平面が空間に存在する状況を、
多彩なインスタレーションで展開

コンプレックス
www.complex-jp.net

文：高橋美礼（デザインジャーナリスト） DESIGN
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表参道駅から徒歩2分というアクセスのい
い店舗で、名デザインを直接体感できる。

メインとなる1階のインスタレーション。矩形の作品は、表と裏で違う表情を見せる。ポスタ
ーをはじめとする、展覧会のキービジュアルに使われている蛍光ピンク色は、このインスタレ
ーション内でも効果的に登場する。展覧会場の壁面に配置されている四角いピンク色の枠の関
係性はどのように捉えられるか……。観察力と思考力を心地よく刺激されながら鑑賞したい。
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『菊地敦己 グラフィックデザインのある空間』
開催中～2025/2/1　ギンザ・グラフィック・ギャラリー（ggg） 　
☎03-3571-5206

開 11時～19時　休日、祝、12/27～1/6

www.dnpfcp.jp/gallery/ggg
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バンヤンツリー・
東山 京都

今
月
の
建
築

デ
ザ
イ
ン

1990年、隈研吾建築都市設計事務所を設立。東京大
学特別教授・名誉教授。自然と技術と人間の新しい関
係を切り開く建築を提案。世界中でプロジェクトが
進む。本建築ではデザインアーキテクトを務めた。

隈 研吾

28話題の建築にフォーカス

京都府京都市東山区清閑寺霊山町7番地
☎ 075-531-0500

全52室
料セレニティ・キング／ツイン
　￥170,000～
www.banyantree.com/ja/japan/kyoto

文：佐藤季代
text by Kiyo Sato
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1. デザインアーキテクトを務めた隈
研吾建築都市設計事務所による能舞
台。屋根や壁がなく、敷地裏の竹林
や頭上の空と能舞台が一体化する。

2. ホテルは観光エリアから急な坂道
を上りきった高台に立つ。エントラ
ンスからダイナミックにせり出した
ヒノキ材の大庇が来訪者を出迎える。

3. ファサードは高低差を加味しつ
つ、周辺の参道から見上げた際の美し
さを意識したデザイン。開口越しに
日の移ろいなどの自然を感じられる。

4. 東山の山すそに、斜面林や竹林を
背景として3つの庭園をプレイスメデ
ィアがデザイン。ロビー正面では丹
波石のオブジェがゲストを迎える。

5. 全52室ある客室は、すべて橋本夕
紀夫デザインスタジオが担当。世阿
弥が著した『風姿花伝』の一節「秘すれ
ば花」がデザインコンセプト。
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ホ
テ
ル
の
開
業
が

相
次
ぐ
京
都
。２
０
２
４
年
８
月
に
は
、

タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
は
じ
め
と
す

る
世
界
各
国
で
、
そ
の
土
地
に
根
付
い

た
リ
ト
リ
ー
ト
を
展
開
す
る
バ
ン
ヤ
ン

ツ
リ
ー
が
初
上
陸
し
た
。
場
所
は
東
山

エ
リ
ア
の
老
舗「
ホ
テ
ル
り
ょ
う
ぜ
ん
」

の
跡
地
。
市
内
を
一
望
で
き
る
自
然
豊

か
な
高
台
に
位
置
し
、
徒
歩
圏
内
に
は

清
水
寺
や
高
台
寺
、
坂
本
龍
馬
な
ど
を

祀
る
京
都
霊
山
護
國
神
社
と
い
っ
た
歴

史
的
な
名
所
が
集
ま
る
。

ホ
テ
ル
の
テ
ー
マ
は
〝
幽
玄
〞。
古

く
か
ら
あ
の
世
と
こ
の
世
を
隔
て
る
結

界
の
よ
う
な
場
所
と
さ
れ
て
き
た
霊

り
ょ
う

山ぜ
ん

の
地
に
ち
な
み
設
定
さ
れ
た
。
隈
研
吾

を
デ
ザ
イ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
ト
に
迎
え
、

各
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
協

働
し
、そ
の
世
界
観
を
表
現
し
て
い
る
。

隈
が
手
掛
け
た
外
観
は
、
シ
ン
ボ
リ

ッ
ク
な
大お

お

庇び
さ
しや

ル
ー
バ
ー
が
整
然
と
並

ぶ
深
い
軒
な
ど
、
伝
統
的
な
木
造
建
築

の
意
匠
を
随
所
に
取
り
入
れ
た
シ
ッ
ク

な
佇
ま
い
が
特
徴
。
こ
の
建
築
と
と
も

に
幽
玄
の
世
界
を
体
感
で
き
る
の
が
、

市
内
の
ホ
テ
ル
と
し
て
は
唯
一
備
え
る

能
舞
台
だ
。
裏
手
に
広
が
る
緑
豊
か
な

竹
林
と
溶
け
合
う
よ
う
に
、
視
線
を
通

す
ル
ー
バ
ー
状
の
部
材
の
み
で
構
成
。

舞
台
そ
の
も
の
が
水
盤
の
上
に
浮
か
ぶ

姿
は
、
ま
さ
に
神
秘
的
だ
。

天
然
温
泉
を
用
い
た
ス
パ
施
設
も
あ

り
、
高
低
差
が
あ
る
敷
地
に
臨
む
竹
林

や
能
舞
台
、
京
都
の
街
並
み
な
ど
多
様

な
景
色
を
楽
し
め
る
の
も
魅
力
。
奥
深

い
山
に
抱
か
れ
た
静
謐
な
場
所
で
、
特

別
な
時
間
を
過
ご
し
た
い
。

p
h

o
to

: N
a

c
a

s
a

 &
 P

a
rtn

e
rs

 in
c

.

喧
騒
か
ら
離
れ
て
過
ご
す
、

幽
玄
の
世
界
を
表
す
隠
れ
家

1
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黒

麻倉怜士

デジタルメディア評論家。デジタ
ルシーン全般の動向を常に見据え
る。著書に『高音質保証 ! 麻倉式
PCオーディオ』（アスキー新書）、
『パナソニックの3D大戦略』（日経

BP社）などがある。

Reiji Asakura

右：PS5と同じワイヤレスコントローラーを使
用可能。ゲーム内の状況に応じて振動するの
はもちろん、車のブレーキをかけたり、弓の弦
を引く感触などもリアルに表現する。

上：高性能なスペックながら、高さは初期型
PS5と同じ、幅は現行販売しているPS5と同じ
サイズを実現した。PS5 Pro用の本体カバーも
今後、発売が予定されている。￥119,980

「ＰＳ６」と評しても、
過言ではない驚異の進化

Sony　PlayStation 5 Pro
ソニー　プレイステーション 5 Pro

（コンソールゲーム機）

●プレイステーション カスタマーサポート　www.playstation.com/ja-jp/support

家電コンシェルジュ vol. 44

イラスト：信濃八太郎　illustrations by Hattaro Shinano

　
ゲ
ー
ム
の
映
像
リ
ア
リ
テ
ィ
が
、
こ

こ
ま
で
来
た
の
か
と
驚
嘆
を
禁
じ
得

な
い
。
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
５
代

目
、
Ｐ
Ｓ
５
も
十
分
な
描
画
性
能
だ

っ
た
が
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
に
お

け
る
高
画
質
の
追
求
か
ら
生
ま
れ
た
新

た
な
成
果
が
、
こ
の
Ｐ
Ｓ
５ 

Ｐ
ｒ
ｏ

だ
。
ゲ
ー
ム
規
格
は
７
〜
８
年
ご
と
に

世
代
交
代
し
、
そ
の
中
間
期
に
マ
イ

ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
据
え
る
。
Ｐ
Ｓ
５
は

２
０
２
０
年
デ
ビ
ュ
ー
だ
か
ら
本
機
は

そ
れ
に
当
た
る
が
、画
質
向
上
ぶ
り
は
、

〝
マ
イ
ナ
ー
〞
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

 『
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ 

Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
S
Ｙ 

Ⅶ 

Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
』
の
森
の
中
を
進

む
シ
ー
ン
。
木
々
の
葉
の
デ
ィ
テ
ー
ル

や
ゆ
ら
ぎ
、
遠
景
の
フ
ォ
ー
カ
ス
感
な

ど
、
Ｐ
Ｓ
５
で
は
画
面
が
動
く
と
解

像
感
が
全
面
的
に
落
ち
て
も
や
っ
と

す
る
が
、
Ｐ
Ｓ
５ 

Ｐ
ｒ
ｏ
は
動
画
で

も
ま
っ
た
く
シ
ャ
ー
プ
。
静
止
画
と
変

わ
ら
ず
ハ
イ
フ
ォ
ー
カ
ス
な
の
だ
。
さ

ら
に
驚
く
の
が
『
グ
ラ
ン
ツ
ー
リ
ス
モ

７
』
の
車
体
の
光
模
様
。
太
陽
光
、
高

層
ビ
ル
な
ど
周
り
の
風
景
や
車
体
後

部
へ
の
後
続
車
の
映
り
込
み
な
ど
、
車

体
か
ら
光
が
反
射
し
煌
め
く
様
子
が

た
い
へ
ん
細
密
に
、
し
か
も
猛
ス
ピ
ー

ド
で
描
画
さ
れ
る
の
だ
。
ゲ
ー
ム
プ
レ

イ
時
に
は
60
分
の
1
秒
、
つ
ま
り
０
・

０
１
６
６
６
６
６
…
秒
の
間
に
す
べ
て

の
映
像
処
理
が
完
結
し
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
そ
の
結
果
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　
技
術
的
に
は
ま
ず
、
G
P
U
（
画
像

処
理
L
S
I
）性
能
を
大
幅
に
向
上
し
、

レ
ン
ダ
リ
ン
グ
速
度
が
45
%
ア
ッ
プ
。

次
い
で
光
量
、
輝
度
、
角
度
、
屈
折
、

反
射
な
ど
光
線
の
ふ
る
ま
い
を
描
写
す

る
レ
イ
ト
レ
ー
シ
ン
グ
の
速
度
が
Ｐ
Ｓ

５
の
２
〜
３
倍
に
。
さ
ら
に
A
I
に

よ
る
解
像
感
向
上
。
２
Ｋ
の
ゲ
ー
ム
を

４
Ｋ
に
ア
ッ
プ
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
す
る
時

に
、
細
部
の
描
写
を
強
化
し
た
。

 『
ソ
ニ
ー
の
革
命
児
た
ち
』
と
い
う

P
S
1
の
開
発
物
語
を
上
梓
し
、
初
代

の
画
質
を
知
悉
し
て
い
た
私
だ
が
、
Ｃ

Ｇ
技
術
の
驚
異
的
な
進
化
に
改
め
て
目

を
見
張
っ
た
の
で
あ
る
。

© 2024 Sony Interactive Entertainment Inc. All Rights Reserved.
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白

神原サリー

新聞社勤務を経て「家電コンシェ
ルジュ」として独立。豊富な知識
と取材をもとに独自視点で発信。
東京・広尾の「家電アトリエ」をベ
ースに、テレビ出演や執筆、コン
サルティングなど広く活躍中。

Sally Kamihara

右：中国で古くから使われる“薬罐（やかん）”を
ベースにデザイン。ハンドルは鉄瓶から着想
を得ている。東洋的なモチーフを採用してい
る一方、世界中で使われることを想定した。

上：デザインのみならず、機能面でも優れてい
る。ノズルは湯切れがよく、また、ハンドル部
分は固定され、ねらったところに的確に注げる
ように設計されている。￥27,500

鉄瓶と見紛うフォルムの
癒やしを与える電気ケトル

●バルミューダ　www.balmuda.com

BALMUDA　MoonKettle
バルミューダ ムーンケトル
（電気ケトル）

白モノ＆黒モノ　
バ
ル
ミ
ュ
ー
ダ
が
電
気
ケ
ト
ル
の
新

作
を
発
表
す
る
こ
と
は
事
前
に
知
っ
て

い
た
。
温
度
調
節
機
能
が
あ
る
こ
と

も
。
な
ぜ
な
ら
案
内
状
に
そ
う
書
い
て

あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
な
に
も
期
待

な
ど
し
て
い
な
か
っ
た
。
い
ま
さ
ら
、

温
調
ケ
ト
ル
に
何
を
す
る
こ
と
が
あ
る

の
だ
ろ
う
と
。
な
の
に
プ
レ
ス
発
表
の

会
場
で
一
目
見
た
時
に
懐
か
し
さ
で
胸

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
お
湯
を
沸
か
す

姿
に
涙
が
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
家

電
な
の
に
鉄
瓶
の
よ
う
な
姿
を
し
て
、

ゆ
ら
め
く
炎
が
あ
り
、
優
し
い
音
が
時

を
刻
ん
で
い
る
。
円
を
描
く
取
っ
手
が

道
具
と
し
て
の
機
能
美
に
あ
ふ
れ
て
い

る
。
そ
う
来
た
か
。「
ム
ー
ン
ケ
ト
ル
」

と
い
う
名
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。

　
容
量
は
９
０
０
m
L
と
た
っ
ぷ
り
。

電
源
ベ
ー
ス
の
右
側
の
ダ
イ
ヤ
ル
を
回

す
と
50
℃
か
ら
1
0
0
℃
ま
で
１
℃
刻

み
で
温
度
調
節
が
で
き
る
。
設
定
し
た

温
度
で
30
分
間
の
保
温
も
可
能
だ
。
改

め
て
お
湯
を
沸
か
し
て
み
よ
う
。
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
に
表
示
さ
れ
た
温
度
を
確
認

し
、
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
湯
沸

か
し
が
始
ま
る
。
す
る
と
ど
う
だ
、
ケ

ト
ル
の
下
に
仕
込
ま
れ
た
リ
ン
グ
ラ
イ

ト
が
光
り
、
息
を
す
る
よ
う
に
ゆ
ら
め

い
て
い
る
。
聞
け
ば
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
部
を
わ

ず
か
に
凹
ま
せ
る
こ
と
で
ケ
ト
ル
と
の

間
に
空
間
が
生
ま
れ
、
そ
こ
に
炎
が
あ

る
か
の
よ
う
に
見
え
る
の
だ
と
い
う
。

耳
を
澄
ま
せ
ば
心
地
よ
い
サ
ウ
ン
ド
が

聞
こ
え
て
、
お
湯
が
沸
く
ま
で
の
待
ち

時
間
を
楽
し
み
の
ひ
と
時
へ
と
変
化
さ

せ
る
。
こ
の
サ
ウ
ン
ド
は
３
種
類
用
意

さ
れ
て
い
て
、
好
み
や
気
分
に
応
じ
て

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
お
湯
が
沸
く
と
音
だ
け
で
な
く
、
ラ

イ
ト
が
サ
ー
ク
ル
状
の
光
り
方
へ
と
変

化
す
る
の
で
、
遠
く
か
ら
見
て
わ
か
る

の
も
気
が
利
い
て
い
る
。
注
ぎ
や
す
い

よ
う
に
湯
量
に
応
じ
て
持
つ
場
所
を
変

え
ら
れ
る
の
も
、
薬
缶
の
よ
う
な
半
円

の
取
っ
手
な
ら
で
は
。
鉄
瓶
の
よ
う
な

黒
を
選
ぶ
か
、
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
る

マ
ッ
ト
な
白
を
選
ぶ
か
。
悩
ま
し
い
と

こ
ろ
で
は
あ
る
。

155       with New Attitude



そ
ろ
そ
ろ
考
え
た
い
、
身
だ
し
な
み
の
こ
と

グ
ル
ー
ミ
ン
グ
研
究
所

宮
永

大
き
く
分
け
て
、「
硬
い
毛
」「
や

わ
ら
か
い
毛
」「
直
毛
」「
ク
セ
毛
」
の

４
つ
で
す
。
自
分
の
髪
質
が
ど
れ
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
人
は
、
た
く
さ
ん
の

人
の
髪
を
常
に
触
っ
て
い
る
美
容
師
さ

ん
に
聞
く
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

│
│
そ
れ
が
確
実
そ
う
で
す
ね
。

宮
永

ま
ず
硬
毛
の
人
は
、
扱
い
や
す

い
シ
ョ
ー
ト
〜
ミ
デ
ィ
ア
ム
ヘ

ア
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
襟
足
や
サ
イ
ド
は

刈
り
上
げ
な
い
限
り
、

ピ
ン
ピ
ン
跳
ね
た
り

立
ち
上
が
っ
た
り
し

て
収
ま
り
づ
ら
い
の

で
、
フ
ァ
イ
バ
ー
が
入

っ
て
い
る
セ
ッ
ト
力
の

強
い
ス
タ
イ
リ
ン
グ
剤
で
、

毛
束
を
曲
げ
な
が
ら
抑
え
ま
す
。

最
適
な
の
が
、
ク
ー
ル
グ
リ
ー
ス
ス

ペ
リ
オ
ー
レ
の
「
ポ
マ
ー
ド
チ
ャ
ン
ダ

ナ
」。
髪
に
馴
染
ま
せ
た
ら
好
き
な
分

け
目
を
つ
く
り
、
コ
ー
ム
を
使
っ
て
後

ろ
や
サ
イ
ド
に
流
し
て
す
っ
き
り
し
た

印
象
に
仕
上
げ
ま
す
。
バ
キ
っ
と
固
ま

ら
な
い
ポ
マ
ー
ド
な
の
で
、
毛
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
上
、
瑞
々
し
い
ツ

男
性
の
身
だ
し
な
み
に
欠
か
せ
な
い

整
髪
料
。
同
じ
も
の
を
使
い
続
け
る
と

い
う
人
も
多
い
が
、
自
分
に
合
っ
た
選

び
方
を
美
容
師
で
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の

宮
永
え
い
と
さ
ん
に
聞
い
た
。

宮
永

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
も
ほ
か
の
グ
ル

ー
ミ
ン
グ
と
同
様
に
、
清
潔
感
が
大
切

で
す
。
清
潔
感
を
な
く
す
大
き
な
要
因

は
〝
放
置
〞。
自
分
自
身
は
毎
日
経
過

を
見
て
い
る
の
で
違
和
感
を
感
じ
づ
ら

い
の
で
す
が
、
久
々
に
会
う
人
、
初
め

て
会
う
人
に
は
放
置
し
て
い
る
＝
清
潔

感
が
な
い
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
ん
で

す
。
な
の
で
、
整
髪
料
は
使
う
前
提
と

し
て
、
基
本
的
な
こ
と
で
す
が
〝
定
期

的
に
髪
を
切
る
こ
と
〞
を
改
め
て
意
識

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
整
っ

た
髪
に
自
然
な
ツ
ヤ
感
を
少
し
加
え
て

ま
と
め
る
だ
け
で
、
好
印
象
を
手
に
入

れ
ら
れ
る
ん
で
す
。

│
│
忙
し
い
と
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

宮
永

そ
う
な
ん
で
す
。
今
回
は
４
種

類
の
髪
質
に
合
わ
せ
た
、
お
薦
め
の
ヘ

ア
ス
タ
イ
ル
と
整
髪
料
の
組
み
合
わ
せ

を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

│
│
ど
ん
な
髪
質
が
あ
る
ん
で
す
か
？

ヤ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

│
│
パ
リ
ッ
と
し
た
好
印
象
に
仕
上
が

り
そ
う
で
す
ね
。

宮
永

次
は
軟
毛
。
シ
ョ
ー
ト
の
長
さ

で
、
前
髪
を
上
げ
て
爽
や
か
さ
を
出
す

と
い
い
で
し
ょ
う
。
普
通
の
ワ
ッ
ク
ス

を
使
う
と
重
さ
で
毛
束
が
潰
れ
て
し
ま

う
の
で
、
芯
に
な
っ
て
く
れ
る
キ
ー
プ

力
を
持
つ
ジ
ェ
ル
を
選
び
ま
す
。

ア
リ
ミ
ノ

メ
ン
の
「
フ
リ

ー
ズ
キ
ー
プ

ジ
ェ
ル
」

が
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。

濡
れ
た
髪
を
タ
オ
ル

ド
ラ
イ
し
て
、
半
乾

き
の
状
態
で
全
体
的

に
ジ
ェ
ル
を
も
み
込

ん
で
自
然
乾
燥
さ
せ
る

だ
け
。
前
髪
は
ド
ラ
イ
ヤ
ー

で
乾
か
し
な
が
ら
好
み
の
か
た

ち
に
ア
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

│
│
軟
毛
は
し
っ
か
り
固
め
る
と
。

宮
永

直
毛
は
よ
く
も
悪
く
も
ヘ
ア
ス

タ
イ
ル
に
動
き
が
出
な
い
の
で
す
が
、

ス
タ
イ
リ
ン
グ
し
や
す
い
ミ
デ
ィ
ア
ム

ヘ
ア
に
、
毛
流
れ
を
加
え
た
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
が
合
う
と
思
い
ま
す
。
リ
ン
ク

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ー
カ
ー
ズ
の
「
ヘ
ア

バ
ー
ム

」
を
使
っ
て
真
ん
中

分
け
に
し
た
後
、
髪
を
手
櫛
で
後
ろ
に

流
す
だ
け
。
セ
ッ
ト
力
が
強
く
な
く
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
毛
流
れ
を
演
出
で
き
ま

す
。
最
後
は
パ
ー
マ
も
含
め
た
ク
セ
毛

で
、
清
潔
感
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
で
言
う

と
、
シ
ョ
ー
ト
や
ミ
デ
ィ
ア
ム
が
い
い

と
思
い
ま
す
。
ク
セ
毛
も
パ
ー
マ
も
潤

い
を
与
え
て
束
を
つ
く
れ
れ
ば
自
然
に

動
き
が
出
る
の
で
、
ス
タ
イ
リ
ン
グ
剤

に
セ
ッ
ト
力
は
不
要
で
す
。
レ
タ
ッ
チ

の
「
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
」
は
、
ク
セ
毛

と
パ
ー
マ
に
特
化
し
た
フ
ァ
イ
バ
ー
な

ど
を
含
ま
な
い
ク
リ
ー
ム
ワ
ッ
ク
ス
。

髪
に
塗
布
し
て
揉
む
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。

│
│
そ
れ
ぞ
れ
の
髪
質
に
適
し
た
整
髪

料
の
種
類
も
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

宮
永

整
髪
料
に
迷
っ
た
ら
、
次
の
よ

う
に
考
え
て
み
る
の
が
お
薦
め
で
す
。

毛
を
「
ま
と
め
る
」
な
ら
水
と
オ
イ
ル

が
主
成
分
の
ポ
マ
ー
ド
、「
固
め
る
」

な
ら
水
と
合
成
樹
脂
の
ジ
ェ
ル
、「
流

す
」な
ら
オ
イ
ル
の
バ
ー
ム
、「
動
か
す
」

な
ら
ク
リ
ー
ム
状
で
扱
い
や
す
い
ワ
ッ

ク
ス
。
き
っ
と
自
分
に
合
う
も
の
が
見

つ
か
る
は
ず
で
す
。

宮永えいと
美容師／YouTuber

自
分
に
合
っ
た
整
髪
料
は
、

ど
う
選
べ
ば
い
い
の
か
？

vovol.28

今月の所長
フリーランスの美容師として活躍
するかたわらYouTubeチャンネル
「大人男子LABO」を主宰し、男性の
身だしなみや美容について日々発
信中。メンズヘア＆コスメブラン
ド「レタッチ」を手掛ける。

Eito Miyanaga

文：力石恒元（S/T/D/Y）
写真：丸益功紀（BOIL）
イラスト：naohiga

text by Hisamoto Chikaraishi

photograph by Koki Marueki

illustration by naohiga
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ポマードチャンダナ

クールグリース スペリオーレ

ニューウェーブ

レタッチ

ヘアバーム 997

リンク オリジナル メーカーズ

フリーズキープ　ジェル

アリミノ　メン

オリーブ油を主成分とした8種の天然
オイルを採用し、頭皮や毛髪に潤いを
与える。髪のボリュームアップやまと
め髪など幅広いスタイリングに対応す
る。ハンドクリームやネイルオイルと
しても使用可能。「997」は、ゼラニウ
ムやサンダルウッドが上品に香る。
70g ￥4,290／リンク☎03-5431-3775

すぐに固まらずベタつかないので自由
なスタイリング、アレンジを楽しめる。
ワックスの動かしやすさとジェルの洗
い落ちやキープ力を両立させた“ハイ
ブリッド処方”が大きな特徴。ツヤと
動きのあるスタイルを長時間キープす
ることができる。200g ￥1,760／アリ
ミノお客さま窓口 0120-945-334

ヘアサロン「fifth」と共同開発したパー
マ・クセ毛に特化したクリームワック
ス。水分保持成分が髪に潤いを与え、
天然由来のオイルがツヤ感を長時間キ
ープする「スキンケア発想の保湿力」が
魅力。強すぎない絶妙なセット力で自
然な仕上がりに。90g ￥1,980／レタ
ッチ  https://re-touch.tokyo

適度なツヤ感と整髪力を持つ定番の水
性ポマード。天然成分をベースにファ
イバーを加えた、糸のように伸びるテ
クスチャーが跳ねてしまう髪をしっか
り抑え、タイトなスタイルにまとめる。
そのほか、クセのある髪や短髪のセッ
トにも最適。220g ￥2,750／ORANGE 

INC.☎03-3412-2121

セット力

香り
ツヤ

セット力

香り
ツヤ

セット力

香り
ツヤ

セット力

香り
ツヤ
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文：山内聖子
写真：榊 水麗

イラスト：阿部伸二
text by Kiyoko Yamauchi

photograph by Mirei Sakaki
illustrations by Shinji Abe

VOL.27

Jibarazake of Professionals

もともと味噌問屋だった先代の倉庫をビ
ストロ&ワインバーに改装し人気店に。
J.S.A.認定ソムリエでもあり、日本輸入
ワイン協会会長も務めるなど特に日本ワ
インの普及に尽力。遠藤利三郎商店●東
京都墨田区押上1-33-3☎03-6657-2127

プ

ロ

の

自
腹
酒

、
、
、

創
業
１
３
４
年
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
醸
す
、

飲
み
応
え
の
あ
る
日
本
産
オ
レ
ン
ジ
ワ
イ
ン

丸藤葡萄酒工業

2023ルバイヤート甲州醸し

自社管理の畑で育てた遅摘みのブド
ウを使用し、野生酵母で発酵。上槽
後はコンクリートタンクとオーク樽、
ステンレスタンクなど数種類のタン
クで熟成させている。夕日を思わせ
るオレンジの色調が美しく、グラス
映えもいい。心地よい渋みも感じら
れる豊かな味わいで、肉料理や揚げ
物にも負けない飲み応えがある。ス
モークサーモンのような少しクセの
ある料理も難なく受け止めてくれる
のが魅力だ。720mL ￥2,750／丸藤
葡萄酒工業☎0553-44-0043

　かつては味噌問屋であった遠藤利三郎商店。
味噌蔵だった倉庫をワインが楽しめる本格ビス
トロへと改装し、人気店へと育て上げるととも
に、数々のワインスクールで講師も務めるほど
ワインを愛してやまないのが、遠藤利三郎さん
だ。20歳でワインの魅力に目覚め、愛飲歴は40

年以上。日本のワイン業界でなくてはならない
存在だが、「未だに先生と呼ばれるのはしっくり
こない。あくまでもただのワイン好きであり、
いち飲み手であり続けたい」と言う。
　日常的にワインを嗜む、そんな遠藤さんが毎
年ケース買いするほどお気に入りなのが、オレ
ンジワインの「ルバイヤート甲州醸し」。昭和の
中頃以降に一旦途絶えた「半醸し」という昔なが
らの製法を、約6年前に復活させた丸藤葡萄酒
工業のテーブルワインである。
 「約5年前です。とあるワインの試飲会で出合
い、おいしいのはもちろんのこと、甲州でもオ

レンジワインをつくっていること自体が面白
く、惹かれました。甲州ワインというとスッキ
リと爽やかなイメージが強いと思うのですが、
このワインはしっかりと果実味があり、ボリュ
ーム感があるタイプ。それでいてきれいでクリ
ーンな口当たりが魅力です」
　味幅が広いため、合わせる料理を選ばず家庭
料理や普段の晩酌向きだと教えてくれたが、特
に遠藤さんがおともに薦めるのが王道の鶏の唐
揚げ。味つけはシンプルに塩味で、仕上げにレ
モンをギュッと搾って食べるのが好みだとか。
 「ワインはただのアルコールではなく、生産者
の想いを飲むものです。グラスの向こう側につ
くり手の顔を思い浮かべながら飲むのが最高な
んです。その至福の瞬間を味わいたい一心で、
日々仕事を頑張っています」
　日本の家庭料理に合う日本ワイン。幸せに一
日を締めくくるために、常備したい一本だ。

熱々の鶏の唐揚げには、
ワインの五味が好相性

ワインのクリーンな酸味が鶏の唐揚
げの脂をほどよく流し、豊かな果実
味を余韻に残す。互いにおいしさを
高め合う組み合わせ。「カレー粉を
効かせてもおいしい」とのこと。

【酔いおとも】

Risaburou Endo
遠藤利三郎

「遠藤利三郎商店」オーナー
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写真：河内 彩　photographs by Aya Kawachi

1

2 3

スカック（スクワット カメアリ 

アートセンター）

JR常磐線の亀有駅から綾瀬駅間の高架下に、芸術文化を堪能できる広大な空間が出現
した。訪れる人々が、アート、デザイン、建築、食、音楽などに出合いながら学びとな
る場所を目指す。最大の見どころは、数十mにわたって無数の書籍が並ぶ巨大な本棚
だ。アートブック専門の卸業者、twelvebooksが世界各国の出版社から収集した書籍を
保管する倉庫として機能しており、それを開放している。施設内にはレコードショッ
プやカフェ、芸術作品の展示もあり、五感を刺激され続ける場所だ。

高架下の広大な空間に出現する、圧巻の “見せる倉庫”

1. 単管足場を使用した仮設的なテイストが特徴の本
棚。書籍は購入も可能だ。　2. レコードショップ、
Vinyl Delivery Service（本棚の左奥）はロンドンの実
店舗に続く日本初の店舗。約5000点が揃う。　3. フ
リースペースにはカフェが併設。建築資材を実験的
に組み合わせてつくった椅子やテーブルで寛げる。

 1

SKAC（SKWAT KAMEARI 

ART CENTRE）

2

バンライ ハンテン

文京区水道・小日向エリアにあるビルに入居
する小さなホテル、ショートスイドウ。この
場所を手掛けた建築家のクマタイチが、同建
物の1階に台湾ダイナーをつくった。店名は
かつて地元で愛された中華料理店「萬来飯
店」から取ったもの。神楽坂にある人気台湾
レストラン出身の台湾人シェフが、現地なら
ではのスパイスを使った家庭料理を提供。
「ピーナッツの八角煮」「冷製鶏モモ葱ソー
ス」「ほうれん草のルーローかけ」など、クラ
フトビールやナチュラルワインに合う小皿
メニューが多いのも特徴だ。さらに、昼間は
同じフロアでコーヒースタンドも営業。地元
の人が集いやすく、ホテルの宿泊者も一息つ
ける憩いの場になりそうだ。

スパイスが利いた、
絶品の台湾家庭料理

1. 街に開いた一面ガラス張りの
つくりで、気軽に入店できる。　2. 

クマタイチお薦めは、胡椒多めの
「塩レモン焼そば」（￥1,080、中央）
と、五香粉が利いた「チキンフリッ
ト」（￥1,000、左）。ビール￥1,150

2

BANRAI HANTEN

1

●東京都文京区水道2-19-11

☎080-3555-6202

営 18時～23時（水～金）　12時～
14時、16時～22時（土、日、祝）
休月、火
Instagram@banrai_hanten

●東京都葛飾区西亀有3-26-4

営 11時～19時　休月、火
Instagram@skwat.site

ルメール  エビス

フランス発のファッションブランド、ルメー
ルの新店舗が恵比寿に誕生。パリ、ソウルに
続く3店舗目の旗艦店となる。閑静な住宅街
に佇む1960年代に建てられた日本家屋がそ
の場所に選ばれたのは、家庭的な温もりを感
じさせるブランドのものづくりと共鳴した
ため。アーティスティックディレクターであ
るクリストフ・ルメールとサラ=リン・トラン
は細部に至るまでしつらえにこだわり、可能
な限り元の造りのまま、壁には伝統的な日本
の漆喰や竹製のすだれ、障子を施しながらヨ
ーロッパのデザイナーによる芸術作品やヴ
ィンテージ家具を整然と配置している。自宅
にいるかのように心安らぐ空間で服を選ぶ
という、至福の時間を過ごしたい。

日本家屋の趣を活かした、
心安らぐ自宅のようなショップ

1

1. 建物はもともと個人邸宅とし
て建てられた。箪笥や机、棚には
至極自然に商品をディスプレイ。　
2. 窓からの日差しが心地よい2

階。パリ店と同様、床にはアバカ
マットが敷かれている。

2

3

LEMAIRE EBISU

●東京都渋谷区恵比寿3-21-1

営 11時～19時
不定休
www.lemaire.fr
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ほ
ぼ
カ
タ
チ
を
変
え
ず
に
45
年
。
メ

ル
セ
デ
ス
の

ク
ラ
ス
は
相
変
わ
ら

ず
の
人
気
ぶ
り
で
す
よ
。「
そ
ん
な

ク
ラ
ス
も
い
つ
か
は
電
動
化
か
…
…
」

と
ぼ
ん
や
り
考
え
て
い
た

デ
ー
は

意
外
に
早
く
来
た
。
そ
の

、「

 

５
８
０
」
は
現
行
モ
デ
ル
の
フ
レ
ー
ム

を
流
用
し
て
、外
観
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
。

運
転
し
た
感
触
も
間
違
い
な
く

ク
ラ

ス
。
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
だ
感
じ
は

の
「

 

63
」
に
似
て
い
た
け
ど
、
バ

ッ
テ
リ
ー
搭
載
位
置
に
よ
る
低
重
心
化

が
効
い
て
い
て
オ
ン
ロ
ー
ド
の
身
の
こ

な
し
は
と
て
も
よ
く
な
っ
て
い
た
。

　
個
人
的
に

ク
ラ
ス
の

化
と

は
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ウ
ン
ド
が
有
機
的
な

バ
ン
ド
サ
ウ
ン
ド
を
再
現
し
つ
つ
、
ク

リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
無
限
さ
を
武
器
に
さ

ら
に
進
化
し
た
っ
て
印
象
。
た
と
え
る

な
ら
、
日
本
の
バ
ン
ド
サ
ウ
ン
ド
の
極

北
に
立
っ
た
「
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
」
か

ら
テ
ク
ノ
ユ
ニ
ッ
ト

を
結
成
し

た
細
野
晴
臣
氏
が
、
デ
ジ
タ
ル
機
材
で

「
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
」
を
進
化
さ
せ
た

ら
こ
う
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
み
た
い

な
（
笑
）

　
も
と
よ
り
峠
に
行
く
気
は
起
き
な
い

ク
ル
マ
だ
っ
た
け
ど
、
こ
の

ク
ラ
ス

は
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
走
る
の
が
め
ち

ゃ
く
ち
ゃ
愉
し
か
っ
た
。
ド
ラ
イ
ブ
モ

ー
ド
を
「
ス
ポ
ー
ツ
」
に
し
て
ア
ク
セ

ル
を
踏
み
込
む
と
い
い
感
じ
で
、
ス

ス
ス
っ
と
抜
け
感
が
出
て
く
る
の
ね

（
笑
）。
デ
ジ
タ
ル
信
号
で
そ
れ
ぞ
れ
４

つ
の
モ
ー
タ
ー
を
駆
動
さ
せ
る
の
で
微

細
な
精
度
で
ト
ル
ク
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
し
、
峠
だ
っ
て
ス
テ
ア
リ
ン
グ

を
フ
ラ
ッ
ト
に
保
っ
て
く
れ
る
。
こ
の

「

 

５
８
０
」
の
目
玉
機
能
で
あ
る
、

オ
フ
ロ
ー
ド
で
車
体
を
そ
の
場
で
最
大

2
回
転
で
き
る

は
、
ま

さ
に
モ
ー
タ
ー
独
立
制
御
の
ト
ル
ク
ベ

ク
タ
リ
ン
グ
の
成
せ
る
技
。

　
各
輪
の
モ
ー
タ
ー
の
駆
動
ト
ル
ク
を

個
別
に
制
御
す
る
こ
と
で
、
後
ろ
タ
イ

ヤ
を
中
心
に
旋
回
１
回
転
す
る
こ
と
が

で
き
る

も
含

め
て
、

で
し
か
あ
り
え
な
い
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ブ
ル
な
走
り
が
オ
フ
ロ
ー
ド

性
能
を
高
め
て
い
る
。
ギ
ミ
ッ
ク
と
し

て
、

映
え
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
的
な
狙
い
が
大
き
い
と
は
思
う
も
の

の
、
メ
ル
セ
デ
ス
が
「

化
の
最
大

の
メ
リ
ッ
ト
は
オ
フ
ロ
ー
ド
性
能
の
向

上
」
と
言
っ
て
い
る
点
は
深
く
頷
か
さ

れ
た
。
そ
し
て
こ
の
ク
ル
マ
は
、
長
年

愛
さ
れ
続
け
て
き
た

ク
ラ
ス
ら
し
さ

に
も
磨
き
を
か
け
た
。

　
背
筋
を
伸
ば
す
よ
う
に
し
て
座
り
、

一
段
高
い
視
座
か
ら
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
と

ら
え
、
三
人
称
視
点
の
重
機
か
モ
ビ
ル

ス
ー
ツ
を
運
転
す
る
気
分
で
ア
ク
セ
ル

を
踏
む
。
ハ
ン
ド
ル
は
重
く
、
ゆ
れ
方

も
威
厳
た
っ
ぷ
り
で
自
信
に
満
ち
て
い

る
。
サ
ウ
ン
ド
は
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と

エ

ン
ジ
ン
を
模
し
た
音
と
バ
イ
ブ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
あ
っ
て
、
足
ま
わ
り
は
タ
イ
ヤ

が
圧
着
す
る
よ
う
に
ぬ
ら
ぬ
ら
と
路
面

を
な
ぞ
る
。

　
と
て
も
上
質
な
乗
り
心
地
だ
し
、
全

然
ゆ
る
く
な
い
の
よ
。
ト
ル
ク
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
コ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
を
意
識
し

つ
つ
、
こ
の
ク
ル
マ
で
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

に
ア
ク
セ
ル
を
調
和
さ
せ
る
ワ
ン
ペ
ダ

ル
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
面
白
さ
は
ス
ポ
ー

ツ
カ
ー
的
。
思
わ
ず
「
め
っ
ち
ゃ
ハ
ー

ド
コ
ア
…
…
」
と
唸
っ
た
わ
け
。

　
だ
か
ら
こ
そ
「

ク
ラ
ス
で
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う

党
に
こ

そ
、
こ
の
「

 

５
８
０
」
を
薦
め
た

い
。
歴
代

ク
ラ
ス
が
つ
な
い
で
き
た

乗
り
味
が
、
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ

て
深
ま
り
進
化
し
て
い
る
の
を
感
じ
る

は
ず
。

の
代
名
詞
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
・

に
こ
じ
つ
け
れ
ば
新
し
い
「

フ
ァ

ン
ク
・
エ
ラ
（
時
代
）」
の
始
ま
り
始

ま
り
っ
て
感
じ
か
な
（
笑
）

ア
イ
ツ
の
G
が
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
!?

デ
ジ
タ
ル
サ
ウ
ン
ド
で
結
末
は「
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
」

DRIVER

青木雄介
YUSUKE  AOKI

編集者。長距離で大型トレーラーを
運転していたハードコア・ドライバー。
フットボールとHipHopとラリーが
好き。愛車の峠仕様1992年製シボレー・
カマロ改は、手に入れてから15年目
を迎え、現在は猟犬を山野に連れ出せ
るシューティングブレークを物色中。

東 京 車 日 記
いっそこのままクルマれたい！

Mercedes-Benz G 580 with EQ Technology Edition 1

VOL.100

メルセデス・ベンツ G 580 with EQテクノロジー エディション1
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1. 四輪独立モーターを備え、渡河
水深が850㎜と大幅に高くなった。　
2. ブルーをアクセントにしたインテ
リア。中央にオフロード系の専用操
作スペースがある。　3. エンジンル
ームにはG-ROARと呼ばれるV8サ
ウンドを奏でるスピーカーが内蔵。　
4. 伝統のラダーフレームに大容量バ
ッテリーを組み込むことで車両の低
重心化を実現。　5. 背面はスペアタ
イヤに代わりデザインボックスにな
り充電ケーブルが格納されている。

全長×全幅×全高：4,730×1,985×
1,990㎜
モーター：交流同期式×４基
最高出力：587PS

最大トルク：1,164Nm

駆動方式：4WD

航続距離：530㎞（WLTCモード）
車両価格：￥26,350,000～

メルセデスコール
 0120-190-610

www.mercedes-benz.co.jp

23

45

1
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写真：杉本 圭
文：小山薫堂

photographs by Kei Sugimoto
text by Kundo Koyama

第百回

右：京都某所にある慈湯釜。住所、
入浴方法は湯の道を極めし者のみ
に伝えられる。五右衛門風呂まわ
りの左官仕事は、挾土秀平氏率い
る職人社秀平組によるもの。跋陀
婆羅菩薩とは、お風呂で悟りを得
たと言われる仏様。　左：湯びら
きとなる開湯日に、読経をしてく
ださる山田宗正和尚様。

※ お薦めの湯を理由とともにメールでお知らせください。採用された方には、おぼろタオル謹製「湯道タオル」を進呈します。　eメール：yudo@n35.co.jp

　湯
道
百
選
の
記
念
す
べ
き
百
湯
目
は

こ
こ
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。
総
本
山

と
な
る
風
呂
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
た

の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
全
体
が
息
苦

し
さ
に
包
ま
れ
て
い
た
3
年
前
。
湯
道

創
設
の
大
恩
人
、
大
徳
寺
真
珠
庵
第

二
十
七
世
住
職
の
山
田
宗
正
氏
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
京
都
某
所
に
あ
る
特
別

な
場
所
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。
し
か
も

設
計
か
ら
施
工
ま
で
引
き
受
け
て
く
だ

さ
る
と
仰
る
。
こ
ん
な
に
あ
り
が
た
い

こ
と
は
な
い
。
す
べ
て
を
委
ね
た
。

　天
に
向
か
っ
て
青
竹
が
伸
び
る
薮
の

隙
間
に
釜
風
呂
を
設
え
る
と
の
こ
と
。

付
近
は
京
都
随
一
の
水
脈
を
持
つ
名
水

の
一
等
地
。
湧
き
水
を
薪
で
沸
か
す
た

め
、
大
和
重
工
か
ら
五
右
衛
門
風
呂
を

取
り
寄
せ
和
尚
様
の
友
人
で
あ
る
土
工

と
庭
師
が
加
わ
り
、
少
数
精
鋭
で
石
造

り
の
露
天
風
呂
を
完
成
さ
せ
た
。
畳
よ

り
も
巨
大
な
石
は
祇
園
祭
り
の
山
鉾
の

辻
回
し
を
ヒ
ン
ト
に
竹
を
敷
い
て
運
ん

だ
と
い
う
。

　湯
開
き
の
日
は
、
和
尚
様
自
ら
が
湯

を
沸
か
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
や
わ
ら
か

な
湯
に
身
を
沈
め
天
を
見
上
げ
る
と
、

風
に
吹
か
れ
左
右
に
し
な
る
青
竹
の
先

に
小
さ
な
青
空
が
あ
っ
た
。
薪
の
燃
え

る
音
に
混
じ
り
聞
こ
え
る
笹
鳴
り
は
開

湯
を
祝
福
し
て
い
る
か
の
よ
う
。
地
下

水
と
釜
火
と
竹
林
の
調
和
か
ら
生
ま
れ

た
湯
は
温
泉
を
凌
ぐ
心
地
よ
さ
。
そ
れ

で
い
な
が
ら
、
煙
突
脇
に
祀
ら
れ
た
跋

陀
婆
羅
菩
薩
（
ば
っ
た
ば
ら
ぼ
さ
つ
）

が
微
か
な
緊
張
感
を
漂
わ
せ
る
。

　こ
の
湯
を
い
つ
ま
で
も
慈
し
み
た
い

と
の
想
い
か
ら
「
慈
湯
釜
」（
じ
ゆ
う

が
ま
）と
い
う
名
が
閃
い
た
。
こ
こ
は
、

湯
道
は
じ
ま
り
の
湯
。
湯
の
道
を
極
め

よ
う
と
す
る
人
々
を
招
い
て
、
い
つ
か

こ
こ
で
大
湯
道
会
を
開
こ
う
と
企
ん
で

い
る
。

湯
道
は
、
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
。

〈京都府某所〉

慈湯釜
JIYUGAMA
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Pen Onlineでチェック！
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次号は1月28日発売

NEXT ISSUE

いま現代アートのシーンで、次世代の作家たちが面白い。
３DモデリングやAIを駆使した技法、アニメの影響を受けたタッチ、
伝統的な書を発展させた表現など多様化はますます進み、
煌めく才能と可能性にあふれた多くの作家が羽ばたこうとしている。
次号では、既成概念にとらわれず“いま”を鋭く感じ取り、
独自の表現に挑みつづける新世代のアーティストたちを一挙に紹介。
さらに注目作家の動向や足を運ぶべき展覧会&アートフェア、
新設の美術館・ギャラリーをピックアップ。
現代アートを楽しむ基礎知識まで話題を広げて紹介する。
来るべき2025年、現代アートに注目せよ！

2025年に見るべき
現代アート

次世代の注目作家を一挙に紹介！
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